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    1.吹き鳴らされた角笛
     　世界に角笛の音《ね》が響き渡った。


　決して大きな音ではなかったにもかかわらず、その音《ね》は世界中に存在する、音を知覚できるすべてのものの元に届いた。


「ようやく時が訪れたか」


　豪華な装飾が施された漆黒のアームチェアにゆったりと腰掛けている男はそう呟くと、おもむろに顔にかかっていた銀髪をかきあげた。


　露わになった淡青色の瞳がゆっくりと前を向く。


　そこには視線の主である若くしなやかな肢体の男とは反して、壮年期らしい力強さを感じさせる肉体を持つ大柄な男が立っていた。


「あとは任せた」


　青年の口から出た命《めい》はただその一言のみ。直後には姿すら一瞬で消え去り、残されたのは受諾の意志を表すように恭しく頭を下げた大男と空になったアームチェアだけ。


　やがて体を起こした男は空いた席に向かってやおら歩を進める。そしていなくなった青年の代わりにそこへ腰を下ろした。


　何を思っているのか。男は感慨深い面持ちで肘掛を数回撫でると、姿勢を正すように改めて深く腰掛けなおした。


　刹那の後。男は残虐さが窺える笑みを浮かべると、粛清の狼煙を上げた。


 


　世界のいたるところに存在している火山。


　ある日、それらがいっせいに噴火した。


　とりわけ神の化身と囁かれるほどに標高の高い火山ほどその勢いは激しい。


　山肌は溶岩に覆われ、火山の周りには火の玉のような火山砕屑物《かざんさいせつぶつ》が降り注ぐ。


　人も動物も。そしてその他の小さな生き物たちも。皆が皆、逃げ惑う。


　地上の三分の一に相当する地域が焼き尽くされていくなか、北アメリカ大陸の北東寄りに位置していたためにかろうじて厄災を免れた小さな小さな村で呱呱《ここ》の声が上がった。


 


　それから十六年後。


　五回目となる角笛の音《ね》が、世界に響き渡った。


 


　世界が終末に向けてゆっくりと時を刻むなか、一人の少女が森の中で木の実を探していた。


　一回目と二回目に角笛が吹かれたときはほとんど被害を受けることのなかった、少女が暮らす村とその周囲の森。


　けれど三回目では一部の川の水が毒に侵され始め、そのことによって川沿いの森から徐々に被害が広がっていった。


　四回目では陽の当たる時間が短くなり、さらに事態が深刻になってきていた。村人が生きていくうえで欠かすことのできない食料が手に入りにくくなってきたからだ。日照不足で植物が育ちにくくなっていることが主な原因なのだろう、とは村の大人たちの言だ。


　黙示録によれば神の御遣いが角笛を吹いているのだという。


　四年おきに世界に向けて吹き鳴らされる角笛。


　これまでどおりであればちょうど今年がその年にあたる。しかも今日あたりに。


　そしてこの五回目の角笛が吹かれると魔王アバドンが奈落の底から地上へとのぼってくるという。


　少女――ミーティアは木の根元でしゃがんでいた状態から立ち上がると両腕を持ち上げて背筋を反らすようにしながら体全体で伸びをした。


　黄水晶またはシトリンと呼ばれる宝石のような金色というよりはレモンのような淡黄色という表現のほうが似合う色の髪と瞳を持つミーティア。


　彼女の腰まで届く髪はうなじの後ろで無造作にひとまとめにしている。身につけているのは薄汚れた膝丈ほどのチュニックとくるぶし丈のパンツのみ。これは生地やデザインに老若男女の区別が無くすべての村人が着用している衣服だ。唯一個性を出すことのできるものといえば草木で染められる衣服の色と柄だけ。草木染で出せる色などわずかしかないがこの時代ではこれが精一杯のおしゃれだった。今日の彼女は元々はセイタカアワダチソウであざやかな黄色に染めたチュニックと、アオビユで薄緑色に染めたパンツをはいていた。


　そんなミーティアは今日で十六歳になる。


　角笛の音《ね》が最初に世界に響き渡った日にミーティアは産まれたのだ。だからきっと今日中には五回目の角笛が吹かれるのだろうとミーティアは思っている。そしてそれは村人すべての考えでもあった。


　ミーティアはため息を一つこぼすと、空を見上げた。日はすでに傾き始めている。それなのに今日は未だに収穫がない。本来であれば実り豊かな季節であるにもかかわらず、どれほど枝葉を掻き分け掻き分け漁れども、もしや見落としたものが落ちていはしないかと落ち葉の中を探ろうとも一つとして木の実が見つかることはなかった。


　諦めたように再びため息をついたミーティアは小さく口を動かした。


『魔王……アバドン……』


　声は出さずただ唇でのみ呟く。


　まだ角笛の音は聞こえてこない。けれど名の持つ言霊は強い。どんな形で魔王自身に伝わるかわからないゆえミーティアは一応自重したのだ。


　もっとも本来であればそれすら危険な行為である。けれど完全に意識から消し去ることができるほどその名は弱くも無く、逆にミーティアの心はその名を忘れられるほど強くは無かった。


「本当に現れるのかしら……？」


　不安から思わず声に出してしまい、自身をとがめるように慌てて首を左右に振る。


　大きく深呼吸をして気持ちを切替えたミーティアは周りを見渡して改めて食べられそうなものを探す。木の実が無いのであれば代わりの何かを見つけなければならない。昨日から何も口にしていない彼女はとにかく食べられるものを探そうと一歩森の奥に向かって足を踏み出した。


　直後、ミーティアはびくりと肩を跳ね上げて一切の動きを停止した。


　五回目の角笛の音《ね》が世界に響き渡り、ミーティアの耳にも否応無く飛び込んできた故の反射的行動だった。


　予想していたとはいえやはりこの音は心臓によくない。


　ミーティアは微かに震える手を握り締めると、空腹を忘却のかなたへ追いやり、即座に踵を返して村へと駆け戻っていった。


 













    2.メープルウォーターの採取
     　カナダオダマキの花は筒状で黄檗色《きはだいろ》の五枚の花びら。花びらを包む五枚の萼《がく》と、後方に角のように突き出ている距《きょ》は鮮やかな紅赤色。三出複葉《さんしゅつふくよう》の可愛らしい形をしている緑色の葉を持っている。


　それを鬼胡桃《おにぐるみ》、栴檀草《せんだんぐさ》、ブルーベリー、百合の木、セイタカアワダチソウ、アオビユなどを使って大柄なカナダオダマキの花が映えるような図柄に手描きで染色されたバンダナ。旅立ちの日に両親から手渡されたそのバンダナが今ミーティアの頭部を覆っている。


　雪解けは日ごとに進んでいるが今なお肌寒く、ミーティアはいつものチュニックの上からウールの毛糸で編んだカーディガンを羽織っていた。


　山中を歩いていたミーティアは足を止めてそのカーディガンの着崩れを直し、そのために一旦下ろしていた荷袋を背負いなおそうと手を伸ばしたところで、ふと上を見上げた。


「なに？」


　なにやら視線を感じた気がしたのだが気のせいだったのだろうか。ミーティアの視界に映るのはみずみずしく輝く新葉の緑と黄色の花、そして冴え渡る空の青のみ。


　頭上に向けていた顔を正面に戻し、そして何事かを思案するように俯く。一瞬ののち。すばやく剣を引き抜いたミーティアは斜め上にある彼女の腕の太さほどの枝に切りかかった。


　乾いた音がこだまする中に悔しげに舌打ちする音が混ざる。発生源はミーティア。切り落とすつもりだった枝にはむなしげな空気をかもしながら剣が食い込んでいた。


「あーもうっ。どーしてもっとかっこよくできないかなー。ていうかさっさと抜けなさいよ。もうっ」


　悪態をつきながらもどうにかこうにか剣を取り返したミーティアは、枝の傷口から樹液が染み出していることに気がついた。


　改めて全体を見渡してみればこの木はサトウカエデだったようだ。


　頭の中で今日の日付を思い出してみる。でてきた答えにミーティアはほくそ笑んだ。


　サトウカエデの樹液の収穫は三～四月中旬。今はちょうど四月上旬。ぴったりだ。


　樹液を採取するべくミーティアは地上一．五メートルほどのところに直径三センチメートル程度の穴を開け、管を挿入して容器に受けた。


　サトウカエデの樹液を煮詰めるとメープルシロップができる。メープルシュガーやメープルキャンディにしてもよい。いずれにしても高額で買い取ってもらうことができるのだ。


　もちろん自分自身で食べて栄養を得ることにも使える。


　ミーティアは持っている管や容器の数だけ仕掛けを設置していった。


 


　黙示録に記載されている事象が次々と現実に起きていく過程を見ていくと、これらは本当に千年王国と呼ばれる永遠《とわ》の楽園を築くための布石なのだと思えてくる。


　火山の一斉噴火による溶岩や火山砕屑物の大放出。そして地震、津波、プレートが大きく動く地殻変動等が起こった。それにより以前は七つの大陸と七つの海そして数多くの島々によって構成されていた世界は、四つの大陸と四つの大洋に変貌した。北界《ほっかい》大陸、新界《しんかい》大陸、南界《なんかい》大陸、南極大陸。それから太平洋、大西洋、南氷洋《なんぴょうよう》、北氷洋《ほっぴょうよう》だ。


　火山の噴火自体は早急に終息したが地殻変動は今なお続いている。


　一つの超大陸と一つの海洋で構成された世界。それが千年王国の姿なのだろうか。それはあたかもパンゲアと呼ばれた一つの超大陸と、パンサラッサと呼ばれたたった一つの海洋とで成っていた古生代の世界をほうふつさせる。


　実際ウィルソンサイクルという大陸移動説を基にして提唱された概念によれば、大陸はおよそ五億年ほどの周期で分裂や形成を繰り返しているとのこと。


　またプルームテクトニクスという地球物理学の学説の一つによれば約二億年後には太平洋を消すようにしてすべての大陸が集結し合体する。そして太平洋跡には大陸の衝突によって大山脈が出現すると考えられている。『ノヴォパンゲア大陸』という名の超大陸の誕生である。


　とはいえ予想はあくまでも二億年後である。それが今現在の状況から推測すればどう考えても約十年後に短縮されようとしている。


　一週間でピタリと止まった火山の噴火。本来であれば大気上層に達した火山灰によって地球全体が覆われて小氷期に突入していたはずだが、噴火が止まった直後からすでに部分的に青空がのぞき始めてこちらも一週間後には綺麗に消え去っていた。


　大陸の配置の変化につきものの氷期さえ未だに訪れてはいない。


　一回目の角笛の音が世界に響いた瞬間から始まった数々の災害。それを、誰が言い出したのか。人々は神が起こした災害、すなわち『神災《しんさい》』と呼んだ。そう言わざるを得ないほど通常の天災や自然現象とはかけ離れた奇禍《きか》が次々と世界を襲っていた。


　環太平洋造山帯およびアルプス・ヒマラヤ造山帯を中心とした火山群の一斉噴火に始まった神災。


　その神災前から陸地の三分の一を呑み込んでいた乾燥地帯。そして神災によって直接的な被害にあった地域も陸地の三分の一を占めた。


　重複している場所もあるとはいえこれで人が生活できる土地が陸地の半分以下になってしまったことは現実だ。


　世界の主要都市は造山帯上に多く存在しており、最初の噴火でほとんどが壊滅した。辛くも逃れた北アメリカ大陸の東海岸に存在していた都市もその後発生した巨大津波に呑み込まれて消滅している。


　国が国として機能せず、助けを求めてもどこからも手が差し伸べられることはなかった。


　もはや自分たちの力だけで生きていくしかない。そう決心せざるを得なかった人々は、やがて食料を確保できる場所を中心に小さなコミュニティーを形成し始めた。


　食料が少なくなってくるとコミュニティーごと移動するか、もしくは比較的体力のある若い世代の者たちがその土地から旅立ったりした。


　そうした人たちがたどり着いた一つがプレーリーだ。旧北アメリカ大陸――現在の北界大陸新北区の中央に広がっている、かつて大国一国を支えていたほどの広さと生産性を持っていたこのプレーリーでは今なお農業地帯として活躍しておりおもに麦とトウモロコシを生産している。


　とはいえ神災以前は大型の農業機械を使って大量生産を実現させていたが、化石燃料が手に入らなくなったためすべて人力でおこなわなくてはならなくなった。そこで需要と供給が発生した。


　人手が欲しい側と、食料と生活できる場所が欲しい側。


　いつしか農地の一部を居住地へ変え、雇った労働者をそこへ住ませる地主の姿がプレーリー内のあちこちで見られるようになっていた。


　村を出たミーティアも数ヶ月間そこで働いてさしあたりの食料は確保している。


　ミーティアは荷袋から調理器具と穀物の粉の入った袋を取り出した。


　この粉もそうやって手に入れた一つだ。


　調理器具で少量のお湯を沸かす。取り出した穀物の粉を器に適量入れ、砂糖も粉の半量ほど入れる。そこへ沸騰したお湯を注いで練った。


　最初に入れた粉は大麦を精麦した後で煎って粉にしたものだ。「はったい粉」とか「麦こがし」とか「香煎《こうせん》」とよばれるものだ。


　それを食べ終えると残ったお湯で器の内側に残ったはったい粉を溶かしてお茶のように飲み干す。


　たとえば旅の途中で水場を見つけたからといってその水が必ず飲めるものだとは限らない。


　節水も大事なことだとミーティアは村でもプレーリーでも教わっていた。


 


　簡単な食事を済ませたミーティアは樹液の溜まり具合をチェックした。


　メープルシロップを作るためには定められた糖度になるまで煮詰めなくてはならない。そのためにはおよそ四十～五十分の一くらいになるまで煮詰める必要がある。


　収穫時期が遅めのため糖の含有量も幾分下がっていると思われるので長い時間煮詰めなくてはならないだろう。仕上がり等級としてはアンバーあたりになる。


　となればできるだけ多くの樹液を採取したい。


　が、そこでミーティアはようやく気づいた問題に頭を抱えた。


「どうやって運べばいいのかしら……？」


　故郷の村では馬車を使って採取した樹液を集めて回っていた。そしてそのままメープルシロップを作るための山小屋風の工場――シュガーシャックまで運んでいたのだ。


　しかし今回は馬車どころか馬さえいないし協力し合う村人もいない。


　それにミーティアが今いる辺りの木々には樹液を採取した跡が残っていなかった。ということはこの近くにシュガーシャックはないということだ。


「枯れ枝を集めてきてここで煮詰めるしかない……とか？」


　思いつくままに方法を呟いていたミーティアに、いるはずのない第三者の声がかかった。


「手伝ってやろうか？」


 













    3.謎の少年との出会い
    「誰っ？」


　ミーティアは弾かれたように斜め後ろに顔を向けた。


　そこから少しずつ視線を上げていくとやがてサトウカエデの枝に立っている一人の少年の姿を捉えた。


　ミーティアと同じくらいの年と思われるその少年はこの辺では珍しい銀髪だった。


　上下共にくすんだ緑色のロシアの男性用民族衣装――ルバシカ風の軍服にも見えるが、前開きは途中までしか開いていないルバシカとは違って完全に左右に分かれており、腰に巻かれたベルトの辺りまでは隠しボタンで留められるようになっている。また裾もやや長めで膝上まであるが、その分左右にスリットを入れることで動きやすさを確保しているようだった。そうした相異は多少あるものの、立襟、前立て、袖口に施された刺繍が余計にルバシカとの類似をにおわせた。


　ミリタリーカーゴパンツの裾はブーツの中に入れられている。とはいえブーツは長靴ではなくこちらも実用性重視なのか黒い編上げの半長靴を履いていた。


　防寒用と思われる黒のトレンチコートを羽織っているのだが、袖は左腕しか通されておらず、黒い皮手袋を嵌めた右手はベルトに下げられた長剣の柄に当たり前のように添えられている様子からして荒事に慣れた兵《つわもの》なのだろう。


　前髪の間から覗く天青石《てんせいせき》またはセレスタイトと呼ばれる宝石のように晴れた空の色のようなまた澄んだ水の色のようなそんな淡青色の瞳が楽しげに輝きながらまっすぐミーティアに向けられていた。


「あなた、誰？　独り？　そんなところで何をしているの？」


　半ば条件反射のようにミーティアはそう訊ねていた。


　その様子が少年の何かしらを刺激したようだ。思わずといった感じで吹きだすと、くるりと背を向け幹に凭れ掛かるようにして肩を震わせ始めた。


　突然笑われたミーティアとしては当たり前のことだがいい気分ではない。少年を睨みつけながら口を尖らせた。


「なに笑ってるのよ。失礼よっ」


　少年のほうはと言えばミーティアとは逆に声を上げていっそう笑った。


　なにやら途切れ途切れに言葉を発してもいる。


　かろうじて聞き取れた言葉から推測すれば、


『武器の所持と使用を示唆している相手に対して、まるで迷子でも保護したかのようなせりふを吐くヤツがいるなんて……。しかもすべて通り一遍の紋切り型で中身も個性もなさ過ぎる』


　と言っているようだった。


（通り一遍とか紋切り型だなんて、あんたいったい年は幾つよ。そっちは爺むさいくせして人のことどうこう言わないで欲しいわっ）


　ミーティアは眉を吊り上げた。感情的になって考えなしに剣へと腕を伸ばす。その手が剣の柄に触れた瞬間、指先から電気が走ったような痺れが伝わり、次いでその後を追うように鳥肌が立った。


　わずかな痛みと驚きから小さく悲鳴を上げたミーティアは反射的に胸元に引き寄せた腕をもう一方の手で抱えた。


　自身に突然降りかかった状況の把握ができずミーティアは意識が混濁したまま顔を上げた。


　見上げた先には少年の瞳があった。


　いつの間に笑いを収めたのか。肩越しに振り返った少年の瞳からはつい先ほどまでの楽しげな雰囲気は一掃されていた。


　淡青という色のイメージもあってか少年の眇められた瞳からは氷のような痛みの伴う冷たさや硬さといったような鬼気がひしひしと身に迫ってきた。


　ミーティアは得体の知れない恐怖を感じて無意識に体を震わせた。


　そんなミーティアから一切視線を外さないまま向き合うように体を反転させた少年は軽やかに枝から飛び降りた。その様はミーティアが思わず羨望の眼差しで見つめてしまったほどに優雅だった。


　地面に降り立った少年はゆっくりとミーティアの側へと歩み寄ってきた。


　ミーティアのすぐ目の前で立ち止まった少年は剣に添えられた右手はそのままに、空いた左手でミーティアの首に触れてきた。


　黒い皮手袋を嵌めたままの左手はまるで今の少年の眼差しと合わせたようにとても冷ややかだった。


　指の背で緩やかに何度も上下に撫でられ、そのたびに背筋に悪寒が走る。


　恐怖から無条件で屈服しそうになる。


　それでもなんとなくここで逃げてはいけないような気がしてミーティアは必死で膝に力を入れた。


　そんなミーティアを頭一つ分上から見下ろしていた少年はくつりと嗤った。


「扱えもしない剣を抜こうとするな。相手が俺でなければ殺されていたかもしれないぞ。ましてやお前は女だろう。我が身が可愛ければ下手に相手を刺激するような真似はしないことだ」


　女であることと剣とがどう関係あるのだろうか。そう思って内心首をかしげたミーティアだったが、隠したつもりの疑問はしっかりと少年に伝わっていたようだった。


　あきれたように大げさなほどのため息をこぼした彼は、おもむろにミーティアの両手首を掴んで頭上に持ち上げ、サトウカエデの幹に押し付けるようにして片手で拘束した。


「ちょっ、離してっ」


　微かに震える声で訴えてみたがあっさりと無視された。それだけでなく首筋をきつく吸われて胸を撫で上げられた。


　痛みと羞恥の悲鳴を上げたミーティアの瞳を覗き込むようにして少年が顔を寄せる。


「わかったか？」


　馬鹿にされているようでミーティアがつい反抗的に口を尖らせてしまうと、少年は凶悪な笑みを浮かべるようにして口角を持ち上げた。


　その笑みを正面から見てしまったミーティアは顔を引き攣らせると、わかりましたとうなずくように首を何度も縦に振った。


「まったく、現金なヤツだな……」


　疲れたようにそう呟きながらもあっさりと掴んでいたミーティアの手首を開放して体を離した少年は、そう悪いやつではなさそうだった。あくまでもミーティア視点での話だが。


　気が抜けて根元に座り込んでしまったミーティアを一瞥した少年は、聞こえてきたカラスの鳴き声に応えるようにそちらへ顔を向けた。


「ようやく来たか」


　待ち人来たりといった感じだ。


　幹に背を預けたままのミーティアが少年を見上げていると、視線を感じたのか顔を向けてきた。


「話の最初に戻るが、その樹液を煮詰める設備のある場所の提供とそこへ運ぶための労力を提供するから駄賃代わりに出来上がったメープルシロップを三分の一ほど分けてくれないか？」


　それは非常に助かるのだが。


「その場所ってどんなところなの？　この近くにはシュガーシャックはなさそうなんだけど……」


　一番の問題点を確認してみると、そんなことかとあっさり答えが返ってきた。


「ああ、シュガーシャックはないが少し離れた所に知り合いの鍛冶屋がある。元々そこへ行くつもりだったし、そこなら火を熾す道具は揃っているから十分代用できるだろう？」


　同意を求められたがミーティアはそれどころではなかった。


「え？　鍛冶屋？　鍛冶屋だったらこの剣を直せる？　これ、剣なのにあまり切れないのよ」


　ミーティアが指差した先にはさきほど彼女が抜こうとした剣があった。


「お前がそこの枝に食い込ませていた剣だな……」


「ど、どうしてそのことを知っているのよ？」


　あんな恥ずかしいところを見られていたのかとミーティアは赤面しながら少しだけ俯いた。


「俺はお前がここに来る前からあの木に登っていたからな。錯覚だったと早々に片付けていたがあの時の視線の主は俺だったわけだ」


　そんなことよりも、と少年は疲れたようにため息をこぼした。


「お前は本当に剣の使い方を知らないんだな。――お前が持っているその剣はレイピアだ。レイピアってのは突き刺すための剣であって切るための剣じゃない。全く切れないわけじゃないが、下手をすると折れたり曲がったりする。あんなふうに乱暴に扱ってて今までよく折れなかったものだな……」


「……」


「何でそんな化石みたいな剣を持っていたのか知らないが、ちょうどいい機会だ。鍛冶屋に行ったついでに自分にあった剣を打ってもらえ。鍛冶の腕は保障する。これからも旅をするつもりならなおさらきちんと身を守れる剣を持て」


「それって……、全部ひっくるめてメープルシロップ半分で足りる？　それとももっと必要？」


「メープルシロップ半分とレイピアってところかな。そのレイピアだって金属なんだから溶かせば再利用できる。そういう意味での価値はある」


　ミーティアはほんの少し考え込んだが、すぐによろしくお願いしますと頭を下げた。


 













    4.特殊な出生
    「おや、こんなところでナンパですか？　わざわざ迎えに来たというのに自分だけいい思いをしているとは。ヴォルも隅に置けませんねぇ」


　青白い馬に跨り白馬を引き連れてきた白髪の青年の言葉に、少年は即座に反応した。


「ナンパじゃない！　取引をしていただけだ」


「取引……？」


　まっすぐで肩までの長さの白髪。色白い肌。少年とよく似た色とデザインの服装。ただし青年のほうはきっちりとトレンチコートのボタンやベルトを締めている。そのためトレンチコートに隠された部分の衣装などは想像するしかないが、少なくとも帯剣しているようには見えなかった。代わりに黒檀《こくたん》だと思われる黒くて光沢のある細長い棒を持っていたのでそれが彼の武器なのだと察せられた。


　そんな青年は小さく呟きながら少年からミーティアへと視線を移動させた。


　衣服や持ち物を除いた青年自身は全体的に色素が薄い印象だが瞳の色だけは強烈だった。


　少年と同じくアオではあったが、こちらは透明度が異様に高い泉を思わせる鮮やかな蒼だった。


　その蒼い瞳から鋭さを感じさせる視線が注がれたが、すぐに答えが出たのかミーティアに向けられていた視線は程なく少年へと戻っていった。


「ヴォル。それで取引とは？」


　白馬は少年の馬だったようだ。白馬の手綱が青年から少年へと手渡されている。それと同時に状況を把握すべく質問をも投げかけていた。


　その様子を眺めながらミーティアはポツリと呟いた。


「ヴォル……？」


　名前を呼ばれた少年がミーティアのほうへ顔を向けたが、微妙な呼び方にわずかに眉を寄せ、次いで納得したように小さくうなずいた。


「ああ、そういえばまだ名乗っていなかったな。俺はヴォルケイノー。ヴォルでいい。こいつはフルカルス」


　そういって少年――ヴォルケイノーは白髪の青年を親指で指し示した。それを受けてフルカルスが軽く片手を胸に当てながら会釈した。


「はじめましてお嬢さん。フルカルスという名は呼びにくいでしょうからルカと呼んでください」


　ついでに、と言ってヴォルケイノーは馬とカラスの名前まで紹介した。白馬がホワイト。青白い馬がペイル。カラスがシェオルル。


　馬の名前は見たまま。そのものずばり毛色からきているのでわかりやすい。これから向かう鍛冶屋にも赤い馬と黒い馬がいるが、同様にレッドとブラックというのだそうだ。


「で、お前は？」


　ぞんざいな口調に少しだけむっとしたミーティアだったが、少年たちはきちんと先に名乗ったのだからとすぐに不快感を呑み込んで答えた。


「私はミーティアよ」


「じゃあミアだな」


　ヴォルケイノーの勝手気ままな発言を受けてミーティアはとんでもないと即座に反論した。


「なによ、その猫の鳴き声みたいな呼び方は！　私の愛称はティアよ。変な略し方しないでくれるっ」


　実際村でもプレーリーでもなにも言わなくても自然と「ミーティア」もしくは「ティア」のいずれかで呼ばれていた彼女にとって、それ以外の呼び名はどこか他人事《ひとごと》に感じて不慣れゆえの違和感があった。


　ミーティアがそう告げると、ヴォルケイノーはニヤリと笑った。


「それなら尚更ミアと呼んでやろう。なに、すぐに慣れるさ」


　その他大勢の中に埋もれるなど俺の面目を潰しかねないからな。などと痴れ事まで言い出したヴォルケイノーに対して、ミーティアは怒りよりむしろあきれ果ててしまった。


「なにその坊ちゃん発言。どれだけ過保護に育てられたのか知らないけど年上なんだから年下の女の子に対してもう少し包容力を発揮しましょうよ……」


　するとヴォルケイノーはわずかに目を眇めるとまじめな顔つきでミーティアを見返してきた。


「ミア、お前の年は？」


　女性に年を尋ねるなんてとミーティアが心の中で抗議しながら眉間に皺を寄せていると、何を勘違いしたのかヴォルケイノーは先に自分たちの年を告白してきた。ヴォルケイノーが十六歳で、フルカルスが二十三歳ということだった。


「で、お前は？」


　これでいいだろうといわんばかりに胸を張って聞き返され、ミーティアは妙な脱力感を覚えて折れた。同い年のよしみと自身に言い聞かせて。


「私もヴォルと同じ十六歳よ」


　そう返したミーティアはややうつむき加減で視線を落としていたため、ヴォルケイノーとフルカルスが意味ありげに視線を交わしたことに気づかなかった。


　ヴォルケイノーが小さく首肯するようにしてフルカルスに合図を送ると、再びミーティアへと向き直った。


「ミアが産まれたのは角笛が鳴る前か？　――それとも鳴った後か？」


　言うだけ無駄な抗議を繰り返すことに疲れてしまったミーティアは、だんだんどうでもよくなり無気力さ全開でほとんど機械的に答えていた。


「鳴った後よ」


「鳴った後ってことは噴火が始まってからか？」


「そうよ。私の村からは噴火は見えなかったらしいけど、あの頃はまだテレビとかラジオとかパソコンとかいう機械があって、それが噴火のことを知らせてくれたんだって両親から散々聞かされたから。なんでも、その機械が教えてくれる噴火情報を聞いている最中に突然産気づいたとかで、かなり慌てたんだよってことも言っていたわね」


　そうしてミーティアの出産であたふたしてる間に放送局や電波塔といった関連施設は全て潰れてしまったらしく、それらの機械からは二度と情報を得ることができなくなり一気に世界から隔絶されてしまったということだった。


「で、それがどうかしたの？」


　いきなり年の話になったのはなぜなのか。しかも産まれた時期まで確認したのはなぜなのか。誰もが気にしたであろう問いをミーティアも何の含みを持たずに軽い口調で訊ねた。


　答えは問いと同様にあまりにも単純だった。


「互いに見た目は年相応で――実際年も同じだったわけだが、そのような状態であるにもかかわらずお前は絶対の確信を持って自分のことを年下だと言い切ったからな。その根拠を知りたかっただけだ」


　確かに噴火が始まってから産まれたのであれば年下と言い切れるはずだ。


　今では終末期に入ったからだろうと認識されているが、当初は世界中を巻き込むほどの大混乱が起こっていた。それはそうだろう。最初の角笛が鳴り響く三年前からどのような手段を用いても妊娠――つまり受精させることが全くできなくなっていたからだ。


　それだけに今現在十六歳である二人は特殊な存在だった。


「確かに俺が産まれたのは角笛が鳴って噴火が始まるまでの間だったらしいからな。ほんの数時間程度だろうが俺のほうが早く産まれたことには違いなさそうだ」


　ヴォルケイノーは諦めたというように軽く笑いながら肩をすくめる仕草をした。そして近くにあったサトウカエデの幹を軽く叩いた。


「そろそろサトウカエデの樹液も採取できた頃合だろう。回収が済み次第移動しよう」


　その言葉を合図にミーティアは設置した器具一式を次々に回収していく。それを追うようにして樹液がこぼれないようにしっかりと容器に蓋をしながらヴォルケイノーとフルカルスが手分けして馬に積んでいった。


　火の始末などの片付けをも済ませた一行は鍛冶屋を目指して馬に鞭を入れた。


 













    5.鍛冶屋での最初の夜
    　鍛冶屋に辿り着いたミーティアたちを迎えたのは玄関脇に置かれた椅子に座って、瓶詰めされた無色透明なウオッカをラッパ飲みしている黒髪の青年だった。


　年はフルカルスと同じくらいだろう。


　黒髪の青年もヴォルケイノーやフルカルスと同じような格好をしていたがトレンチコートまでは羽織っていなかったので、着崩した軍服をしっかりと見ることができた。青年が着ている軍服は色は全く同じだがヴォルケイノーのものとはわずかにデザインが違い、裾は腰までの長さしかなく刺繍もされていない。いかにも軍服然としたものだった。


　ヴォルケイノーが先に馬から下り彼の前に乗せていたミーティアに手を貸している様子をおもしろそうに眺めていた黒髪の青年は、瓶でミーティアを指し示しながらヴォルケイノーに視線を定めるとにんまりと下卑た笑みを浮かべてみせた。


「なかなか戻ってこないと思っていたらナンパをしていたとは。いやはや心配して損したぜ」


　ヴォルケイノーは疲れたようにわずかに肩を落として小さくため息を吐いた。


「……だからナンパではない。取引相手であり予言の当事者だ」


　予言という言葉を聞いて青年は慌てたようにミーティアを一瞥する。


「どう見たって女だぞ」


「性別は関係ないだろう。実際そこまでの指定は無かった」


「そうは言ったってなぁ……」


　青年は困惑したように頭をかいた。


「詳しい話は後だ」


　そう言って一旦話を切ったヴォルケイノーはフルカルスに荷物を下ろした馬を厩舎へ連れて行くよう指示した。


　そしてミーティアを振り返ったヴォルケイノーはまたしても親指で黒髪の青年を指し示した。


「ミア、この男が黒馬の騎手でマルキリスという」


　その後はマルキリスにミーティアの名前を紹介しただけでまずはサトウカエデの樹液を炉のある場所まで運ぶこととなった。


　しかしそこでも鞴《ふいご》を操っていた赤毛の青年鍛冶屋――リベルトに対してヴォルケイノーから簡単にミーティアと交わした取引について説明すると、後は任せたと言って樹液の入った容器を押し付けた。


「ねえヴォル、竈《かまど》だけ貸してもらえれば自分で煮詰めるわよ」


　仕事の邪魔をするようで申し訳なく思ったミーティアが口を挟んだのだが、ヴォルケイノーは一顧だにしなかった。


「火を扱うことに関してのベルは右に出る者がないと言われるほどの腕前だ。余計なことはしないですべて彼に任せておけばいい」


（相変わらず身勝手なお坊ちゃんね……）


　言うだけ言ってさっさと退出したヴォルケイノーの背中をあきれた眼差しで見送っていたミーティアの肩を、なだめるように叩いてきた人物がいた。


　荷物運びを手伝ってくれた――正確にはヴォルケイノーに手伝わされたわけだが――黒髪の青年マルキリスだった。


　長身の彼を少々首が辛いと思いつつ見上げると、そんなミーティアを見て小さく苦笑したマルキリスはやや腰を落とすようにして身長差を縮めた。


「ミーティアちゃんは馬に乗り慣れていないだろう。疲れが面《おもて》に出ている。だからあいつは――ヴォルケイノーは、ミーティアちゃんを早く休ませてやろうとしたんだよ」


　そんなにわかりやすく顔に出ていたのだろうか。


　どうなるものでもないのにミーティアは反射的に両手で顔をぺたぺた触っていた。


　自分では平静を装っていたつもりのミーティアだったが、マルキリスが言ったように馬に乗るのは今回が初めてで体全体が疲労を訴えていた。


　指摘され、また改めて自覚してしまうと疲労度はさらに増した。情けないなという思いを隠す余裕すらなくなってしまい、あからさまに表情に現れる。


　マルキリスの大きな手が今度はミーティアの頭を優しく撫でた。


「とにかく今晩は、入浴して、晩飯を食べて、ベッドに横になって就寝だ。すべては明日、明日」


　おまけのようにウインクまでしてきたマルキリスに笑顔を返したミーティアは、了承の意を示すようにうなずいた。


　そして念のため赤毛の青年――リベルトのほうへと顔を向けた。


　視線を向けられたことがわかったのか。リベルトは大釜を備え付けていた手を止めて振り返ると、任せておけと言わんばかりに親指を立ててニヤリと笑い、すぐに作業に戻っていった。


「よろしくお願いします」


　ミーティアはリベルトの背中に向かって一礼した。


 


　食事の支度をしている間に先に入浴を済ませておいでとフルカルスに言われたミーティアはありがたくお湯をいただいた。


　ほっこりと体が温まり幾分眠気も感じながら食堂へ向かえば、ちょうどよかったとフルカルスたちが笑顔で迎えてくれた。


　できたばかりという今夜の晩飯はボルシチ。ロシア料理で肉と野菜を煮込んだスープだ。火焔菜《かえんさい》の色が溶け込んでスープが赤く染まっている。赤い色でありながら甘みがあり、軟らかくなるまで煮込まれた肉と野菜も体に優しく久しぶりにまともな食事をしたミーティアの胃にももちろん負担をかけることは無かった。


「ごちそうさまでした」


　なんとか完食して食後の挨拶もできたが、思考も体もかなりの部分を睡魔に乗っ取られてしまっている。


　周りの者が見てもそのことは一目瞭然だったようでマルキリスなどは相変わらずウオッカ入りの瓶を片手にくつくつと笑っていた。


　さすがにこれ以上醜態を晒すのは少々恥ずかしい。食事も済ませたことだしここは早々に休ませてもらうことにしようと立ち上がって就寝の挨拶をしたまではよかったのだが、一歩踏み出したところでミーティアの体が傾いだ。


（……あれ？）


　危ないと思う間も無くミーティアの体はしっかりした腕に抱き上げられていた。ミーティアの横に座っていたヴォルケイノーだ。


「ごめんなさい……」


　ここは謝罪とお礼を言わなくてはと、ほとんど寝かかっている頭で考えて半分実行したところでヴォルケイノー本人に遮られた。


「いいからもう寝ろ。明日もこちらが起こすまでは目がさめても横になっていればいい。ミアが感じている以上に体は疲れているのだからしっかり休ませてやれ」


　そうは言ってもこの状態では寝ることなどできはしないだろう。そう思っていたミーティアだったが乱暴な口調に反してその歩みはとても緩やかで揺り籠のようだった。そうしてヴォルケイノーが一歩二歩と歩くうちにミーティアは静かに眠りへと落ちていく。


「本当に寝るとはな……」


　寝息がこぼれていることに気づいたヴォルケイノーがあきれたように囁く。


　後ろからついてきていたマルキリスはその囁きの中に楽しそうな気配が紛れていることに気づき、声を殺して笑う。けれどヴォルケイノーにはばればれでギロリと睨まれ、そのことにまた笑った。


　鍛冶屋で過ごす最初の夜はミーティアに優しく過ぎていった。


 













    6.お腹が空いた
    「お腹が空いた……」


　昨夜ヴォルケイノーが自分たちが起こすまでは横になっているようにと言っていたのだが、こんな風に空腹を抱えた状態でも食堂に行ってはいけないのだろうか。


　枕を抱え込んだ状態でミーティアは一人呻き声を上げ続ける。


　なにもそこまで律儀にヴォルケイノーの言葉に従う必要はないのだが、交わした取引内容以上の厚遇を受けている身としてはむやみに我を通すことが憚られた。


　しかしお腹が鳴り始めてからは泣き言へと移行した。


「あーん、お腹空いたよぉ……。誰でもいいから早く来てぇ……」


　心から――と言うよりは腹からの訴えが届いたのか、ドアをノックする音が響いた。


　ガバリと起き上がるとミーティアは元気よく返事をした。


「はーい、どうぞー」


　訪問者はフルカルスだった。


「ああ、起きていたんだね。疲れもほとんど取れたようだしよかったね」


「でもお腹が空きすぎて倒れそうです」


　鳴り止まないお腹を擦りながらミーティアは八字眉を成した。


　その言葉にフルカルスは笑い声を上げながら「悪い悪い」と軽い口調で謝るが、ミーティアが拗ねたように頬を膨らませるとひとまず笑いを治めた。


「悪かった。さあ、少し遅くなったけど朝食を持ってきたんだ。暖かいうちに食べて」


　そうして部屋の中ほどに設置されたテーブルの上に持ってきていたトレーを置いた。


　お皿からは確かに暖かそうな湯気が立っている。


「これは？」


　見覚えのない料理にミーティアは小首をかしげた。


「ああ、それは蕎麦の実のカーシャだよ。カーシャってのはお粥っていう意味。大人気の朝食メニューだからぜひ食べてみて」


　カーシャはロシアでは朝食の定番といえるほどの代表的な家庭料理だ。あらびきした蕎麦の実を水とブイヨンと牛乳で軟らかく煮てある。


　なるほどとうなずいたもののちょっと量が少ないような気がするとミーティアが考えていると、内心で呟いた問いに答えるかのようなタイミングでフルカルスが補足するように説明した。


「これだけじゃ足りないと思うけどじきに昼食の時間だからそれまではもつと思うよ」


　とりあえず食べてみて。そう勧められたミーティアはまずは一口食べてみた。小さくうなずいて次々口に入れていく。そんなミーティアを見て問題ないと判断したフルカルスはほっと一息ついた。


「よかった。食べられそうだね」


　入浴の準備もできているので食べ終わったら昼食の時間までは好きに過ごすようにと伝えたフルカルスは、女性の部屋に長居はできないからと言って早々に退室した。


 


　せっかくの好意だからとありがたく受け取ることにしたミーティアは、早速入浴した。


　結局昨夜は半乾きのまま寝てしまった髪もしっかりと洗髪しなおした。


　ただ彼女の髪は長さが腰まであるためなかなか乾かない。


　陽射しの力を借りて乾かそうと日当たりのよさそうな場所を探して建物の外周に沿って歩いていると、ちょうどいい感じの柵を見つけた。柵の上に腰掛ければ地面に髪をつけることなく座ることができる。


　早速背中側が日光に当たるように腰掛けてみればさらにありがたいことに向かい風が吹いてきて、髪を躍らせながら水分を飛ばすようにして隙間を抜けていった。


　ぽかぽかと暖かい陽射し。適度な温もりのある春風。


　ミーティアは足をぶらぶらと揺らしながら気持ちよさそうに目を細めた。


 


　時間はわずかに遡りミーティアが寝台の上で空腹に耐えていた頃、ヴォルケイノーたちは鍛冶屋の作業場に集まっていた。


　リベルトの手にはミーティアから預ったレイピアがある。矯《た》めつ眇《すが》めつして見ているリベルトに、ヴォルケイノーが声をかけた。


「それで何かわかったか？」


　形状はどう見てもレイピアで。けれども異様に耐久性がある。どんな材質で作られているのかと気になってしまうのは武器を扱うものたちの性《さが》だろう。実際ヴォルケイノーとリベルトだけでなくフルカルスとマルキリスも興味津々といった感じで瞳を輝かせながら一心にその剣を見つめていた。


　ややあって検分を終えたリベルトが顔を上げて淡々とした口調で報告した。


「封じられているようだがこれは『豊穣と繁殖の女神の剣《つるぎ》』だな」


「封じられている？」


　どうしてそれがわかったのかとヴォルケイノーが聞けばリベルトは柄頭《つかがしら》を指差した。


「ここに、魔力を極限まで凝縮した極小の魔球が埋め込まれている」


　それに、といってリベルトは剣の柄に施されている装飾をある一方向から見るように指示した。


「見覚えはないか？」


　言いながらリベルトは、ヴォルケイノー、フルカルス、マルキリスと順に見遣った。


「シジル魔術……」


　呟いたのはフルカルス。それに付け足すような形で言葉を発したのはマルキリスだった。


「確かにかの女神が好んで使っていたシジルにそっくりだが、何かが違わないか？」


　豊穣と繁殖の女神は、一時期軍神とも戦女神とも呼ばれていたときがあったと古代神話史に記されている。そのときの女神の口癖が『我が敵すべて滅せよ』でありその一文をシジルとしたものがレイピアに施された柄の装飾に酷似していたのだった。


「確かこのあたりにも一本、こことここを結ぶ線があったはずだよな……」


　マルキリスが自信はなさそうにしながらも、不自然に途切れたように見える場所を指し示した。


「じゃあ……それが封印……ってこと？」


　口元に指を当てて考えながら口にしたフルカルスの言を、リベルトが肯定した。そしてリベルトはヴォルケイノーへと顔を向ける。


「ヴォル、何か心当たりはないか？」


　フルカルスと同じように、ずっと口元に軽く曲げた指を当てて考え込んでいたヴォルケイノーは呼びかけられてようやく腕を下ろした。


「ミアが身に付けていたチョーカーにちょうど合いそうな飾りがついていたな」


　長さ、素材、色、デザイン。どれをとってもぴったりはまりそうな棒の両端を紐で結んでチョーカーにしていた。


　サトウカエデの幹にミーティアを押し付けて首筋にいたずらをした際に、ヴォルケイノーはその地味なチョーカーを至近距離で見ていた。そしてその地味さゆえ記憶にも残っていた。


「後でミアに聞いてみるか……」


　それが一番手っ取り早いだろうということでそこでは話がまとまった。


　そこへカラスのシェオルルが飛んできて一声鳴く。その声を聞いて飼い主であるフルカルスが了解したというようにうなずいた。


「ああ、ティアちゃんが起きたようだね。それじゃ私は朝食の準備をしてくるよ」


「だったら俺は風呂の掃除でもしてくるか」


　炊事場へと向かうフルカルスの後を追うようにしてマルキリスも作業場から出て行った。


　二人を黙って見送ったリベルトはレイピアを鞘に戻すとヴォルケイノーへ差し出した。


「これは返しておくよ。さすがの私もこれは手に負えない。それに封印さえ解ければ十分すぎるほどの切れ味が得られるだろうよ」


　刺突だけでなく斬ることにおいても優れた剣となるはずだとリベルトは言った。


　差し出されたレイピアを受け取りながらヴォルケイノーは小さくため息をもらした。


「これからどうしたものか……。頭が痛くなりそうだ……」


　ヴォルケイノーが弱音を吐くことは珍しくリベルトは一瞬目を丸くしたが、その後は人間らしくなっていいことだと莞爾《かんじ》として笑った。


 













    7.二つ名
    　柵に腰掛けたミーティアが流れ行く雲を眺めながら髪を乾かしていると、一羽のカラスが飛んできた。そしてミーティアから少しだけ距離を置いて柵の上にとまった。


　カラスはミーティアに向かって一声鳴く。


　ミーティアは首を傾げてカラスを見返した。


「あなたは、シェオルル？」


　人馴れしていそうなカラスといえばフルカルスが飼っているシェオルルしかいないだろうと思ったミーティアは、カラスに向かって名前を呼んでみた。


　するとカラスは肯定するように嘴を小さく上下させると柵の上を歩いてミーティアのすぐ側までやってきた。


　立ち止まったカラスは首を持ち上げてまっすぐミーティアの顔を見つめながら更にもう一声高く鳴いた。


　もしかしてとミーティアは上を見上げた。太陽の位置を確認して小さくうなずくと、カラスへと視線を戻した。


「昼食の用意ができたのね。ルカさんの代わりに呼びにきてくれたの？　ありがとう、シェオルル」


　にっこり微笑んでお礼を言えば、カラスは胸を張るように翼を広げると誇らしげに鳴いた。


　柵から降り立ったミーティアが食堂に向かって歩き始めると、カラスも後を追うように飛び立った。


 


　食堂にやってきたミーティアをヴォルケイノーたち全員が迎えた。今回はリベルトも席についている。ふとテーブルの上に目をやればメープルシロップらしき液体の入った小瓶が八つ置かれていた。


「それはメープルシロップですよね。もう出来たんですか？　早いですね。それにとても色が綺麗ですし量も多いです」


　ミーティアはそう言ってから改めて心の中でも繰り返した。


　もっと色の濃いメープルシロップが出来ると思っていたし量もせいぜいこの三分の二程度出来ればいいほうだと思っていたのだ。


「どうやったらこんな風に出来るんですか？」


　小瓶を一つ手にして色合いを興味深く眺めながら訊ねたが、リベルトはそんなミーティアに対して無言で口元に軽く笑みを刻んだだけだった。


　代わりのようにヴォルケイノーが口を開いた。


「だからベルはプロだといっただろう。プロの技については説明してもミアにはわからないだろうし、そもそも企業秘密というヤツだ。他人に教えるわけないだろうが」


　馬鹿にした口調ではあるが言っていることは間違ってはいない。ただもう少し言いようがあるだろうとミーティアは思う。答えてくれただけマシだと思うべきかもしれないが本心はやはり変えられなかった。


　とはいえそんなことを言うわけにはいかない。けれど口にしなければヴォルケイノーにはわからないだろうし思うくらいならかまわないだろう。そう考えていたミーティアに対してヴォルケイノーは眉間を揉み解すような仕草をしながら大きく息を吐いた。


「ミア、口には出さなくてもそれだけはっきりと顔に出していれば意味はないといい加減気づけ」


　ミーティアは即刻笑顔を取り繕った。


 


　まずは昼食をというマルキリスの意見に皆が同意した。テーブルの中央に置かれた幾つかの大皿に盛られた料理を銘銘が好きなだけ取皿へと乗せていく。


　ヴォルケイノーは全ての料理をバランスよく取り分けてから食べ始めた。


　マルキリスは自分の前に置かれた料理を取皿いっぱいに取ると早々に口に運び始めた。食べ終わると次の料理へ移るといった感じで、一品ずつ食している。


　リベルトはヴォルケイノーと同じように全種類をまんべんなく取り分けていたがそれぞれの分量は彼よりも大目だった。


　フルカルスはヴォルケイノーとリベルトの中間といった感じだ。


　そしてミーティアはといえば手近にあったシャシリクを二串とピロシキ一個、そしてシチーのみだった。


　目ざとく気づいたヴォルケイノーがミーティアから離れた場所に置かれていた料理を勧めた。


「どうした。いやに小食だな。コトレータもあるぞ。食べてみろ」


　とりあえず一つだけと言って受け取ったミーティアはさりげなくお腹を擦った。


「何だ？　腹の具合でも悪いのか？」


　そんなミーティアの仕草を見ていたヴォルケイノーは眉間に皺を寄せた。


　ミーティアは軽く首を横に振った。


「ううん、そういうわけじゃないわ。ただ突然こんなまともな食事をしたら逆に調子が悪くならないかなって思っただけ」


　後はと言いかけてミーティアは口を噤んだ。


　こんな贅沢な食事に慣れてしまったら、この先彼らと別れて一人旅に戻った際にむなしくなったり物足りなく思ったりしてしまいそうで怖かった。してしまいそうというよりきっとそうなるだろうことは安易に想像できる。


　けれどこれは彼らには関係のないことだ。折角もてなしてくれているというのに余計なことを考えて心配をかけてしまった己を心中で叱責したミーティアは、その後皆に進められるままにお腹いっぱいになるまで食事を口にした。


 


　昼食を終えたミーティアたちはみんなで協力してテーブルに乗っていたものを全て片した。


　ちゃんとした片付けは後でフルカルスがおこなうので落ち着いて話が出来るようにとりあえず場所をあけたといった感じではあったが。


　改めて全員が着席したところでヴォルケイノーは持ってきた一振りの剣をテーブルの上に置いた。それはミーティアのレイピアだった。


「このレイピアはとりあえずミアに返しておく」


　新たな剣の代償となるはずだった剣を返されてミーティアは首を傾げた。


「これじゃ足りなかった？」


　使い物にならなかったのかとミーティアは思ったが短く違うと否定されて困惑した。他の理由など彼女には思いつかなかった。


「じゃあ、いったい……？」


「それは今から説明する」


　そう言ってヴォルケイノーはリベルトを一瞥した。何かしらの合図を交し合った二人はミーティアへと向き直る。


　最初に口を開いたのは意外にもリベルトだった。


「レイピアはじっくりと見させて貰った。確かに古い剣だが使用には全く問題はない。ただしそれは封印が解けたならという話だ。――ミーティアはこの剣の名前、もしくは二つ名を知っているか？」


　リベルトが二つ名と口にした瞬間ミーティアの表情が一瞬強張った。もちろんヴォルケイノーたちはそんな仕草を見逃すほど間抜けではなかったが、この場でそのことを指摘するほど愚かでもなかった。言葉や態度や空気。それらもろもろから一切の催促を消し、ヴォルケイノーたちはただ静かにミーティアからの返答を待った。


　一方のミーティアは返事を急かさない彼らに感謝しつつ胸中でどうしたものかと思案を繰り返していた。


　こうした気遣いも含めて出会ってからの言動を見ていれば信頼に値する人たちだと思う。けれどあまりにも短い時間での接触だけで信用してもいいものかと悩んでいるのだ。


　そんなミーティアの心情を理解しているかのようにヴォルケイノーが静かに口を開く。


「俺たちを完全に信用しろとは言わない。そんなことは無理だと俺たちも理解している。だからミアが話してもいいと思える範囲で答えてくれればそれでいい。あまり悩みすぎるな。皺が取れなくなるぞ」


「皺!?　ひどい！　何よそれ」


　少しはヴォルケイノーのことを見直しかけていたミーティアだったが、最後の一言には反射的に両手で眉間を隠しながら大声で抗議した。


　その直後。ミーティアを除いた残り全員の口元から押さえきれなかった笑いが漏れた。


　それをきっかけにして全員が遠慮なく笑い始める。ミーティアも最初はヴォルケイノーに対して怒りをぶつけていたのだが、だんだん周囲につられるようにして怒りの気配が萎んでいき、やがて笑いの渦に自ら飛び込むようにして加わっていった。


 













    8.勇者の剣
    　ひとしきり笑って気持ちをリラックスさせたミーティアは覚悟を決めたように背筋を伸ばした。


　くるりとヴォルケイノーたちの顔を見渡し、軽く息を吸う。


「この剣の二つ名は『勇者の剣《つるぎ》』。村の大人たちからそう教わったわ」


「そうか」


　結構な覚悟でもって告げたミーティアだったが返答はあっさりとしたもので肩透かしを食らった感じだった。


「で、その勇者の剣がどういう経緯でミアの手元に来たんだ？　始めから村にあったわけじゃないんだろう？」


「よくわかったわね。両親が言うには私をみもごったとわかった日の夜にこの剣を持った女の人が現れて、これは勇者の剣という名前で私が――」


　そこで急に言葉を途切らせたミーティアはしばらく視線をさまよわせていたが一度唾を呑み込むとまっすぐにヴォルケイノーを見返した。


「私が十六歳になったらこの剣を持たせて勇者として旅立たせるように――って言われたらしい」


　最後の一言を早口で言い切るとミーティアは恥ずかしそうに下を向いた。自分のことを勇者というのはなんて恥ずかしいことだろう。羞恥で頬がわずかに赤くなった。


「勇者として、と言われていた割には剣も馬も全く使えないようだが？」


　反射的にミーティアは視線を逸らせた。


「ミア？」


　更なるヴォルケイノーの追求にミーティアは諦めたように大きく息を吐き出す。


「村には剣を扱える人も馬に乗れる人もいなかったし知らないことを教えられるほど器用な人もいなかったからよ」


　本もなければインターネットという情報源すらなくなってしまった村ではどうすることも出来なかったという。せいぜい一人で旅をする際に必要となる食料確保の方法を教える傍ら足腰を鍛えさせたくらいだ。


　言葉を探して唸っていたヴォルケイノーだったがやがて一言「了解した」とだけ言った。


　それならと割って入ったのはマルキリスだった。


「剣も馬も俺たちが教えてやろうか？」


「いいの!?」


　ミーティアは喜色満面で訊ねた。その表情に裏はなく言葉をそのまま受け止めて素直に反応した結果だった。


　見ただけでありありとわかってしまう状況にマルキリスは苦く笑った。


　それを見たミーティアの顔が曇る。


「え？　冗談……だったとか？」


「いや。あまりにも無邪気に喜んでいたから……ちょっとな」


「どういう意味？」


「あー」


　マルキリスは頭を掻きながら呻く。


「つまりだな、俺たちは優しく教えるってことは出来ないぞ。という意味だ」


 


　マルキリスの言葉はすぐにいやというほど理解させられたミーティアだった。


　繰返し繰返し基本の形を取らせる訓練。怒鳴りつけたりはしないものの一切の妥協を許さないマルキリスの指導ですでに全身が筋肉痛だ。


「ねえ、これってどうしても必要なの？」


　形を覚えるだけの日々。ある日漏れるように発したミーティアの問いに答えたのは練習を見学していたヴォルケイノーだった。


「何事も基本なくして応用はありえない」


　無意識に正しい形が取れるようになれば急に襲われた場合にも自然と体が最適な動きをするようになる。そうすれば防御力が上がり、ひいては攻撃力も上がる。基本さえきちんとしていれば幅広い応用を身につけることもできるようになるものだ。


「勇者は魔王を倒さなくてはならない。そのための技を身につけなくてはならないがそれにはきちんとした基礎が土台として整っていなければどんな技も習得できはしない」


　高説ごもっとも。


　ミーティアは心中で呟いた。


　いちいち癇に障る男だ。正しい分余計に腹立たしくなる。


「……ミア、全部顔に出ている」


「何のことかしらッ」


　ミーティアは表情筋を総動員して笑顔を作った。


「ティアちゃん」


　作り笑顔でヴォルケイノーに反撃を試みているミーティアに呼びかけたのはフルカルスだった。


　少し前から姿を見せてミーティアとヴォルケイノーのやり取りをくすくすと忍び笑いしながら眺めていた彼は、話しかけるタイミングを見計らっていたようだ。ふり返ったミーティアへフルカルスはさわやかな笑顔で挨拶をするように軽く手を上げた。


「そろそろお昼だよ。ちょうど区切りもいいようだし汗を流しておいで」


　いつものように声をかけられてミーティアは素直に従う。最初の頃は一番風呂を頂くことを躊躇していたミーティアだったが、紅一点で髪も長い彼女が先に済ませたほうが都合がいいのだと諭されてからは素直に受け入れるようになった。遠慮することのほうが迷惑になるのだと教えられたからだ。


　フルカルスへうなずき返したミーティアは指導者であるマルキリスへ練習後の一礼をする。


　そうして浴室へ向かおうとしたミーティアだったがフルカルスの呟きを耳にして足を止めた。


「しっかしさすがだよね。こんな短時間でここまでできるようになるんだから。やっぱり体が覚えていたってことかな？」


「え？　ルカさん、それってどういう意味ですか？」


　普通に訊ねたはずだった。剣の扱いについてはまったくの素人である彼女にとっては当たり前の質問だったはずなのにミーティアのその一言でフルカルスはおもしろいほど固まってしまった。


　どうしたのかと首を傾げるミーティアをヴォルケイノーが促す。


「ミア、さっさと風呂に入って来い」


「え？　でもさっきの……」


　どういう意味なのかと気にするミーティアだったがヴォルケイノーはあっさりと切り捨てた。


「他の人間と勘違いしていたことに気づいて慌てているだけだ。放っておけばいい」


「ああ、なるほど。――ルカさん、気になさらなくても大丈夫ですよ」


　前半はヴォルケイノーに。後半はフルカルスへ向かって笑顔で告げたミーティアは今度こそ浴室へと移動した。


 


　ミーティアが立ち去ったあと、ヴォルケイノーはフルカルスへと冷たい視線を向けた。


　そして軽く顎をしゃくるようにして目の前にある林を指し示すとその方向へ率先して歩き始めた。


　マルキリスに苦笑しながら肩を叩かれたフルカルスは、大きく息を吐き出すと肩を落としてヴォルケイノーの後を追った。


 













    9.南へ一人旅
    　林の中。背を向けて立つヴォルケイノーに追いついたフルカルスは一呼吸置いてから口を開く。


「ヴォルケイノー様」


　フルカルスがそう一言発した瞬間、彼の頬に一筋の線が走った。わずかの時間をあけてその線から深紅の鮮血が滴り始める。フルカルスの頬に引かれた線というのは鋭利な何かによって切られた傷だった。


「その名に敬称をつけるな」


　冷ややかな口調で警告するヴォルケイノーの言葉によって己の失言を知り、また自身に起きた現象を把握したフルカルスの顔から急速に血の気が引く。


　即座に謝罪したフルカルスを一瞥するような感じでヴォルケイノーは瞳だけをわずかに動かした。


　静かにじんわりと。そんな風にヴォルケイノーの体から発される冷気はフルカルスに絡みつく。


「千丈の堤も蟻の一穴――この言葉はお前も知っているだろう。そうした小過によって大事《だいじ》に支障をきたすことになってはならない。今一度気を引き締めろ」


　ヴォルケイノーの忠告を受けてフルカルスは反射的に「申し訳ありません」と頭を下げようとしたのだが、体に絡みついたままのヴォルケイノーの冷気によって言葉も動きも封じられてできなかった。


　一瞬ののち。フルカルスはしまったというように片頬を引き攣らせながらたらりと冷や汗を流した。


　フルカルスへと向き直ったヴォルケイノーは凄絶に邪悪な笑みを浮かべていた。


「ルカ……お前は色々抜けすぎているぞ。声が聞こえる範囲内には他のものの気配が無いとはいえ絶対に聞かれていないという保証はないし遠目でも頭を下げている様子くらいはわかるだろう。そんなわけでお前には気合を入れてやる」


　そこで一旦言葉を途切らせたヴォルケイノーは底意地の悪さを露呈した。


「南をお前一人に任せることにした。一人なら周囲に気を使う必要はないし襤褸を出したところで南であれば影響も無かろう。存分に働いて来い」


「マジで!?」


　わざとらしいほどのオーバーアクションで驚きを露わにしたフルカルスをヴォルケイノーは表面上はあっさり無視した。しかし内心では拘束を解いていたことを少々後悔しながらふとフルカルスの頬を見ればすでに傷も完治していた。


　八つ当たり気味にもう一度同じ場所に傷をつける。そして。


「俺の言葉はいつでも本気だ。そのことを理解できてもできなくてもどちらでもかまわないからさっさと行け」


　指先で回れ右の指示を与えたヴォルケイノーは、さらに追い討ちをかけるかのごとく猫でも追い払うような仕草でしっしっと手を振った。


　がっくりと肩を落としたフルカルスはかろうじて了承の意を返すとおぼつかない足取りでその場を後にした。


　その姿は見ようによっては遊びに誘った弟に素気無く断られて寂しげに退却している兄の図だった。


 


「そんなわけで、私だけ南へ行くことになりました」


　フルカルスはミーティアに向かって別行動になった旨を伝えた。


「何をしに行くんですか？」


　ミーティアの疑問はもっともだろう。


　フルカルスは笑顔で答えた。


「ゴミ掃除です」


　あまりにもはっきり宣言されたその一言。けれど言葉自体は決して難しいものではないのだがいっかな対象が不明すぎてわからない。


「ゴミって……」


　そう言ったっきりしばらく絶句していたミーティアだったがふとあることに気がついた。


「そういえば南ってことはこの北界大陸の南にある新界大陸のことですか？　確か昔は南アメリカ大陸とかって呼ばれていたんですよね」


「そうそうその旧南アメリカ大陸のことだよ。とりあえずは、だけどね」


「え？　それはどういう意味ですか？」


　わずかに眉を寄せながらミーティアはどうにかフルカルスが言っている意味を汲み取ろうとしているのだが先ほどからわからないことばかりだ。


　そんなミーティアの状況を把握している風な笑顔を浮かべていながらそれでもフルカルスは口調を変えなかった。


「どうやら新界大陸と南界大陸と南極大陸が合体寸前の距離まで近づいているらしくてね。繋がるのを待ってそれからは新しくできたニューゴンドワナ大陸を巡りながらゴミ掃除をすることになったんだよ」


　またしてもフルカルスの口から出たゴミ掃除発言。ミーティアはこめかみに指を当てて唸った。


「どうやってゴミ掃除をするんですか？」


「ん？　どうやってって、普通にこの黒檀の棒を柄の代わりにして、現地調達した道具を柄の先につけて……」


　後はざっざっと掃いていくだけ。


　そういって本人曰く掃く仕草をしているのだがどう見てもその動きはおかしい。


「ルカさん、その動きは掃いているというよりは刈っているようにしか見えないのですけど……」


　そうだ。草刈りだ。大鎌で草を刈ればこんな感じになるのではないだろうかとミーティアは思った。


　けれどフルカルスは不思議そうに首を傾げただけだった。


「そう？　久しぶりだから変な動きに見えてしまったのかもね」


　それよりも。


「お土産は何がいい？　あ、でも今度いつ会えるかわからないから鉱石とかが無難かな？」


　それからしばらくの間どんな土産がいいのかを一人でしゃべっていたフルカルスの口を塞いだのはやはりヴォルケイノーだった。


　腕を組み半眼でフルカルスを睨みつけ。そして一言。


「さっさと行け！」


　フルカルスは即座に青白い馬のペイルに跨りカラスのシェオルルを従えて走り去っていった。


「一人で大丈夫かしら？」


　ミーティアとてしばらく一人で旅をしていたのだから本来なら男性であるフルカルスを心配する要素はどこにもないはずなのだが、どうにもフルカルスのおしゃべり具合を見ていると話し相手のいない一人旅に果たして耐えられるのだろうかという変な心配をしてしまったのだ。


　そんなミーティアの小さな呟きにヴォルケイノーがあきれたように答えた。


「ペイルもシェオルルもいるしあいつは一人にしたほうがよく働く。あいつにとって一人旅はいつものことだし気遣う必要など欠片もないぞ」


　ミーティアは一人と一頭と一羽の姿を思い出してそうかもしれないとうなずいた。


 













    10.メメント・モリ
    　いくつもの月日が流れるなかでミーティアは剣の扱いと馬の乗り方を覚えた。もちろん最低限必要な基礎だけではあったが。


「まあこんなもんだろう。あとは実戦の中で自分で工夫しながら腕を磨いていくしかないな」


　ようやくマルキリスから及第をもらえたミーティアはほっとして頬を緩めた。


　だがヴォルケイノーはこんなときでも念を押すことを忘れなかった。


「ようやく基礎が身についただけだということを忘れるなよ。型を忘れないように毎日の練習も欠かさないことだ」


「ヴォルって最後まで口うるさいわね」


　ミーティアの反論にヴォルケイノーは眉を寄せた。


「最後まで？　それはどういうことだ」


　だって、とミーティアは小首をかしげた。おかしなことは何も言っていないはずだ。


　プレーリーでの食料確保のための労働。ここでの剣技と乗馬の習得。それだけで半年以上の時間のロスだ。だからいいかげん出発しないといけないだろう。


「早く魔王のいるところまで行かないと。時間がなくなってしまうわ」


　今のところ大きな被害があったという噂は耳にはしなかったものの、この状態がいつまでも続くとは限らない。そもそも勇者が成長するのをただ黙って待つような魔王などどこにもいないだろう。


　いくら魔王が勇者に倒される存在であると神に定められているとしても。


（でも……なんでそんなことをさせるんだろう……？）


　ミーティアはそのことに初めて気づいた。


　これまではただ勇者になることを決定づけられて唯々諾々と従ってきただけにすぎなかった。


　それしかない。なるしかない。


　生まれたときからそうとしか育てられなければ疑問に思う機会すらなかったのは当たり前だともいえる。それ以外の道があることを知らないのだから。


　けれど村を出て少しずつ他人――この場合は村人以外の人というべきか――との出会いが増えて色々な考え方に触れていけばおのずと思考の幅も広がってくる。


（勇者が魔王を倒さなければならない理由っていったい……）


　そんなことをぼんやりと考えていたミーティアを現実に引き戻したのはヴォルケイノーだった。


「どうしてそう思うんだ？」


「へ？　何のこと？」


　いきなりのことだったのでミーティアにはどれをさしているのかわからなかった。それでも聞き返すかたわら自分でも発言を思い返してヴォルケイノーの質問の意味を探ろうとする。


（たしか時間がないって話をしていたのよね）


　そうだったわとミーティアが心の中で何度もうなずいていると、ヴォルケイノーから訂正が入った。


「それじゃない。なぜ勇者が魔王を倒さなければならないのかについて考えていただろう」


　そのものずばりを言い当てられてミーティアは驚愕した。


「どうしてわかったの……？」


　さすがにこれは顔にでているとかいうレベルの話ではないのではなかろうか。


　たしかにミーティアは考えていることがそのまま顔にでやすい。昔から何度も指摘されたことだしある程度は自覚もある。ただわかっていてもうまくコントロールできないだけで。


　けれど今回は頭の中でつらつらと考えたことがすべて把握されているようなのだ。さすがにおかしいと思わずにはいられない。


「もしかしてヴォルは私の考えていることが読めるの？」


　ミーティアはじっとヴォルケイノーの目を見つめた。


　たいがい即答しているヴォルケイノーにしては珍しく、このときは無言で同じようにミーティアを見返してきた。


　やがてヴォルケイノーはあきらめたように息を吐き出した。


「今回は術を使わせてもらった」


「……術？」


　思考を読まれているだろうということは考えていたミーティアだったが、あからさまに術を使ったと言われて思わず不快感を覚えてしまった。眉間にくっきりと皺が刻まれる。


「ヴォルは魔法が使えるの？　それにそうまでする必要はあるの？」


「ミアが勇者である以上その動向を探られることからは逃れられないと思ったほうがいい」


「それはヴォル以外にもいるってこと？」


　うなずくヴォルケイノーにミーティアは問いを重ねた。


「どうしてそこまでするの？　ヴォルもだけど、ほかにもいるっていうその人たちはなんのためにそんなことをするの？」


「わからないか？」


　けれども真顔でそう聞き返されてしまったミーティアは困ったように眉尻を下げた。


　勇者だから探られるのだという。ならば勇者を探ることで益がもたらされる存在とはなんだろう。


　相手が魔のものであればまだわからなくはない。自分たちの王である魔王を倒そうとしているものの動向を探るのは当たり前だと思うからだ。


　だが相手は人間。


（……私が逃げないように見張っているということかしら？）


「まあそんなところだろうな」


「ヴォル……いつまでも人の考えを読まないでよ」


「ミアがいつまでも黙っているからだろう」


「考える時間くらいちょうだいよ」


　頬を膨らませてミーティアは瞳に険を宿らせる。けれどもそんなミーティアを前にしてもヴォルケイノーはいっかな態度を変えなかった。それどころかミーティアへ助言とも暴言とも判断のつかない言葉を投げかけてきた。


「時間なら与えている。そういうことではなくミアは時間がかかりすぎると言っているんだ。思考速度は戦術を練りあげる早さに直結している。どうすれば敵を倒せるのかを瞬時に判断できるようにならないとやられるぞ」


「やられる……って誰に？」


　ヴォルケイノーはあきれたように目を細めた。


「魔王に決まっているだろう」


　この言葉にミーティアは大きく目を見開いた。


「え？　勇者が魔王に殺されることはないんでしょう？　だってそうじゃなかったら人間でしかない勇者が魔王を倒すなんてことはできないんだし、できなかったら黙示録が嘘をついたことになるもの」


「莫迦かおまえは。黙示録にはそんなことは書かれていないし、勇者だからといって殺されないなんてことはない。魔王どころか下級の魔のものにも人間にも、ほかの人間と同じように殺すことはできるさ」


　ミーティアは震え始めた両手を口元にあてて小さくつぶやいた。


「うそ……」


「嘘ではない」


　ヴォルケイノーは腕を組みながら背後の樹にもたれかかった。


「おまえが言っている勇者とは魔王を倒そうとするものが名乗る役名のことだろう。職種みたいなものでしかないのだからあたりまえに死ぬことも怪我をすることも病気になることもある。ミアもこれまで一度も怪我や病気をしたことがないなんてことはなかっただろう」


「え？　ないけど……」


「…………それは本当のことか？」


「ええ。村の大人たちがみんな言ってたもの。病気も怪我もしたことがないって。さすが未来の勇者だ、って」


「過保護に育てられ……ああ、いや、いい」


　ヴォルケイノーが言いさしたのはミーティアが村にいたころの生活状況を思いだしたからだ。彼女は村人たちに野宿をしながら旅を続けても大丈夫なようにと体を鍛えられていたのだ。その状態で怪我も病気もまったくしなかったというのであれば勘違いしても不思議はない。


　しかし死なないなどといった誤解を持ったままでいることは命を無駄に縮めることにもつながる。


　早々に正しい知識へ修正するべきとはミーティアとヴォルケイノーの双方が思ったことだった。


　ようするに、とヴォルケイノーが口を開く。


「さっきも言ったが勇者とは役名――肩書でしかない。その身はただの人であり、そうである以上怪我もすれば病気にもなる。もちろん死ぬことさえあたりまえのこととしてある。そこのところを忘れないことだ」


　そこまで言ってため息をついたヴォルケイノーはその拍子にこぼれ落ちてきた前髪を掻きあげながら「それから」と続けた。


「勇者が魔王を倒すことがすでに決定事項のように思っているようだがそれは間違いだ。黙示録にはそんな記述はどこにもない。なぜそんな風に思ったんだ？　その根拠は？」


「どうしてって……」


　ミーティアにはなぜこんなことを訊かれているのかわからなかった。彼女にとっては村でそう教わってきたというだけにすぎない。


　そのことをありのままに告げれば、ヴォルケイノーは額に指をあてて閉じた目を掌で隠すようにしながら嘆息した。


 













    11.女神の言葉
    　言葉もないといった調子のヴォルケイノーに代わってミーティアに向き合ったのは、それまで黙って二人を観察していたマルキリスだった。


　ヴォルケイノーが背を預けている樹に手をついてもたれかかりながらミーティアを見下ろすマルキリスは、いつのまにか傾いた陽を背負っているせいで表情があいまいになっている。ただ静かな視線だけが明確に感じられた。


「ミーティアちゃんが村の人にどんな風に教わったか聞かせてもらってもいいかな？」


「ええ」


　マルキリスの言葉はすんなりとミーティアへと入っていく。ヴォルケイノーと違って言葉が優しいからだ。


　素直に快諾してミーティアが口を開こうとすると、ヴォルケイノーがそれを止めた。


「あとわずかで陽も落ちる。続きは部屋《なか》で話そう」


　こればかりはミーティアもすぐに納得してゆっくり話ができる食堂へと移動することとなった。


　とはいえすぐに全員が食堂へと向かったわけではない。特に急ぐわけでもなし。集まるのはいつものように入浴と食事を終わらせてからでも遅くはない。そうした用事を先に済ませたほうが落ち着くことは事実だし、後片づけをするリベルトの手を煩わせることもない。余計な気遣いをしなくても済むうえに、やるべきことをすべて終えてあとは寝るだけの状態から始めたほうが話に集中できるというものだろう。


　そうしたことはこれまでも何度もあったためどこからも異論がでるどころかむしろ何も言わなくてもあたりまえのように淡々と進められていき、食堂に全員が揃ったところで改めてマルキリスが最初に話し始めた。


「まずは基本的なことから確認させてもらおうか。これまでに聞いた話では、ミーティアちゃんを身ごもった時に女性が現れて勇者の剣を授けた。同時に十六歳になったらその剣を持たせて勇者として旅立たせるようにとも告げる。勇者は魔王を倒す宿命を帯びているため死ぬことはないし病気や怪我もしない――ということだったがここまでは間違いはないかな？」


　うなずくミーティアにさらに続ける。


「勇者が死なないということもその女性が言ったのか？」


　ミーティアは目を閉じて小さく唸り声をあげながら記憶をさらった。しかしどうしても思い出せなかった。


「誰が言い始めたのかわからないわ。でも女の人に言われたことっていうのは剣の名前と十六歳になったら勇者としてっていうことと私のセカンドネーム。この三つだけだったはずだから、いつのまにかそういう認識になってたのかもしれない」


「セカンドネーム？　それは教えてもらっても構わないか？」


「ええ、アスタルトというの。ミーティア・アスタルト」


　ミーティアがそう答えた瞬間、その場の雰囲気が微妙なものへと変化した。


「……え？　なに？　どうしたの？」


　きょろきょろとみんなの顔を見まわしながら尋ねたミーティアの問いに答えたのはやはりマルキリスだった。いつもならなにかしら口を挟んでいそうなヴォルケイノーはやや険しい表情をしているものの腕を組むだけで無言を貫いた。


　いったいどうしたのかと気になりながらもミーティアはマルキリスへと向き直った。


「ミーティアちゃんが持っている勇者の剣。そのもともとの持ち主の名前がアスタルトなんだ。たぶんその女性がアスタルト本人なんだと思う」


「あの剣が？　だってあれちゃんと切れないんですよ……？」


 


　アスタルトといえば『豊穣と繁殖の女神』とも『戦女神』とも呼ばれるような女性だ。しかも『女神』。ただでさえそんな名前を授けられて恐縮しているというのに、与えた相手も与えられた名前も武器もその女神のものだと聞けば余計萎縮しかつ疑問に思うのも無理からぬこと。


　けれどその疑問は拍子抜けすぎるほどあっさりと答えを得た。


「ああ、それは封印されているからだ」


「封印……ですか？」


　首をかしげたミーティアを見て、マルキリスは大きくうなずいた。


「その様子からするとなにも聞いていないようだな。ところで、ミーティアちゃんがつけているそれは？」


　マルキリスが指差す先にはミーティアが身につけているチョーカーがあった。ミーティアはそれを指先に引っ掛けるようにして軽く持ち上げた。


「これ？」


「そう」


「これは私が子供のころに剣で遊んでいた時――に、取れ、ちゃって……」


　お転婆というべきか、乱暴者というべきか。どちらにしろミーティアにとっては恥ずかしい過去で自然声が小さくなっていく。そしてそれに合わせるようにほかの者も言葉を失っていったようだ。


　そんな中で絞り出すような声で確認してきたのはマルキリスだった。


「…………マジで？」


　ミーティアは下を向いたままこくりと小さくうなずいた。


「封印をかけたのはミア自身か」


　ここへきてようやく口を開いたヴォルケイノーは疲れたように眉間をもみほぐしていた。


　その仕草に思わずカチンときたミーティアは口を尖らせた。


「だから封印ってなによ。ただ柄の飾りが取れちゃっただけじゃない」


「それは飾りではない。シジル魔術だ」


「シジル魔術って？」


　ヴォルケイノーは急に口を閉ざすとマルキリスへ視線を向けた。


「ルキ、頼む」


「わかった」


「どうしてそうなるの？　そのままヴォルが教えてくれればいいじゃない。あ、もしかしてヴォルも詳しく知らないんじゃないの？」


　にやりと笑ってミーティアがそういえば、ヴォルケイノーはあきれ果てた眼差しを彼女へ向けた。


「莫迦か。俺が話すといろいろ制約に触れてしまってまずいからだ。詳しくはなんの縛りもないルキに聞け。この中でそれができるのはルキだけだからベルにも聞くなよ」


　制約とはいったいなんなのか。納得がいかないまでもマルキリスやリベルトの顔を順に見やったミーティアはとりあえず話を聞こうと結論づけた。振り返ってみれば今夜の話し合いではマルキリスが主導権をとっており、ヴォルケイノーはほとんど口を閉じていた。


　最初からそれぞれに役割が振り分けられているようだったのでまずはそれに合わせようと考えた。話を聞けばなるほど納得となるかもしれないからだ。最後まできちんと聞いたうえでなにかあれば、その時に改めてヴォルケイノーに抗議なりなんなりをおこなえばいいのだから。


　ミーティアは改めてマルキリスと向き合った。


「えっと、それじゃルキさん、シジル魔術について教えてもらってもいいですか」


　マルキリスは快く応じた。


　シジル魔術とは、まず願望を文章にしてその中で重複している文字を消していく。そして残った文字だけを使って一つの形に図案化する。そうしてできたものをシジルと呼ぶ。シジルを使った魔術だからシジル魔術と呼ばれている。


　上位の魔術師であればそれを記憶しておき、いざ魔術を使うときには使いたい術のシジルを頭の中で思い描くだけで発現させることができた。


　もっともこのシジル魔術はちょっとした願望しか叶える力がないため、タリズマンのような護符代わりにしかならなかったが。


「それじゃこれは護符みたいなもの？　このシジルはどういう意味なの？」


「いや。これは女神自身が自分の魔力を編んで作ったシジルと言われているから魔術の効果は突き抜けている。封印さえ解けばこのレイピアは刺突だけでなく斬り合うこともじゅうぶん可能な剣になる。意味は――」


　そこでいったん口を閉じたマルキリスは口が渇いたのか、わずかに水を飲んでから続けた。


「シジルの意味は『我が敵すべて滅せよ』だ」


　ミーティアは何度か瞬きをしながらその言葉を脳内で繰り返しつぶやいた。


「……すさまじい内容ね」


「だろー？」


　自分が敵だと認識した対象はすべて滅びてしまえという意味の魔術が女神自身の魔力で刻まれている剣。確かに封印が解ければすさまじいものになるかもしれない。


「でもどうすれば封印は解けるの？　私が封印したと言われても自覚はなかったからどうやったのかすらわからないんだけど」


「その欠けた部分をここにはめ込めば大丈夫だ」


 













    12.封印
    　マルキリスが指で指し示した場所は確かにミーティアにも覚えがあった。なぜなら。


「そこなら私も何度かはめなおそうとしたんだけど、いくら試してもすぐに落ちてしまうんだけど」


　だからせめて失くさないようにとチョーカーにして身につけていたのだ。


「位置……というか向きがあっていなかったってことだろう。力の強い魔術だからこそわずかなずれも許されないからなぁ」


「それは気が遠くなりそうですね。せめてある程度の向きがわかる人はいないんですか？　ルキさんはこの棒のどちらが上かわかります？」


「俺も無理だな。シジルの大まかなデザインしかわからないんだよ。だから欠けているのはここってことだけしかわからない」


　悪いなといってマルキリスはすまなさそうに頬を掻いた。


　そうした会話をしながらもミーティアは少しずつ位置をずらしながらはめてみるという行為を繰り返していたが、いっこうにピッタリとはおさまらない。


　肩を落として緩慢に続けるミーティアを黙って見つめていたヴォルケイノーは、仕方ないなといった感じのため息を一つこぼすとマルキリスを呼んで食堂の外へと出た。


　いったいどうしたのかとミーティアが首をかしげながら見送っていると、残ったリベルトが「ヴォルケイノーがなんらかの方法を思いついたのだろう」と説明した。


「なんらかの方法って？」


「すぐにわかることだからおとなしく待っていなさい」


　一見ぶっきらぼうのようで、それでいて思いやりも感じられる声音で諭されたミーティアは、どうしても焦ってしまう己を見透かされているようでわずかに赤面した。


　小さく縮こまっていると、微苦笑する気配とともにリベルトが立ち上がる。少しだけ席を離れたリベルトはどうやらお茶を入れなおしていたようで、ミーティアの目の前に湯気が立ち上るカップが置かれた。


「疲れたんだろう。少し休むといい」


　優しいまなざしとともにいたわりの言葉をかけられたミーティアは、ふっと肩の力が抜けた気がして微笑み返した。


「ありがとうございます。いただきます」


　そしてミーティアが数口お茶を飲んだところでヴォルケイノーとマルキリスが帰ってきた。


　戻ってきた二人は席に座らずにミーティアのそばに立つ。マルキリスがミーティアの右横で、ヴォルケイノーが背後だ。振り返ろうとするとマルキリスにそのままでと止められた。


「さあミーティアちゃん続けようか。今度はヴォルが介添えを務めるから、ミーティアちゃんは力を抜いてじっとしていたらいいからね」


　わずかに不安を覚えながらもうなずけば、マルキリスはにっこりと笑って心配いらないと言った。


「じゃあ目を閉じて。肩の力を抜いてリラックスして……」


　マルキリスの言葉に従いながらミーティアはなんとかリラックスしようと数回深呼吸した。


　ようやく肩から力が抜けてきたかなと感じたところでいきなり手で目隠しをされたミーティアは驚いて肩を跳ね上げた。


「あーほらミーティアちゃん力を抜いて。大丈夫だから。はいもう一度深呼吸してー」


　そうしてまたミーティアが落ち着いた頃に背後から右手が伸びてきて両目を塞がれた。


（あ……っ、これヴォルの手だわ）


　普段の言動に反してその手は温かく、思いやりをもって優しく触れてきた。


　ヴォルケイノーはミーティアの背後から覆いかぶさるようにして左手も重ねてきた。視界を塞がれていたミーティアは触れた一瞬だけ反射的に逃げるような動きをしてしまったがすぐに深く息を吐き出して再びこもってしまった力を開放した。


（これはヴォルの手、ヴォルの手）


　自身に言い聞かせるようにそうやって何度も心の中で繰り返していたミーティアだったが、重ねられたヴォルケイノーの手に操られるようにして自分の左手が勝手に動き出した時はパニックを起こして思わず彼を全身で拒絶してしまった。


「いや……ッ！」


「……ッ」


　うめくような小さな声が背後から聞こえたミーティアは反射的に振り返っていた。


　そこには全身に切り傷を負ったヴォルケイノーがそれほど多くはないとはいえ血を流していた。


「ヴォル!?　大丈夫？」


　慌てて立ち上がろうとしたミーティアをとどめたのはヴォルケイノー自身だった。


「いいから構うな」


　無傷だった右手を持ち上げてミーティアを制止させたヴォルケイノーは鋭い声でマルキリスを呼ぶ。


「ルキ！」


　それだけでマルキリスには通じたようではっと我に返ったように見開いたままだった目を故意に瞬くと、ミーティアの肩を軽く押さえるようにして腰掛けさせた。


「でも……」


「ヴォルなら大丈夫だから。とにかくこれを先に済ませないとどちらにしろヴォルは治療を受けられないんだからおとなしくあいつに体を預けてくれないか？」


　窺うようにしながらもその実ミーティアにとっては脅しにも近い言葉だった。ヴォルケイノーを傷つけたのはほかならぬミーティア自身だからだ。無意識の行動とはいえそれは紛れもない事実だった。


　ミーティアはちらりとヴォルケイノーを一瞥すると、前に向き直ってきちんと椅子に腰かけなおした。そしてテーブルに投げ出すように置いた左手で封印となっている欠片を軽く持つと静かに目を閉じる。


　ゆっくりゆっくりと深呼吸を繰り返す。


「ヴォル。ごめんなさい」


　ある程度気持ちが落ち着いたところで一言だけ囁くようにこぼしたミーティアは、あとはただなにも考えずに心を落ち着かせることにだけ集中した。


　そんなミーティアを見ていたヴォルケイノーがふっと呼気をもらすようにして穏やかな微笑を浮かべていたことにも気づかぬくらいに。


　改めてミーティアにそっと触れてきたヴォルケイノーの右手は変わらず優しくて、ミーティアは思わず泣きそうになった。


　左手が触れてきたときはわずかに緊張したが、それでもミーティアは努めて肩から力を抜いた。


　ゆっくりと添えられたヴォルケイノーの左手に操られるようにして持ち主の意思に反して左の手指が動き始めても、今度は逆らわなかった。


　ゆるゆると操られながら動く手指が欠片を回して正確なシジルとなる向きを探す。ようやく探り当てたのか。ぴたりと止まった指はそのまま剣の柄まで移動すると、カチリと聞こえない音を立てたと思えるほどに空いた場所にはまった。ゆっくりと手を放してももう落ちることはない。


　それを確認するように一瞬の間をおいてからヴォルケイノーの左手が離れていった。温もりが離れていった左手はやけに冷たく感じられた。それが血で濡れているから余計に冷たく感じるのだと気づいた瞬間、ミーティアの目から涙がこぼれ落ちた。


　それは慰めのつもりだったのか。


　ミーティアの頭頂部にそっと柔らかな温もりが触れる。


　そしてそちらにミーティアの意識が移ると、今度はミーティアの目を覆っていたヴォルケイノーの右手がそっと外され、優しく指先で涙をぬぐいながら離れていった。


（え？　え？　え？）


　今のはいったいなんだったのかと混乱しながらミーティアが振り返った時にはすでにヴォルケイノーは背を向けて退室しようとしていた。それをリベルトが追う。


　ミーティアも慌てて追いかけようとした。


「ヴォルっ」


　けれどまたしてもマルキリスに肩を掴まれて止められてしまった。


「ルキさん放して」


「ヴォルなら大丈夫だって。ベルは治癒魔法が使えるからついて行っただけだし、あいつは着替えるために部屋に戻っただけだから心配するな」


「……治癒魔法？」


　その一言に反応してミーティアは抜け出そうとしていた動きを止めた。


「うん、そう。治癒魔法」


　そう答えたマルキリスはもう手を放しても大丈夫と判断したのか、ミーティアを開放して自分の席に着いた。


 













    13.マジックネーム
    　マルキリスは上着の内ポケットから携帯用の瓶酒を取り出すとそのまま口をつけた。ふたを開けた瞬間に広がるのはウオッカの香り。


「ルキさんは相変わらずお酒が好きですね」


　いつでもどこでも飲酒をしている印象がマルキリスにはあった。実際に何度も目撃してきたミーティアはそうしたことを思い出してくすりと笑った。


「これが俺の鎮静剤だからねー」


　にやりと笑ってマルキリスがウインクする。


　つられるようにミーティアもさらに微笑んだ。


「よし。落ち着いたところで続きをやろうか」


「続き……ですか？」


「そう。これはまだ仮止め状態だから固定しないと」


　そうしてマルキリスはミーティアにシジルとなっている柄の上に両の掌をかざすように指示した。


「そのままの姿勢であのシジルのもとの文章を唱えて」


　ミーティアは目を瞠った。


「大丈夫なんですか？」


「今は二人だけだから問題ない」


「それは……」


「うん、詳しくはあとで説明するから先にやってしまおうか」


　どこか急くようなマルキリスに促されたミーティアはあきらめたように眉尻を下げて手元に視線を向けた。


　こくりと唾を飲み込む。


「我が敵すべて滅せよ」


　静かな声音で発せられた言葉だったが、威力は大きかった。


　反射的に目をつぶってしまったほどの閃光がほとばしり、一瞬ののちにその光は柄のシジルへと吸い込まれていった。


　ミーティアがほっとしたようにもらした吐息に重なるようにマルキリスからも安堵のため息がこぼれ落ちる。ミーティアにはそれが不思議だった。


「ルキさん？　大丈夫ですか？」


「ああなんとかな。間に合ったみたいでよかったよ」


　そして困惑するミーティアを見たマルキリスは苦笑した。


「悪かったな。詳しく説明できなくて。シジルの修復が仮止めのあいだは魔力が安定しなくてちょっと危険な状態だったんでな。魔力の暴走を抑えるのが精いっぱいで俺も余裕なかったんだよ」


　がしがしと頭を掻きながらマルキリスはそう言い訳した。


「剣も安定したことだし、これからはミーティアちゃんの疑問に順に答えてやれる。が、ちょっとだけ休ませてくれるか？」


　そういってさらに別の内ポケットから携帯用の酒瓶を取り出すと一気にウオッカを呷った。


　ミーティアも改めてお茶を入れなおして互いに一息ついたところで話の続きへと戻る。


「まずはなにから聞きたい？」


「そうですね……。ではさきほど魔力の暴走を抑えるって言われてましたけど、ルキさんはそういう魔術が得意なんですか？」


「あ……いや、ん……」


　どういえばいいのかとつぶやきながら腕を組んで唸っていたマルキリスはややあって腕をほどいた。


「少し話はそれるけど、ミーティアちゃんが言っていたセカンドネーム。あれはたぶんマジックネームのことだと思うんだよ。これは魔術魔法が使えるものなら誰でも持っているんだが、マジックネームもセカンドネームもミドルネームもどれも基本的には名づけ親と本人にしか違いはわからない。でもマジックネームは必ずいずれかの神や女神、悪魔の名前がつくことが多いから魔力があることさえわかれば必然的にマジックネームだと判断がつけられるわけだ。ここまではいいか？」


「はい」


　ミーティアは余計なことを聞かずにただ答えだけを返した。最初にわざわざ『少し話はそれる』と言ったということは、この問いもなにかしら関係があることだと判断したからだ。


　マルキリスは了解したというように小さくうなずくと話を続けた。


「そんなわけでミーティアちゃんの思考を術で読んだヴォルや治癒魔法が使えるリベルトももちろんマジックネームを持っている。で、俺ももちろん魔力を持っているわけだが、俺の場合は特殊でな……。俺の名前はマルキリス・スリキルマっていうんだが……」


　マルキリスは気まずそうに頬を掻く。


　ミーティアは眉を曇らせた。


「そんな名前の神様や悪魔はいなかったと思いますが……」


「そうなんだよねー。つまりね。俺の魔力は魔術魔法を無力化するんだよ。まあそれしかできないんだけど。でもまあそんな能力だからこそむやみやたらに相殺していたら俺がそこにいるだけで必要な魔術魔法すら使えなくなるだろう？　だから鏡文字というか鏡名前にして俺が意図的に無力化しようとしなければこの力が発現しないようにしているってわけ。こんな術を使えるのは世界で俺だけだと思うから、マジックネームに鏡名前を持っているのも俺だけだろうね」


　だから。


「さっきのミーティアちゃんの質問の答えになるけど、だからこそシジル魔術の影響を受けるかもしれないヴォルやベルは内容によっては口にできないからミーティアちゃんの質問に答えられないし今も席を外している。俺はある程度の魔力の暴走なら止められるくらいの能力を持っているからこの役を引き受けているってわけ」


　そう締めくくって、マルキリスはまた一瓶ウオッカを呷った。


「さて、ほかに質問は？」


　そう促されて考え込んだミーティアはふと思いついたことを尋ねてもいいのかどうか悩んだ。その思いがそのまま顔に現れていたようでマルキリスが笑いながら促した。


「なんでも聞け聞け。こんな機会はもうないかもしれないぞ？」


　たしかにこんな風に場を設けてなんでも好きに聞いてもいいなどということがこれから先あるとは思えない。ミーティアは自分自身に言い聞かせるように小さくうなずくとゆっくりと口を開いた。


「夕方ヴォルが外で言っていた……、黙示録にはそんなことは書かれていないっていうあれは……。あれは、勇者が魔王を倒すと定められているわけじゃないっていう意味……ですよね？」


　どこかたどたどしい口調なのは考え考え言っているからでもあるが、そのことをミーティアがいまだにどこかで認めたくないと思っている表れでもあった。


　ヴォルケイノーだけでなく、やはりマルキリスにもその辺の心情は筒抜けのようで、マルキリスは苦笑しながら手を伸ばしてミーティアの頭を撫でてきた。


　優しい身振り。けれど優しいからこそごまかしもなかった。


「ミーティアちゃんが考えたとおりだな」


　魔王の存在と対のように人間は勇者を語るが、黙示録には魔王アバドンの登場は記載されていても勇者についてはなにも書かれていない。


　聖書の本来の内容を知る資料――時代とともに改変されてきた聖書の原型を残す貴重な資料として有名なのは死海写本ではあるが、死海写本は破損も多く完全には解読できていない。しかしわかっている範囲内のどこにも勇者の存在が示されてない以上物語と混同してそうした認識になったとしか思えない。


　識者が知らないことを民間人が知っている。通常であれば否と思われがちだが、民間伝承というものがあるからにはその地域に昔から住んでいる人たちにしか伝わっていない秘話があっても不思議はない。そうしたことを全否定できない事例など歴史を掘り下げていけばきっといくつも見つかることだろう。


　だがミーティアの場合はいずれにも当てはまらない。


　彼女の場合は女神アスタルトの神託に村人が従ったに過ぎないので、それがありもしない予言だったと言われれば存在意義さえおぼつかなくなるほどにショックを受けもするだろう。悩むのが人としてあたりまえの反応ともいえる。


「だけどな、一つだけ勇者の出現を示す書物もあるんだよ」


　ミーティアを励ますためだけとも思えないその言葉に彼女は救いを求めるように飛びついた。


「それはどんな書物ですか!?」


　そこへ療治を終えたヴォルケイノーとリベルトが戻ってきた。


　ミーティアはヴォルケイノーの体に素早く視線を走らせて傷が一切見つからないことを確かめるとほっと一息ついた。


　マルキリスはちょうどいいと言って彼らの登場を歓迎した。


「ヴォル、いいところに戻ってきた。さっそくあれを出してくれ」


　その一言に慌てたのはミーティアのほうだった。


「ルキさん、いきなり現れたヴォルに『あれ』だけじゃ話が伝わらないんじゃ……」


　けれど彼らは心配無用と言う。


「どうしてですか？」


「話を聞いていたからに決まっているだろう」


　そう言ってヴォルケイノーはテーブルの上に置いてあった飾りを指差した。テーブルの中央にはウズラの卵くらいの大きさの黒い球がついた置物があった。


「これはなに？」


「失われた技術の中にあったマイクという音を拾う道具を真似たもので、この石の周囲の音を拾って離れた場所へ届けるように術をかけている」


　この食堂の中であればどこにいても声を拾える程度の性能があり、ヴォルケイノーが己の右耳にはめている耳飾りが、届いた音を聞き取るための装置になっていた。同じものはリベルトとマルキリスの耳にも取り付けられている。


「だから俺たちが席を離れていたあいだにおまえたちが話していた内容はすべて把握している。だから説明は不要だ」


　いつもの俺様っぷり口調のヴォルケイノーがそこにいた。


（こんなやつ心配なんかするだけ無駄だったわね！）


 













    14.復元された予言書
    　ミーティアはもう二度とヴォルケイノーに親切心なんか起こすものかと誓って先を促した。


「だったら話を続けましょ。ルキさんが言った『あれ』とやらをさっさと出してちょうだい」


　半眼でヴォルケイノーを見返したミーティアを、ヴォルケイノーも同じように冷ややかな眼差しで見返しつつも軽く鼻で笑ってあしらった。


　ミーティアがなにかを言う前にヴォルケイノーの腕が上がる。


　なにもない空間にただ四角い線を引くようにヴォルケイノーの指先が動く。


　小さく口の中で呪文を唱えたようだがミーティアにはなにを言っているのか全く聞き取れなかった。


　ただヴォルケイノーが口を閉ざすと同時にその縁取りをしたところにピッタリとはまる本がそこに出現していた。


　ミーティアがぽかんと口を開いて見つめる先で、ヴォルケイノーはその本を掴む。ちゃんと実体として表れているようだった。


「それは……」


　ミーティアのつぶやきが聞こえたからかどうなのか。ヴォルケイノーは本を頭の高さに掲げるようにして表紙をミーティアへと向けた。そして。


「これは『復元された予言書』と呼ばれているものだが、その名に聞き覚えは？」


　そんなものは見たことも聞いたこともなかったためミーティアは首を横に振ると、すでに答えがわかっていたらしくヴォルケイノーは相槌を打つように一つうなずいた。


「だろうな」


　その言い草にカチンときたミーティアだったがここは話を進めることを優先した。同い年だというのに今必要とされていることを見極めて淡々と話すヴォルケイノーに負けたくないというだけの理由でしかなかったが。


「それで。その予言書にはどんなことが書かれていたの？」


「世界の終焉についてだ」


「世界の終焉？」


「そうだ。どうやって世界が滅んでいくのか、どんなふうに人間が減っていくのか、いつ終焉を迎えるのか。そういったことが書かれている。で、だ。この予言書によれば今年初めの人口は百四十四万一人。この半端な一人ってのが最後の勇者――つまりはミアのことだ」


　わずかに残された歴史書によれば、多いときには七十億もの人間が住んでいたといわれるこの地上。今はたったそれだけの人口しか生き残っていない。


　プレーリーのように食料が自給できる地域で生活している定住者がおよそ三割。教会に身を寄せている信者たちが二割弱。残りが世界を放浪している旅人たち。それが今現在地上で生活している人間、百四十四万一人の内訳。


　そしてこの百四十四万一人も世界が終焉をむかえるころには一割にあたる十四万四千人となっていることだろう。


「そう……書かれているの？　居場所や立場に……最後まで生き残る人間の数まで？」


「そうだ」


「それを予言したのは誰？」


「さあな。署名すらないからわからない。筆跡からも手がかりは見つかっていない。まったく状況がつかめないから、もしかしたら人間以外の生き物が書いたものかもしれないとまで言われている」


　ミーティアは目を見開いた。


「誰が書いたのかもわからないような得体のしれないものを信用しているの？」


　仮に著者が判明したからといってそれが信用に繋がるわけではないが、それでも人外の存在が作成したものよりはまだましだろうと思ったミーティアだった。むしろヴォルケイノーこそそう言って一顧だにしないで即座に切り捨てそうなものだ。


　だがミーティアの予想に反してヴォルケイノーはこの予言書を支持している。それはなぜなのか。


「理由は予言の内容が今まで一度も外れたことがないから。予言書としては『一度も外れたことがない』というのがなにより重要だろう」


　言うまでもないことだといった感じで答えたヴォルケイノーは、そこで軽く首をかしげた。楽しげに煌めく瞳からよからぬことをたくらんでいそうな気配をひしひしと感じる。


　ミーティアは逃げたくなったが、逃げることはできないこともまたじゅうぶんわかっていた。


「こんなことも知らないでよく勇者になろうとしたな。いや勇者としての務めを果たそうとしたのか……のほうがいいか？　いったいなにがミアにそうさせるのか、興味があるんだが？」


　どんな事情があるのか。


　ヴォルケイノーが指摘したそれらの言葉がミーティアの体を拘束するように絡みつく。


　睨みつけるような瞳が一転して怯えをにじませる。


　図星をさされた。ミーティアはまさに全身でそう答えていた。


　そも勇者とは『勇気ある者』という意味だ。


　勇気を持って、己を立たせ、強大な敵に立ち向かっていく者。さしあたってそんなところだろう。


　だがミーティアは違う。


　己の意志で立ち上がった勇気ある者ではない。無理やり勇者という役柄を押し付けられたに過ぎない。しかも彼女の家族を人質にして、だ。


　たとえ生まれる前から勇者としての役目を押しつけられてただそのためだけに育てられはしても恐怖がないわけではない。


　尻込みするミーティアを村から旅立たせるために村人がとった行動は、彼女の両親を人質にすることだった。


　陰からミーティアを監視して、逃げれば両親を殺害すると脅したのだ。


　ミーティアがなんとか勇者として一人旅に出れたのも、両親が人質にとられていたからであり、勇者は死んだり怪我をしたりしないと聞かされていたからにすぎない。


　けれどもそれは誤りだと知らされた。勇者もただの人でしかなく、死にもすれば病気や怪我もあたりまえにある。それを知ってなお魔王に挑戦できるものがどれほどいようか。


　おそらく最初の勇者だけだろう。


　武術に優れていただけでなく、膨大な魔力を持って自在に魔術魔法を駆使できたうえに、知略をめぐらせることにもたけていた最初の勇者。彼が世界各地に施した封印によってこの地は長い間魔術魔法はつかえないものとなっていた。けれどもそれも神災によって崩されてしまった。


　封印は解け、魔術魔法が再びこの世に戻り、魔王も目覚めた。


　人々は再び勇者の登場を期待するが、ミーティアには最初の勇者と同じことはできない。


　なによりおおもとである七つの封印を解いたのはほかならぬ人間自身だ。だからこそ最初の勇者が施した封印も解けてしまい、黙示録に従って角笛が吹かれるたびに世界は終末へと一歩一歩進んでいく。


「人というものは、自愛はもとより慈愛も持ち合わせているにもかかわらず、他愛にはとことん縁のない生き物だな」


　くつりとヴォルケイノーがのどの奥で笑んだ。


　それがあまりにも人間味が感じられないほど冷ややかだったため、ミーティアはゾワリとした悪寒を覚えて体を震わせた。震える体を抱きしめるように反射的に持ち上げられた両手は、鳥肌の立つ腕をなだめるようにそっと撫でた。


　そのことに気づいたマルキリスがヴォルケイノーに注意を促した。


「ヴォル、少し押さえろ」


　ヴォルケイノーはミーティアを一瞥するとふっと息を吐き出した。それだけで震えるほどの冷ややかな気配が霧散した。


　ようやく楽に呼吸ができるようになったミーティアは安堵のため息をもらしながら肩の力を抜いた。


「さっきのヴォルってばまるで魔王みた……ッ」


　ほんのちょっとしたたわごとだった。冗談口をたたいただけ。


　それなのに突然ヴォルケイノーがミーティアの首に手をかけて悲鳴すら呑み込まされたのだった。


「ヴォル！」


　さすがにマルキリスも声を荒げて立ち上がった。


「止めろ！」


　首を絞めているほうの手首をマルキリスに掴まれたヴォルケイノーは舌打ちをしてから手放した。


「二度と俺に向かってその言葉を口にするな」


　平坦なようでいて激情をはらんだような声音でそう発したヴォルケイノーはミーティアの前に予言書を放り投げた。


「それはやる。あとは自分で考えろ」


「いらないわ」


　咳き込みながらもそう返したミーティアを信じられないといった様子で見返したヴォルケイノーは、「後悔するなよ」という捨てぜりふと入れ替えるようにして予言書を掴んで食堂を後にした。


 













    15.禁句
    　勢いよく閉じられた扉。びりびりと空気を震わせてミーティアの身をすくませる。


　マルキリスはそれらを困ったような顔で眺めてから、萎縮したままのミーティアをなだめるように背中を軽くたたいた。


「大丈夫か、ミーティアちゃん。あいつにとっては禁句だったってだけのことだから気にしなくてもいいぞ」


「禁句……ですか？」


「まあ一種のトラウマってやつだな」


　トラウマ、とミーティアが声に出さずに口の動きだけでつぶやく。


「ようするに、だ。ヴォルの名前なんだが、なぜ火山《ヴォルケイノー》なんて名前だと思う？」


　火山といわれてふとミーティアが思い浮かべたのは、ヴォルケイノーに生まれた時期を聞かれたときのことだ。ミーティアは噴火の後に生まれたが、ヴォルケイノーは噴火の直前に生まれたということだった。


　まさかこんなことがと思いながらマルキリスに確認したが、あっさりとうなずかれてしまった。


「そう。あいつが生まれた直後に火山が噴火したからだ。ただそれだけでヴォルは悪魔の子だと言われて、火山の噴火もあいつのせいにされた。しかもヴォルには膨大な魔力がある。そこでヴォルこそが魔王だと言わ……」


　マルキリスがそう言ったところで突然テーブルの中央に設置してあった声を届けるためのマイクが爆発でもしたかのように砕け散ったのだ。


　悲鳴をあげて頭を抱え込みながら椅子から転げ落ちるようにして床にしゃがみこむミーティア。


　マルキリスとリベルトはあきれた眼差しで粉々になったマイクの残骸を見つめていた。


　ミーティアはそっと顔をあげる。ゆっくりとあたりを見まわしてマルキリスとリベルトが落ち着いている様子を確認してからおもむろに立ち上がった。


「なにが起きたんですか？」


「……話の内容が内容だから一応音が飛ばないようにマイクにかかっていた術を無力化してたはずなんだが、それでもヴォルのやつが嗅ぎつけて腹いせに破壊したみたいだな」


「そこまで……ですか？」


　それほどまでに『魔王』と呼ばれることが嫌なのかとミーティアが改めて確認すれば、マルキリスとリベルトは同時にうなずいた。


「ああ。ここまでするほどに、ってことだ。だからミーティアちゃんも今度からはあいつに対してあの単語を絶対口にしないようにしろよー。たとえ冗談や揶揄であってもこれに関してはあいつは情け容赦なく反撃してくるからなー」


　命は惜しいだろうとしみじみとした口調で言われては、ミーティアとて絶対口にしないようにしようと心に刻み込むしかない。


　ギュッと両の拳を握りしめるようにして力強くうなずいたミーティアに対して、マルキリスとリベルトは見慣れぬものを見たといった感じでわずかに目を見開いたまま数度瞬きをしたあとで軽く微笑んだ。


　テーブルの上に散らかったマイクの残骸をリベルトが片づけているあいだに、マルキリスがミーティアの椅子を戻して彼女を座らせた。


　ミーティアとリベルト用のお茶とマルキリス用のウオッカが再びテーブルの上に用意され、一同はいったんのどを潤す。そうしてまた話し合いへと戻っていった。


「さてそれじゃ話を続けるぞ」


　そうマルキリスが切り出して話し始めたのはヴォルケイノーのことだった。


「つまりな、そうした理由からヴォルは両親を含めて村のものたちに嫌われてずっと暴力を受けていたんだよ。で、それを見かねた俺があいつをさらって逃げて、行き倒れかけていたところをリベルトに拾われたというわけ」


　さらっと言われたが、かなり大変なことだったのではないだろうか。しかも。


「あのー、ルキさん。それはルキさんとヴォルがいくつの時の話ですか？」


「ヴォルが赤ん坊のころの話だから、俺が七歳だったかな」


　思ったとおりマルキリスはフルカルスと同じ年だったようだ。それはさておき。


「赤ちゃんの頃だったら、魔、あ、いえ、えっと、周りの人にそんなふうに言われていたことなんてわからないんじゃ……」


　ふつうは赤子のころの記憶などない。もちろんミーティアとて覚えていない。しかも言葉すらわからない。赤子の時にすでに村を出ていたのであれば耳にすることもなかったのではないだろうか。


「あいつな……全部覚えているんだよ」


「全部って……赤ちゃんの頃のこともですか？」


「そう、全部。周りの人間があいつに対して口々に罵りの言葉を吐き出していたんだが、それを覚えているんだよ。もちろん一語一句ってわけじゃないんだが。たとえばこうやって話していることのおおよその内容はミーティアちゃんだって覚えられてもすべてそのままってわけじゃないだろう？　そんな感じで丸ごとじゃないにしてもどんなことを言われているかは理解していたし記憶にも残っているっていうんだよ」


「だから『トラウマ』ですか？」


「そういうこと。町のはずれにこぶのようにくっついていた村だったから余計に人目を気にしたりもしていたな……」


　マルキリスは一瞬だけどこか遠い目をした。


　けれどすぐに黒い瞳に現実を映してミーティアに向けられる。


「ヴォルにはミーティアちゃんのような神託はなかった。だがヴォルも予言の勇者の条件にあてはまっているんだ」


　思いもよらない告白にミーティアは一瞬息を止める。再び呼吸が戻ると今度は混乱する思考のままに瞳がせわしなく動き回る。


　そんなミーティアの目の前でマルキリスがパンっと両手を打ち鳴らした。その瞬間ミーティアの視線はマルキリスの手に向けられて停まり、やがてゆるゆると視線が持ち上がってマルキリスの瞳を捉えた。


「落ち着いた？」


　こくりと小さくうなずいたミーティアの頭をゆっくりと撫でたマルキリスは首をかしげた。


「まあ混乱するのもわからなくもないけどとりあえず最後まで聞こうな」


　今度はポンポンと軽く頭を叩いてから去っていった手の持ち主は、ここで話をやめるという選択肢は与えるつもりは無いようだった。どうあっても最後まで聞かない限りは解放してもらえないらしい。ミーティアは数度深呼吸をして改めて覚悟を決めた。


「取り乱したりしてごめんなさい。続きをお願いします」


　マルキリスは笑顔で応えた。


「予言書に書かれていた内容だが」


　そうしてようやく話は『復元された予言書』へとつながっていった。


　唯一勇者の登場についての記載があった『復元された予言書』。そこに書かれていた内容とは、


『最後の村の最後の子供が勇者となって魔王を倒す刃の一つとなるだろう』


　ただそれだけ。


　最後の村とはどこで、最後の子供が誰なのかはわからない。


　もっと言えば『最後の村』という名前の村で最後に生まれた子供なのかもしれないし、はたまた世界で最後に残った村で生まれた最後の子供なのかもしれない。


「こうやって読み取れるすべての可能性を引き出していけば、勇者候補は数人いるということになる。フルカルスは占いが得意だったんだが、あいつが占った勇者が現れるという日時と場所にヴォルが向かったところミーティアちゃんが現れたというわけだ」


「じゃあ……」


　やはりミーティアが勇者ということは事実で魔王を退治に向かわなくてはならないのか。ミーティアは退路を断たれたような気持ちになって胸元をぎゅっと掴んだ。


 













    16.ゴエティア
    　そんなミーティアの肩を、マルキリスが相変わらず楽しそうな笑顔でポンと叩く。リラックスさせようとしているのかただの地なのか、彼はだいたいにおいて笑顔を崩さない。こんなときでも笑うのかとあきれることもあるが、実際ミーティアの気持ちを軽くしてくれることがあるのも事実で、今などはまさにそうだった。


　顔をあげたミーティアの肩をもう一度なだめるように叩いたマルキリスはリベルトへと合図を送る。


　リベルトはミーティアにはわからない言葉を呟きながら、指先を使って一筆で宙に四角形を描いた。


「何を……？」


　既視感を覚えつつ思わず呟いてしまったミーティアの問いを受けて、リベルトは一瞬だけミーティアに顔を向けた。あまり表情をあらわにしないリベルトにしては珍しくいかにもなにかを企んでいますと宣言しているような笑み。楽しくてたまらないのか、やけに瞳が輝いているようにさえ見える。


　リベルトはすぐに顔を戻すと、宙に描いた不可視の四角形をあたかもそこに何かがあるかのように無造作につかんだ。そしてそのまま手元に引き寄せる。


　そうして顔の横に掲げられた手には、いつの間にか一冊の本。ちょうど宙に描いた四角形と同じ大きさの本だった。


　ミーティアはそれを薄く口を開けたままぼんやりと見つめていた。


　そんなミーティアの態度はリベルトの予想通りだったようで、彼は満足そうに口元を緩ませた。そしてそれはマルキリスも同じだった。


「どうしたんだミーティアちゃん？」


　どう反応していいのか判じかねているのだとわかっていながらマルキリスはにやにやと笑いながらそんなことを言う。


「魔法魔術で別空間に隠しているものを取り出せるのはヴォルだけじゃないんだぜ」


　実際に取り出したのはリベルトなのだが、マルキリスは我がことのように胸を張って親指を立てた。


「しかもリベルトのやり方のほうがかっこいいだろう？」


　なにを張り合っているのか。項垂れ、ため息をこぼすミーティア。肩までがっくりと落として背後には哀愁が漂いまくっている。なんとも言えない虚脱感に襲われたミーティアに対して、リベルトもくすりと笑った。


「せっかくの好意をふいにするつもりか？」


「好意？」


　胡散臭い、と顔に書いたミーティアがリベルトとマルキリスを見返す。さきほど断った『復元された予言書』を再び持ち出してきてなにを言おうとしているのか。


「そう、好意だ。――この本は『ゴエティア』。『グリモワール』の一つで『レメゲトン』もしくは『ソロモン王の小さき鍵』の第一書とも呼ばれている魔術書だからな」


　どうやらパッと見は同じような本だったが実はまったく別のものだったようだ。どちらも暗い闇色の表紙に装飾文字で題名らしきものと文様らしきものが書かれていたのであろうが、すれてしまってわずかにそうした形跡を残すのみとなっている。大きさも厚みもほぼ同程度の本を、今回初めて表紙をちらっと目にしただけのミーティアでは当然見分けることなどできるはずもなかった。


　改めてそのゴエティアを眺めてみる。


　『グリモワール』とは悪魔・精霊・天使などを呼び出して願い事を叶えさせるための手順を記した魔術書である。そのグリモワールの中の一つで、ソロモン七十二柱の悪魔を使役するために必要な護符を含めたすべての手順がゴエティアには記されている。


　掲げている本を注目させるように軽く振るとリベルトは目を細めた。


「これがあれば誰でも悪魔を使って願いを叶えることができる。どの悪魔を呼び出せばその願いを叶えることができるのか。実際にどうすれば呼び出すことができるのか。そういったことがすべて書かれている。読んで書かれた通りに実行するだけ。ただそれだけのことだ」


　欲しくないか？


　軽く首を傾げたリベルトからそう問いかけられた気がした。いや、実際に問うているつもりなのだろう。


　嫌々『勇者』なんてことをしなくとも悪魔に願えばいい。ことは簡単に解決。勇者から開放されてそこから訪れる自由を満喫すればいい。ただそれだけ。


　返事を促すようにリベルトが再度魔術書を小さく左右に振った。


　目を伏せて軽く息を吐き出したミーティアはやや俯きぎみに顔を伏せて首を横に数回振った。


　瞬きに紛らすようにほんのわずかに瞑目したリベルトとマルキリス。その様子は下を向いていたミーティアにはどちらにしても見ることができなかったし、見えていても気づくことはなかっただろう。それほどに短い時間だった。


「ええ!?　ほんとにいらないのか？　これさえあれば怖い思いも痛い思いもしなくて済むんだぜ？　ほんとーにいいのか？」


　詰め寄ってくるマルキリスに気圧されるように上体をのけぞらせたミーティアは、それでも表示した意思を撤回することはなかった。


「理由は？」


　興味深げに尋ねるリベルトに対してミーティアはちょっとだけ躊躇したものの、乾いた唇を湿らせるように一度舐めてから口を開いた。


「だって……。悪魔と契約するということは引き換えに魂を捧げないといけないのでしょう？　それは苦しみが永遠に続くってことですし、それじゃ意味がないです」


「このゴエティアに書かれているとおりにすれば魂と引き換えにしなくても願いを叶えることができるとしても？」


　このゴエティアを欲しがる人間が多いのはそうしたリスクの回避の仕方すら丁寧に解説されているからだ。どう対処したとしても魂を差し出さなくてはならない悪魔ももちろんいるが、そういう悪魔はきちんと注意事項にはっきりとその旨を記載されているので呼び出さないようにすればいいだけだ。それでもいらないというのだろうか。


　そうしたリベルトの補足説明を聞いたあともミーティアはどうしても受け取る気にはなれなかった。なにかに押さえつけられたかのように腕が上がらず挙手ができないといった状態に近いかもしれない。


　気持ちが向かわないわけではないのに欲しいとはまったく思わない。思えない。


　こんな歯がゆい思いを経験するのは初めてだったミーティアは困ったように顔をしかめた。


「私にも理由はわかりません。でも……どうしても体が受け取ろうとしない。なにかわからないものがだめだと、そう言っているようで……」


　そこまで言ってミーティアは申し訳なさそうに小さく頭を下げた。


「ごめんなさい。せっかく言ってくれたのに。私にもほんとなぜだかわからないけど……でも受け取ることはできません」


　そしてミーティアはもう一度二人に向かって頭を下げた。


　二人はそうかといってとりあえず引き下がるそぶりを見せた。マルキリスが椅子の背もたれに体を投げ出すようにして伸びをする。


「まあいらないっていうもんを無理やり押し付けてもせっかくのゴエティアが無駄になるだけだしな。ほかに必要としているやつに譲ることにするよ」


　その言葉にしっかりとうなずいて答えたミーティアを見たマルキリスとリベルトは今度こそ納得したようだった。


「ミーティアちゃんがそれでいいっていうなら俺たちはこれ以上なにも言うことはない。やりたいようにすればいいさ。まあ頑張れよ」


　言い方聞き方によってはかなり投げやりなせりふだったが、これがマルキリスの口から発されると素直に応援してくれていると思えるから不思議だ。


　ミーティアは笑顔で応えた。


「はい」


 













    17.神の箱庭
    　ゴエティアについてはこれで終了。あとはこれからどうするかだ。


「ミーティアちゃんは本当に独りで魔王退治に向かうのか？」


「だって私は勇者の役目をこなさないといけないですから。仕方ないです。それにルキさんたちは一緒には行ってくれないのでしょう？」


　ミーティアは言われたわけでもないのになんとなくそんな気がしていた。そもそも一緒に来るつもりがあれば予言書や魔術書を渡そうとはしないからだ。そのまま彼らが持っていて必要になったら取り出せば済む話なのだから。


　案の定マルキリスは素直に肯定した。


「俺たちには俺たちの役目があるからな。それを放り出してミーティアちゃんを手伝うわけにはいかないんでね。悪いな」


「いえルキさんたちにはじゅうぶんお世話になりました。おかげさまで切れなかった剣もじゅうぶんすぎるほどに使えるようになったみたいですし、使い方の基礎まで教わることができましたし」


　そのうえ馬にも乗れるようになった。


　世界的に食料が不足しているにもかかわらず食べきれないほどのおいしい料理を与えてもらえた。


　ほかにも気持ちよく体を清められるお風呂に、安心して休める寝台。贅沢すぎるほどのあれこれを数か月にわたって提供してもらえたのだからこれ以上を求めることをしてはならないのだとミーティアは自分に言い聞かせる。


　これ以上は。


　だから。


「だから明日ここを立ちます」


「そうか」


　そこに驚きはなかった。


　こうした会話の流れであったからか、そもそもそろそろとミーティアが思っていたからこそこの場が設けられたのか。きっかけはミーティアのちょっとした疑問ではあったにしても。


　明確な答えは得られなかったが、それでも唯一『一度も外れたことがない』という予言書に勇者が魔王を倒すと書かれていたのなら、勇者であるミーティアが魔王を倒せるということになる。


　それが完全な勝利なのか、相打ちなのかは不明だが。


　どちらにしろ世界の終焉に生き残れる人間は十四万四千人。そこに半端な一人はない。勇者が生き残れたのかどうかはこの数字だけではわからない。


　そしてあたかも勇者は一人だけと思わせておいて実ははっきりとは確定できないような表現。


　誰が書いたのかわからないが、あの予言書に遊ばれているとしか思えない。こうやって振り回されてしまっていることからしてだれも否定はできないだろう。むしろないほうがみんなのためだったかもしれない。


　勇者が魔王を倒すという予言どころかほとんどの書物に名前すら明記されることもなく、ただ『復元された予言書』だけにしかその存在を認められていない『勇者』。そしてそれほどまでに希薄な存在であるにもかかわらず誰もがその登場を待ちわびている。己が助かりたいがために。


　ヴォルケイノーはああ言ったが、魔王を倒したとしても十四万四千人しか生き残れないことなどほとんどの人が知らないのではないだろうか。


　それとも一般人は知らなくても『勇者』であれば知っていて当然なのだろうか。


　もしくは知っている団体でもあるのか。たしかに教会関係者であればそうした情報を持っているかもしれないが。


　とはいえ情報伝達経路を切断されてしまったうえに聖書や預言書もしくは予言書のたぐいはほとんど残っていないという状態では、一般人に詳細などまず伝わってはいないだろう。そうしてますます人々の頭の中にそれぞれが描いた正義のヒーローが生まれていくのだ。あたかも神によって最初から用意されていたかのごとく。己が生み出したものがばんにんに共通する認識だと思い込んで。


　それにしても解せない。


　黙示録には勇者が魔王を倒すとは書かれていないとヴォルケイノーが言い、けれども同じ口で『一度も外れたことがない』と言って取り出した『復元された予言書』には勇者が魔王を倒すと書かれていると言う。


　この意味するところはなんなのだろう。


　両親が人質に取られてさえいなければ。ミーティアとてあえて勇者としての務めを果たそうなどとは思わなかった。


　黙示録というものがありながら認められていない勇者の存在。定められていない魔王の先行き。


　あやふやな中で今のミーティアにわかることは、それでも勇者として魔王アバドンを退治するために底なしの穴へと向かうということ。


　ただそれしかない。


　神がなにを思ってこの脚本を書いて配役をしたのか、人間であるミーティアにはわかろうはずもない。けれど与えられた役目の中であがくことが救いになるというのならあがけるだけあがくしかない。


　むしろ『復元された予言書』にしか記されていないということは、勇者などに頼らずに日々を生き抜けという意味かも知れない。


　そのほうがいかにも神の試練という響きにあっている。


「神の箱庭か……」


「ん？」


　小さくつぶやいたミーティアの言葉を聞きつけたマルキリスが聞き返してきた。


　ミーティアはなんでもないというように小さく手を振った。


「あ、いえ。ただ、この世界はやっぱり神の箱庭なのかなーってふと思っただけです」


　もしかしたら脚本などはなにもなく、神はただ舞台を用意しただけかもしれない。


　創造主である神は生き物の足場となる世界を創造だけしてあとは自由を与えてくれていたのかもしれない。決定的ななにか。そうたとえば七つの封印を解かない限りは一切の干渉をしないと自身にルールを定めて。


（それならなんとなくわからなくもないわね……）


　どれだけ祈りをささげても神はなにもしてくれないという。これはなにかをしたくても定めによってできなかったともいえる。


　神とて万能ではない。


　そんな風に思えば多少はミーティアも肩の荷が下りた。


　どうやら無意識に微笑んでいたらしい。マルキリスが首をかしげながら尋ねてきた。


「どうしたんだ急に？」


「え？」


「今笑っただろう？」


「そうですか？　すみません考え事をしていたのでよく覚えていないです」


　人差し指で軽く頭を掻きながらミーティアはちょこんと頭を下げた。


　マルキリスはそれは構わないと笑った。


「いや別に、なにかあったんじゃなけりゃそれで構わんが」


「ああ、なんだかちょっと気が抜けて」


　テーブルの上に用意された飲み物。ミーティアは温かいお茶を一口すする。


　両手で包むように容器を持てば掌から伝わる温もりがじんわりと全身へとまわっていく。


「神はこの世界を創造して箱庭を作ったけど、干渉はしなかった。それは自由を与えて生の楽しみを教えるため」


　そして人が七つの封印を解いて世界の終焉を選ぶまでは好きにさせてくれた。


　ぽつぽつとミーティアの口から言葉がこぼれ落ちる。静かな声音は囁きに似て、けれども聞く者の耳に確実に届いた。


　マルキリスとリベルトは顔を見合わせてから再びミーティアへと向き直る。


「誰かに聞いたのか？」


　穏やかな空気が漂う場をかき乱さぬようにか、タイミングを計ってそっと入り込んできたマルキリスの声はいつもの明るさが抑えられてはいたが温もりは変わりなかった。


　記憶を探るように首をかしげながら上目でどこでもない場所に視線を向けたミーティアは、ややあって首を軽く横に振った。


「誰かに聞いたことがあったかもしれないけれど思い出せないわ。ただふとそんな考えが浮かんだだけ」


「そうか。そんなことを考えておきながらそれでも勇者として旅立つのか？」


　ふっとどこか覚悟を決めたような笑みをミーティアは面に浮かべた。


「たしかに基礎は教わったけれども剣を扱えるとはとても言えないほどお粗末な腕だし、魔術魔法もまだまだ未熟だし。ほんと勇者だなんて恥ずかしくて名乗れない状態だけど」


　でも、と小さくつぶやいたミーティアは顔をあげてまっすぐマルキリスを見つめた。


「なにもしないまますべてをあきらめて投げ出すことはできないし、したくはないわ」


　両親が人質に取られている。


　けれどそれがなくとも最終的にはやはり旅立っていた気がする。


　勇者だからではなく、剣を授けられたからにはミーティアにだってできるなにかがあると信じて。


　あきらめて死に軍《いくさ》に向かおうとするのではなく、死に急ぐのでもない。


　生きるために。生き抜くために、残された日々を精一杯使って勝てる方法を探ろうという気にもなってきた。


　ヴォルケイノーにマルキリス。リベルトにフルカルス。


　彼らに会って色々と教わったように、これから先もなにかしら学べるかもしれない。そのためには先に進まなくてはならない。とどまっていてはなにも得られないから。


「可能性は全くないわけじゃありませんから、できるだけのことはしてみます」


　なぜだかあふれてこようとする涙をこらえて、ミーティアは精一杯微笑んだ。


 













    18.コローメンスコエ
    　この鍛冶屋を出ていくと宣言したミーティアは、部屋に戻るとざっと私物を見渡した。


「これだけだしね」


　くすりと笑ってミーティアは寝台へ横になった。


　今度はいつちゃんとした寝床で眠れるのかわからない。私物は少ししかないのだから荷造りは明日の朝におこなうことにして、最後の夜をしっかりと堪能するために早々に寝ることにしたのだ。


　そうしてたっぷりと睡眠をとって目覚めたミーティアは、荷物をまとめると部屋を掃除してから食堂へと向かった。


　そこにヴォルケイノーの姿はなかった。


「おはようございます。ルキさん、ベルさん。ところでヴォルはいないんですか？」


「ああ、おはよう。ヴォルは所用で昨夜から出かけてるよ。戻ってくるのは三日くらい先かな」


「そうなんですか」


　昨夜あんなことがあったとはいえ世話になったことには違いない。きちんとお礼くらいは言いたかったのだがいないのでは仕方がない。


　ミーティアはヴォルケイノーへの言付けをマルキリスに頼むことにした。


「それじゃルキさんからヴォルに、いろいろ教えてくれてありがとうって伝えておいてもらえますか？」


「おう、ちゃんと伝えとくよ」


　そうして朝食を済ませたミーティアは外へと出る。リベルトに洗い物の手伝いは今日はもういいと言われた上にたくさんの保存食を渡されたミーティアは目を瞠った。


「え……っ、こんなにたくさんもらうわけには」


「こういうことに遠慮はしないほうがいい。飢え死にしたくはないだろう？」


　そういわれてしまえば返す言葉もなくミーティアは深く頭を下げて受け取った。


「ルキさん、ベルさん、長い間お世話になりました。ありがとうございます」


　二人に向かって改めて頭を下げたミーティアは荷物を背負って出立の準備を整えた。


　勇者の剣もきちんと腰につけている。帯剣用のベルトはこれまたリベルトからの餞別だ。


　マルキリスからは固形燃料と、内側に毛皮がついている防寒用の革張りコートがプレゼントされた。毛足が短いのでごわつくこともなくそれでいて暖かい。今は晩夏なので必要はないが近々恩恵にあずかるようになるだろう。丁寧にたたんで背負い袋へとしまう。


　もう一度お礼を言うと、ミーティアはすべての荷物を抱えた。


　そんなミーティアを手招きしてリベルトがそばの小屋へといざなった。


　この中はミーティアも初めて目にしたがそこにはなにも置かれていなかった。ただ中央の床に陣が描かれているだけだ。


「これは？」


「移動陣だ。一方通行でしかないし、魔力を持った人物とその所持品しか移動させられないが、どこにでも希望する場所へ一飛びに移動することができる。ヴォルもこれで飛んでいった。ミーティアも飛ばしてやるから好きな場所を言ってみろ」


　好きな場所と言われて、ミーティアは「教会」と答えた。『復元された予言書』の話を聞いていた時に『教会に身を寄せている信者たち』の存在を知り、一度どんなところか見てみたかったのだ。


「人目を避けるために教会の近くにある森の中に出るはずだ。しっかりと荷物を抱えてろよ」


「はい。ありがとうございます。本当にお世話になりました」


　うなずいたリベルトが小さく呪文を唱えると移動陣が光り始める。立ち上る光の円柱に囲まれたと感じた直後、気づけばミーティアは見知らぬトーポリの森の中に立っていた。


　前を見れば屋根の上についている十字架が目に入る。


「本当に一瞬だったわね」


　ミーティアは手荷物をざっと確認した。すべてそろっているようだ。歩行に支障がないように荷物を抱えなおしたミーティアはその教会へ向けて歩き始めた。


　最初に見えてきたのは木造の建物だ。一見丸太を水平に組み上げて作られた小屋のようだが、真ん中に半月形にくりぬかれたトンネル状の通路があるだけ。中央のトンネル上部は半円の尖塔屋根になっておりそこに十字架が取り付けられていた。十字架といっても木の角棒を十字の形に組み合わせて固定しているだけだったが。


　その門のような建物の前で旅人姿の青年男性二人と、十字架を首からさげた一人の中年男性がどうやら言い争いをしているようだった。


　十字架のペンダントをかけている男性は門を背にして青年たちに向き合っている。黒色で長袖、足首まである長さの長衣の前身頃を左衽《さじん》に着ておなかのところを縄紐で締めている。近づくにつれて立ち襟のところも左の目尻の下あたりをボタンで留めている様子が見て取れた。ポドリャスニクとよばれる修道士が着用する衣類だ。首にかけられた十字架のペンダントがちょうど縄紐の上あたりで揺れている。黒に近い栗毛であごひげも生やしていたためすぐには気づかなかったが、頭にピッタリとはまったような黒い球帽子――スクフィヤも被っていた。


　いっぽうの青年たちはといえば、特に修道士と真正面で対立しているほうが色白で金髪。けっして筋骨隆々というわけではなくどちらかといえば細身でありながらそれなりに鍛えてはいるようで、むき出しの腕は必要な筋肉がしっかりとついていた。帯剣している大振りの剣もじゅうぶん使いこなすことができるのだろう。


　その色白の青年を後ろからなだめようとしている青年は白すぎない肌色に金に近い明るい栗毛だった。こちらも長剣を帯剣している。色白の青年ほどではないが、同じように細身でありながら剣を扱える程度には鍛えているようだ。暴れる色白の青年を後ろから羽交い絞めにして突進をとどめていられるほどには。


　さらに近づいていくとかろうじて会話が聞き取れるようになってきた。ミーティアは聞き耳を立てる。


「だから俺は勇者だといってるだろう。いいから司祭に会わせろッ」


「ですから勇者などという得体のしれないものを神父に会わせるわけにはいかないといっているでしょう。そのような戯言《たわごと》につきあっている暇はないのです。どうぞお引き取りください」


「だから勇者すら知らないおまえじゃ話にならないから司祭に会わせろって言ってんだよ！」


　どうやら延々とそんな不毛な会話を繰り返しているらしい。


　ミーティアは内心であきれたようにため息をついた。


（なにをやってるのかしら）


　そうしてミーティアがあと数メートルといったところまで近づいたところでようやく修道士が彼女に気づいた。


　ざっとミーティアを一瞥した修道士は疲れたように息を吐き出した。


「また『旅人』ですか。それともあなたも『勇者』とおっしゃられるのですか」


　初対面のミーティアに対してあからさまに侮蔑をはらんだ視線と言葉をぶつけられたミーティアは唖然とした。


（え？　いきなりなんなの？　コレが修道士？）


　驚きに目口はだかった顔をすぐに直したミーティアは礼儀に反しないように少し手前で立ち止まって会釈した。


「私は旅の者です。ちょうどこちらの建物が目に入りましたので一晩だけ宿をお借りできないかと立ち寄らせていただきました」


「ここは見てのとおり正教会です。宿屋ではありません」


　にべもなく断られてしまった。


　むしろ『教会』だからこそ困ったものを手助けしてもらえるものだと思っていたミーティアは面食らった。


　さまよう視線が奥に建つきらびやかな建物を捉えた。


「どこかの空き部屋で構わないのですが……」


　あれだけ大きな建物がいくつもあるなら空き部屋くらいたくさんあるだろうと思ったミーティアだったが。


「空き部屋など一つもありません。ここは主教先生をはじめとした正教徒によってすべての部屋が無駄なく使われております」


「でしたらそこの門でも構いませんので、端のほうで休ませてもらえませんか」


　この言葉に修道士が目をむいた。


「なんということを！　ここはロシア正教会のプロエーズナヤ門ですよ。世界文化遺産に登録されたのはロシア最古の石造建築であるボズネセーニエ教会だけですが、このプロエーズナヤ門も木造建築としての歴史があり世界遺産としての価値もじゅうぶんにあるのです。そんな貴重な文化財をどこのものともしれぬ旅人に触れさせるなどできようはずがない。あなたもそちらの方々とご一緒に早々にここから立ち去ってください」


　なんだそれはとミーティアは思った。


　色白の青年も同じように感じたのか、ミーティアが登場してからそれまで閉ざしていた口を開いてなにかを言おうとした。


　それより先に修道士が続ける。


「そもそもここには選ばれた十四万四千人がすでに集まっております。余人の入る隙間などどこにもないのです」


　この一言でミーティアは理解した。


　彼らは『復元された予言書』の内容を知っているのだと。


　十四万四千人しか生き残れないことをわかっているがゆえに、あらかじめ自分たちで選別してこの場所へと集めたのだということを。


　選ばれなかった正教徒たちをここから追い出して作られた彼ら独自の千年王国。それがロシア正教会の今の姿だった。


　たまたま地理的に環太平洋造山帯およびアルプス・ヒマラヤ造山帯から外れ、津波からも逃れることができた。けれども彼らにとってはそれすらも神のおぼしめしとでもいって、むしろそれこそが選ばれた証であるというのだろう。


　これはダメだとミーティアは小さく首を横に振った。


　怪訝そうな顔をする修道士を憐れむような瞳で一瞥したミーティアは無言でその場をあとにした。


 













    19.俺様勇者
    　来た方向とは反対側へ歩いていくミーティアを修道士が視線で追ってきていることに気づいたが知らないふりをした。一切振り返ることなくただあたりの景色を眺めるようにしながら歩く。


　それとは別に追いかけてくる足音も二人分近づいて来ていたが、それも気づかないふりをした。けれどもある程度距離がひらいた時点で消えていった修道士の視線と違い、こちらはしつこかった。


「おい。おいっ、ちょっと待てよ」


　だんだん声が大きくなったかと思えば肩を掴まれて無理やり足止めされた。


　乱暴に肩を掴まれたミーティアは痛みに顔をしかめてうめき声をもらした。


「待てって言ってるだろう！」


　そんなミーティアの様子に気づかずに声を荒げて一方的に責めてくるのは、思ったとおり自称勇者の色白の青年だった。


　掴んだ肩を引いて無理やり向き合わされたミーティアはその青年をねめつけた。


「痛いじゃないの！　見ず知らずの人間にいきなり乱暴することがあなたの流儀なのっ」


「なっ」


　色白な顔を真っ赤に染めた青年は更に力を込めて肩を掴んできた。


「い……ッツ」


　あまりの痛さにミーティアは息をつめた。


「おいっ、フラーブルイ！　なにやってんだ、手を離せ」


　そこへ連れの青年が追いついてきてようやくフラーブルイと呼ばれた色白の青年の手を外してもらうことができた。ミーティアは未だに残る痛みとしびれを散らすように掴まれていた肩を何度も撫でさすった。


　そんなミーティアを見た連れの青年は眉を曇らせた。


「連れが乱暴をして申し訳ない。僕の名前はミチオール。連れはフラーブルイ。聞こえていたと思うけどフラーブルイが勇者で、僕は魔法剣士だ。簡単な治癒魔法も使えるからさしつかえなければ痛めた肩を診せてもらえないだろうか」


　丁寧な物言いではあったがフラーブルイほどではないにしてもミチオールとてじゅうぶん押しが強い。勇者とその連れだと言えば皆が警戒を解くと思っているのか、ミーティアの返事を聞く前に彼の手はすでに肩へとのびていた。


　ミーティアはすっと後退しながら体を軽く反らしてその手を避けた。


「え？」


　不思議そうな顔をするミチオール。その顔は避けられることをまったく予想していなかったと如実に物語っていた。


「どうしたの？　痛くはしないよ？」


　そういってさらにのばしてきた手をまたもやミーティアは数歩後ろに下がることで避けた。


「おい！」


　そのことに気分を害したのは当のミチオールではなくフラーブルイだった。


「せっかくミチオールが手当てをしてやるといってるのになぜ逃げる。おまえは俺たちがなにかするとでも思っているのか、失礼だぞ！」


「失礼なのはそちらでしょう」


　冷たく言い放ったミーティアは回れ右をしてさっさとここから立ち去ろうとした。


「なんだと！」


　いきりたってまたもやミーティアの肩に掴みかかってきたフラーブルイの手を今度はすんでのところで払いのけた。


「なにをする！」


　口からつばきを飛ばすようにして叫ぶフラーブルイをミーティアは冷ややかな瞳で睥睨した。


「だからそれはこちらのせりふだと言っているでしょう。さっきも言ったけど、初対面の相手に対していきなり肩に掴みかかることがあなたたちの流儀なの？」


　いったん口を閉じて二人を見返せば、眉間に皺を寄せていた。


「それはおまえが立ち止まらないからだろう」


　怒鳴ることはやめたもののなおも自分は悪くはないと主張するフラーブルイに対して、ミーティアは首を反らして背の高い彼らを見上げた状態からさらに顎をあげることで見下すような視線を向けた。


　フラーブルイとミチオールの眉間の皺がさらに深く刻まれる。


　彼らがなにかを言い出す前にミーティアが先に言葉を発した。


「じゃああなたならいきなり見ず知らずの相手に命令されて従えるの？　さっきは修道士相手にさんざん食ってかかっていたあなたが？　初対面の私に対していきなり暴力をふるったあなたが？　勇者だといえばだれになにをしても許されるとでも思っているの？　勇者ってのは暴漢や無礼の免罪符じゃないわよ」


　この言葉に対してなにも言い返してはこなかったが、かみしめている歯からはきしむ音が聞こえてきそうなほどだった。


「今までどれほど甘やかされてきたのか知らないけど、許可を得ずにいきなり人の体に触ろうとする人がいたら避けたり正当防衛で攻撃するのは当然でしょう。呼んで立ち止まらなかったから力ずくで止めようとしたですって？　いったいどんな荒くれ者よ。勇者が聞いてあきれるわ」


　彼ら二人が握る拳が怒りでか震えていた。


　一瞬殴りかかってくるかと思ったミーティアだったが、さすがにそこは自重したようだ。


　やればできるじゃないかとミーティアは思ったがそこまでは口にしなかった。ただし相手にはしっかり伝わってしまったようだが。相変わらず考えていることが顔に出てしまうミーティアだった。


　睨み付けてくる相手に対してミーティアは軽く肩をすくめた。


「とにかくあの修道士に仲間だと思われたくないの。ここではこれ以上話しかけないでちょうだい。話があるというのなら……」


　ミーティアはロシア正教会の象徴ともいえるコローメンスコエの主の昇天教会とも呼ばれているボズネセーニエ教会へ目をやった。


「これから周囲を回って見るつもりだから、あなたたちは反対側から回ってきてちょうだい」


　それだけ言うとミーティアは返事も聞かずに歩き始めた。


　実際のところ彼らがどういう行動をとるかには興味なかった。ミーティアには彼らに用事などないのだ。なぜ呼び止められたのかすら見当がつかない。


　来なければ来ないでミーティアにとっては都合がよかったが、さほど時間がたたずに「逃げるなよ」というフラーブルイの声が聞こえてきた。


　どうあってもまた顔を会わせないといけないらしい。


　歩きながらちらと肩越しに振り返ると、二人の青年はすでに背を向けて反対方向へと歩いていっていた。


　小さくため息をついてミーティアはまた周囲を眺めまわした。


　コローメンスコエは高台になっている。周囲にある木々は植樹されたトーポリが中心だ。今は緑の葉をいっぱい茂らせているが、これが六月ころであれば『夏の雪』の異名を持つトーポリの種子の綿毛が風の吹くままタンポポの綿毛のように――強風が吹けば吹雪のように散っていく。まさに雪のように見えるそれもすでに時期が過ぎて今は青葉しか残っていない。もっともそれももうまもなく紅葉が始まることだろう。しかしここコローメンスコエで緑といえばむしろ敷地内全面に植えられている芝だろう。青々と茂っている芝生はこのご時世にきれいに刈られていてこの教会の豊かさと権威を象徴しているようだ。芝が敷き詰められた中に建つ白いボズネセーニエ教会はいっそう美しく見えた。


　ぐるりと外周を巡って反対側が見えてくるとミーティアはそこでいったん足を止める。高台の近くを流れる川を境にその向こうが無残な廃墟と化していた。


「こんなところまで……」


　神災による津波に呑み込まれたのだろう。コローメンスコエのすぐ手前まで森が広がり、あったはずの街並みが見当たらない。きわどいところで難を逃れたロシア正教会。修道士たちがこここそ選ばれた地だと錯覚するのも無理はないと思えた。


　人は弱い。


　だからなにかにすがりつく。


　その最たるものが宗教なのだろう。


　神災から十六年。多いときにはいったいどれほどの人間がこの教会へ逃げ込んできたのだろうか。


　その中から――もしくは新たに集めて――そうして選んだ十四万四千人。


　高台の縁まで行ったミーティアはしばらくそこで立ち尽くして神災の爪痕が残るそのずっとずっと先を見つめていた。


　本来であればリベルトのところを出たあとは北上して北磁極を目指すつもりだった。というよりリベルトのところへ寄らなくてももともと北磁極を目指していた。それが。


（北氷洋を挟んだ反対側に移動させられることになるなんて思ってもみなかったわ）


　アラスカとロシアが地続きになったことによって北アメリカ大陸とユーラシア大陸はひとつの北界大陸と呼ばれるようになったが、島々はすでに海に沈むか大陸の一部になるかして存在していないことを除けばまだ北半球はさほど大きな大陸移動は起きていない。いまだ北氷洋は存在してカナダとロシアを隔てている。当然北磁極も北極点も北氷洋の海域に存在している。けれど北磁極に関してはもともと年々カナダからロシアへ向けて移動していたため今ではどちらかというとロシア側から向かったほうが近いのかもしれないが。


　放っておけばどこまでも鬱々と考えてしまう案件を目を閉じて頭を振ることで一時的に追い払うと、ミーティアはうつむいて息を吐き出した。差し迫る現実に対処するためざっとあたりを見まわして教会から死角になりそうな場所を探した。


　そうして川のそばにあった公園に入り込んでミーティアは食事の支度を始めた。きっとここへやってくるであろう彼らの分も用意するべきか。一瞬悩んだミーティアだったが彼らの仕打ちを思い出して自分のものだけ手際よく作って食べ終えた。


　そしてその行動は正しかったのだとのちに知ることとなる。


 













    20.たくらみ
    　ちょうど食後のお茶を入れているところだった。ミーティアはなにか嫌な気配を感じて、レイピア同様帯剣用ベルトに下げていたマンゴーシュを左手で抜いた。マンゴーシュとは盾の代わりを務める短剣のことだ。マルキリスの助言でレイピアはレイピアらしく基本的に刺突用として使い、切ることにおいても優れた特別な剣だということは極力隠すようにした。そのための練習もじゅうぶんおこなっている。その一つがマンゴーシュの使い方だ。


　ミーティアがしっかりとマンゴーシュの柄を握りしめたところで背にしていた大木を回り込んできた者が剣を振り下ろしてきた。それをマンゴーシュで受け止めるのではなく受け流す。


　二振り目の攻撃はこなかった。


　警戒態勢を解かないままミーティアは攻撃を仕掛けてきた相手を半ば睨みつけるようにして凝視する。


「気が済みましたか？　とんだ勇者ですね」


　抜身の剣で襲い掛かってきたのは案の定フラーブルイだった。ミチオールは武器を持ち出してはいないものの、フラーブルイとは逆の方向から距離をとってゆっくりと大木を回り込んできた。そしてフラーブルイの横に並ぶ。


　ミーティアは二人の顔を順に見返した。瞳からは紗幕がかかったように感情が薄れ、ミーティアにしては珍しく無表情が面に浮かぶ。言葉を綴る声はどこまでも平坦だった。


「話というのはこういうことですか。大の男がふたりがかりで旅人一人を襲うとは」


「違う！　襲ってなどいない！」


　フラーブルイがミーティアの言葉を遮って叫ぶ。だがしかし実際抜身の剣で切りかかっておきながら襲っていないとは。


　ミーティアの口元がわずかにゆがむ。一瞬だけ小さく嗤ったのだ。


「とんだ笑い草だ」


　もし無抵抗でいたら今頃ミーティアは死ぬか大怪我を負っていただろう。寸前で止めるつもりだったのかもしれないが、ほんとうにそれができたのかどうか怪しいものだ。


「話があるというからわざわざここで待っていた。その相手に対していきなり剣で切りかかることのどこが襲っていないというのか。それともこれは私だけが知らぬ礼儀とでもいうのだろうか。これまで数々の人間と会ってきたがこのような扱いをされたことはない。それとも土地柄だろうか。旧ユーラシア大陸ではこれが常識だとでも？」


　わずかに首をかしげてミーティアが問いかける。


　フラーブルイとミチオールは目配せし合ったあと二人揃ってミーティアへ向かって頭を下げた。


「すまなかった」


　しかしそれだけだ。


　フラーブルイの手には未だ抜身の剣が握られている。


　もちろんそうである以上ミーティアもマンゴーシュの柄から手を離すわけにはいかず、警戒態勢もそのままだ。ただしミーティアは一撃目を受け流したあとですぐにマンゴーシュを鞘に納めていたが。二人の青年はそのことに気づいているのかいないのか。柄から手を離さなければ抜いていようがいまいが関係ないと思っているのかもしれない。


　どちらにしろミーティアには初対面の彼らがなにを考えているかなどわかろうはずがない。つまりミーティアはミーティアの常識の範囲内で最低限の礼を尽くすのみだ。それがのちに彼らへの恩にも貸付にもなるだろう。自分からは弱みを握らせないようにする。そのことだけを注意していた。


　だからまたしても隙を作ってしまっていたようだ。


　仲間がいるとは思ってもいなかった。


　気配を消して近づいていたもう一人の男が大木の後ろからミーティアに向かって縄の両端に錘《おもり》がついた流星錘《りゅうせいすい》を投げつけており、大木にミーティアの体を縛り付ける形になった。


　慌ててマンゴーシュを抜いて縄を断ち切ろうとしたが遅かった。フラーブルイがミーティアの喉元に抜身の剣先を突きつけていたのだ。


「動くな！」


　鋭く静止の声がかかる。フラーブルイだ。間近で見た彼の瞳は色白の肌同様薄い色素で、浅瀬の透き通ったような水の色を思い出させた。湧き出たばかりで冷ややかな水。まさに今のフラーブルイはそんな瞳をしていた。


「どこまでも野蛮な人間だったわけね」


　ため息とともにミーティアが独り言ちた。ただの独り言だったのだがさすがに間近にいるフラーブルイには聞こえてしまった。冷たい瞳に険が宿る。


「魔の分際で利いた風な口をきくな」


「は？」


　ミーティアはあんぐりと口を開けてフラーブルイを見つめた。


「誰が、なに、ですって？」


　あまりにもミーティアが呆けた顔で聞き返したからか、フラーブルイが眉をしかめた。


「誰もなにも、おまえは魔だろう」


　今度こそミーティアは大声をあげた。


「はぁあああ？　あなた頭おかしくなったの？　私のどこをどう見たら魔に見えるのよ」


「いつまでごまかすつもりだ。人間の女が独りで旅をして無事に済むわけがない。ミチオールの治癒を拒んだのだって魔だとばれると困るからだろう」


　ミーティアはがっくりと肩を落とした。


「わーなにその屁理屈。頑固に勇者って名乗り続けていたのはマジでこうやって無実の人間を殺してまわるための免罪符だったってわけ？　手を叩きたいくらいだわ。狂人すぎる。すごいわ。弁明も受けつける気ないんでしょ。手放しでほめてあげるわ。めっちゃめまいがするほどたまんないわね。背中に悪寒が走るほどであーもーそこまでいっちゃってる殺人者だとはさすがに気づかなかったわ。よ！」


　最後の一言を発すると同時にミーティアが目の前にあるフラーブルイの瞳をねめつければ、なんの気配もなく突然雷霆《らいてい》が三人の青年たちをめがけて落ちてきた。


　野太い悲鳴をあげる暇もなく倒れる彼ら。


　そのすきにミーティアは縄を切って体の自由を取り戻した。


　三人の様子をざっと調べたミーティアは全員が気絶していることを確認した。多少火傷は負っているが命に別状はない。


　地面に掌をあててミーティアが小さくつぶやく。


「地の精、草の精。我の命によりこの者らを一刻のあいだこの場に拘束して足止めせよ」


　ぼわりとミーティアの掌から淡い光がもれると、地面と草が動いて青年たちの体を拘束し始めた。


　あたりを見まわしてほかに気配がないことを確認したミーティアは願いをかなえてくれた地の精と草の精にお礼を伝えると荷物をまとめてその場を足早に去っていった。


　悲鳴は上がらなかったがあれほどの雷が落ちたのだ。しかも晴れた空から。修道士たちが様子を見に出てくる前に姿を隠す必要があった。


　そうして人の気配を避けつつミーティアは一つの建物の中へと逃げ込んだのだった。


　そこは白亜の建造物――ボズネセーニエ教会。


　素早く入り込んだミーティアはそこの地下を目指した。


　ここだけはマルキリスたちに地図を見せられて構造を覚えている。さきほどの雷騒ぎで何人かの修道士が外に出ていったのであまり人は残っていないのか。人の気配がほとんどしない中を移動していればやがて気の緩みも出てくるものだが、今はフラーブルイたちに拘束されたことが戒めとなってミーティアは気を引き締め続けることができた。


　時間はかかっても確実に。


　入り組んでいるおかげで人をやり過ごすこともたやすく、ミーティアは誰に見つかることもなく目的の地下へと潜入することができた。


　あらためて目の前の扉の位置と形状を確認するとそっと取っ手を掴んだ。


　一度わずかな隙間を開けて中の様子をうかがう。


　周囲の気配をもう一度念入りに探ってから地下室の中へとその身を滑り込ませた。


　中には一人の老人がいた。


「どなたですかな」


　寝台に横になりながらも耳ざとくミーティアの気配をよんだ老人。


　ミーティアはできるだけ足音を殺しながらそっと近づいた。


「マルキリスというかたをご存知でしょうか？」


「どのマルキリス殿であろうか」


「……あなたは」


　一度言いかけた口を閉ざしたミーティアはあらためて老人の姿に目をやった。


　黒いポドリャスニクを着ているところはほかの修道士と変わりない。


　胸元には主教にだけ身につけることが許されている十字架の代わりの丸い形をしたパナギアと呼ばれている装飾品を首からかけている。


　頭には斜円錐の円周が小さいほうを切ったような帽子――カミラフカを完全に覆うようにベールをかけて前半分はカミラフカの中に折り込み、後ろ半分は肩と背中に垂らしたクロブークを被っている。


　髪もひげも白く染まってまるでこのボズネセーニエ教会のようだ。


　静かにミーティアを見返す瞳もこの教会内に敷き詰められた芝生の緑のように澄んでみずみずしい清らかさがあった。


　老いてなおロシア正教会の象徴たるその姿。


　ミーティアはあらためて一礼してから口を開いた。


「私はミーティア・アスタルトと申します。マルキリス・スリキルマの依頼で手紙を持ってまいりました。ムスティスラフ総主教とお見受けしましたが……」


　老人は静かにうなずく。


「いかにも。わたくしがムスティスラフです。マルキリス・スリキルマもよく存じておりますが、はて手紙をお預かりとはいったいどのような……」


　ミーティアは一言断りを入れてから背負い袋を開けて丁寧にしまっておいた手紙を取り出した。


　それをそっとムスティスラフへ差し出す。


　多くの皺を刻んでも損なうことのない上品な仕草で受け取った手紙に目を通すムスティスラフ。


　ややあって再び手紙を折りたたんで片したムスティスラフは穏やかな笑みをミーティアへ向けた。


「マルキリスの頼みであればあなたを客人として遇しましょう。北磁極には船でも行けなくはありませんがあなたが望んでおられるのはその先の道でございましょう。そこへ至るには北氷洋が凍る冬を待たなくてはなりません。それまでどうぞこの教会内に客人としてお留まりください」


　そうしてムスティスラフは寝台の横に下がっていた呼び鈴を鳴らすための紐を引いた。


　ミーティアはもう一度丁寧に頭を下げて感謝の意を示した。


 













    21.先客
    　ミーティアを客人としてもてなすために人を呼んだことはわかったが、その『もてなし』がどんなものかはわからない。そのため彼女は速やかに荷物を来た時と同じように背負うと扉から入ってきた人物の死角になる扉脇へと移動した。


　ムスティスラフはなにも言わず表情も穏やかな笑みを浮かべているままでどうにも判断しがたい。


　鬼が出るか蛇が出るか。ここは己の運に任せるか。


　そんなことを考えながらミーティアが部屋の中を見まわすと、老人の寝台の奥に気配を殺して立っている人物がいたことに今更ながら気がついた。


　黒いポドリャスニクを着た若い修道士。否。


「ヴォル……!?　どうしてここに？」


「やっと気がついたか」


　相変わらず尊大な態度でヴォルケイノーは片方の口角を軽く持ち上げた。


　ムスティスラフはそのやりとりを見てわずかに目を細めた。


「ヴォル殿のお知り合いですかな」


「ああ。昨日までリベルトのところで面倒を見てた」


「それでしたら人となりは確かですな。影は外しておきましょう」


　なにやら意味不明な言葉が飛び出してミーティアは思わず口をはさんだ。


「影……？」


　答えたのはヴォルケイノーだった。


「正教徒でもない人物が教会に滞在するんだ。どんな人物か調べるのは当たり前だろう」


「……まあ、そうね」


　いろいろ含むところはあれどミーティアはとりあえず納得した。どんな諍いの種を抱えているのかわからない人物を招き入れるのだ。知人の紹介とはいえ野放しにするわけにもいかない。といったところだろうから。調べられる当人としてはもちろんいい気はしないけれど。


　そこでふとミーティアはムスティスラフが影を外すと言っていたことを思い出した。


「え、でも、私の……？」


　どう問えばいいのかわからず言葉を濁らせたが言いたいことは伝わったようだ。これにはムスティスラフが答える。


「ヴォル殿とともに過ごされてなお今こうしてご健在ということは彼の審査に合格されたということ。であればわざわざ人手を割いて確認するまでもありませんよ」


　よほど信頼されているのだろう。ミーティアはヴォルケイノーをちらりと見やり、またムスティスラフへと視線を戻した。


　ともあれ。


　見張りなどないにこしたことはない。


　ミーティアは藪をつついて蛇を出すようなことにならないうちにと自身を納得させてうなずいた。


　そこへ「ところで」と言ってきたのはヴォルケイノーだった。


「さきほどの行頭詠唱による雷霆についてだが」


　ちなみに行頭詠唱とは先ほどミーティアがフラーブルイたちへ向けて放った言葉のことだ。


　その言葉を音だけ拾えば次のようになる。


　「わ」ーなにそのへりくつ。


　「が」んこにゆうしゃってなのりつづけていたのはまじでこうやってむじつのにんげんをころしてまわるためのめんざいふだったってわけ。


　「て」をたたきたいくらいだわ。


　「き」ょうじんすぎる。


　「す」ごいわ。


　「べ」んめいもうけつけるきないんでしょ。


　「て」ばなしでほめてあげるわ。


　「めっ」ちゃめまいがするほどたまんないわね。


　「せ」なかにおかんがはしるほどであーもーそこまでいっちゃってるさつじんしゃだとはさすがにきづかなかったわ。


　「よ」。


　これの行頭だけを拾って並べればこのようになる。


　――わがてきすべてめっせよ。


　――我が敵すべて滅せよ。


　勇者の剣に施されているシジル魔術だ。


　言葉の行頭だけを使ってシジル魔術を護符という守りの形から攻撃するための力の発現へと変換するための詠唱術の一つだ。


　しかし。


「どうしてそのことを知っているの!?」


　見ていたわけでもないのにヴォルケイノーが先ほどミーティアが使った魔術魔法――シジル魔術を応用した行頭詠唱術をおこなったことを知っているのはどうしてなのか。身を乗り出すようにして問い質すミーティアに対してヴォルケイノーは軽く肩をすくめた。


「おまえは地の精と草の精は使役できたのに風の精は使えないのか？　風を使えば情報などすぐに集まるだろうに」


　そのうえ大木の裏に潜む敵の存在も見落とすことはなかっただろうと言われたミーティアは羞恥で赤面した。


「そんなことまで知ってるの!?」


　あたりまえだという顔をするヴォルケイノーからミーティアは視線を逸らせた。


（こんなやつに恥をさらさないといけないなんて）


　そう思いつつもミーティアは口を開いた。


「……風の精はまだ使役できないのよ」


　形もなく存在もあやふやな風。どうにも扱いが難しく、ミーティアは未だに風の精と触れあえたことがない。もちろん風自体は当たり前に感じているのだが、ただ空気が流れているということしかとらえられないでいた。


「そうか」


　一言だけ返答したヴォルケイノーは腕を組んでなにかを考え込んでいるような顔をした。やがて腕をほどいた彼はムスティスラフへと顔を向けた。


「スティフ」


「この者のことでしょうか」


「そうだ。魔術魔法と武術。特にこの二つを重点的に鍛えてやってくれ。冬が来るまでにできるだけ多くのことを」


　ムスティスラフはパナギアへ指先をあてて微笑んだ。


「承りましょう。得手に帆を揚げるものなどいくらでもおります。ヴォル殿のご要望にじゅうぶんお応えできるでしょう」


「頼んだぞ」


　総主教に対してこの態度。ヴォルケイノーは相変わらず態度がでかい。


　ミーティアはそっとため息をこぼした。


「ところでヴォルはここでなにをしているの？　あなたがいるならわざわざルキさんが手紙を書く必要なんかなかったじゃない」


　話が途切れたところを見計らってミーティアが口をはさめば、ヴォルケイノーは鼻で嗤った。


「あの状態でおまえと俺が一緒に出掛けるなどあり得ると思うのか？　そもそもおまえがそれを了承するとは思えないが」


　なかなか痛いところをついてくるものだ。さすがはヴォルケイノー。ミーティアは自分から話題を振っておきながら己が気まずい思いをするという実に情けない事態へと追い込まれてしまった。


　ばつが悪そうに視線をさまよわせていると、ようやく扉がノックされて呼び出しに応じた人物がやってきた。


　ミーティアは思わずバカ正直にほっとした表情を浮かべてしまい、ヴォルケイノーとムスティスラフに笑われてしまった。ムスティスラフのほうはほほえましいという笑いを。ヴォルケイノーからは当然あきれた笑いをであったが。


　細かい説明がムスティスラフ総主教から使いのものへと告げられるあいだ、ミーティアはその場に控えていた。


　自分がどのような待遇を得られるのか。ここできちんと把握しておく必要がある。おおむね話し合ったことや一般的な客人の遇しかたと同じように思っていればいいようだ。


　ただしヴォルケイノーが要請した魔術魔法と武術の鍛練等はおこなわなくてはならないようだが。また鍛練の一環として芝生の手入れなどの手伝いもすることになるようだ。


　ムスティスラフとヴォルケイノーと使いの者の前でそれらに同意したことを誓約させられる。教会内部においてそれは書面にサインしたことと同意だ。ほかになにかあればその都度話し合って取り決めをおこなうことを最終的に合意していったんお開きとなった。これからミーティアが生活することになる部屋へと案内される。身につける衣服もヴォルケイノーと同じように修道服を支給されることになっているのでそこで着替えなくてはならないだろう。今のままだと目立ちすぎるのでミーティアとしてもそれはありがたかった。


　ミーティアはムスティスラフに最後にもう一度一礼してからその地下室をあとにした。


　使いの者の案内に従って廊下を歩くミーティア。その後ろをあたりまえのようについてくるヴォルケイノー。


「どうしてついてくるの？　ムスティスラフ総主教についていなくてもいいの？」


「もう用は済んだ。俺の部屋に戻るだけだ」


　そういわれてはミーティアにはなにも返せない。なにか口にすれば自意識過剰と言われるだけだろう。


「そう」


　一言そう返したミーティアは顔を前に戻してあとは位置を把握することに努めながら無言で歩いた。


　ミーティアに与えられた客室はヴォルケイノーの隣だった。


 













    22.祝福
    「どうしてヴォルの部屋の隣なの」


「客室がそう幾つもの場所にわかれているわけがないだろう。当然警備の意味も含めてひとところに集めることになるのは常識だろうが」


　疲れたように額に手をあてて投げやりに告げられればヴォルケイノーへの反発心もあって余計に腹は立てど、さすがにミーティアとてその内容には納得せざるを得ずそのままそこの部屋にお世話になることになった。


「どうせ明日には俺はここを出ていく。一日くらい我慢しろ」


　その言葉がせめてもの安堵であったが、それはその後すぐに崩れることとなった。ある事情によって。


　部屋に入ると中年の修道女がミーティアの着替えを用意して待っていた。けれどその修道女をヴォルケイノーが部屋から追い出す。


「用事が終われば声をかける。それまで席を外していてくれ」


　修道女は一切表情を動かすことなく首肯ひとつで退室していった。


　部屋の扉に鍵をかけたヴォルケイノーはミーティアに着替えるように告げる。


「じゃあ出てってよ」


「時間が惜しい。構わないから今すぐここで着替えろ」


「構うのは私！」


「やたらと大きな声を出すな」


　ヴォルケイノーは立てた人差し指を口元にあてて声を潜めるように言う。


　一応通常の声量で会話をしてさえいればほかに漏れるようなことはないとはいえ、あまりに大きな声や先ほどのミーティアのような怒鳴り声ではその限りではない。


「早くしろ。先ほどおまえが気絶させた勇者たちもここに受け入れることになったぞ。ややこしい事態になってもいいのか？」


「ややこしい事態って？」


「魔だと疑われていただろう。そのことをここで蒸し返されてもいいのか？　そうなったとしても問題ないように今のうちに対策をしておく必要がある。さっさと着替えろ。それとも俺に着替えさせてほしいのか？」


　にやりと笑われてミーティアは怒りで目を据わらせた。


「そんなわけないでしょ。後ろを向いていて」


　裸になるわけでない。腹をくくってミーティアが上着のボタンに手をかけたところでふとヴォルケイノーへ目をやった。


「風やらなにやらの魔術魔法を使ってこっそり見てないでしょうね」


「そこまでしてまで見たいと思うほどのものか？」


　そういう言い方をされると、それはそれで腹の立つミーティアだった。乙女心は複雑なのである。


　背を向けているヴォルケイノーを再度一瞥したミーティアは、同じように背を向けると勢いよくチュニックとパンツを脱ぐ。


　用意されていたのは修道女と言われてすぐに思い浮かぶ黒いワンピースとベールではなくて、修道士と同じ黒のポドリャスニクとその下に着る白いワンピースだった。


　一瞬首をかしげるも、遅くなってまたヴォルケイノーに嫌味を言われてはたまらないと、ミーティアは手早く身につけていった。


「これでいいのかしら？」


　後ろを向いて着替え終わったことを伝えるとヴォルケイノーが振り返った。


「ああそれで構わない」


「ねえどうして私もポドリャスニクなの？」


「今はもう男女の区別なく全員がポドリャスニクを着ている」


　言われてみれば先ほどの修道女もポドリャスニクを身につけていた。


　外から見れば変わらず威厳を持ったたたずまいを見せている教会だが、内情は逼迫しつつある。それにそもそもの生地やその原料。そうしたものが手に入りにくい状態では礼節がどうのといっている余裕はなく、主教から修道士・修道女までが同じポドリャスニクを着用している。


　ただしそれ以外の正教徒と、農作業などといったポドリャスニクを着たままでは労働に支障が出るような場面においては厚手のチュニックとパンツを着用している。ミーティア用のいわゆる作業着はまたあとで支給されるようだ。確かにこの格好で武術を習うのは難しいだろう。


　今となってはスクフィヤなどの帽子を被っているのが男性で、ベールを被っているのが女性といった程度の違いしかないようだ。だが先ほどの修道女が被っていた頭からすっぽりかぶって顔だけ専用の穴から出したようなベールが見当たらない。ミーティアは内心首をかしげつつもたぶん客人だから被らなくてもいいのだろうと考えた。


　しばらくのあいだ着なれぬ服に体を慣らすようにあれこれ動かしてみる。部屋の中も歩き回ってみるがどうにか無様にこけるようなことだけは免れそうだ。後ろの裾が少し持ち上がったようなデザインになっている分思ったほどの歩きにくさは感じられなかった。


「大丈夫そうだな」


　その様子を黙ってみていたヴォルケイノーは、あれこれ試していたミーティアが手足の動きを止めた頃合いを見計らってそう言ってきた。


「そうね。なんとかなりそうよ」


「それじゃあそろそろ行くとするか。最初に言っておくと勇者らの部屋も俺の反対側にある空き部屋になるはずだ。頻繁に顔を会わせるだろうがいちいち挑発に乗ったりするなよ。教会の人間にも喧嘩は売るな。なにを言われても我慢しろ。いいな。俺の時と同じように対応していると殺されるぞ」


　ふざけた様子もあざける様子も一切見せなかった。それはヴォルケイノーからの本気の忠告。ミーティアはじっとヴォルケイノーを見返すとわかったというように静かに、だがしっかりとうなずいた。


「今回はどこへ行っても『よろしくお願いします』とだけ言って軽く頭を下げるだけでいい。笑う必要なないしむしろ無表情でいたほうがいい。それ以外の言葉は口にするな。名前ももし必要があれば『ティア』とだけ答えろ。詳しくはあとで説明するからそれだけ気をつけるように。特に本当の歳は今後なにがあっても絶対に言うなよ。それだけで魔のものだと証言するに等しいからな。どれほどそうは見えなくとも自分は二十歳だと言い張れ」


　そう言って扉に向かいかけたところでヴォルケイノーは足を止めた。


「ああそうだ」


　そう呟くと懐に手を入れてなにかを取り出す。


「左手を出せ」


　相変わらずの命令口調。これも先ほど言われた修行の一部なのだと無理やり自身を納得させてミーティアは黙って左手を差し出した。


　それは組み紐のように糸やリボンを編んで作ったフィタだった。正確にはフィタを真似たものだ。ヴォルケイノーの銀髪が編みこまれている。それをミーティアの左手首に二回巻いて三回結ぶ。


「もしどうしても助けてほしい場面に出くわしたらこれを引きちぎれ」


　まっすぐにミーティアの目を見つめてヴォルケイノーが繰り返す。


「いいな。俺に助けを求めるか、それとも死ぬか。どちらかを選ぶんだ」


「ヴォル以外に助けてくれる人は？」


「いないだろうな」


「そう……」


　これまでは女の一人旅でもなんとかなっていたがこれからはそういうわけにはいかないということだろう。


　ミーティアは右手でそっとフィタを撫でた。


　たぶんこれからの日々はヴォルケイノーたちと過ごしたあの鍛冶屋の時のようにはいかないのだ。


　そう思うとなぜだか急に懐かしくなった。今朝出てきたばかりでまだ一日も経っていないというのに。


　自嘲するように小さく笑みを浮かべたミーティアはフィタにそっと口づける。


「わかったわ」


　助けを求めるとも求めないとも答えないまま。ミーティアはただそれだけを告げた。


　そうして顔をあげたミーティアはすぐそばにヴォルケイノーの顔があって驚いた。


「ミーティア・アスタルト」


　どんな魔力が込められていたのか。


　体の隅々にまで沁みこみ絡め取るような静謐でありながら幽玄な声音で紡がれたミーティアの名前。


　日頃ヴォルケイノーが他人を愛称で呼ぶ意味がわかった気がした。


　囚われる。


　ミーティアはそんな風に思った。


　事実未だにその身は自由を取り戻せていない。


　マルキリスに膨大な魔力があると断言されていたヴォルケイノーの、これがその片鱗なのだろうか。


　さらにヴォルケイノーの顔が近づいてミーティアの目尻に浮かんだひとしずくの涙を拭うように唇が触れてもまったく反応することができなかった。


　それどころか。


「どうした。物足りなかったか？」


　思わず離れていこうとしたヴォルケイノーの袖を引きとめるように掴んでしまっていた。


　唖然としながらその手を見つめるミーティア。


　そして再び近づいてくるヴォルケイノーの顔を、ミーティアは呆然とした顔で見つめていた。


　セレスタイトのような淡青色の瞳。その瞳が意味ありげに細められる。


「逃げなくていいのか？」


　囁きとともに吐き出されるヴォルケイノーの呼気がミーティアの唇をくすぐる。


　無意識に綻んだミーティアの唇をヴォルケイノーがそっと食むように触れて離れていった。


「これ以上を求めるなら……」


　続く言葉はミーティアの耳に直接吹き込まれた。


「抱かれる覚悟を決めてからにするんだな」


　どこまでも静かに紡ぎながら熱を伴うヴォルケイノーの声音。


　ヴォルケイノーが仕上げのように囁きかけた耳元から顎先までを指先でそっと撫でさすると、ミーティアの肩がびくりと跳ねてようやく我に返ることができた。


　慌てたように両手で口元に触れる。


「なななっなにを……ッ」


「ただの祝福だ」


　しれっと言い切ったヴォルケイノーは時間がないと言って扉へと向かう。


　扉の取っ手に手をかけたヴォルケイノーはまるでこれから敵地に乗り込むかのように感情を消す。


　横目で合図を待つような視線を向けられたミーティアは深呼吸をして気持ちを落ち着けようとする。ふと目に入ったフィタ。右手で軽く押さえるように触れて目を閉じる。そのまま数回深呼吸をしているとさきほどとは違って急速に鼓動が整ってくるのがわかった。


　目を開けたミーティアはまっすぐにヴォルケイノーの瞳を見返した。


　覚悟を決めてうなずき返せば、ヴォルケイノーはかすかに微笑するように目を細めた。


 













    23.形式的儀礼
    　ヴォルケイノーがそっと手を差しだしてくる。


　つられるようにミーティアは自然に手を重ねていた。


「いくぞ」


　下から支えるようにしながらそっと包み込むように握ってくるヴォルケイノー。


　すぐに離されると思っていた手は握られたまま部屋の外へと向かうこととなった。


　内心焦ったミーティアだったがすでに部屋をあとにしてしまったからにはとあきらめることにした。あとで説明してくれるといったのだからこの件も含めてその時に聞けばいい。すべてそれでやり過ごすことにした。


　黒のポドリャスニクに黒のスクフィヤ。黒ずくめの中でヴォルケイノーの銀髪が余計に映えてすれ違う者たちの視線を集める。これだけ人がいながら銀髪はヴォルケイノー以外には見当たらない。白髪は大勢いてもやはり似て非なる色だった。集まった視線はそのままヴォルケイノーの手を伝ってミーティアへと注がれた。


（コレ……ものすごく目立ってない？）


　ヴォルケイノーと手をつないでいるうえに今のミーティアはベールも帽子も被っていない。一人だけが浮いているような状態だ。


　冷や汗を流しながらそれでも気づかないふりをして歩き続けた。


　けれど実際問題いらぬ波風を立てているような気もする。


　そもそも修道士も修道女も生涯独身。いわゆるつがい的なパートナーは認められず、教会で生活することになった時点で夫婦であっても別れなければいけない。ここはそんな場所。


　にもかかわらず見ようによっては手をつないだ仲睦まじい恋人同士もしくは若夫婦姿の二人。見せびらかしているように勘違いするものもいるのではないだろうか。


（私これからここで生活するのよね……）


　なにやら気が重くなったミーティアだった。


　そんなミーティアをなだめるためか、ヴォルケイノーが親指でそっと彼女の手の甲を撫でてきた。


　ヴォルケイノーの横顔をちらりと見やるも、彼は無表情で前を向いたまま。


　ミーティアはあきらめるように心中で嘆息すると、修行修行と何度も自分に言い聞かせた。


　連れて行かれたのは府主教のところだった。総主教との挨拶は終えたので二番目に高い地位の府主教のところへ来たということだ。ということは三番目の大主教のもとへも挨拶に向かうかもしれない。


　そんなことを思いながらミーティアは手を引かれるまま府主教の待つ部屋へと入っていった。


　総主教と違うのは被っているクロブークが黒ではなく白だということくらいだろうか。髪もひげも白髪ではあるが、伸びた背筋といい険しい眼光といいあまり老いは感じさせなかった。


　ヴォルケイノーが軽く一礼するのに合わせてミーティアも会釈する。


「そちらが？」


　府主教の問いかけにヴォルケイノーが静かにうなずいた。


「ええ、本日よりこちらへあずけることになりました私の許婚です。なにぶん世間知らずゆえ、府主教におかれましてもご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます」


　さあ、と言ってわずかに手を引かれたミーティアは教わったとおりにただよろしくお願いしますとだけ言って軽く頭を下げた。愛想笑いすらなく挨拶もほぼ棒読み。ただ投げやりではなく落ち着いた雰囲気を保つことだけには気を配った。そのおかげかそんな挨拶であってもなんら問題はなかったようだ。


　府主教はまるで舞台上の役者のように大げさなくらいゆったりとかつ大きくうなずいた。


「そう気負われることはありません。わたくしたちが誠心誠意お相手させていただきますのでどうぞご安心を」


　ここにきてようやくミーティアも気づいた。


　これはただの茶番で、府主教もヴォルケイノーも本気で言っているわけではないということを。


　府主教からはわずかないたわりの思いすら伝わらない。ただ――そう以前話に聞いたことがある機械の人形のように定められた言動をおこなっているだけで感情はなかった。否、ないわけではない。隠しているだけで。眼力があると感じた瞳は冷ややかにミーティアを観察している。その結果を面にあらわさないだけで。


　これは大変そうだ、とミーティアは思った。


　府主教は味方にはなりえない。少なくとも今のところは。ただおおっぴらに敵対もしなさそうだった。なぜならこの閉鎖された空間において一言の皮肉すら口にしないからだ。当事者しかいない場ではつい余計な口を叩いてしまうことがある。それがないということは味方にはならないが敵にもならない相手か、よほどの策士かといことになるだろう。裏ではどうだか知らないが。


　そんな風にミーティアが考えていると、ヴォルケイノーが重ねている手を軽く握りしめてきた。


　ふと見上げて視線を合わせると、ヴォルケイノーはそっと府主教へと視線を流した。つられるようにミーティアもそちらへ視線を向ければいつのまにか府主教が十字架を手にしていた。


　もう一度ヴォルケイノーの眼を見やると一度ゆっくりと伏せられて再び開けられた。


　ミーティアは府主教を見上げるとわずかに膝を折るようにしながら静かに頭を伏せた。


　十字架につけられた細い鎖が奏でる涼やかな音がミーティアの頭部を通り過ぎる。ゆっくりと体を起こすと最後にしゃらりと鳴ってミーティアの胸元に落ち着いた。


「失礼」


　ヴォルケイノーは府主教に一言断りを入れてから腕を引くようにしてミーティアの体を自分のほうへ向かせると、つないでいた手をようやく離した。どうするのかと思っていれば、ミーティアの髪を左右から後ろにひとまとめにするように指先でそっと寄せてから片手で持ち上げる。二人の距離がいっそう縮まりミーティアは動揺を現さないようにするだけで精一杯だった。今かけられたばかりの鎖にヴォルケイノーの指先が触れて涼やかな音色が響いたところで、そういえば鎖が髪の上にかかった状態になっていたことに思い至った。ようやく状況が呑み込めたミーティアは、ヴォルケイノーがやりやすいように頭を下げた。ただしなぜやりやすいはずの後方へ回るのではなくわざわざ正面で向き合っておこなうのかは理解できなかったが。


（もーヴォルったら、いったいなにを考えてるのよ。あとできっちりと説明してもらいますからねッ）


　ミーティアのシトリンのような淡黄色の金髪は腰までの長さがある。わかっていたら三つ編みにでもしていたのにと思いながら、ヴォルケイノーが丁寧な仕草でゆっくりと髪を手繰り寄せる感覚に耐えていた。


　ようやく鎖をくぐらせ終えた髪。鎖の位置を調節してあとは手を放せば自然に元どおりになる。なるはずなのだがここでもヴォルケイノーはやたらと演出をしでかして時間をかけた。ミーティアを腕の中に抱え込むようにして少しずつ髪を下していったのだ。


　ようやく解放されたときにはミーティアは精神的な疲れでぐったりとしてしまった。


「仲がよろしいですね。置いていくのは心もとないでしょう」


　府主教の平坦な言葉にもヴォルケイノーはしれっとしていた。


「ええほんとうに。ですからこちらのような安全な場所にしかあずけられないのです」


「世界中のどこを探してもここより安全な場所はありませんからね。しかしそれは選ばれた者に対しての話です」


「ご安心ください。最後の時を二人で過ごすための準備をおこなうあいだあずけるだけです。冬になって北氷洋が凍るころに迎えに参りますので府主教の懸念は杞憂でございます。これは総主教もご存知のこと。ただそれまでのあいだ彼女の身の安全が保障されればいいのです」


　数か月間だけ衣食住などの世話を受けるだけと断言すれば、府主教はようやく納得したようだ。


　最後にヴォルケイノーと一緒に会釈したミーティアは、流れるような動きで再び彼女の手を取ったヴォルケイノーに導かれるままに部屋をあとにした。


 













    24.挨拶回り
    　次に向かったのは予想どおり大主教のところだった。


　しかも総主教、府主教、大主教とすべて建物がわかれているため移動に時間がかかる。そのあいだ当然色々な人の視線にさらされるわけで、ある意味この教会で生活しているすべての正教徒たちへお披露目をしているともいえた。


　府主教の時と同じような挨拶を大主教とも交わす。今度はミーティアが被るベールが贈られた。ほかの修道女とは違ってミーティアに渡されたのは総レースの一枚の四角いベールだった。ずり落ちないように髪に固定するための髪留めがついている以外はただの黒いレース編みのベール。これが白い色をしていれば花嫁のベールに見えるだろう。


　ミーティアは思わずどきりとしてしまった。


　合図を受けて先ほどと同じようにわずかに膝を折って頭を伏せる。


　大主教の手によってふわりと頭に被せられただけのベールを、きちんと留めたのはやはりヴォルケイノーだった。ベールが落ちないように頭頂部を軽く押さえてから一度目元にかかっている部分を持ち上げて複数の髪留めを順に留めていく。今度は顔が近い分さきほどよりもさらに緊張した。


（なにこれ拷問？）


　目を開けれていれば目の前にあるヴォルケイノーの唇を見つめていなければいけない状態。もちろんミーティアがそんなことに耐えられるはずもなく早々に降参して終わるまで目を閉じて乗り切った。


　離れ際に額へ口づけひとつを落としてからベールを戻すヴォルケイノーを見ていた大主教も、府主教と同じように反応し、ヴォルケイノーもまた同じ答えを返した。


　曰く、大切な相手だからこそ迎え入れる準備が整うまで安全な場所へあずけるのだと。


　そうしてあとは主教のところ、修道女のまとめ役を務めている人、食事担当の責任者、庭師などといった最低限かかわりを持つであろう部署の責任者のもとへ挨拶に向かった。それぞれ「よろしくお願いします」といって軽く頭を下げるだけで終わったことがせめてもの救いであった。


　ようやく部屋へと戻ってこれたころには疲労困憊で注意力も散漫だった。


　だから部屋に入った瞬間ヴォルケイノーに口を塞がれて抱え込まれてもなにが起きたのかまったくわからなかった。


　数拍経ってようやく頭が回り始めたミーティアはそっとヴォルケイノーを窺う。空いた手で人差し指を立てる仕草に喋ってはいけないと言われているのだと気づいたミーティアは小さくうなずいた。


　口を塞いでいたヴォルケイノーの手が離れ際、念を押すように立てた人差し指で口元に触れるとようやく抱え込んでいたミーティアの体も開放する。


　掌を向けてそこから動くなという合図を送ったヴォルケイノーは、足音を殺して壁際に置かれた装飾品に近づいた。


　そこにはファベルジェのインペリアル・イースター・エッグが置かれていた。今は卵の蓋が開いており、中にはイースター・エッグが一つ入っている。そのイースター・エッグをヴォルケイノーが取り出した――直後に握りつぶしたのだった。


　思わずあげそうになった驚きの声をすんでのところで呑み込んだミーティアにようやく警戒を解いたヴォルケイノーの声がかかる。


「もういいぞ。盗聴器は壊したからな」


　そしてざっと部屋の中を見まわすようにしていたのかと思ったら違ったようだ。部屋の端から端まで首を振りながら見やったのでてっきりそうだと思っていたのだが、風の精にこの部屋の中での会話が外へ漏れないように命じていたらしい。ほかにもいろいろなものを支配下に置いたと自慢げに説明される。


「おまえもこのくらいはできるようになれ。でないと安心して寝ることさえできなくなるぞ」


「ここは世界一安全な場所じゃないの？」


　たしか府主教がそんなことを言っていたはずだ。


「選ばれた者にとってはとも言っていただろう。そこにミアは含まれていない。つまり安全の保障はしないということだ」


　それではこの男は安全でない場所にミーティアを連れてきたというのだろうか。なおさら疲れが増したミーティアはふらふらと部屋の中に入って用意されているソファーへと腰掛ける。


　ヴォルケイノーも後をついてきたと思ったらわざわざミーティアが座っているソファーの背に腰かけた。


「あいているところに座ったら？」


　ソファーの空席はまだたくさんある。なぜわざわざこんな近くの、しかも座面で無いところに腰かける必要があるのだろうか。


　つくづくわからない男だと思う。


　投げやりにため息をこぼせば、額になにやら冷たいものが当たった。


「まだ動くなよ」


　頭の動きは止めたものの、いったいなにかと手で触ってみれば、どうやら石の付いた額飾りのようだった。


「これは？」


「総主教からの贈り物だ。これで少なくとも総主教と府主教、そして大主教に認められた教会の客人として大手を振って歩ける。勇者どもが目を覚まして騒ぎ立てたとしても誰も気にも留めなくなる」


　教会のトップ三名が認めた客人。確かに自分たちの指導者が魔を招き入れたとは思わないから彼らの戯言に耳を貸したりはしないだろう。あとはミーティアが相手にしなければそれで済む。身の危険だけは守らなくてはならないが。


　留め終わったのか、ポンと軽く頭を叩かれたミーティアは振り返ってヴォルケイノーを見上げた。


「ありがとう、ヴォル。なんとか冬まで頑張ってみるわ」


　笑顔で礼を述べたミーティアを細めた眼で見返したヴォルケイノーはゆったりと身を屈めた。


「え？　なに？」


　戸惑うミーティアをなだめるように頬を撫でると、その手で顎を持ち上げた。


「我が血において」


　ミーティアをまっすぐに見つめてただそれだけを口にするヴォルケイノー。


　顎を固定されているミーティアは首をかしげることもできない。


「我が血において」


　繰り返される言葉。


「我が血において……？」


　ミーティアが言葉をなぞればまた新たな言葉が紡がれた。


「汝に祝福を」


「……汝に祝福を」


　柔らかな温もりをミーティアは避けることもできずにただ受け入れた。


　気づけばどうやら気を失っていたようだ。ミーティアは目を開けた先にヴォルケイノーの顔を見つけて無意識に睨みつけた。


「なんだ？」


　第一声がそれか。


「なにをしたの？」


「俺の血を飲ませただけだ」


「……なぜ？」


　もうなにをどういっていいのかわからなくなってきたミーティアはそれだけを尋ねた。


　答えは、ミーティアの秘められた魔力を開放するためだった。


　たった三人を伸すためだけにあれだけの時間と手間と魔力を使っていては効率が悪すぎる。今現在のミーティアの技量では冬までの短い期間ではここでどれだけ訓練をしても成長は小さい。まず自分の魔力を自在に操れるようになることから始めなければいけないからだ。


「それでヴォルの血？」


「そうだ。俺の血に含まれている魔力を呑ませることによって閉じていた弁を無理やりこじ開けた。だから気を失った。今もまだ急激な変化に体が慣れていないから起き上がれないだろう。明日の朝までには落ち着くはずだからそのままじっとしていろ」


　実際ミーティアは自力で体を動かすことができなかった。


　ソファーの上に腰かけているヴォルケイノーに横抱きにされた状態で会話をしなければいけないとは。動けるものならとうの昔に逃げていただろう。


「それはまあ動けないのだから仕方ないけど、なぜこの体勢なの？　ベッドに寝かせておいてくれればよかったのに」


　鍛冶屋での前例があるため寝ている体をヴォルケイノーに寝台まで運ばれることにはすでに抵抗はないミーティアだった。だからそうしてくれればよかったのにといったのだ。


　だが今回はそういうわけにはいかなかったらしい。


「俺の血が鍵だからな。俺がそばにいたほうが早く馴染む。回復も早くなる。あきらめておとなしくしているんだな」


　なんだかだるくてもうどうにでもしてくれといった気分になってミーティアは深く息を吐き出した。


　とにかくこの時間を建設的に使おう。


　ミーティアはそっと額に手をあてて記憶を呼び覚まそうとした。


　聞かなければいかないことがあったはずなのだ。


　そう、たしか。


「結局、ヴォルはこの教会にとってどういう存在なの？」


「総主教はルキの祖父だ。つまり俺の義理の祖父みたいな間柄だ。その関係でこの教会とちょっとした取引をしていて、俺はほぼフリーパスで教会内を行き来できる。もちろん府主教や大主教のように警戒している者はいるが、俺にはその気はないとはっきり意思表示をしている。だからポドリャスニクに袖を通していても絶対に十字架はもたないようにしているし、あくまでもビジネス上のつきあいに徹しているからこそ大多数の人間には信頼されている」


　だからこそマルキリスの手紙だけでは弱かったミーティアの教会への長期滞在もすんなり可能になったのだ。それだけでなく今日のようにミーティアの後ろ盾のような役目を務めることもできたわけだ。


「そう……」


　これは大量の借りを作ってしまったということか。


　あ、そういえば。


「ねえ、それじゃあ私がヴォルの許婚ってのはどういうこと？」


「それが一番簡単な言い訳だったからだ。こうやって部屋に二人だけでこもっていても誰も不思議に思わない。ミアになにかあって俺が手や口をはさんだとしても許婚を助けるのは当たり前と思ってもらえる」


　なにかにつけて便利だっただけのことだときっぱり言われてそれはそれで複雑な気持ちになったミーティアだった。


 













    25.滞在の延長
    「けれど一番大事なのは」


　そういって続けられたヴォルケイノーの言葉にとどめを刺されたミーティアは傷心の乙女心を抱えてそっと嘆息した。


「結婚するということは主教候補の座を捨てるということだ。府主教や大主教に対して俺もミアも敵ではないと大々的に宣言したことになる。つまりはお互い命を狙われる心配が多少なりとも減ったということだ」


　さんざん連れまわされて疲れ果てはしたがそれで身の危険が多少なりとも軽減されるのであればそれはそれで意義がある。ミーティアはそう思うことにした。


「ほかに聞きたいことは？」


　なにかあっただろうか。どちらにしろだるくて頭が回らない状態では仮にあったとしても思い出せそうにない。


「いえ、ないわ」


　投げやりに答えればヴォルケイノーにもう寝るように言われた。


　どうにか目を開けてヴォルケイノーの顔を見れば、彼も目を閉じていた。


　やはりこのまま一晩過ごすのか。それならば。


「ねえヴォル。この体勢は辛くない？　ベッドに横になったほうがよくはない？」


　いい案だと思ったのだが、あらわになった淡青色の瞳は冷ややかだった。


「抱いてほしいのか？」


「誰がそんなことを言ったのよ」


「男を寝台に誘っておいてそんな気はないという言い訳は通用しないぞ」


「言い訳もなにもこのまま朝までっていうのは体に悪いから譲歩しただけじゃない」


「そこまでやわじゃない。ご要望とあれば一晩中楽しませてやってもいいが？　なんならここでするか？　俺は構わんぞ」


「お断りします！」


　きっぱりと言い切ればヴォルケイノーの口角がわずかに上がった。


「だったらおとなしく寝ていろ。明日からはおまえは一人なんだ。せいぜい今のうちに休んで体調を整えておけ」


　いうだけ言ってさっさと目をつむってしまったヴォルケイノーをミーティアはしばらくのあいだ眺めていた。


　断ったのに妙にうれしそうに見えたのはなんだったのか。


　そっとため息をつくとミーティアも目を閉じた。休めというならしっかりと休んでやろうとヴォルケイノーの体を寝台代わりにして凭れかかった。腕で支えているよりヴォルケイノーも楽になるだろう。へんに気を遣わなくていい分ミーティアにとっても都合がいい。ようやく少しは動かせるようになった体をしばらくごそごそさせて落ち着く姿勢を探したミーティアは、体の力を抜いて目を閉じる。


（あ、ヴォルの心音……）


　ミーティアとこうやってくっついていてもいっかな崩れないリズムで刻まれているヴォルケイノーの鼓動。


（これならベッドで寝たって平気でしょうに）


　そうは思ったがまた変な考えを起こされても困るのでおとなしく口をつぐんでおくことにした。


　やがて心音が子守唄になってミーティアを眠りへと落としていく。


　入れ替わりのようにヴォルケイノーが薄目を開けてその様子を見ていたが、ミーティアが完全に寝入ったことを確認してから彼の目も再び閉じられた。


　静かな空間に二人の呼気と心音だけが次々と生まれ、そして消えていった。


　朝になればヴォルケイノーは旅立ち、ミーティアはひとりでここに残って冬を待つ。


　二人ともそう思っていたのだが、いらぬ横槍が入ってヴォルケイノーの滞在が一日伸びることとなった。


　それは修道女見習いが朝の挨拶に来た時のことだった。


　ノックの音に応じたのはヴォルケイノーだった。


「なんでしょう」


「おはようございます。おやすみのところ申し訳ありませんが失礼いたしてもよろしゅうございましょうか」


　ヴォルケイノーは一瞬考えるようなそぶりを見せたがすぐに受け入れることにした。


「少しお待ちを」


　そういってミーティアを起こす。


「ティア、朝だ。起きなさい」


　『ミア』ではなく『ティア』。けれどティアのほうが呼ばれなれているミーティアは違和感を感じる前に瞼を開いた。


　ミーティアの口元にそっとヴォルケイノーの指先があてられる。


「ティア、外に教会の者が待っている。話があるそうだ。はいってもらっても構わないか？」


　これは心の準備をしろということだろうか。


　ようやく目覚めた頭を回転させてそう結論づけると、ミーティアは口を開いた。


「ええ大丈夫よ」


　一つうなずいたヴォルケイノーが扉に向かって声をかける。


「お待たせしました。どうぞお入りください」


　開かれた扉の向こうには朝食を載せたワゴンを押してきた修道女見習いと、もう一人。昨日挨拶した修道女のまとめ役の女性が立っていた。


　彼女たちはソファーの上で抱き合う二人を見て一瞬顔をしかめたが、ミーティアの姿を見てすぐに納得したような顔をした。


　突然の訪問だったにもかかわらずミーティアの衣服に一切の乱れはなく、十字架・レースのベール・額飾りのすべてが昨日と同じように身につけられたままであったことから、許婚同士が別れを惜しんで身を寄せ合っていただけと解釈されたのだ。


　これがたとえ同じ姿であったとしても、寝台の上にその身が横たえられていたならきっと侮蔑の眼差しで迎えられていたことだろう。


　ヴォルケイノーはすべてわかったうえでの行動だったが、ミーティアのほうはそうした機微に気づくことはなかった。もっともヴォルケイノーの膝の上に横抱きにされている今の状態を恥ずかしがってうつむいているのだから訪問者の表情の変化すら気づけようはずもなかったが。しかしそうした恥じらう姿も都合がいいように解釈されていたのでヴォルケイノーとしてはなんら問題はなかったが。


　まとめ役の女性があらためて一礼する。


「おはようございます。突然の訪問をお許しください。こたびは府主教ならびに大主教の言葉を持って参りました」


「お願いします」


「あらためましてヴォル殿とティア嬢とのご婚約にお祝い申し上げます。つきましてはせっかくお二人がお揃いでこの教会へ滞在されておいでなのですから、いっそ今ここで婚配機密《こんぱいきみつ》をお受けになられてはいかがかと申しております」


「私たちは正教徒ではありませんが」


「承知しております。おっしゃられるように本来であれば正教徒のみが受けられる機密でございますが、洗礼をお受けにならずとも特例として、の意にございます」


「なぜそのような？」


「お残りになられるティア嬢の扱いを明確にするためにございます。今は正教徒以外の者もおります。間違いがあってはなりません。お立場を明確に示されますことがティア嬢の御身を守ることにもなろうかと存じますれば、ヴォル殿におかれましてもご安心召されるかと」


　ヴォルケイノーはどうしたものかといった感じで息を吐き出した。


　ミーティアとしてはただの言い逃れの材料だった婚約という形が、朝の目覚めとともにいきなり正式な結婚をと突きつけられて呆然としてしまった。


（結婚？　私が？　ヴォルと？）


　ゆるゆると頭を持ち上げてヴォルケイノーの顔を仰ぎ見れば、ちょうどこちらを向いた彼と視線が重なる。


　ヴォルケイノーはミーティアの頬にかかっていた髪の一房を指の背でそっと払うように後ろに流すと、還る手で頬を撫でる。背中に回した腕でミーティアの上半身を抱き込むように引き寄せると頭頂部にそっと口づけを落としながらほかの人間に気づかれないようにそっと掌で彼女の口を塞いだ。


「わかりました。彼女を守るためならありがたく仰せに従いましょう」


　風を使役でもしたのか。ただ軽く掌をあてられているだけだというのにミーティアの驚愕の叫び声が音となることはなかった。


　それからはただ慌ただしく時間が流れていった。


　正教徒ではない者へ婚配機密をおこなうことに関してはいろいろ背後であったようだがミーティアのあずかり知らぬこと。


　衣装のあらためも一切なく、関係者全員が着の身着のまま。そうすることで反発を最小限に抑えようとでもしたのだろうか。


　促されるままに聘定式《へいていしき》と呼ばれる結婚指輪の交換をおこなって右手の薬指に指輪が嵌められた。これは宝物庫の中から二人に合うサイズのものを急きょ探してきたものだ。あらためてきちんとしたものをヴォルケイノーが用意するまでの仮の指輪となる。


　続けておこなわれたのは新郎新婦が戴冠をおこなう戴冠礼儀だ。


　もともとこれは自称勇者組のフラーブルイたちにミーティアの立ち位置を指し示すものであったから大まかな形を示す以外は省略された。


　だが神への誓約であることには変わりない。婚姻生活の解消は認められているものの一度婚姻したという事実は消えない。


（こんな形で人妻になるだなんて）


　ミーティアはため息をこぼさずにはおれなかった。


（ヴォルにかかわるといつもため息ばかりついているわ）


　ふとその事実に思い至り、そしてまたため息をこぼす。


　本当に守りになっているのかどうか不安になったミーティアだった。


 













    26.そして今夜も
    　ミーティアが湯殿を借りて身を清めているあいだにどこかに行っていたヴォルケイノーが一人の修道士を連れて部屋へと戻ってきた。


　寝間着でもあるワンピース一枚しか身につけていなかったミーティアは慌ててガウンを羽織った。ヴォルケイノー一人だけであれば怒鳴りつけていたのだが、修道士が一緒ではそういうわけにはいかない。


　いったい何の用事かと思えば正式な指輪を誂えてきたということだった。


　教会内にはこうした装飾品の作成を専門にしている者もいる。そこへ行ってヴォルケイノーの注文どおりの指輪を四つ作らせたのだ。


「四つ？」


「正教徒であれば右手の薬指に嵌っていれば結婚指輪だとわかるが、ほかの者には左手の薬指で無ければそうと気づかないものが多いからな。どちらに対しても伝わるように左右に嵌められるように四つだ」


　ヴォルケイノーの言葉どおり、修道士が掲げ持つ小振りのクッションには指輪が四つ載っていた。


「右手を」


　ヴォルケイノーに言われるままミーティアは右手を差し出した。もうこうなったら従うしかないのだから。


　観客がいるからか丁寧な仕草で借り物の指輪を外すと、新たに用意したミーティア用の指輪を嵌めた。次に左手にも。そのあとはミーティアがヴォルケイノーの指へも同じように嵌めてこれにて儀式の終了だ。


「外すなよ」


　まるで離れているあいだに浮気はするなと言っているような口調だった。違うと思いながらもそう聞こえてしまったことに恥ずかしくなったミーティアはわずかに頬を赤らめた。


「……外さないわよ」


　顔を反らしてそれだけ言ったミーティアの髪を一房掬い取ったヴォルケイノーはそこにそっと口づけた。


　そうして未だ控えたままの修道士を振り返る。


「ありがとう。座下《ざか》に感謝しますと言伝をお願いできますか」


「承りました」


　そう言って修道士が退室して扉がしっかりと閉じたことを確認するとヴォルケイノーは大げさなほどのため息をこぼした。


　つかつかとソファーへと移動する。


　どっかりと乱暴に腰かけると、ヴォルケイノーはテーブルに置かれた飲み物を口にする。


　ミーティアはその様子を眺めながら別のソファーへとそっと腰掛けた。


「部屋には戻らないの？」


　ミーティアがなぜここにいるのかと問えば、ヴォルケイノーはここが部屋だと答えた。


「隣の部屋はすでに片づけられている。夫婦になったのだから同じ部屋だ。ましてや昨夜のことも見られてしまったからな。これで夫婦が別々の部屋で休んだりすればすべてが無駄になる」


　ということは。


「今日も昨夜みたいに……一緒に寝るの？」


「それでもいいが、今夜は逆に寝台を使うほうが自然だろうな」


　そう言ってヴォルケイノーは被ったままだったスクフィヤをとるとポドリャスニクも脱ぎ始めた。


「ちょ、なにやってるのよ」


「寝台を使って寝るのにこのままというわけにはいくまい」


　そうしてポドリャスニクの下に着ていた丈が踝近くまである白いワンピース一枚になると、さっさとミーティアの腕をとって寝台へと向かった。


　一応ミーティアも踏ん張って逆らってみたのだが、あっさりと横抱きにされて寝台へと運ばれてしまった。


　乱暴なようでいて丁寧なヴォルケイノーはそっとミーティアの体を寝台の上に横たえると、自身も隣へと滑り込む。ミーティアが体を起こす前に、気づけばしっかりとヴォルケイノーの腕の中に囲われた状態になっていた。


　ぱくぱくと口を開閉するだけで言葉にならないミーティアに対してヴォルケイノーは一言だけ告げてあっさりと目を閉じた。


「寝ろ」


　取り残されたミーティアはふと自身を見下ろした。


「ねえヴォル。ガウンを着たままなんだけど……」


　そっと訴えてみれば再び現れた淡青色の瞳が静かに見返してくる。かと思えばあれよあれよという間にガウンのベルトがほどかれて脱がされていた。ガウンはぽいと奥に放り投げられる。それを目で追ってからミーティアはヴォルケイノーに顔を向けた。


「ヴォルって器用ね」


　ミーティアとしては褒めたつもりだったのだが、ヴォルケイノーは眉を寄せると彼女の後頭部を掴んで自身の胸元へ押しつけた。


「いいから寝ろ」


　直後にはこれまでで最大級のため息がヴォルケイノーの口から吐き出されたのだった。


　今朝は修道女見習いが来る前に目覚めることができた。修道女見習いは修道女とは違ってベールではなくスカーフを頭に被っているので区別がつきやすい。


　ヴォルケイノーはさっさと衣裳部屋の扉を開いて自身の軍服を取り出すと、ミーティアが起きているにもかかわらず躊躇いなくワンピースを脱ぎ始めた。


「ちょ……っ、なんでそんなところで着替えるのよ」


　慌てて後ろを向きながらミーティアが抗議する。しかしヴォルケイノーは構わず着替えを続けた。


「ほかに着替える場所がないんだからあきらめろ。見たくなければそうやって後ろを向いていれば済むことだ」


　そういってあっというまに見慣れた姿が出来上がった。


「ティアも早く着替えろ。そろそろやってくるぞ」


　その言葉に慌てて寝台を飛び出したミーティアはヴォルケイノーに後ろを向いているように言ってからポドリャスニクに袖を通した。ヴォルケイノーと違って下着のワンピースを脱ぐわけではないので見られてもどうということはないはずなのだが、なんとなく羞恥を覚えたからだ。


　十字架とレースのベールと額飾りと一人で身につけていく。これからはずっと自分でやらなければいけないのだから、ここで実際にやってみて不都合がないかどうかヴォルケイノーにチェックしてもらっておいたほうがいい。


「これでいいのかしら？」


　軽く首を振って落ちてこないことを確認してからヴォルケイノーを振り返る。


「ああ、動いてもずり落ちないようになっていれば問題ない」


「今日は髪を三つ編みにしてみたけれど、これは問題はない？」


「むしろ作業の邪魔にならないようにまとめていたほうが誠意が感じられていいだろうな。客人とはいっても居候みたいなものだから当然仕事はある。きちんと仕事をこなす意思があるのなら必然的にちゃらちゃらした格好はできないものだから、そうした細かいことに気を配るのはいいことだ。不用意な諍いを回避できる」


　そうして二人が身支度を整えた頃合いを見計らったように扉がノックされた。


　朝食の定番としてリベルトのところでもよく食べた蕎麦の実のカーシャを二人が食べ終えた頃に、洗濯済みのシーツを持って二人の修道女が入室してきた。


　ミーティアたちが使ったシーツをはがして一言「あら」ともらした。戸惑う様子の二人にヴォルケイノーが声をかけた。


「どうかなさいましたか？」


　年嵩の修道女が姿勢を正してヴォルケイノーに向き合った。


「初夜をお迎えになられていないようですが、当方に手落ちでもありましたでしょうか？」


「いいえ、そのようなことはありません」


「でしたら……」


　そこへ一人の主教がやってきて事情を聞くと、やはりヴォルケイノーへと向き合った。


「女性の器官に種を植えられるのは、神の創造のお力をその身に宿されるとても尊いものでございますよ」


　ヴォルケイノーは笑顔で首肯した。


「ええ、存じております。ですが……」


　いったん言葉を切ったヴォルケイノーは、困惑して立ち尽くすミーティアの肩を抱き寄せてその額にベール越しに口づけた。


「座下のお心づかいのおかげで図らずもこんなに早く彼女を妻に迎えることが叶いましたが、初夜はこのように離れ離れになる前ではなくずっと共にあれる新居でもって迎えたいと存じます。ましてや一度触れてしまってはとても一晩で手放せそうにはありませんので」


　そう言ってミーティアを見つめるヴォルケイノーの笑顔は艶めいていてミーティアだけでなくその場にいるすべて者を赤面させた。


　主教は我に返ると咳払いでその場をうやむやにした。


「それではヴォル殿。そろそろ出立のお時間になりますので」


　もともと主教はヴォルケイノーを迎えに来ていたのだ。


　ミーティアも見送りのために門まで一緒に向かうことになった。あのプロエーズナヤ門だ。


　実際のところこの門の内側に建っている建物だけでは十四万四千人は生活できないため見習いや一般の正教徒たちはこの周囲の家々に散らばっている。今やこの町全体がロシア正教会といってもいいくらいだがあくまでも教会の門はここだった。


「では冬にまた」


　ヴォルケイノーがそう挨拶すれば、主教も「注文の品々のお手配をよろしくお願いします」とだけ答えた。


　ヴォルケイノーはミーティアの頬を一撫でしただけなんの言葉もなく旅立った。


　そしてヴォルケイノーの姿が見えなくなると主教がミーティアへと向かい合う。


「ティアさんにはこれより修道女と同じような仕事についてもらいます」


「はい」


「よろしい。ではこちらへ」


　再び門の内側へと向かう主教の後ろをミーティアが追う。


　一～二歩歩いてから一度だけ振り返ったミーティアだったが、すぐに前へと向き直った。


　冬までに。そう自分に言い聞かせて。


 













    27.カルペ・ディエム
    　門を出たヴォルケイノーは南東方向へと向かってすぐそばにあるソコリニキ公園へ入っていった。


　しばらくすると休憩用のベンチが幾つも置かれているコーナーにたどり着く。そこには先客がいた。


「遅かったな、ヴォル」


　黒髪に木漏れ日を浴びながら笑顔で手をあげたのはマルキリスだった。近くのトーポリの樹に馬を二頭つないでいる。だがそれぞれの愛馬であるホワイトとブラックではなかった。


　リベルトのところの移動陣でマルキリスだけが移動してきて、この地で馬を調達したのだ。この馬で別のところに用意してある移動陣のところまで行ってからリベルトの鍛冶屋へ戻ることになっている。


「いろいろとあったからな」


「やっぱミーティアちゃんがらみか？」


　楽しそうに笑いながら言うマルキリスをヴォルケイノーは軽く睨みつけるようにしながら眉間に皺を寄せた。


「ほかになにがある。ここへ送ってきたのはおまえたちだろう」


「だってミーティアちゃんが教会へ行ってみたいっていうからさ。教会って言ったらここだろう？　ほかのところじゃすぐに生け贄にされるだけだし」


　マルキリスの言うことももっともなのでヴォルケイノーはそれ以上は何も言わなかった。ただどうにも持て余す気持ちを吐き出したくてわけもなく髪をかき乱しながら舌打ちした。


「でも役得もあったんじゃないの？」


　にやにやしながらマルキリスが指差すのはヴォルケイノーが両の薬指に嵌めている指輪だ。相変わらず目ざといやつである。


「あんなところでいったいなにができる。ただうっとうしい府主教と大主教をやり過ごそうと許婚の振りをしていたら無理やり婚配機密をやる羽目になっただけだ」


「その割にはそんな指輪を持ち出してきているじゃないか」


「俺が嵌める指輪がこれ以外にあると思うか？」


「そりゃたしかにないけどさ……。やっぱ彼女で間違いないのか？」


「…………たしかにいろいろと予想外の言動をしでかしてくれるからそのたびに別人かとも考えなくはないが、俺が見間違うわけがない」


「だよなー。間違えたら大問題だもんなー」


　他人事だと思って完全に楽しんでいるマルキリスをヴォルケイノーが半眼で見返す。


「おまえな……」


　けれどそれ以上はなにも言わずに舌打ち一つをこぼすとヴォルケイノーは馬のところへ向かった。


「冬までに準備をしないとな」


　ヴォルケイノーは懐から出してきた紙の束をマルキリスへ渡す。


　マルキリスはそれを見て口笛を吹いた。


「こりゃすごい。本格的な冬籠りの支度だな」


「そういうことだ。冬までは忙しくなる」


「ミーティアちゃんのことはいいのか？」


　ヴォルケイノーはマルキリスを横目で一瞥しただけで前を向いた。


「あれのことはここに任せた。つぶされるようならそれまでだ」


「それでいいのか？」


「帳尻などいくらでも合わせられるだろう。どのみちすべてが終わったらきっちりお仕置きをしてやるつもりだし、それがどの程度ですむかはあれ次第だ」


　ヴォルケイノーの体からゆらりと立ち上る怒りのオーラに、マルキリスは顔をひきつらせながら逃げるように体をのけ反らせた。


「俺たちは俺たちの役目をこなすのみだ。行くぞ！」


　ヴォルケイノーの鋭い眼差しがそんなマルキリスを突き刺す。


　すでに馬上の人となっているヴォルケイノーにおいていかれないように、マルキリスも素早く馬にまたがった。


　冬まであと三か月ほど。


　誰にとってもここが一番の踏ん張りどころかもしれない。


　ソコリニキ公園の中にはトーポリとは別に桜の並木道もある。桜の花がみせる桜吹雪と、トーポリの夏の雪。冬を超えて再びこの二つの情景を目にすることができるものは果たしてどれほどいるのだろうか。


　ふとそんなことを考えながらヴォルケイノーは公園の中を馬で駆け抜けていった。


 


　その頃ミーティアは主教に連れられて修道女のまとめ役の女性のところへ向かっていた。


　一度ヴォルケイノーと共に挨拶に訪れていたのでだいたいの場所はわかっている。思った通りの部屋の前で主教が立ち止まったのでミーティアは記憶が正しかったことにそっと安堵した。


　主教の呼び出しに応じたまとめ役にミーティアをあずけると、役目は終わったとばかりに主教はそのまま去っていった。


　ミーティアは女性に向かって一礼する。


「よろしくお願いします」


「どうぞ中へ」


　部屋の中央に設置されている来客用の椅子へミーティアを案内して、まとめ役の女性――クレメンティーナは奥にある自身の机へと向かった。


　クレメンティーナは今はベールを被っていて見えないがやや赤みがかった栗色の髪を持つ中年の女性だ。まもなく初老に差し掛かろうかといった感じだがメリハリのあるきびきびとした動きは彼女を幾分若くみせていた。


　さすがに立場のある者だからか、彼女だけは昔からある修道女用の黒いワンピースタイプの修道服を身につけていた。ベールはほかの修道女と同じように黒い布を頭から被って一か所だけ開けられた穴から顔を出す。そして側頭部に取り付けられている紐を後頭部で結んでベールがずり落ちないように固定していた。


　机の上に置かれていた紙束の中からいくつか取り出すと、クレメンティーナはミーティアと向かい合いに腰かけた。そして二人のあいだにあるローテーブルにその書類を並べた。


　ミーティアから向かって右端の書類をクレメンティーナが掌を向けて指し示す。


「こちらがあなたに与えられた仕事です。予定時間に遅れないようにご注意を」


「もし遅れたら？」


「遅れなければいいのです。『もし』など考える必要はありません。『もし』が必要な者は遅れても良しと考えている甘えた者たちです。『もし』を秤にかけて規則を破るか守るかを決める愚かな者たちに神は祝福を与えません。神の子として授けられた使命を恵みと思って励まれる。それが神の祝福を受けることにも繋がります。ですからあなたはあなたに与えれた使命をつつがなくお勤めになられればよろしいのです」


　ミーティアはクレメンティーナの言葉に愕然とした。


　いつも『もし』や『でも』を考えてしまうミーティア。


　それは逃げだと言われて納得しつつも怖くなった。思わず体が縮こまる。


（勇気なんて……）


　そんな風に落ち込んで俯いていたらクレメンティーナに静かに名前を呼ばれた。


「ティアさん」


　そろそろと顔をあげると声と同じ静かな眼差しに迎えられた。


「もう一度言いますよ。『遅れなければいいのです』。『あなたに与えられた使命をつつがなくお勤めになられればよろしいのです』。こちらの用紙をきちんと読んで御覧なさい。難しいことなど申しておりません」


　そういってさきほど指し示した書類を持ち上げてミーティアへ手渡した。


「ティアさんが抱えているものは存じておりませんが、今ここにいる間は洗礼を受けていようといまいと神の子に変わりありません。ただ無事にお役目を果たされるよう顔をあげて前をお向きになってください。下を向いておりますと大事なものを見落としますよ」


「クレメンティーナ様……」


「わたくしのことはティーナとお呼びください」


「ティーナ様？」


「この場合はさん付のほうがよいでしょう。ほかの者はわたくしのことをマザーと呼びますが、ティアさんの場合は正式な正教徒ではありませんので、総主教を聖下、府主教・大主教・主教を座下と呼ばれる以外はすべてさん付けで名前を呼んでいただければ結構です。わたくしのように本人が愛称での呼びかけを求められた場合はそれに合わせてあげてください。ロシア人は愛称で呼ばれることが好きなので本人の意思を無視して堅い呼び名を貫かれますと関係がぎくしゃくしてしまいますのでお気をつけください」


　そうしてさきほどミーティアがクレメンティーナに呼びかけたことを持ち出して要件はなにかと尋ねてきた。それ自体は特におかしなことでもなくむしろ当たり前のことではあるが、その問いに対して答えを持っていなかったことに気づいた。


　口元に手をあてて動揺するミーティアにクレメンティーナは小さく苦笑した。


「あなたはまだお若いのですからなにもかもを完璧にしようとなさらなくてもいいのです。最初からすべてをこなせるものなどおりません。ですから正教徒も洗礼を受けて見習いから初めて少しずつ学んでいくのです。ティアさんも扱いは修道女並みですがご自身のお気持ちは見習いのつもりで一つ一つこなしていけばいいのです。わからないことがあればほかの者に尋ねればいいのです。誰もあなたを拒みはいたしません」


　ミーティアは少しだけではあったが気持ちが楽になった。客人ということで気負いがあったことは否めない。


　ヴォルケイノーの忠告も事実なのだろう。だがそれだけがすべてではないと思いたい。注意や警戒はもちろん必要だがそれは陰に隠してこの数か月を有効に使おうと心に決めた。


　洗礼を受けなくても修道女の立場と知識を学ぶことができるのだ。なにかしら今後のミーティアにとって役に立つことがあるかもしれない。魔法魔術についても教わる予定だ。


　ミーティアは深呼吸をするとクレメンティーナをまっすぐ見つめた。


「ありがとうございます。本日よりよろしくお願いします」


　ミーティアはあらためてクレメンティーナに頭を下げた。


 













    28.ミーティアの一日
    　ミーティアはクレメンティーナに説明を受けながらひととおり書類に目を通した。


「以上がここで生活をする上での規則とティアさんに与えられた使命です。ご質問はございますか？」


「いいえ、ありません」


「それではこちらの確認書にも目を通してサインをお願いします」


　そこには説明を受ける際に使用した書類の題名と概略が記されている。受けるべき説明がきちんとなされたことを証明して不当な言い逃れができないようにするためのものらしい。


　最後まで目を通して小さくうなずいたミーティアは指定された箇所にサインを入れた。ただ『ティア』と。この教会にいる間のミーティアは『ティア』で、婚配機密の際のサインも『ティア』だった。


　ヴォルケイノーがすべて正しいとは思わない。彼こそがミーティアを騙そうとしているのかもしれない。


　けれど。


　ミーティアはヴォルケイノーの瞳を思い出す。ただまっすぐに『勇者』ではなく『ミーティア』を見ていた。


　だから。


　騙されていたのだとしても、騙されていることがわかるまでは信じていようと思った。


　その後クレメンティーナに案内されてやってきた場所は食堂だった。今までは客室に配膳されていたが、本日の昼食分からはミーティアもみんなと一緒にこの食堂で食事をすることになる。


　食堂に入ってすぐに設置されている机にトレーが積み重ねられているので各自一枚ずつ手に取ってその横に控えている修道女に黒パンを載せてもらう。その横にいる人には皿とスプーン。その次は皿にスープを入れてもらう。そうして移動しながら順にトレーに載せてもらってから席へと移るのだ。座る席は特に決まりはない。聖下や座下は別室で食事をとるのであけておかなければならない席というものもない。ただし基本的には奥から順に着席しているので合わせていたほうが無難だということだ。下手に避けたりするとなにかあったのかと変な勘繰りを受けることになるからだ。ただ食事は全員が揃ってから初めて口をつけるようになるので、合図があるまではどれほど早く席についていたとしてもずっと待っていなくてはならなかった。


　こうやって食堂の使い方を実際に教わりながらこの日の昼食はクレメンティーナと共にとった。そうすることでようやくミーティアも今日からこの教会で生活していくのだという実感が湧いてきた。


　昼食はシチーと呼ばれるキャベツをベースにした野菜スープと黒パンだった。これが昼食の定番らしい。シチーの具や味付けが日によって多少変わるくらいだということだった。


（リベルトのところとだいたい同じような感じかしら）


　料理の種類はリベルトのところよりは少ない。味もリベルトやフルカルスが作った料理のほうがおいしい。しかし正教徒のために用意した貴重な食料を横から割り込んで消費するからには贅沢は言えない。そもそもほかの人たちとまったく同じ量と内容なのだからなおさらだ。


　ミーティアは感謝しつつ与えられた食事を完食した。


　食堂は幾つもあって全員がいっせいに食事をとれるようになっている。どの食堂を使うかはその時に与えられた仕事によって振り分けられているので毎日毎回場所が変わることもある。


　全員が食べ終わった頃合いを見計らって連絡事項が告げられる。それが終われば今度は前の席から順に食器を所定の場所へ戻してから退室する。それぞれ次の作業場へ向かいながら合間にお小水などを済ませる。そうして開始時間と同時に作業が始められるように準備をするのだ。


　午後になってミーティアの最初の仕事は芝刈りだった。


　クレメンティーナのあとをついて庭師の元へと行く。そこにはほかに五人の人間が集まった。修道女が二人と勇者フラーブルイとその仲間二人の合計五人だった。


「ではあとはお任せします」


　クレメンティーナは庭師にそう一言告げると自身の持ち場へと戻っていった。


　庭師の老人の名前はアキーム。愛称はキムだ。


　そうやって全員が揃ったところでざっと自己紹介をおこなう。


　ようやく見習いから修道女へと上がったばかりに見える若い二人はアンナとアリーナといった。アンナの愛称はアナで、アリーナの愛称はリナだ。


　勇者フラーブルイと魔法剣士ミチオール、そして彼らの連れであり流星錘を使ってミーティアを木に縛り付けた男は武術士のインツー。彼らやミーティアには呼んでほしい愛称はないのでただ名前だけを順に名乗っていった。


　アキームは最初に修道女二人に今日もまた『昨日の隣』だといって芝刈り機を持って先に行かせた。


　フラーブルイたちには小屋の横で薪割を命じてからミーティアに芝刈り機の使い方を説明した。


　ここで使われている芝刈り機は手動式でゆっくりと転がしていけば自然に芝を刈ってくれるので特に技は必要ないが、芝の長さの設定や手入れは必要になる。そうした注意事項の指導をいくつか受ける。こうして芝の長さを揃えたり予定表に従って区画ごとに順に刈り進んでいくことによってこれほど見事な芝生が保たれているのだ。


　そうしてひととおり説明を終えたアキームはミーティアが本日芝を刈る場所へと案内した。


「こうやって等間隔に置いてある白い石で囲まれた範囲をそれぞれが担当しております。ティアさんはこの四方を刈ってください」


　そういって指を使ってぐるりと指し示した場所はほかの二人の修道女が刈っている区画の隣だった。わからないことがあれば彼女たちに聞くようにと、そこまで説明してアキームは己の仕事へと戻っていった。


　ちらりとミーティアに視線を向けてきた二人に軽く会釈をしてから彼女も芝刈りを始めた。


　端から始めて刈り残しがないように芝が傷つかないように気をつけはしても、芝刈り機をただまっすぐに転がしていくだけなのでさほど難しくはない。ただゆっくり過ぎると指定時間内に終わらなくなるので、太陽の位置やほかの二人の進行具合を窺いながら作業を進めていく必要はあった。


　どうにか指示された区画をすべて刈り終えて、後片づけもなんとか間に合わせることができた。


　刈った草の処理の仕方についてはアンナとアリーナがミーティアのところまでやってきて実際に処理をおこないながら説明してくれたのですんなりと片付けることができた。


「ありがとうございました。おかげでなんとか間に合ったみたいです」


　そういって頭を下げたミーティアにアンナとアリーナの二人は笑顔を向けた。アンナが掌を上にした手で芝刈り機を指し示した。


「さああとは使った道具をキム殿のところまで戻しに行きましょう。それで芝刈りは終了です」


「はい」


　ミーティアたちは道具を抱えたり転がしたりしながら庭師専用の物置小屋へと戻っていった。


　小屋の中へすべて片付け終えると、アキームへ作業終了の報告をおこなう。すると今度はフラーブルイたちが割った薪を厨房と浴場へ運ぶように指示される。


　二台の荷車にそれぞれ規定量の薪を積んで運んでいく。ミーティアと修道女たちが厨房へ運び、フラーブルイたちが浴場へと運ぶことになった。この後フラーブルイたちは風呂焚きの仕事に就くことになっているからだ。ミーティアたち女性陣も同様に厨房で野菜の皮むきを手伝うことになっていた。


　皮むきの次は食堂の掃除と食器の準備。


　それが終われば夕食だ。今日はテーブルビートとキャベツなどの野菜と牛肉で作ったボルシチ。そしてゆで卵とチーズとジャガイモを包み込んで焼いたピロシキだった。


　食事がすめば食器を洗う。


　これでミーティアの一日の使命は終了だ。だがほかの正教徒たちには夕食後におこなわれる奉神礼の一つ――晩堂課がある。


　ミーティアは正教徒ではないので奉神礼への参加はしないしできないので部屋で待機だ。もちろんフラーブルイたちもそれぞれに与えられた部屋にこもっていなければならない。これを破って部屋の外に出れば即座に教会を出ていかなければならないことになっている。


　晩堂課が終われば入浴だ。ミーティアたちの順番になれば誰かが知らせてくれることになっている。


　入浴が終わればあとは寝るだけ。


　日の出前後におこなわれる奉神礼――早課が終わるころに起床して、また野菜の皮むきなどの朝食の準備を手伝うところからミーティアにとっての一日が始まる。


　朝食の準備、朝食、そして食器の後片づけが終われば今度は洗濯だ。そしてまた昼食の準備に、昼食、芝刈りと続く。


　正教徒たちと違ってミーティアたちは毎日これの繰り返し。そうして月日が過ぎていった。


 













    29.風の刃
    　ミーティアが芝刈りを始めて三日目。ずいぶん作業に慣れはしたが今回はちょうど建物と接しているところがあるので、そこの部分は芝刈り鋏を使って際刈りをおこなう必要があった。


　見栄えを良くするためには短めに刈る必要があったが、そうすると堅い茎の部分を鋏で刈っていかないといけないため、かなりの力を要した。


　ミーティアは息を吐き出して一度作業を中断した。


「これ思ったよりも力を使うわね」


　しみじみとつぶやきながら背後を振り返る。それでも何とか半分は超えたようだ。もう一度息を吐き出して続きに取りかかろうとしたところで通りすがりの修道士から声がかかった。


「風は使えないの？　風の刃で刈ると楽で早いよ」


　どういうことだろうか。


　だがミーティアが尋ねる前に、その修道士は軽く手をあげて立ち去ってしまった。


「風の刃で……刈る？」


　風はミーティアが苦手としている分野だ。まだ風自体をうまく把握できない。それなのに刃を生み出させて、そのうえそれで芝だけを刈らせるとは。


「いったいどうやって？」


　首をかしげるミーティアに風が絡みついてくる。すっと手を伸ばせば風はミーティアの手を伝って吹き抜けていった。その風を見送りふと我に返った。


「とりあえず刈らなきゃ」


　考えるのは夜にでも時間を作っておこなうことにして、今はまず与えられた作業を時間内にこなすことに集中した。


「終わったー……」


　芝生の上に座り込みながらミーティアはほうっと息を吐き出して脱力した。


　もう手の力を使い果たした気がする。微妙にしびれてうまくものが持てない。


　しかし刈り取った芝をレーキで集めてアキームの小屋まで持っていかなくてはならない。


　ミーティアは膝を手で押すようにしながらなんとか立ち上がった。


「こういう刈り取った芝とかを風が集めてくれると楽なんだけどね」


　くすりと笑みを漏らしながら刈り取った芝を見やれば、ミーティアの足元で風が渦巻き始めた。やがていくつかの小さな竜巻が出来上がるとミーティアが今日作業をおこなった範囲を順繰りに移動していき、刈り取った芝を集め始めた。


　思わず目を丸くするミーティア。


「集めて……くれているの？」


　呆然としたままつぶやけば、肯定するように風がミーティアの頬を撫でてベールをはためかせるようにしながら吹き抜けていった。


　竜巻が巻き上げながら集めた刈ったり枯れたりした芝を次々と専用の麻袋の中へ落としていく。そしてあっというまに後片づけが終わった。


　ミーティアは思わず笑みこぼれた。


「風のみんな、ありがとう」


　いまだ姿は捉えられないが、なんとなく気配は感じられるようになってきた。


　ふと唇に指先をあてる。


「ヴォルの血のせい……？」


　これまでと違うことといえばそれくらいしかない。


「魔力の解放と言っていたし」


　ふと思いつきで疲れが感じられる肘から指先までをゆっくりとさすってみる。肘から下膊《かはく》、手首、手の甲、指先といったふうに順番にゆっくりと撫でさすりながら筋肉の緊張がほぐれて疲労物質である乳酸が流れていくように念じる。腕が軽くなったように感じられたらもう一つの腕も同じように撫でた。


　両腕に試し終えたミーティアは指を握ったり開いたりする。


「痛みも疲労もしびれも取れて力がはいるようになったわ。これでよかったみたいね」


　うまくいったことにひとしきり喜んだミーティアは、太陽の位置を確認してから荷物をまとめ始めた。


　今日の芝刈り担当者はミーティア一人。一人ではなにもできないのだと思われてはいけない。幸いにして風が手伝ってくれたおかげでかなり時間が短縮できた。もっとも腕の疲労を回復させたり、そのことがうまくいって喜んだりしていたため、そう余裕があるわけでもなかったが。


　リヤカーに今日使った道具と刈った芝がはいっている麻袋を積む。麻袋は重かったが、風に手伝ってもらいながら持ち上げたのでなんとかなった。


「ありがとう」


　もう一度風にお礼を言ってミーティアはアキームの小屋まで戻っていった。


　庭師小屋まで戻ったミーティアは風を使役する練習に使いたいからと薪を二本もらった。その日の仕事がすべて終わってから取りに来ると告げて端のほうの邪魔にならないところに置かせてもらう。


　そうしてあらためて薪を引き取りに来てみればアキームはまだ小屋にいた。


「まだ作業が残っているんですか？」


　こんな遅い時間にアキームにどんな仕事があるのかと思いながら問えば、ミーティアを待っていたということだった。


　ミーティアは慌てて一礼する。


「え？　そうなんですか。すみません、キムさんのお手を煩わせてしまって……」


「いやなに構いませんよ。それよりも部屋に薪を持ち帰って練習するよりは、今ここで試されたほうがよくはないですか？」


「それはそうなんですが、私は奉神礼というか晩堂課がおこなわれているあいだは部屋から出ないように言われていますのですぐに戻らないと」


「そのことでしたら聖下と座下に許可を得ていますので大丈夫ですよ。晩堂課がおこなわれているあいだ私と共にこの小屋の前にいれば不問にするというお言葉をいただいております」


「でもそれだとキムさんが晩堂課に出席できなくなるんじゃ……？」


「代わりに晩課に参加することになっておりますし、そもそも奉神礼には公祈祷と私祈祷があります。私祈祷とは各自が私室で祈祷をおこなう奉神礼のことですが、それをおこなえばいいだけのことです。私は庭師であり一般の正教徒ですからそうした融通は利きやすいのです」


　正教徒でないためいまいち状況の把握ができていないミーティアに対してアキームは丁寧に教えた。


　そもそもこれだけ大所帯だと全員は聖堂に入れないため、一般の正教徒のほとんどが私祈祷だという。アキームはたまたまこのロシア正教会があるコローメンスコエの要《かなめ》であるボズネセーニエ教会を中心とした周辺一帯の庭師を務めているから公祈祷に出席できるだけで、本来であれば公祈祷とは修道士修道女以上のものだけが参加できることになっている。


「私のほかにもこの芝生に囲まれた敷地内でおこなう必要がある使命を授けられたものは公祈祷に参加許可を与えられておりますが、さほど多くはありません」


　それほどまでの高待遇を辞退して問題はないのかと心配になったがアキームはいっかな気にしたそぶりを見せなかった。


　ミーティアがいなくなればまた戻れるとわかっているからか。むしろこれも滅多にない機会だとして歓迎している様子さえうかがえた。神に与えらた使命と受け取っているのかもしれない。


　本人がそういうつもりならそれはそれでなにもいうことはない。


　ミーティアはその申し入れをありがたく受け取った。


「それでは始めましょうか」


　そう言ってアキームが薪と木の板を小屋の壁際へ置いた。


「この木の板が建物の壁面と思ってください。こちらには傷をつけないように。そしてこの手前の薪が雑草です。際刈りをおこなう要領でいきますと、壁が傷つかないように最初に壁と目標物のあいだに風の膜を張り、それからこの薪だけを芝に見立てて下の土が見えるほどの長さに風を使ってカットしてみてください」


　あっさりと言い切るアキーム。


　目をしばたきながら見返すミーティアにアキームはさらに勧めた。


「さあどうぞ」


　掌を使って促される。


　ミーティアはとりあえず風に膜を張ってもらえるようにお願いしてみることにした。


「風の刃から木の板を守れるくらいの膜を張ってもらえる？」


　さわさわと風が不規則に流れ始める。


　やがて木の板と薪のあいだを風が絶えず流れ始めて膜のようになった。


　それを見ていたアキームが口をはさんだ。


「ティアさん。すべてを言葉にして声に出していては時間がかかりすぎますし、ほかの者にこれからおこなおうとしている魔術魔法が全部知られてしまいますよ」


「私、風のように姿が見えない存在は苦手でどうしていいのかわからないんです。もともとほかのモノへもこうやってお願いしていたので同じように試してみたんですけど……」


　徐々に声が小さくなっていって顔も俯く。


　ミーティアはただ『お願いして聞いてもらう』という方法しか知らなかった。


　アキームは一言唸るような声を出すと、見本を見せましょうと言って自身が置いた薪を一瞥した。それだけで薪の下から指一本分の高さのところでスパッと二つに切り裂かれた。ミーティアが今日芝生の際刈りで刈った高さだ。


　一見なんの変化もないが、アキームに促されたミーティアが手に取って持ち上げたところでようやく二つに分かれていたことがわかるほどに鋭い切れ味だった。


　風の刃とは本当にすごいものだと感心しながらミーティアは薪の断面を矯《た》めつ眇《すが》めつ眺める。


「ティアさんはまずは風の気配を掴むことが先のようですね。風はいつも自身の周りにおります。空気そのものを風と呼んでいるのです。どこかにあるものを探すのではなく、いつも一番身近にいるモノ。それが風です」


　その意味を知ることから始めてくださいというアキームの助言を受けて、ミーティアは自分の周囲を見やった。


 













    30.精霊の使役
    　一番身近にいるもの。


　この地球《ほし》を包み込み生命の営みを助けるもの。存在。それが。


「風……」


　胸のあたりまで持ち上げた手を、目の前の空間を煽ぐようにそっと左右に動かした。


　止まっていた空気が動いて風が生まれる。いや、常に風は吹いていた。ミーティアが気づかなかっただけで。そうでなければすぐに空気は濁ってしまうだろう。大きな流れの中で時に強く時に弱く吹き続けているからこそ呼吸もできるのだ。


　もう一度さきほどと同じように手首を起点にして手を振る。強弱をつけて何度も煽ぐように手を振った。


　ふとした思いつきで、ミーティアは目の前の空気を外へ払うように手を振ると同時に払われた空気の塊が渦を巻いて小さな竜巻へと変化する様子を頭の中で描いた。払った空気を追うように視線を向けると思った通りの竜巻が生まれていた。


　ミーティアがもういいと思っただけで、その竜巻は消えて通常の風になる。


　ミーティアは考える。


　言葉にして声で伝えるよりも、脳内で状況を思い浮かべたほうがやってほしいことを伝えやすいし精霊たちにもわかりやすいようだった。


　木の板と薪に視線を向けたミーティアは、木の板の前に空気の塊が留まって壁になり風の刃から板を守る役目をしている様子を想像した。瞬時に目の前に展開されたことに気をよくしたミーティアは次のステップへと進む。


　薪のカットだ。


　今度も鋭い刃となった風が、薪の地上から指一本分くらいの高さをスパッと切る様子を脳内で思い描くとそのとおりに風が動いてくれたようだ。


　アキームの時と同じように手に取って確認したらきちんと切れていた。


　喜んでアキームを振り返れば彼も笑みを浮かべていた。


「できたわ」


「良かったですね。あとは対象物を替えてみたり状況を変えてみたりしながら風との親睦を深めていけば細かい指示を出さなくとも流れの雰囲気である程度伝わるようになります」


　それはぜひなってみたいものだとミーティアは思った。


　今度は横に置いた薪で高さや角度を変えながら何度か試し切りをしていたところで時間切れとなった。続きはまた明日の夜ということになった。


「練習に使えそうなものをいくつか用意しておきますよ」


「ありがとうございます。助かります」


　ミーティアはそうお礼を述べてから部屋へと帰っていった。


　戻ってすぐに入浴の順番が回ってきたので、ミーティアは大急ぎで準備を整えて浴場へと向かった。


　入浴を済ませてあらためて部屋へと戻ってきたミーティアは、もう少し部屋の中ででもできそうな魔術魔法を試してみることにした。


　なにか軽いものからと考えてながらタオルで水気を取っていた髪を、ミーティアはふと見つめた。


　これが一瞬で乾けば楽になるのに。たとえば風が吹いて水分を飛ばしてくれるとか。


　髪を一瞬で乾かすためにはどのようにすればいいのかと最適な方法を模索していたところ、風がうごめいてミーティアの髪に絡みつきながら余分な水分を吹き飛ばしていった。


　風に吹き飛ばされた水分が部屋の床を濡らす。


　ミーティアは思いっきり顔をしかめた。そして今度からは外で乾かすようにしようと心に誓ったのだった。


　濡れた床を布で拭き取って乾かしてから、ミーティアはこれは水を使役すればよかったのではないかと思いつく。しかしすでに時遅しで、実験は明日以降に持ち越された。


　そうして少しずつ身の回りのことを色々な精霊たちに使役させることを覚えていったミーティアだった。


　アキームとの練習もミーティアの成長ぶりに合わせて少しずつ難易度が上がってくる。しかも通常作業中も誰かしらがいきなり通りすがりに課題を出してくることも増えた。


　ここまできたらさすがのミーティアも気がついた。これは地下室でヴォルケイノーが総主教であるムスティスラフへ言っていたことなのだと。ヴォルケイノーはミーティアへ魔法魔術と武術を鍛えて欲しいと頼んでいたのだ。


　とはいえ今のところ教わっているのは魔法魔術だけではあったが。


　そんな日々が繰り返されてひと月ほどたったころ、めずらしくミーティアは食堂でフラーブルイたちと鉢合わせた。しかも彼らのすぐ後ろに並ぶ形で。下手に避ければ人の目を引くと初日にクレメンティーナに教わっていたミーティアはできるだけ平静を装って気にしていないふりをした。薪運びの時のように仕事中もこうやって近くで同じ作業をしたことはある。その時のことを思い出しながらただいつものように食事を受け取って席についた。


　すでに着席した者たちは適当に雑談しているので話しかけてはいけないわけではない。しかしあろうことかフラーブルイは正教徒たちの本拠地で口にしてはいけないことをミーティアに囁いてきた。


「おまえいつも晩堂課の時は部屋にいないようだがどこへ行ってるんだ？　やはり魔であるおまえにはこの教会で生活することは苦痛なんじゃないのか？」


「あなたなにを言って……」


　よもや未だにミーティアを魔だと思い込んでいるとは考えにも及ばなかった。


　ほんの小さな囁きだったにもかかわらず「魔」という言葉はこの食堂内に波紋をもたらした。


　フラーブルイと席が近かったものたちには聞こえてしまったようで、彼らはぎょっとしたような顔を向けてきた。やがて何事かといぶかった者たちへ彼らが説明をすると、それが次から次へと伝わっていき、どんどん食堂内全体へと広がっていった。


　誰かが連絡でもしたのだろうか。一人の主教がミーティアたちのところへやってきた。


「フラーブルイさん、ティアさん、お二人は今すぐこちらへ来てください」


　ミーティアは予想していたことだったのであきらめて即座に立ち上がって出口へと向かう。ヴォルケイノーとの茶番は今回は役には立たなかったようだ。しかしフラーブルイはなにが起きているのかわかっていないようだった。


「まだ食べていませんけど」


　けれど主教はただ一言「今すぐこちらへ」と繰り返しただけだった。


　静まり返っている食堂の様子にようやく気づいたフラーブルイは、ミチオールとインツーに「ちょっと言ってくるわ」といってやっとこさ重い腰をあげた。


　主教の案内で応接室へと通されたミーティアとフラーブルイの二人は言われるまま来客用のソファーへ腰かけた。


　主教自身も彼らに対面する場所に腰をかけてから口を開いた。


「ところでティアさんが魔だという話が広がっているようですが、一体全体どうしてそういうことになっているのか聞かせてもらえますか」


　最初に答えたのはフラーブルイだった。


「だってこいつ、魔でしょ？」


　フラーブルイがミーティアを指差しながら言った。なんて失礼な奴だろう。ミーティアは眉をひそめた。


「違います」


　主教がミーティアのほうを向いたので、すかさずそう答えていた。主教は小さくうなずく。


「ティアさんが魔ではないということはわかっています」


　最初に主教の口からそのような言葉が出てきてミーティアは安堵した。


　しかしそれだけで済むくらいならフラーブルイだけに注意をすればよかった話で、二人共を呼び出す必要はなかったのだ。


「しかしそもそもほとんどの者は部外者の滞在には反対でした。聖下のお言葉と状況から冬まではということで大目に見てきましたが、このような騒ぎを起こされてしまってはこのままコローメンスコエに置いておくことはできません。あなたがた四人には本日より別の場所へ移動していただきます」


　四人というのはミーティアとフラーブルイ、そして食堂に残っているミチオールとインツーのことだ。


「別の場所とは？」


　ミーティアはヴォルケイノーと約束している。とりあえず公式には夫であるヴォルケイノーが冬に迎えに来るまで妻のミーティアは教会であずかるということになっていたのだ。そのために聖下や座下に挨拶に回ったのだし、婚配機密すらおこなったのだ。


　さらに肝心の聖下しか知らない真実の部分においては、冬になって北氷洋が凍るのを待ってから北磁極へと案内してもらうことになっているのだ。ほかの場所へと移されては困る。


　そう思って尋ねたのだが、主教の答えはコローメンスコエからわずかに北上した森の中だということだった。


「そこには一棟の屋敷があります。一応その屋敷も選ばれし正教徒たちが寝泊まりしている屋敷ですのでもちろんここの管轄ですが、森で仕事をおこなう使命を授かった者たちばかりのため少人数しかいません。このままここにいるよりは混乱は少ないでしょう」


　ミーティアは小さく息を吐き出した。これはもう決定事項なのだ。


「わかりました。お世話になった人たちに挨拶に行きたいのですが構いませんか？」


　横ではフラーブルイがなにやら言いたそうにしていたが、もともと彼の不用意な発言が原因だ。放置して話を進める。


「そうですね。ちょうど今は昼時で作業も休みですし、そのあいだだけでしたら許可しましょう」


　午後の作業が始まる時間までには部屋に戻って荷物をまとめるように主教が言う。その頃に部屋に迎えを寄越すということだった。


 













    31.クマとゴリラ
    「ありがとうございます」


　一言お礼を言ってミーティアは席を立った。


　時間が惜しい。


　ミーティアはさっさと退室するとまずはクレメンティーナのところへ向かった。


　とはいえ今日はどこの食堂を利用しているのかわからないのでまずは執務室に向かってみた。いないだろうなと思いながらも扉をノックしてみたら、中から本人の返答があって驚く。跳ねあがった鼓動をなだめるように数回深呼吸してからミーティアは扉の外から声をかけた。


「ティアです。少しだけよろしいでしょうか？」


「どうぞ、お入りなさい」


　すでにクレメンティーナにも話が伝わっているようだ。なぜミーティアがここに来たのかもわかっているようだった。


「あなたならきっと訪ねてくるだろうと思って待っていましたよ。昼食を食べそびれてしまったのでしょう。少しだけ用意してありますからどうぞ」


　そう言ってクレメンティーナが示したのはテーブルの上に置かれているカップに注がれたスープだった。具は入っていないがその分さっと飲むことができる。具の栄養素はスープ自体に溶け込んでいるのでこれだけでも体にいいはずだ。もちろん食事を抜くことに比べれば、だが。


　さっとスープを飲み干したミーティアはあらためて姿勢を正した。


「ありがとうございました。これでなんとか空腹を紛らすことができそうです。すでに話が伝わっているみたいですが、これから北の森へ移動することになりました。ティーナさんには最初からずっとお世話になっていますので一言お礼をと思ってきました」


　そうしてミーティアは立ち上がって静かに頭を下げる。


「お世話になりました。ありがとうございました」


　そうお礼を述べてからゆっくりと頭をあげると、静かな笑みを浮かべたクレメンティーナと対面した。クレメンティーナはテーブルを回り込んでミーティアの横に来ると、そっと腕を伸ばして彼女を抱きしめた。背中に回された手でぽんぽんとなだめるように応援するように軽く叩かれたミーティアは思わず涙がでそうになった。


　そんなミーティアをいたわるように、さらにぽんと一拍追加される。


「あなたは神に授けられた使命を果たすために努力できる人です。わたくしたちはそれを見知っております。森での生活もきっとティアさんによき試練をもたらしてくれましょう。あなたが大きく成長されることをここで祈っておりますよ」


「ありがとうございます」


　クレメンティーナの次はアキームのところだ。ミーティアが急いで庭師小屋へと向かうと、このあとで挨拶に行こうと思っていた全員が揃っていた。


「みなさん……」


　アキームはもちろんのこと、最初の芝刈りでお世話になったアンナとアリーナも。それから野菜の皮むきでよく一緒になった修道女のみんな。時折アドバイスをくれていた修道士たち。


　驚きからいったん止まってしまっていた歩みを再開してみんなのところへたどり着いたミーティアはすぐに一礼した。


「みなさん、いろいろとお世話になりました。ありがとうございました」


　感極まって涙声になっているミーティアに最初に声をかけたのはアンナだった。


「泣かないの。私とリナは時々森の屋敷へ使いに行くことがあるからまた会えるわ」


「そうよ。冬になってティアさんがここを旅立つまではまだまだ会える機会はいくらでもあるんだから」


　アンナとアリーナに両側から慰められたミーティアはこぼれ落ちる前に涙の粒を拭い取って笑って見せた。


「そうですね。それだったら寂しくないです」


　そんなミーティアにアキームが一つの笛を渡した。


　小枝を加工して作った笛に細い皮ひもがつけられている。


「これは？」


「犬笛だよ。森では必要になることもあるだろう。いざとなったら使いなさい」


　それ以上の詳細はわからないがそろそろ部屋に戻って荷物をまとめないと時間に間に合わなくなる。屋敷に行けばそちらでなにかしら説明があるかもしれないととりあえず感謝の言葉を述べて受け取ったミーティアだった。


「それじゃみなさん、ほんとうにお世話になりました。お元気で」


　ぺこりと一度頭を下げてから笑顔で手を振ると、みんなも同じように振り返してくれた。そのことにさらに感謝の心を持ちながらミーティアは部屋へと戻っていったのだった。


　教会から貸し出されている着替えを鞄に詰めて、個人的な荷物も棚から取り出してまとめる。すぐに持ち運べるように入り口わきへ集めて置けば、部屋の扉がノックされた。


「はい」


「迎えに参りました」


　低く響く知らない男の人の声だった。


　もう一度「はい」と返して扉を開ければ、いわゆる作業着にあたる上下にわかれた教会服――黒色で厚手のチュニックとパンツを着た中年の男性が一人立っていた。


　がっしりとした体格でありながら上背もある。扉を開けた瞬間目の前に壁ができたようにミーティアが感じてしまったほどにたくましい体つきをしていた。


　見上げるようにして顔を見れば、顎に生やしている剛毛なひげの印象もあってかクマのようにも見える。


　しかしミーティアを見下ろしてくる瞳は穏やかそうだった。


「お待たせしました」


「準備はできておりますか？　すぐに出発したいのですが」


「はい、できています」


　ミーティアはすぐ横にまとめた荷物を手に取る。個人的な荷物を背負ったり抱えたりしたあとで、教会に借りている修道服などがはいっている鞄を持とうと手を伸ばしたら、横から伸びてきた手にさらわれてしまった。


「え？」


「こちらは私が持ちましょう。これで全部ですか？」


「はい。私の荷物は以上です」


「ではこちらへ」


　そういわれて部屋の外へ出てみれば、フラーブルイたちのところへも別の人物が一人立っていた。


　迎えは一人だけと聞いていたのだが変更でもあったのだろうか。


　そんな風に考えながらミーティアが首をかしげていたら、その様子に気づいた男がどうしたのかと聞いてきたので、ありのまま答えた。すると男は小さく苦笑した。


「もともと用があって午後から二人で来る予定だったんですよ」


　ミーティアたちを迎えに来るだけであればたしかに一人でじゅうぶんなのだが、別件の都合で二人に増えたということだった。


　しかし午後からということは予定より早く到着していることになる。


「その用というのはもう終わったんですか？」


「ええ、ちょうど昼時に合わせられたので相手方も手が空いていましたのですぐに終わりました」


　それならばとミーティアはあらためて男と視線を合わせてから、今は荷を背負っているため軽くではあったが頭を下げた。


「ティアと申します。これからお世話になります。よろしくお願いします」


　そんなミーティアを男は細めた眼で見下ろした。


「私はイグナート。イーグとお呼びください」


　フラーブルイたちのところにいるイグナートと同じようにクマのように大きくてがっしりした体格の中年男性はイーゴリ。仲間内からはイーゴもしくはゴリと呼ばれていた。イグナートよりも濃いひげがあごのラインに沿って生えていて、眉毛まで太くて一本に繋がっているようにも見える。イメージとしては名前の影響もあってかクマというよりはゴリラのほうが近いかもしれない。


　ミーティアが見ていたことに気づいたのか、もしくは向こうの準備ができたからこちらの様子を窺ってきたのか。理由はなんにせよ視線が合ったからにはと会釈をすれば、軽く手をあげて応えてくれた。


「では行きましょうか」


　イグナートに促されて、ミーティアは一か月間寝泊まりした部屋をあとにした。


 













    32.神に誓って
    　ミーティアたちは二手に分かれて迎えの馬車に乗り込んだ。


　イグナートが御者を務める馬車のほうが荷物を多く積んでいるのでミーティアが乗り込み、少ない荷のほうの馬車にフラーブルイたちが乗り込んだ。


　馬車の中で外の景色を眺めながら、この分乗はわざとだろうと考えていた。


　ミーティアたちが森の屋敷に行くことになったのは、そもそもフラーブルイの誤解と失言が原因だ。仲介なしに一緒の馬車に乗せてはなにが起こるかわからないという理由からだと思われた。


　もしかしたらこの荷も『用事』が原因ではなく、森を出発する最初から載せていたものかもしれない。すべて箱に入れられているので中になにがはいっているのかわからない。わからないからこそ空かもしれないのだ。もっともそれを確認したところでどうなるものでもないので一応は彼らの言を信じる形になっている。なにもなければそれでいいだろう。ミーティアはそんな風に考えていた。


　馬車はミーティアがコローメンスコエに来たばかりのころに高台から眺めた北の森の中を走っていく。


　森は成長の早いトーポリに覆い尽くされているように思えてそのじつまだ若木とはいえそれ以外のモミやトウヒといった常緑針葉樹を中心とした木々もちらほら目にすることができる。


　これはイグナートたちのように森の中での使命を授かった者たちの成果だった。彼らが森を再生させて、森の恩恵にあずかる動物たちを招きよせ、またそれらの動物を狩ることによって必要な栄養素を得るために食すのだ。


　アムールヒョウにアムールトラ。クズリにアカギツネ。そしてヒグマなどといった凶暴な動物が多い森。だからこそイグナートたちのようながっしりとした体格と武術をあわせもつ者たちが選ばれていた。


　もともとロシアでは森林の開拓に修道院が深くかかわっていた。何人もの修道士が人里離れた森の中に庵を作って住み始めるとその周囲に開拓者たちも居を構え始め、そうして徐々に野生の森を人の支配下へとしていったのだ。


　もちろんそれはほんの一部でしか実現しなかったが、今でもその風習は残っている。


　だからこそこうして神災を経て様変わりしてしまった森を再び生き返らせると同時にもう一度自分たちの支配下に置こうとイグナートたちが奮闘しているのだ。


　やがて見えてきた一棟の屋敷。


　屋敷とはいっても、ロシアでは寒さ対策から小振りの家が多いのでどちらかといえば大きな部類に入るという程度のものだった。しかしもともと少人数しかいないにもかかわらず人数の割には大きすぎるともいえた。


　屋敷はロシア伝統の木造建築であるヴェネッツと呼ばれる工法を使って作られている。基本の工法はプロエーズナヤ門と同じで丸太を水平に組み上げて作った長方形の平面が壁になる。丸太の接合部はホゾを使い、隙間は苔を詰めて塞いで寒さをしのぐ。


「こちらには何人住んでいるんですか？」


　ようやく馬車から降りることができたミーティアは屋敷を見上げながらイグナートへ尋ねた。


「今までは六人だな。ティアさんたちが増えるから今日から十人になる」


「その割には大きいですね」


「ああ、それはクマに襲われないように頑丈に作ってあるからだよ」


　クマがその爪と巨体でもって襲い掛かってきたらさすがに長い時間は持たない。外壁を二重にしてさらにわずかな隙間をとって内壁を作る。この隙間は防寒の役目も果たしている。


「だから屋敷の中はそれほど広くはない。一応二十人までは生活できるように個室や設備は整っているけどな」


　ここへきてようやくミーティアは「あれ」と思った。


「イーグさん、なんだか口調が変わっていませんか？」


　イグナートはにやりと笑った。


「上が煩いからな。あっちにいる間だけおとなしくしてるってわけ。こっちが本性。まあこんなだから俺たちは森に追いやられているわけだが、俺たちも森での暮らしのほうが性に合ってるから問題なしというわけだ。そんなわけだからよろしくな」


「はあ……」


　そんなわけと言われてもどうすればいいのやら。


「ああ、ちなみに女性はティアさん一人だけだから」


「……え？」


「とはいえトイレは各部屋に完備してあるし、風呂はまあこれからどうするか考えるから安心してくれ」


「ええ!?」


　そんなことを言われてどう安心すればいいのか。


　しかしここでそんなことを言っていても仕方がないので、まずは部屋へと案内してもらうことになった。


「ここがティアさんの部屋だ。周りは俺たちが囲んでいる。あの三人は向こうの隅に集めているから、俺たちの部屋の前を通らないとこの部屋には来れないようになっている。その点は安心してくれ」


「あなたたちが安全だという保障にはならないと思うんですが……」


　気を使ってもらっていながらこういうことを言うのは申し訳ないと思いながらもやはり聞いておきたかった。


「俺たちは全員ヴォル殿のことを知っている。彼のものに手を出せばどういうことになるかも知っている」


　このときばかりはイグナートは真剣な表情をした。そしてミーティアの薬指を指し示す。


「そんな指輪を渡すほどの相手に失礼なことは神に誓ってしない」


「そんな指輪？　結婚指輪のこと？」


「……知らないのか？」


「え？　なにを？」


　イグナートはスクフィヤを脱ぐとがしがしと頭を掻き毟った。大きく息を吐き出して巨体を丸めるようにして脱力した。


　ちらりとミーティアを見やり、また盛大に息を吐き出す。


「あの……？」


　この態度はいったいなんなのだろう。もしやとても恥ずかしいものを嵌めさせられているのだろうか。そっと指輪を隠すように手を組んだミーティアを見て、イグナートは腹を決めたようだ。体を起こしてスクフィヤを被りなおした。


「通常、正教会では離婚は認められている。神に生涯をささげることを誓った時に婚姻を結んでいればこれを解消して修道士修道女になることは当然なことだとされているからだ」


　だが、と言いながらイグナートはミーティアの指輪を指差した。


「その指輪をはめた夫婦は永遠にわかれることができない。一方が亡くなったとしても解消は認められない。だからその生において二度とほかの誰とも……もちろん相手が神であったとしても再婚することはできない」


「婚姻を解消できない……？」


　イグナートは重々しくうなずいた。


　形になりきれない数多の感情が渦を巻いて、それ以上は言葉にならない。


　イグナートはそんなミーティアの瞳をまっすぐに覗き込んだ。


「ヴォル殿ほどの男がそこまでした相手だ。俺たちはなにがあってもティアさんに無体を働くようなことはしないし、ティアさんを預かるからにはその身の安全は全霊をかけて守ると誓う」


　ここまで言うということは。ふと思ったことをミーティアは口にしてみた。


「ねえイーグさん。もしかしてヴォルの禁句を口に」


「わぁぁぁぁぁ」


　イグナートは瞬時に顔を蒼褪めさせて慌ててミーティアの口を掌で塞いできた。その手は微妙に震えている。そのうえで部屋の中をきょろきょろと見まわした。


　禁句の内容を口にしたわけでもなく、当人がここにいるわけでもない。にもかかわらずこの怯えよう。ここまでの大男をこれほどまでに怯えさせるとは。


（ヴォル……、あなたいったいなにをしたのよ）


　ミーティアは内心でため息をつきつつ、未だ彼女の口を塞ぐイグナートの掌を軽く叩いた。


「あ、ああ、すまない」


　我に返ってホールドアップするように両手をあげるイグナート。


　ミーティアは乾いた笑いをもらした。


「相当な目に合われたようですね」


　身に覚えがあることだったので心から同情してそういえば、イグナートは目を瞠った。


「あいつはそんな指輪を渡す相手にさえあんな非道なことをーッ!?」


「ええ、まあ……」


　イグナート自身はいったいどんな目にあわされたのかわからないが、ミーティアもたしかにひどい目にあったといえばあっているのだからけっして間違いではない。だからあいまいにうなずいておいた。


「そうか……、ティアさんもか……」


　ただそのひどく憐れむような視線はやめてほしいとミーティアは切実に思った。


 













    33.温かくて冷たくて
    　独りになったミーティアは、とりあえず荷物をほどいてポドリャスニクから教会の作業着である黒色で厚手のチュニックとパンツに着替えた。


　ここでは女性であるミーティアもベールを被らなくてもいいということでスクフィヤを渡されてそれを被る。髪は教会に来てからはずっと三つ編みのままだ。


　外での作業は危険を伴う。いつ猛獣に襲われるかわからない。だからこそ常に身軽な服装をしているということだった。


　ミーティアは自身の三つ編みを持ち上げて眺めた。


「切ってしまったほうが手入れも楽になるんだけど……」


　けれどいざ切ってしまおうかと考えたときに脳裏に浮かんだのは、ミーティアの髪をすくように触れてくるヴォルケイノーの指だった。


　その時のことが徐々に鮮明になって思い出されるにつれミーティアは自分の顔が熱を帯びてきたことを自覚した。きっと真っ赤になっていることだろう。


　赤く熱くなった両頬を冷やすように手をあててみたり、風で冷ますように手で煽いでみたり。


　そんなことをしていれば薬指に嵌めている指輪が視界に入ってきて、ミーティアはぱたりと動きを止めた。


「一生別れられない指輪……」


　それは縛るためだろうか。それとも守るためだろうか。


　この指輪はヴォルケイノーが自ら作らせたものだと言っていた。


　デザインに関しても素材に関しても一切妥協しなかったのだという。


「あのヴォルが」


　そこまでしたということは本気なのだろうか。


　それとも目的のためにはこんなことすら平気で出来てしまうような人なのだろうか。


「だってヴォルだし」


　イグナートのあの怯えよう。相当なものだった。


　ヒョウが出ようがトラが出ようがクマが出ようが屁とも思わなそうなあのイグナートがだ。


　いったいどんな目にあわされたのやら。興味がないわけではないが、知らないほうが幸せなことも多々ある。精神衛生上かかわらないことが一番だろう。いつもヴォルケイノーのそばにいて彼の家族のような立場でもあるマルキリスでさえ真摯に忠告してきたくらいなのだから。


　そこでミーティアは己の肩を抱きしめて小さく震えた。


（あんたいったいなにしたのよー！）


　怖すぎる。


　しかし怖いだけではないのも事実だ。


　ミーティアはヴォルケイノーにたくさん助けられている。この指輪もその一つだ。この指輪はミーティアにとっては意味のあるものだが、ヴォルケイノーには枷にしかならないのではないだろうか。それとも彼なりになにかしら意味があるのか。


　ミーティアは寝台に腰かけると片膝を立てて抱えた。


　目の前に持ち上げた手指に嵌っている指輪。左右のデザインは微妙に違う。これもシジル魔術の一種なのだろうか。


　ただのデザインなのか魔法魔術なのか、ミーティアには未だ区別がつかない。


　なんとなく指輪を指先で交互に撫でながらあれこれと考えていたミーティアだったが立てた膝に顎を載せるようにしてふっと体の力を抜いた。両腕もだらりと垂らす。


（ほんとなに考えてんだろう……）


　ふうっと小さく息を吐き出すとミーティアは目を閉じる。


　実際のところヴォルケイノーとはいったいどういう人物なのか。ミーティアは未だ明確な答えを持たずにいる。


　ヴォルケイノーに拾われたような形で数か月間ひとつ屋根の下で生活したが、一番交流が多かったのはマルキリスだった。フルカルスがいたときは彼が二番目。さすがにリベルトは仕事をしていることが多くどちらかといえば無口な部類だったのでヴォルケイノーが三番目になっていたが、その程度の付き合いだったともいえる。


　結構口を挟んできてはかき回してくるヴォルケイノーというイメージだったが、あらためて記憶をさらってみれば侃侃諤諤《かんかんがくがく》とまではいかないまでも熱く言い争ったことが何度かあるので頻繁に交流していたように錯覚してしまったのかもしれない。


（あ……違う。そうじゃない）


　投げ出していた腕で立てた片膝を抱えると、ミーティアはぼんやりと床を見つめた。


（話はあまりしなかったけど、ずっとそばにいたわ……）


　食堂の席は隣。私室は向かい。マルキリスに剣術の稽古を受けていた時はたいてい近くの樹にもたれかかりながらミーティアたちを見ていた。


　おもむろに持ち上げた手で唇に触れる。


「あれは祝福……。あれは……」


　魔力を開放するため。


　触れ合った唇は温かかったというのに、その意味するところは冷ややかだ。


　極めつけは偽りの婚姻。


　こんな指輪まで用意して表面上はこれ以上ないほどに整えられはしても、実際は離れ離れで温もりの感じられない関係。


「なんてやつ」


　離れてもなおかつミーティアを苛んでくる厄介な男。


　ギュッと目を閉じてミーティアは足を抱える腕に力を込めた。


「ヴォルのバカ……」


　そのままの体勢で以後は口を閉じてじっとしていたミーティアはやがて扉の外に人の気配が感じられることにようやく気づいた。


　慌てて体を起こすと、その気配で外の人物もミーティアに気づかれたことがわかったようだ。


　コココンという軽いノックが部屋に響く。


「はい？」


「イグナートだ。そろそろ飯《めし》の時間なんだが食べられそうか？」


「あ、はい。ちょっと待ってください」


　ミーティアは慌てて身だしなみを整えると扉を開けた。


「お待たせしました」


　案内されるままイグナートの後ろについて行く。屋敷の外壁側が私室のスペースで、台所や浴室といった水回りはトイレを除いてみな中央付近にまとめて設置されていた。


　もちろん食堂も台所の隣にある。


　屋敷のど真ん中に井戸があり、その井戸を囲うように台所や食堂、そして浴室や洗い場などが配置されている。寒さで水が凍らないようにしているのだ。台所や浴室で暖められた空気は、外壁と内壁のあいだの空間を循環するようになっていて屋敷内を暖める効果がある。


　また二階と三階は貯蔵室や食品加工室になっている。


　主に乾燥させてから保存するものは三階に干されており、そうして乾燥させて保存性を高めたものを二階の貯蔵室へと収めているのだ。薪などもいったん三階で乾燥させてから二階の所定の場所へ保管している。


　そうしたことをイグナートに教わりながら食堂についたミーティアは指定された席に腰かけた。先に着席していたフラーブルイたちとはほぼ対角に位置する場所だ。


　ここでも食事の内容は教会にいたころと変わりなかった。


　今日の夕飯はビーフストロガノフにマッシュポテトを添えたものだ。それに小麦粉と卵と水で練った薄い生地で細かく刻んだ肉を包んだダンプリングの一種であるペリメニ。ブイヨンで茹でられたペリメニにバターがかけられている。


　食べ終わったあとは後片づけに参加した。今日は手伝いはしなくてもいいと言われたのだが、部屋に独りでこもっているとまたいろいろなことを考え込んでしまいそうだったので無理を言って参加させてもらった。


「ティアさんはまじめだねー」


　イグナートと一緒にミーティアたちを迎えにきたイーゴリが今日の洗い物当番だということで一緒に片づけをおこなう。ついでにここ流のやり方を教わった。


　イーゴリは巨体の割には細やかで、ミーティアは心の中で感嘆していた。どちらかといえば大雑把なところがあるミーティアは一応女性としての恥じらいもあるのだがむしろ負けず嫌いなところがむくむくと鎌首をもたげてきて、冬までにそうしたところをこっそり学んで直してレベルアップを図ろうと心に誓ったのだった。


　生ごみは三階に持って行って凍らせてから狩りに行ったときに森に捨てるのだという。ひととおりの片づけが終わったミーティアたちは生ごみの入った容器を持って三階へと上った。


「ここに置いて」


　言われたところは窓際の一角。


　冷気が届きやすいので一晩もあればじゅうぶん凍りつくらしい。


「せっかく上がってきたんだから星でも見ていくか？」


　即座にうなずけば、イーゴリは近くに置いてあった防寒用のコートと帽子とマスクと手袋の一式を手に取ってミーティアへ渡すと、自身も身につけていった。


「準備はオッケーだな。開けるぞ？」


　合図とともに三階の木製窓がゆっくりと開かれていく。その先は小さなテラスがあった。ここは窓というより小さな扉だったようだ。


「さあどうぞ」


　掌で促すようなジェスチャー付きだったので聞き取りにくくとも言っている意味は分かった。


　ミーティアはわくわくしながら一歩を踏み出した。


　空を見上げて息を呑む。


　星があふれていた。


　反射的に受け止めるための掌を持ち上げてからそのことに気づいたミーティアは恥ずかしそうに笑う。


「ティアさんのような若いもんには珍しくない光景だろうが、神災前までは空気が淀んでいてあまり星は見えなかったんだよ。恥ずかしいことだが俺らは星がこんなにきれいなもんだってこと長いこと知らなかったんだよなー」


「ええ、とてもきれいです。夜に空を見上げることなんて村を出るまではほとんどありませんでしたし、私が見たことのある星空の中で一番きれいです」


「それは嬉しいなー」


　イーゴリが豪快に笑い声をあげた。


「さあこの辺にしておこうか。あまり長く外にいると病気になっちまうからな」


　食堂へと戻ってくればほかの住人も勢揃いしていた。


　イグナートがやあと言いながら手をあげる。


「ちょうどいい。入浴の支度ができたんでティアさんから先に入ってくれるか」


　ここでも紅一点であるミーティアが先に入ったほうが都合がいいのだと説明されてしまえば嫌とは言えない。急いで着替えを用意した。


「あいつらは食堂で監視してる」


　ミーティアの部屋の前までついてきたイグナートが説明する。浴室はミーティアの部屋の前だった。


　イグナートが言う。


「俺とゴリの二人が入口脇にいるから安心して温まってこい。もしなにかあったら叫んで呼べ。いいな」


「そこまでしてもらわなくても……。浴室に鍵は無いんですか？」


「無い」


　あっさり言われてミーティアは目を丸くした。


「男しかいないから必要なかったんだよ」


　そういいながら苦笑されて、ミーティアは反応に困った。


　とりあえずミーティアが入浴を済ませない限りはほかの者がはいれない。とにかくよろしくと一礼してミーティアは着替えを抱えて浴室の中へと入っていった。


 













    34.日々の積み重ね
    　浴室に入ったミーティアはチュニックのボタンに手をかけたところで一時停止した。そのまま体をひねるようにして後方にある入ってきたばかりの扉を見つめる。


（大丈夫だとは思うけど、これも練習だしね）


　ミーティアは扉が壁に固定されるイメージを思い浮かべながら魔力を使った。ミーティアだけが解除できるように鍵をつけて。たぶんここにいる全員がなんらかの魔術魔法を使えるはず。だったらただ扉を固定しただけでは意味がない。イグナートが言っていた『鍵がない』というのは結局のところそういう意味なのだろう。


　これで良しと小さくうなずけば、外からかすかに笑う気配がした。


　ミーティアは拗ねたように軽く頬を膨らませる。


　イグナートやイーゴリからしたらちゃちな魔術魔法だということはわかっているのだ。それでも何度も試行錯誤を繰り返しながら実行していかなければ身にはならないと教えてくれたのはアキームだった。


　あとはもう勢いよく服を脱ぎ去って手早く体を洗うことに努めたミーティアだった。


　湯船から上がったミーティアは微熱風を使って体や髪に残る水気を飛ばして瞬く間に乾かした。これはコローメンスコエにいる間に習得していたが、こんなところに来ることになった今となっては練習していてよかったとつくづく思った。


　ここでは寝間着は白のワンピースではない。そもそも寝間着自体が無くいつでも動けるようにチュニックとパンツを着たまま寝ることになっている。もっとも人によってはチュニックくらいは脱ぐことはあるらしいが。


　着ていた服をまとめて抱えて、忘れ物がないかどうか確認してからミーティアは魔術魔法でかけていた扉への鍵をすべて外した。


　外に出ればイグナートとイーゴリに笑顔を向けられる。


「早かったな。今日はもうこのまま部屋で寝ていいぞ。鍵は今みたいにちゃんとかけとけよ」


「ティアさん、おやすみ」


「はい、それじゃお先に失礼します。おやすみなさい」


　部屋に戻ったミーティアは言われたとおりに扉にとりつけられている物理的な鍵をかけてから、浴室でおこなったように魔術魔法での鍵もかける。そのうえで部屋の中をチェックして仕掛けられているものがないか、なくなっているものがないかを確認した。


　なくなっていたものは無かったが、仕掛けられているというより置かれていたものが一つ。それはテーブルの上に置かれた一枚のメモだった。


　見ればそこには日の入りから翌日の日の入りまでを一日とした正教会式の区切りによるミーティアの作業予定が書かれていた。正確に言えばそのメモには全員分が書かれており、誰と組んでなにをし、そのあいだほかの者がなにを担当しているのかといった全体的な流れが一目瞭然となっていた。


　自らがおこなう作業がのちにどんな流れで人に受け継がれていくのか。自分のところで作業が滞ればどこへどんなふうに影響を及ぼすのかを理解するにはじゅうぶんなものだった。


（ここも私を甘やかす気はないみたいね）


　あたりまえのことだがミーティアはふとそんなことを思った。


『遅れなければいいのです』


『あなたに与えられた使命をつつがなくお勤めになられればよろしいのです』


　クレメンティーナの言葉を思い出す。


　そしてアキームから教えられたことを。


　もうミーティアにとって風は存在があやふやで不確かな存在ではなく、己を包み込んで守ってくれる頼もしい存在になっている。


　ミーティアはもう一度メモを見返して全員の予定を把握すると寝台へ横になった。


　夜明けからまた新たな日々が始まる。


　そんなことを思いながら眠りについたミーティアを起こしたのは夜明けではなく強烈な衝撃音と雄叫びだった。


「なに？」


　飛び起きながらざっと気配を探ったミーティアは屋敷の外になにかがいることをつかんだ。


「クマ……？」


　さらに屋敷に突進を仕掛けてきた衝撃が音と振動で伝わってくる。ミーティアは素早く起き上がると扉に向かうあいだに魔術魔法でかけた鍵を外してたどり着いた部屋の扉の鍵も素早く解除してから廊下へ出た。


　ざっと左右を見渡したミーティアは外へ通じる扉へ手をかけていたイグナートを見つけた。


「イーグさん！」


　ミーティアの呼びかけに応えて振り向いたイグナートは、二階に上がってイーゴリを手伝えと叫んだ。


「わかりました」


　急いで二階に上がればイーゴリが二階の窓から外の様子を見ていた。ほかにも二人が違う場所の窓から外の様子を窺っている。


「ティアさんこっち」


　周囲を見回して状況を見極めようとしていたミーティアをイーゴリが呼ぶ。


「はい、今いきます」


　イーゴリの横に並んで窓からそっと下を覗けば一頭のクマがうろうろしていた。


　さらに新たな衝撃音が別のところから聞こえる。


「二頭？」


「そういうこと。二頭同時ってのは珍しいけど、そろそろ交尾期も終わりに近づいてきているからなー。焦ったオスが二頭、ティアさんの気配をメスと勘違いしてやってきたって感じだな」


「は？　あの……私は人間ですが……」


「わかってるわかってる。通常はそういうことは本能でわかるはずなんだがまれに正常な判断ができなくなる個体が現れるんだよ。あいつらもそんな感じなんだろう」


　イーゴリとしては冗談のつもりなのだろうが、ミーティアとしてはいたたまれない。ミーティアがいるから襲ってきたと言われているようなものだからだ。


　そうしたミーティアの心情に気づいたらしいイーゴリが慌てて手を振る。


「あ、そういう意味じゃないぞ。ただ状況から判断した結論をいったんであって……あ」


　ますます墓穴を掘る発言をしていたことに気づいたイーゴリが間抜け面をさらして固まった。


　ミーティアは思わず苦笑した。


「気にしなくてもいいですよ。実際タイミング的にそう思われても仕方がありませんし」


　そういったところで玄関前にいるイグナートから合図があった。


「ああ、準備ができたようだ。ティアさん次にイーグが合図を送ってきたら玄関を中心に半径二サージェン――ああっと、半径四メートルの位置に半円の風の盾を張ってくれるか？」


「わかりました。玄関を起点に半径四メートルの半円状の盾ですね」


「ああそうだ。頼んだぞ」


「はい」


　イグナートもイーゴリもできるかとは聞かなかった。昨夜の浴室の一件でミーティアが風を使ったところを実際に見ていたわけだし、そもそも修道士の誰か、もしくは座下の誰かからミーティアがアキームに指導を受けていたことくらいは聞いていたはずである。


　ミーティアは意識を集中してあらためて窓から外の状況を見下ろした。


　うろうろしながら徐々にクマは玄関前から逸れ始めている。クマが玄関から距離をとったところでイグナートともう一人の修道士が外に出るつもりらしい。であればミーティアがすることは彼ら二人が外に出て玄関扉を閉めてから攻撃態勢を整える間クマが襲い掛からないように風の盾を維持していればいいということになる。


　イグナートはクマの気配を読みつつも、イーゴリからの正確な距離の知らせを受けてタイミングを計っているようだった。


　クマが屋敷から半径五メートルほどの距離を開けて後ろを向いた瞬間、イグナートから合図があった。


「よしっ今だっ」


　合図を送ると同時にイグナートは扉を開けた。命がかかっている場面で、会って間もないミーティアを信じてくれているようだ。


　躊躇いなど一切感じさせないまま飛び出していく二人。


　音に驚いたクマが動きを止めているあいだに二人は攻撃態勢を整え終えた。


　雄叫びをあげてクマが立ち上がる。


「消して」


　イーゴリから風の盾を消すように言われてミーティアが瞬時にほどいた時にはイグナートはすでにクマに向かって走り出していた。


　このわずかな時間に起きたことをミーティアはずっと忘れることはないだろう。


 













    35.手間は最小限に効果は最大限に
    　結論から言えばミーティアの助けは必要なかった。


　彼らにしてみればクマがやってくることは当たり前と思って対策を施していたし、狩りの対象には当然クマも入っている。


　風の盾は念のためというよりは、ミーティアが変に手伝うと駄々をこねて外に飛び出そうとするといった無謀な行為をしでかして邪魔をしないように先手を打っただけともいえる。むしろそちらのほうが正しい判断だろう。


　実際のところイグナートやイーゴリは風の盾がなくとも問題がないような距離とタイミングを計っていた。それは冷静に考えればミーティアとて気づけたようなあたりまえのことだった。けれど風の盾とて出したりひっこめたりするタイミングを外してしまえば場合によっては命にかかわることとてあったわけだから、やはりある程度の信用がなければ頼むことはなかっただろう。


　合図とともに外に飛び出したイグナートともう一人の修道士。


　イグナートはすぐに目の前にいるクマに突進して顎から脳天にかけて突き抜けそうなほどの強烈な勢いでもって拳を喰らわせていた。


　一撃で脳しんとうを起こして倒れるクマ。


　立ち上がった時の雄叫びによってこちらの存在に気づいたもう一頭が自分以外のオスを追い払おうとでもしたのか全速力でこちらに走り寄ってきたが、これはもう一人の修道士がイグナートと同じように放った強烈な蹴りを後頭部に喰らって倒れこんだ。


　二階で見張りについていたイーゴリ以外の修道士二人と玄関で待機していた一人の合計三人が丈夫な縄を持って応援に駆け付けてクマを縛り上げると、即座に屋敷の台所にある流し場へと運び入れて捌いた。


　外でやると血が流れてほかの肉食動物を不必要に呼び寄せてしまうので、極力屋敷のそばでは血は流さないようにしている。


　捌くときは必ずあとで血を洗い流せるここでと決められていた。


　もちろん不可抗力の場合は除いてだが。


　この屋敷の地下には浄水設備が整えられているので排水から血のにおいを嗅ぎ取られることもない。


　一見レトロなたたずまいでありながら、実はほとんど失われてしまった技術の一部が地下に残っていたのだ。


　ミーティアは捌き終えたクマの肉を三階に持ってあがって干す作業を手伝った。


　何度か階段を昇り降りしていたミーティアはふと気づいた。人数が足らない。


「ねえゴリさん、フラーブルイたちはどうしているの？　見当たらないようだけどなにか別のことでもしているの？」


「ああ、あいつらならずっと部屋にこもったままだ。自ら出てきたのはティアさん一人だ」


「え？　そうなの？」


　あれほど大きな音や振動があったにもかかわらず気づかなかったのだろうか。


　そんな風に考えながら頭をひねっているとイーゴリの苦笑がこぼれ落ちた。


「違う違う。怖くて出てこれないんだよ」


「え？　でもあいつら勇者でしょ？　怖いって……クマが？」


「クマが、だな。あいつらは人間にしても魔にしても弱いものにしか出会ったことがなかったんだろうよ。雄叫び一つでビビっちまって布団の中で震えているぞ」


「それって……じかに見てきたことのように言いますね」


　イーゴリはあきれたといった感じで軽く肩をすくめた。


「あいつらはティアさんと違って部屋の確認なんかしないからね。監視されていることにもいっこうに気づいていないよ」


「……なるほど、そういうことですか」


　今度はミーティアが肩をすくめる番だ。


　ということはコローメンスコエにいたときもいろいろダダ漏れだったのだろう。試しにイーゴリに聞いてみればあっさりとうなずいた。


「そもそも最初から選ばれしものだけが居住することを許された場所だということはわかっていたはずだ。排除するための正当な理由など常に求めていたのはわかりきったことで、対策を怠った彼らは自業自得。ティアさんはそのとばっちりを受けたってわけ。もっともティアさんに関しては武術の基礎を学ばせたいというヴォル殿の要請を受けていたのでどのみちこっちに来ることになってたんだけどな」


　ニヤッと笑ってイーゴリは親指を立てた。


　計画どおりと言いたいのだろう。ミーティアにとっては笑えない話ではあったが。どうせならいついつからこうこうこういう事情で森の屋敷へ移動になりますとでも言ってもらえていたならまた違った認識になったであろうが、こんな慌ただしく追い出されてしまっては背景を聞かされたとしても脱力感しか残らなかった。


「はあ、ええっと、とりあえずよろしくお願いします」


　まったくあいつらは疫病神みたいだと思いながらミーティアは更に肉運びで階段の昇り降りを繰り返した。


「はあー、やっと終わったー」


　最後の肉塊を持ってあがったミーティアはその場に座り込んだ。さすがに疲れた。階段の昇り降りは、故郷の村やその周辺の森を歩き回ることとはかなり勝手が違って筋肉が悲鳴をあげている。


　ミーティアは掌でがくがく震える足をそっと撫でながら魔力を流し込む。疲労物質を拡散させて早く回復させるためだ。


　その様子を見ていたイーゴリが首をかしげる。


「いちいちそんなことをやっていたら追いつかないだろう。最初から魔術魔法に組み込んで常時ベストで動けるように体内を調整しておかないとこれから困るぞ」


「どうやってやるんですか？」


「ティアさんは水を操れるんだろう？　だったら簡単だ。体の中もほとんどが水分だからな。滞るものなく正常な流れをキープするように使役しておけばいいんだよ」


　自分の体をほかの者に勝手に操られないようにするためにも、自身の全組織を把握しておけば病気はしないし怪我もすぐに治せる。疲れも感じない体になる。


「少しずつ試していくといい」


　ミーティアは教えてくれたイーゴリにお礼を言うとようやく疲れや震えが治まってきた足で立ち上がった。その場で軽く足踏みをしてみて様子を見る。


　ミーティアが良しというように小さくうなずけば、それを見ていたイーゴリが小さく笑った。


「大丈夫そうだな。それじゃおなかがすいただろう。食事にいくとしようか」


「はい」


　二人が食堂へ到着したころにはすっかりと食事の準備が整っていた。


「おおちょうどいいところへ」


　気づいたイグナートが軽く手をあげて迎えてくれた。


　フラーブルイたちは相変わらず一番に席についている。


　結局今日の予定は大幅に変更されて、朝食もピロシキを一つ口にしただけだったので、もうお腹がペコペコだ。そんなミーティアに彼らに構う気力などなく、またもともとミーティアからかかわったことなどないので放置していた。


　ただそれだけだというのになにが気にくわなかったのか、それまで所在無げにしていたフラーブルイがいきなりミーティアに噛みついてきた。


「小さななりをしていてもさすがに魔だな。クマをも恐れぬとは。たいしたものだ」


　主教にさえ魔ではないと断言されたミーティアをいまだに魔と呼ぶフラーブルイ。いったいなにがしたいのか。なにを言いたいのかミーティアにはまったくわからない。だからできたことといえば怪訝な顔をして見返すのみ。


　なにも言わないミーティアに我が意を得たりといった感じでフラーブルイはさらに言いつのった。


「それとも魔術魔法を使って次から次へと男たちを味方につけているから怖いものはないか？　いざとなればそいつらを身代りにして逃げればいいのだからな！」


　言いながら興奮してきたのかフラーブルイの声は徐々に大きく早くなっていった。


　このときのミーティアはただでさえ空腹で疲れも取れきれていなかったためやや短気になっていた。


　目の前のテーブルに両の掌を思いっきり叩きつけるようにして立ち上がる。


「いいかげんにして！　いつまでもぐちぐちと言いがかりをつけるのはやめてちょうだい。主教が私のことを魔ではないと断言したのを聞いていたでしょう!?　それともその程度の言葉も理解できないほどに低能なわけ？」


「なんだと!?」


　フラーブルイも負けじと立ち上がる。そのままの勢いでミーティアのほうへと向かって来ようとしたのを止めたのはイグナートだった。


「ほい、そこまでだ。これから飯だというのに周りの迷惑も考えろ」


　そして二人は部屋で反省しろと言って食堂から追い出した。


　フラーブルイに近くに座っていた修道士の一人が部屋まで付き添い、ミーティアにはイーゴリが付き添った。


　部屋に入るとミーティアはイーゴリに頭を下げて謝罪した。


「ゴリさんすみませんでした」


　そうしてミーティアは大きく息を吐き出した。


　ここに来ることになった時も食堂でフラーブルイに言いがかりをつけられたのが原因で食事も抜きになった。そして今また食事を目の前にしていながら部屋へと追いやられている。


「あいつのせいで食事抜きはこれで二回目です……」


　情けなく眉尻をさげたミーティアはお腹をさすりながら口を尖らせた。


　そんなミーティアにイーゴリは苦笑した。


「気持ちはわからなくもないがあれはよくない。場所がどうこうじゃなくて男ってのは見栄っ張りな生き物でな、何人も人がいる前で赤っ恥をかかされると暴力に訴えるようになる。現にさっきも殴りかかろうとしていただろう？　腹が立つのもわかるがああいうときは相手の気が済むまでじっと我慢をしていたほうがいい」


「ずっと言われっぱなしでいろってことですか？」


「場所を選べってこと。中途半端なことはしないで時期を見て完膚なきまでに叩き潰せってことだよ」


　何気なく聞き流しかけていたミーティアは勢いよくイーゴリの顔を振り仰いだ。


「え……？」


　イーゴリは一見笑顔を浮かべているようでいてその瞳はどこか昏かった。


 













    36.因果応報に丸投げ
    「……過激ですね」


　なんとも間抜けな受け答えと言えなくはなかったが、ミーティアもほかに言葉が思い浮かばなかった。


　だがミーティアと違ってイーゴリにしてみればごく当たり前のことを言っただけにすぎないのでいたって落ち着いたものだ。ただし相変わらず眼だけはいっこうに笑っていなかったが。


「これは過激でもなんでもない。動物と同じだ。一定の距離に接近するまでは相手の存在に気づいたとしてもせいぜい警戒するだけで基本的にはスルーする。そしてそれぞれが逃げ切れるぎりぎりのライン、もしくは獲物が射程内に入ったら一気に行動を起こす。草食動物なら逃げ、肉食動物なら追う。しかしどちらも射程から外れれば逃げることも追うこともやめる。そうしなければ体力の無駄遣いになるからだ。体力を消耗すれば消耗した分だけ食事をとって補給しなけりゃならないからだが、動物たちにはそう簡単にできることじゃないからな」


　かなり食料は減ったとはいえまだまだ人間ほど飽食できる種はほかにはいないのが現状だ。


「あいつらは俺たちがなにも言わないから、自分たちは客人だと思っている」


　だから率先してなにかを手伝おうとしたり、コローメンスコエにいたころのように仕事の割り振りがなくとも当然だと考えている。


　むしろようやく自分たちが勇者だと認められたからだと誤認して思いあがっている節もあった。


「テーブルの上に置いてあったメモは見ただろう？」


「はい見ました。たしかにフラーブルイたちの名前はありませんでしたね」


「ここじゃ人手が少ないからやる気のないやつの相手をするだけの余裕はない。言われなければなにもできないような無能なやつを押し付けられても困る。だから放置している。やつらが働かなくともここでの生活になんら影響はない。むしろ部屋にこもっていてくれたほうが仕事の割り振りや監視をしなくてもいいだけ楽だ。だからあいつらが客人と勘違いしていようと邪魔さえしない間はこちらからはなにもしない」


　ただし今のところは、と言いながらイーゴリは腕を組んだ。眼差しがさらに険しくなったような気がする。


「どうせこの先あいつらにはそれなりの仕打ちが与えられる。人は己の行動に対しての責任を常に問われるからだ。違うのはそれが今世か来世かということだ。もっともすでに終末に入ってしまっているから来世はない。あいつらのいく先にあるのは地獄のみだ。どの階層にいくかはこれからのあいつらの心根次第といったところだな」


　だからミーティアがわざわざフラーブルイの相手をして自身の評価を落とすことはないとイーゴリは言う。


　その都度注意と助言をしてもらえるのは子供の内だけ。


　この世界にはもう『子供』はいない。


　あとは子供のころに学んだことをベースにして自分で考えながら生きていかなくてはならない。そしてそういう風に生きている者には自然と助っ人が現れる。そうでないものからは人が離れていく。


「あいつらはもう子供じゃない。仕事というものは自らが率先して動いて見つけていくものだ。働く意思のある者はローテーションに組み入れてこちらから指示を与えることもあるが、やる気のないやつの尻を叩いてまでどうにかしてやろうなんて優しい心は俺たちにはない」


「それが中途半端なことはしないという結果ですか？」


「まあそういうことかな。俺たちはガキのけんかのようなちゃっちいことはしない。やるなら思いっきりやる。そうでないなら無駄な気力体力は使わない」


　ミーティアはイーゴリを上目で見ながらそっと聞いてみた。


「ゴリさん、実はかなり怒ってます？」


　イーゴリの口元だけが見事な弧を描く。


「あたりまえだ」


　あまりにきっぱりと言い切られて、ミーティアはほっとしたようなあきれたようななんともいえない気持ちになった。


　けれどイーゴリの言い分はもっともだと思う。


　ふっと力を抜くように息を吐き出した。


「ですよね」


「そもそも俺たちは働かないやつも甘えたやつも大嫌いだからな」


「……ようするにいつか罰がくだるからフラーブルイたちの挑発にいちいち乗らないようにってことですね」


　なにやら薄ら寒さを感じたミーティアは少しだけ話の軌道を修正した。


「それもあるが、実際のところティアさんにあいつらの相手をする余裕はないだろう？　なんのためにここへ来たんだ？　冬までの間にやらなきゃいけないことは山ほどあるだろう？」


「そうですね」


　ミーティアはしっかりとうなずいてからイーゴリを見上げた。


「フラーブルイから受けた憂さは別のところで晴らすことにします」


　武術の練習ということは体を動かすということだろう。思いっきり体を動かしていればそうしたことも忘れられるはずだ。


　ミーティアが気持ちを入れ替えて前に向き直れば、ようやくイーゴリの目が笑むように細まった。


「あとで差し入れを持ってきてやるからしばらく部屋で柔軟体操でもしていろ」


　ミーティアは素直に従った。


　たしかに狭い部屋なのでそのくらいのことしかできない。しかし筋肉を鍛えるという意味では継続することが大事だとは村にいたころから教わっていたのでそれに対して否やはない。


　しばらく待てば半人前の量の食事がトレーに載せられてきた。


「これから外へ出るからあまり食べすぎないほうがいい」


　イーゴリの言葉の裏を感じてミーティアは少々逃げたくなったがここで逃げては彼らに軽蔑されるだろう。腹を据えるとミーティアは手早く食事を済ませた。


　ミーティアに武術指導をおこなうのはイグナートとイーゴリの二人だった。


　三人で屋敷からわずかに森の奥に入ったところへ行き、ミーティアはまずは武術の型から教わっていった。


　フラーブルイから挑発されてもミーティアはすべて無視して過ごし、ただ冬までに最低限猛獣から身を守れる程度の技を身につけることだけに努めた。


　イグナートとイーゴリからの課題をひとつクリアするごとに少しずつ森の奥へと練習場を移動していく。そのたびに狩りをするというよりもミーティアの練習相手をする動物が大きく凶暴になっていく。


　クズリにアカギツネくらいまでは素手で倒していた。


　アムールヒョウにアムールトラを相手にするくらいになったころから帯剣して武術と剣術を合わせて攻撃をする方法を学んだ。もちろんどちらも魔術魔法は応用としてとりこまれていたので、単体としての武術や剣術ではなかった。しかしより実戦向きではあった。


　そしてこの日ようやくミーティアが独りでヒグマを倒せたときには、冬はすぐそこまで訪れていた。


「よーし、なんとか間に合ったな」


　イグナートが手を叩きながら及第を告げた。


　それに対してミーティアは息ひとつ乱さずに笑顔で答えた。


「ありがとうございます。イーグさんとゴリさんのおかげです」


「うん。よく頑張った」


　イーゴリも嬉しそうに何度もうなずきながらミーティアをねぎらう言葉を贈った。


「さてそれじゃいつものように獲物を持って帰って捌くとするか」


　イグナートの指示にミーティアたちが応えてヒグマを荷車に載せようとしたところで、第三者の声が割り込んできた。


「さしずめ今夜はクマの肉を使ったシャシリクかボルシチあたりか？」


　どことなくからかうようなせりふと聞きなれた声。


　ミーティアが声の聞こえた方向に目をやれば、果たしてそこには銀髪の青年がくすんだ緑色の軍服と黒いトレンチコートを着て立っていた。


「ヴォル！」


　ヴォルケイノーはミーティアに応えるように微笑を浮かべて軽く右手をあげた。


 













    37.売り言葉に買い言葉
    　優雅で尊大に歩み寄ってくるその姿はまさにヴォルケイノーだとミーティアは思った。


（そうそうこんなやつだったわ）


　数か月会わなかっただけだったが、日々が忙しすぎてすっかり忘れていた。


　ミーティアがそんなことを思いながらこちらへ向かってくるヴォルケイノーを見ていると、彼の口元が緩やかに弧を描いた。


　瞬間ミーティアの背筋に悪寒が走る。


「ティア、今なにを考えていた？」


　即座に体を反転させて逃げようとしたミーティアだったが、その前にヴォルケイノーに三つ編みをつかまれて阻止されてしまった。


「どこへ行く？」


　猛獣よりも猛獣らしい気配をにじませながらヴォルケイノーは捕まえた三つ編みに口づけを一つ落とした。


　ここは素直に投降するしかない。体から力を抜いて抵抗の意思がないことをアピールしたミーティアは振り返ってヴォルケイノーに対面した。


「おかえり、ヴォル」


「ああ」


　ヴォルケイノーはミーティアのこめかみにも軽く口づけると腕の中に囲い込んだ。


　ごほんごほんとわざとらしい咳払いが響く。


「あー、ヴォル殿、お久しぶりです」


　ヴォルケイノーはしぶしぶといった感じで顔だけそちらに向けた。


「イーグか、ティアが世話になったな」


　まったくの棒読みせりふで言ってのけたヴォルケイノーもヴォルケイノーだが、しれっと言い返したイグナートもイグナートだった。


「いえ。それよりさすがに目の毒なんですが。そこまでしなくても俺たちがなにもしていないってことは一目瞭然でしょうに」


　イグナートの言葉に同意するようにうんうんと首を縦に振っているイーゴリを一瞥したヴォルケイノーは「まあいいだろう」と言ってミーティアを開放した。


「とりあえず屋敷に戻るぞ」


　まるでヴォルケイノーこそが屋敷の主だというように仕切っている。


「そうですね。ヴォル殿は先に行っていてください。俺たちはこいつを積んで帰りますんで」


　イグナートは背後を親指で指し示した。そこにはミーティアが倒したヒグマが転がっている。


「わかった」


　ヴォルケイノーはそういうととっとと屋敷に向かって一人で歩きだした。


　姿が見えなくなってからミーティアがポツリとつぶやいた。


「ヴォルには手伝わせないのね」


　ぎょっとしたようにイグナートとイーゴリがミーティアを振り返る。


「怖いこと言うなー。さすが伴侶」


「まったくだ。しかも笑顔を向けられた瞬間に逃げ出そうとするほどなのによく結婚したなー」


　しっかりと見られていたようだ。


「でもそのあとは激甘だったからなぁ」


「いや、ヴォル殿のことだ、俺たちがいなくなったらなにをするかわかったもんじゃないぞ」


「だよなー」


　イグナートとイーゴリが意気投合しながらミーティアに憐れむような視線を向けてくる。


「どういう意味ですかっ。怖いこと想像するのはやめてください」


「あー、やっぱティアさんから見ても怖いんだ……」


　いったいなにを思い出しているのか。ついにはイーゴリがややひきつった笑いを浮かべながらそんなことを言い出す始末だ。


（ヴォル！　あなた、ほっんとーになにをしたのよ！）


　もう乾いた笑いを浮かべるしかないミーティアだった。


　そうしてひとしきり騒いだあと、ようやくヒグマを荷車に載せて帰った一同を迎えたのは、冷ややかなヴォルケイノーの視線だった。


「遅い」


　三人が反射的に頭を下げたのは言うまでもない。


　いつものように食事を済ませてから一番に入浴したミーティアが部屋に戻ると、ベッドにヴォルケイノーがいた。屋敷に入るときに脱いだトレンチコートだけでなく今は軍服の上着まで脱いでくつろいでいる。


「どうしてヴォルが私の部屋にいるの？」


「夫婦が別々の部屋にわかれる理由はないが？」


「わざわざ狭い部屋に一緒にいなくても空いている部屋を使ったらいいじゃない」


「相変わらずだ」


　ヴォルケイノーが楽しそうにそうこぼした。


　一方のミーティアは逆に不満が高まった


「なにが楽しいのよ」


「おまえが変わっていないからだよ。俺にここまで言うやつはめったにいない。ある意味新鮮で楽しい」


　ミーティアはイグナートたちのことを思い出した。


「あなたイーグさんやゴリさんになにをしたのよ」


　ヴォルケイノーは片方の口角をくいっと持ち上げた。


「聞きたいか？」


「結構です！」


「そうか聞きたいか、そこまで言うなら教えてやらないこともない」


「い、い、え。聞きたくありません！」


　ミーティアは腰に手をあててぷいっと横を向いた。


　そんなミーティアをいつのまにそばに来たのか、ヴォルケイノーが腰をさらって腕の中に囲った。


「遠慮しなくてもいいぞ」


「遠慮なんかしてないわよ」


　そんな不毛なやりとりをしていると扉がノックされた。


「ヴォル殿、先に入浴どうぞ」


　イグナートだった。


「わかった。今行く」


　ヴォルケイノーはあっさりとミーティアを開放して扉へと向かう。


　その途中でふとなにかを思い出したようにミーティアを肩越しに振り返った。


「先に寝ていていいぞ。とりあえず今晩だけは我慢しろ」


　そうして今度こそ部屋を出ていった。


　そういう言い方をされれは余計気になるものだ。ミーティアも例外ではなく逆に眠れなくなってしまった。


　いったいなにがあったのか。あれこれと無駄に考えているあいだに入浴を済ませたヴォルケイノーが戻ってきてしまった。


「なんだ、寝ていなかったのか」


「起きていちゃ困るようなことをするつもりだったの？」


「いや？　俺はどちらでも構わない。おまえのために言っただけだ」


「私のため？」


　まったく心当たりがないミーティアは眉をしかめた。


「やればわかる。起きているならそれはそれでいい。とりあえず服を全部脱げ」


　ミーティアは目と口をバカみたいに開いた。


「はあああ？」


「うるさい。口を塞いで服を脱げ」


「嫌よ」


「口で済んでいるうちにおとなしく従え。できないなら無理やり脱がせるぞ」


「やってみなさいよ！」


　売り言葉に買い言葉。だがミーティアは自分にまったく勝ち目がないことを忘れていた。ヴォルケイノーはあっさりとうなずいた。


「わかった。時間が惜しいからな。おまえがそれでいいならそうさせてもらう」


　そういった直後にはミーティアの目の前に立っており、立てた右の人差し指と中指を揃えて彼女の眉間を軽く突いた。


　するとどうしたことか急にミーティアの体が本人の意思通りに動かなくなった。ヴォルケイノーの「脱げ」という命令に従って体が勝手に服を脱いでいくのだ。


（なんで!?）


　声すら出ない。しかしヴォルケイノーはまた思考を読みでもしたのか会話は成立していた。


「おまえがそう言ったんだろう。今更取り消しを求めたとしても聞かない。そもそもおまえのミスなんだから少しは反省しろ」


　そう言ってミーティアの抗議を無慈悲に切り捨てたのだった。


 













    38.ゆだねる
    （ねえ、ヴォル、私が悪かったからやめて）


　ミーティアは体が勝手に服を脱ぎ捨てていくことに耐え切れずヴォルケイノーに懇願した。しかしヴォルケイノーの反応は一貫していた。


「聞かないと言っただろう。どちらにしろ状況が変わるわけじゃない。おまえが逆らえば逆らうほど長引いて恥ずかしい思いをするだけだぞ。つまりこのまま最後までやったほうがお互いのためだ。いいかげん観念しておとなしくしていろ」


（できるわけないでしょー！　だいたい裸にしてなにをしようとしているのよ！）


「説明するのは面倒だ。やればわかる。すべて俺に任せておけばいい」


　そうこう言っているうちにミーティアは一糸まとわぬ姿になっていた。


「寝台に横になれ」


　今やミーティアの体はヴォルケイノーの言いなりだ。


　寝台に裸体を横たえたミーティアのすぐそば――右のわき腹あたりにヴォルケイノーが腰掛ける。そうしてミーティアへと右手を伸ばしてきた。


（いや――ッ！）


　悲鳴と共にあれほどどこもかしこもまったく動かせなかったミーティアの腕がヴォルケイノーの腕をバシッとはたいた。


「触らないで！」


　術を気合いでほどいたミーティアが体を起こして逃れようとしたがヴォルケイノーのほうが早かった。ミーティアの両の手首を捕まえて寝台に押し付けると同時に体ごと上に乗りかかって重石替わりにしてとらえた。


　ヴォルケイノーは心底あきれたように肺が空になるのではないかというくらいに大きなため息をこぼした。


「おまえというやつは……」


「放してよ！」


「いいからおとなしくしていろ」


「嫌よ！　放して！」


「わめくな、頭に響く」


「ヴォルが悪いんじゃない」


「悪いのはおまえだ」


「私がなにをしたというのよ!?」


　ヴォルケイノーはミーティアとまっすぐ視線を合わせた。


「それじゃ聞くが、なぜおまえは体の中に毒を抱えたままでいるんだ？」


　ヴォルケイノーのその指摘を受けたミーティアは抵抗をやめた。


「どうしてそのことを……？」


「イグナートが言っていただろう『そこまでしなくても』と」


　それは森の中でヴォルケイノーと再開した時のこと。ヴォルケイノーがミーティアの三つ編みに口づけ、こめかみに口づけ、そして腕の中に囲い込んだ時にイグナートが言った言葉だ。


「あれはおまえの体を調べていたんだ」


　最初に髪に口づけた段階で気がついてはいたが更に詳しく調べようとして抱き寄せたところをイグナートに邪魔をされたというわけだ。


「どのみち排除するためには森では不可能だから屋敷に戻ってからやれと言っていたわけだ」


「イーグさんたちも気づいていたの？」


「あたりまえだ」


「でもなにも言われなかったわよ」


「しかしこうやって体内を巡らないように流れから取り出して随所にまとめているということはイーゴあたりにでもなにか教わっていたんじゃないのか？」


　たしかにイーゴリに言われてはいた。


『自分の体をほかの者に勝手に操られないようにするために』


『自身の全組織を把握しておけ』


　そんな風に課題を出されていた。


「知っていてもなにも言わなかったのは、それも自分で考えて身につけなくてはならない魔術魔法の一つだったからだ。イーグからの課題だった武術は及第を取れたようだが、イーゴの課題は未習のままだったということだな」


　ミーティアは目を伏せた。


　それはイーゴリに見捨てられていたということだろうか。


「それは違う。少なくともこうやって隔離はできていたわけだからさしあたっての問題はなかった。この状態がキープできているうちは介入を控えて俺が来るまでの時間ぎりぎりいっぱいまで学ばせていたということだろう。俺が来れば、俺が取り除くことはあいつらもわかっていただろうからな」


　ミーティアが目を開けてヴォルケイノーを見返すと、ただまっすぐに見つめてくる淡青色の瞳とぶつかった。そこにはよこしまな気配はかけらも見当たらない。ミーティアは白旗を上げるように完全に体から力を抜いた。


「それならそうと最初から言ってくれればいいじゃない」


「説明していれば素直に脱いだか？　ためらわずに？　そもそもおまえが未熟だったのが原因だろう」


　ヴォルケイノーの口が悪いのが原因だと思う、とミーティアは心の中で反論したが、たしかに課題をクリアできていなかったのは事実だったので口をつぐんだ。


「わかったら始めるぞ。恥ずかしければ目を閉じていろ。逆らわずに俺にすべてゆだねていればすぐに済む。いいな」


「……わかったわ」


　ミーティアは一度深呼吸をすると目を閉じた。


　暴れるミーティアを押さえつけるために乗り上げていた体を起こしたヴォルケイノーは、彼女の両腕も体の脇に添えるようにおろさせた。


　あらためてヴォルケイノーの手が伸びてくる。一瞬だけびくりと体を震わせたミーティアだったがすぐに体にこもった力を抜く。


　心の中で「逆らっちゃダメ」と何度も自分に言い聞かせていた。


　どんなふうにして毒を取り除くのか。その方法がわからないからこそ怯えて暴れてしまうのだが、ヴォルケイノーにそのへんの機微は理解してもらえない。そのことに少しだけ恨み言を思いながらミーティアはただ呼吸を整えることに意識を集中させようと努めた。


　結果的にはヴォルケイノーの右手がミーティアの体に直接触れてくることはなかった。頭頂部から順にかざしたままゆっくりと移動していく掌から放たれる魔力がミーティアの体に入り込み、彼女自身の能力では取り除けなかった毒を吸い上げていく。それは砂の中に混ざってしまったごく微量の砂鉄を、砂の上を磁石で撫でながら拾い集める行為に似ていた。


　これは素手で触られるよりも恥ずかしいかもしれないとミーティアは思った。手で触るということは肌の表面を撫でるということだ。しかしこの行為は体の中すべてを撫でられていることに等しい。


　知らずミーティアの呼気が熱を帯びてくる。


　ミーティアはなぜもっと早くに自力で解毒を習得していなかったのかと後悔した。


　まだようやく体の半分が終わっただけだというのに足先へとヴォルケイノーの視線が移った瞬間ほっと溜息をついてしまった。


　それにつられたのかヴォルケイノーの視線がミーティアの顔へと戻ってきて一瞬焦ったが、すぐに足へと向き直ったので内心ほっとした。


　そんなこんなで全身から毒を抜き取り終えたころにはミーティアは息も絶え絶えになっていた。


（恥ずかしすぎて死んじゃう……）


　疲労困憊したミーティアは終わったというのに服を着るどころか目を開けることもできなかった。


　そんなミーティアをあきれたのか、小さく苦笑する気配がしたと思ったら上掛けが被せられた。


（え……？）


　ミーティアがなんとか薄目を開けてヴォルケイノーを見返せば、彼は気配どおりに苦笑していた。


　薄目を開けたミーティアを見返して「あまり誘うな」とつぶやいた。


「な……のこと……？」


　なんのことかと問えばヴォルケイノーは小さく首を左右に振る。もういいとでも言うように。


　このままではどうにもすっきりしないので問い質すために体を起こそうとしたのだがまったくいうことをきかなかった。


（え？）


　もう一度試そうとしたミーティアの肩をやんわりと押さえて止めたのはヴォルケイノーだった。


「毒を隔離し続けるのは体に相当負荷がかかっていたはずだ。今は解放された反動で一気に疲れが出ているだけだ。今夜はそのまま寝ろ」


　ミーティアは視線を持ち上げてヴォルケイノーにあわせる。


（ヴォルは？）


「俺か？　俺はそこの椅子にでも座っている。今夜だけおまえの代わりに鍵の役目を果たしてやるからありがたく思えよ」


　そう言うとヴォルケイノーは言葉のとおりに移動して椅子に腰かけた。


（椅子？　一緒には寝ないの？）


　すでに二度経験があるミーティアはなにも考えずにそのせりふを口にしていた。


　ヴォルケイノーから盛大なため息が吐き出された。


「だから誘うなと言っているだろう」


（誘ってなんかいないじゃない）


「おまえは今の自分の状況がわかっているのか？　俺たちは正式な夫婦として認められている。手を出したところで誰も責めるものはいないんだぞ」


　そうでなくともヴォルケイノーを直接責めるものなどほとんどいないがそこはそれ。ただでさえそんな状況なのにさらには後押しする関係まで揃っていてはミーティアを擁護するものはいないだろう。


「以前も男を寝台に誘っておいてそんな気はないという言い訳は通用しないと教えただろう。もう忘れたのか？」


（……でもヴォルはなにもしないでしょう？　ひとりだけベッドでっていうのは落ち着かないのよ。それが嫌なら別の部屋のベッドで寝てちょうだいよ）


「今のおまえに魔力で鍵をかけるのは無理だろう。俺がほかの部屋からこっちの部屋を守護することはできなくはないが、どうしても弱まってしまう。殺されたくなければ今夜一晩わがままは押さえろ。これ以上とやかく言うなら抱くぞ」


（抱けるもんなら抱いてみなさいよ。どうせ口だけでしょ！）


　椅子に腰かけてミーティアの体から取り出した毒を結晶化したものを瓶詰めしていたヴォルケイノーは、彼女がたんかを切った瞬間動きを止めた。やがてゆっくりとそれでいてもったいぶるように持っていた瓶をテーブルの上に置くとおもむろに立ち上がった。


　そっと薄目を開けたミーティアの瞳が捕らえたのは無表情でこちらへと歩いてくるヴォルケイノーの姿だった。


（な……なによ……）


　先ほどと同じように寝台に腰かけたヴォルケイノーが手を伸ばしてくる。その手は今度はしっかりとミーティアに触れてきた。指先が顔にかかる髪を梳くようにしながら後ろに流していく。


「……ッ」


　ギュッと目を瞑ってミーティアは首をすくめた。


　そんなことはいっこうに介さずヴォルケイノーの指先は額から頬、そして首筋を撫でていく。指の腹、指の背、掌。ゆらりゆうらりと風が遊ぶようにその手指はミーティアを翻弄するように淡く強く肌を滑り流れていく。


　やがてその手は上掛けをめくりながら中へと入りこみミーティアの胸元へと降りていった。


「や……ッ」


　拒絶の叫びと共にミーティアは胸を守るように己の腕を交差させてヴォルケイノーの侵入を阻止した。


　そんなことはなんの障害にもならないというようにヴォルケイノーの指は胸のふくらみを伝い、頂を封じる腕を伝った。


　震えながら時折跳ねるミーティアの体を冷めた瞳で見つめながらヴォルケイノーが顔を近づける。


　鼓動を刻むその真上までくるとヴォルケイノーはミーティアの肌に痛みと共に紅いしるしを刻む。


「いッ！」


　もたらされた痛みに反射的に声をあげたミーティアは涙を浮かべながら許しを請うように、胸元に顔をうずめるヴォルケイノーの頭に抱きついた。


「ヴォルごめん！　ごめんなさい！　もう許して！」


　腕で隠していた胸を思いっきりヴォルケイノーの目前にさらすことになっているのだが、それよりもミーティアにとっては行為への恐怖のほうが勝っていた。ただやめてもらいたいという一心でそこまで思い至っていない。


　何度もそうやって謝っていると、ようやくヴォルケイノーの口からため息が落とされる。


「ヴォル……？」


　ミーティアがそっとヴォルケイノーの顔を覗き込もうとしたのだがいつのまにか腰を抱え込むように両腕を回されており叶わなかった。


　体を拘束する腕を見やってまたヴォルケイノーの顔へと視線を向けるミーティアを、銀糸の隙間から見上げてくる淡青色の瞳が捕らえる。


「すべてが終わったらたっぷりお仕置きをしてやるから覚えていろよ」


　ヴォルケイノーが言葉を発するたびに呼気がミーティアの肌をくすぐる。


「ねえヴォル、私が悪かったからもう放して？」


「断る。このまま寝ろ」


　そう言ってヴォルケイノーは早々に目を閉じた。


「え、だって私……」


　今のミーティアは一糸まとわぬ姿。しかも腰に抱きつかれ、露になった胸元にはヴォルケイノーの顔。こんな状態で寝られようはずもない。


「ねえヴォル……、こんな恰好じゃ、私寝られないわ」


　再び姿を現した、眇められた淡青色の瞳が妖しさを帯びる。


「さっきの続きをするか、このまま寝るか。どちらかを選べ」


　選べと言いながら、ヴォルケイノーは返事も聞かずに目を閉じるとミーティアの胸元に顔をうずめた。


　すぐに寝息がこぼれ始める。


　ミーティアはその様子をじっと眺めた。


（続きなんて……）


　できるわけがない。


　だからこそヴォルケイノーは答えを待たなかったのだろう。


　何気なく手にかかるものに目をやると、それはヴォルケイノーの銀髪だった。そっと指先ですくいあげ、ぱらぱらと落ちゆくさまを見つめる。それを数回繰り返したミーティアは静かに力を抜いて目を閉じた。


 













    39.淡青色の瞳
    　翌朝ミーティアに目覚めを促したのは扉を閉める音だった。


　寝起きの頭で、それでも昨日の出来事はすぐに思い出せたためミーティアはゆっくりと部屋の中を見まわした。


「ヴォル……？」


　そうして先ほどの扉が閉まる音を思い出した。


（出かけたのね）


　なぜかわからないが残念に思ってため息をこぼす。そうしてゆっくりと体を起こした。いまだミーティアはなにも身につけてはいない。体を見下ろせば昨夜ヴォルケイノーにつけられた紅い華が一つ胸元に残っていた。


　恐る恐るほかの部分に目をやる。そうしてなにもないことを確認したミーティアはほっと安堵の息をもらした。


　体のほうはもう大丈夫みたいだ。


　寝台を抜け出したミーティアは素早く衣服を身につけていった。


　本日の予定表はまだもらっていなかったのでミーティアはまず食堂へと向かった。どこも皆が集まるとなると食堂が使われていたのでそういう意識になっている。


　ヴォルケイノーもいつもミーティアが腰掛ける席の隣に座っていた。


　最初にミーティアに気づいたのはイグナートだった。


「おお、おはようさん。よく眠れたみたいだな」


「おはようティアさん、さすがだね」


　なにがさすがなのか。イーゴリの言葉はあいまいに流して、皆に挨拶を返した。


「おはようございます」


　そうしてざっと食堂の中を見まわした。


　なにか手伝えることはないかと思ったからだ。


「今日はなにをしましょうか？」


　けれど今日はなにもしなくていいということだった。


　イグナート曰く。ミーティアたちは明日ここを立つことになったから今日はその準備をおこなうようにということだった。


「明日……ですか？」


「ああ、そう聞いている」


「急ですね」


「ヴォル殿に聞かなかったのか？」


「ヴォルに？　いえ、まったく。初耳です」


　ミーティアとイグナートは揃ってヴォルケイノーを見た。


　ヴォルケイノーはしれっと答える。


「昨夜はこれの処理に時間を使って疲れたからそれどころじゃなかったってことだ」


　そう言いながらヴォルケイノーが懐から取り出したのは、昨夜ミーティアの体から取り出した毒の結晶を詰めた瓶だった。


　それをテーブルの上に置けば、部屋の隅から息を呑むような小さな音が。そちらへと視線を向ければフラーブルイの仲間の一人――ミチオールだった。


　ミーティアとヴォルケイノーとイグナートとイーゴリの視線を受けてミチオールは居心地悪そうに体を揺らしながら視線を逸らせた。


　ヴォルケイノーが瓶へと視線を戻す。


「これはティアにやろう。いつどう使うかはティアが決めればいい。ずっとティアの体内にあったせいでティアの魔力も帯びているから扱いやすくなっているはずだ。おまけでちょっと細工もしてあるから好きに使え」


　そう言って瓶をミーティアの掌に載せた。


「なににどう使ってもいいのね？」


　ゆっくりと意味深に確認すれば、ヴォルケイノーもにやりと笑った。


　伸ばした手でミーティアの頬を撫でる。


「ああ、おまえのやりたいようにやればいい」


　そう言って後頭部へまわした手でミーティアの頭を引き寄せて口づけた。


　イグナートがまたしても咳払いをする。


「ですからヴォル殿、目の毒ですから人前ではやめてくださいと言っているでしょう」


「なにをしているか知っていていうせりふではないな」


「知っているからこそ言っているんです」


　ヴォルケイノーは鼻で嗤う。


「おまえたちは奔放すぎる」


「あなたは過保護すぎます」


「そうか？」


　嗤いながらヴォルケイノーはミーティアへと手を伸ばした。掌を向けて誘う。


「来い、ティア」


　細められる淡青色の瞳。なにかをたくらんでいるような影をにじませてミーティアを見つめてくる。この眼に逆らってはならない。ミーティアはなぜかそんな風に思って、差し出された手にそっと己の手をのせた。


　手を引かれるままに歩み寄れば、ヴォルケイノーの膝の上に座らされる。


（ちょっとヴォル、こんなことする必要あるの!?）


　ミーティアの心の葛藤をよそにヴォルケイノーがこめかみに口づけてくる。それをミーティアはしかたなく目を閉じて受け入れた。


　ヴォルケイノーが宣言するように言う。


「唯一と定めた我が妻はそこまで愚かではないと思っているが、唯一であるがゆえのことだ。目を瞑れ」


（愚かで悪かったわね！）


　昨夜のことが脳裏によみがえってミーティアはわずかに顔をしかめた。


　『そこまで愚かではない』というのは決してほめ言葉ではないとわかっているゆえだったが、すぐに顔にでる癖は健在でしっかりとイグナートに見られてしまっていた。


　イグナートが吹きだすように笑う。


「たしかにそこまで愚かではありませんが、とても素直な奥方ではありますね」


「若いからな」


　ヴォルケイノーにはなんのダメージもないようだった。


　イグナートが苦笑する。


「はいはい、どうせ俺たちはもうおじさんですよ。ヴォル殿にはかないません」


　そう言って両手をあげて降参のポーズをとった。


　話に一応の区切りがついたところでイーゴリが口をはさむ。


「それじゃあ今日は荷づくりと荷物整理ってところですかね」


「ああそういうことになるな」


　ヴォルケイノーはイーゴリにそう返すと、いまだ腕の中に囲っているミーティアへ視線を向けた。


「とりあえず私服に着替えて借りていたその衣服その他もろもろを洗濯して明日には返せるように準備をする。それが今日のティアの仕事だ」


　ミーティアは解放された膝から降りてからヴォルケイノーに向き直った。


「わかったわ」


　そうしてまずは朝食をということで全員席についた。


　やけにヴォルケイノーが楽しげなことに妙な寒気を覚えつつ、ミーティアは言われたことを次々と片づけていった。


　そうして昼の食事を食べ終えたころ、外から聞き覚えのある女性の声が聞こえた。アンナとアリーナだ。彼女たちはミーティアの旅に必要なものを持ってきてくれたのだ。


「ティアさんお久しぶり」


　二人の変わらぬ挨拶を聞くのもこれが最後だと思うと思わず涙が出そうになったミーティアだったがぐっとこらえた。


「アナさんもリナさんもお久しぶりです。お二人とも元気そうでなによりです」


「ええ、私たちにはなんら問題はありませんわ。すべて神の導くままですもの」


　そうアンナが答えてくれたので、なんとか笑顔と言える表情で返せたのだとミーティアはほっとした。


「今日はティアさんに餞別をお持ちしましたの。さあご覧になって」


　アリーナが手で指し示す先を見たミーティアは目を見開いた。


　そこにあったのは荷物が載せられた馬車の荷台ではなく、馬車そのものが居間兼寝室といった感じの移動用の部屋になっていた。


「寝台の下には保存のきく食料を詰め込んであります。ほかにも生活に必要な品をいくつか揃えてあります。目的地まではこれでじゅうぶんまかなえるでしょう」


　手前の馬車がミーティアとヴォルケイノー用で、もう一台がフラーブルイたち用だ。


「ヴォルと一緒……」


　これからしばらくのあいだ昼夜同じ馬車で過ごすのだと思った瞬間ミーティアは頬が熱くなった。


「あら、ティアさん今更照れなくてもよろしいではないですか。おかわいらしいですね」


　アリーナがからかうようにそう言って笑った。


「おいおいティアさんなにを考えてるんだ？　馬車は一台じゃないぜ？　俺たちの中からも三人が別の馬車で同行するんだからな。合計三台での行程だ。いちゃいちゃできると思うなよー」


　豪快に大口を開けて笑いながらそう言ったのはイグナートだった。一緒に行くのはイーゴリとあと一人はよくフラーブルイたちの面倒を見ていた修道士だ。イグナートやイーゴリと比べるとやや細身であったがじゅうぶん筋肉はついており肌色は濃いめだが髪は金髪だった。名前はトビアス。愛称は特になく、みんなそのままトビアスと呼んでいた。


　フラーブルイたちが乗る馬車とイグナートたちが乗る馬車はミーティアたちとは違って一回り大きくそれぞれ三人分の寝台が用意されていた。馬は三人用が三頭で、二人用が二頭だ。いざという時は馬車を捨ててそれぞれが騎馬で移動できるように人数分用意されていた。


　実際に馬車を見ながらそうした説明を受けていたミーティアだったが、それも終わって沈黙がおとずれた際に意を決したようなアンナに名前を呼ばれて首をかしげながら彼女に向き直った。


「アナさん、どうしたんですか？」


　アンナは泣き笑いのような顔を浮かべていた。


「やはり行かれるのですか？」


　ミーティアは小さく苦笑しながらうなずいた。


「だって行くしかないでしょう？」


「ティアさんが行こうが行くまいがご両親の生涯になんら影響がないとわかってもですか？」


「アナ！」


　アンナを叱咤したのはアリーナだった。


　口を固めようとしたのだがアンナは小さく首を横に振った。


「もういいでしょう？　ティアさんが行っても行かなくてもご両親の生涯に影響はなく、世界が終末を迎え人の世に終焉がおとずれることに変わりはないのですから」


　はっきりとミーティアの両親に影響を及ぼさないと言い切ったアンナ。それはアリーナに対しての言葉であったが、この場にいるミーティアにも当然聞こえるわけだから二人に対して言ったことになる。


　そしてそれはミーティアの両親は人質になどなっていないから勇者として魔王のもとへ向かわなくともいいのだとはっきりと言ったことになる。


　ミーティアは俯いて足元に視線を落とした。


　それはもうずっと前から考えていたことだった。ミーティアがプレーリーにいた数か月間。ヴォルケイノーたちとリベルトの鍛冶屋にいた数か月間。コローメンスコエにいた数か月間。そしてここ森の屋敷にいた数か月間。これだけのあいだミーティアを監視し続けることが果たして可能なのかどうか。考えた結果、これはミーティアを村から出すための方便《ほうべん》なのではなかったのかと。


　口減らし。


　たぶんそういうことなのだろう。プレーリーにいたときも、高齢者を守るために比較的若くて体力のある者が食料を確保するために村を出てきていた。それも何人も。


　だからミーティアがどこかで逃げたとしても両親がどうこうということはないと思う。村に戻りさえしなければ。


　ミーティアがそれでもここまできて、そしてその先へ進もうとするのは。それは。


　そっと顔を持ち上げたミーティアはヴォルケイノーを盗み見た。


　それはたぶんヴォルケイノーの存在だ。


　銀の髪が後ろに流されているときはまっすぐに。前髪が垂らされているときはその隙間から鮮烈に。あの淡青色の瞳は『ミーティア』を見てくる。勇者ではなく、村を追いだされたかわいそうな少女でもなく、ただミーティアを。


　その瞳に蔑むような色が乗る瞬間を見るのが怖い。


　ミーティアがミーティアでなくなるのが恐ろしい。


　逃げればきっと最後の証明を自らが壊すことになる。


　だから。


　ミーティアはゆっくり顔をあげるとアンナを見返して淡く微笑んだ。


「それでも、私は行きます。使命だからではなく、両親のためでもなく、私自身のために」


　力強い宣誓などではなく、弱弱しい囁きにも等しいくらいの声だった。それでもたしかにアンナのもとへ、そして彼女たちの会話に聞き耳を立てていた者たちのもとにその声は届いていた。


 













    40.雪のように
    　旅立ちを祝福しているのか。それともはばもうとしているのか。


　結局夜はヴォルケイノーの言葉どおりにミーティア一人で就寝して目覚めた翌朝。


　外に出てみれば朝焼けによって赤く染まる雪が舞っていた。


　一気に冬らしくなっている。


「雪……」


　吐く息が白くなっていると気づいたのは幾日前だったか。そうこうしているうちに例年より早く冬はおとずれ、ヴォルケイノーも教会から受注した品々を届けにやってきた。


　それとは別にミーティアたち用の馬車やもろもろの必需品を揃えたのもヴォルケイノーたちだ。アンナとアリーナは聖下からの指示を受けてそれを持ってきただけにすぎない。


　そっと手袋をはめたままの掌を差し出して雪を受け止めてみる。


　受け止めたように見えても感覚は伝わらず、雪もやがて融け消えてただの水滴がかろうじて残るのみ。受け止めた事実は目をとおして直接見たというただそれだけでしかない。


　証拠といえるものは手袋に残るまだらな水玉模様だけだが、それでは雨と雪の違いまでは証明できない。ましてやそれ以外のものだと言われても説得するだけの材料はない。今降っている雪がやんでしまえば状況証拠すらなくなってしまうのだ。


　見えているのにあやふやなもの。まるで――。


「なにをしている」


　振り返ったミーティアの視線の先では、腕を組んで出入り口にもたれかかっているヴォルケイノーがいた。


「雪が……」


　言いかけて、けれどもミーティアはなんでもないと首を振る。


　見えるのに捕まえられなくて。触れたはずなのにとらえどころがない。いったん吹雪けばこちらの意思はお構いなしで積もりゆく。まさに雪はヴォルケイノーみたいだと思ったことを本人を前にしては口にできなくて口をつぐんだのだ。


　ヴォルケイノーはしばらくなにかを待っていたようだが、あきらめたように組んでいた腕をほどくとミーティアに中へ入るように促した。


　ミーティアが屋敷の中に戻るとヴォルケイノーが腕をつかんで顎を持ち上げる。そして強引だけれど触れるだけの口づけが落ちてくる。


「今は誰も見ていないわよ？」


　いつものパフォーマンスだと思ってミーティアはそう言ったのだが、ヴォルケイノーはあきれたように片眉を持ち上げただけでなにも言わなかった。ただミーティアの腰に腕を回して食堂へとエスコートした。


「ねえヴォル、いったいなにをしているの？　こんなことする必要あるの？　説明してくれないと私はなにもわからないんだけど」


　そっと訴えてみたのだが、ヴォルケイノーから返ってきたのは「自分で考えろ」という正しくも冷たい一言だけだった。


　ミーティアはやはりため息をこぼすことしかできなかった。


（やっぱりヴォルは雪だね）


　じっくりと検分したくてもさせてもらえない。そのくせ存在だけは強烈に示す。いや本人はそのつもりはないのかもしれないが、その存在感がどうあっても見過ごすことを良しとはさせてくれないのだ。


　朝食を済ませると旅立ち組は早々に支度を整えて馬車に乗り込んだ。


　居残り組三人も、食料や薪などのもろもろの生活必需品をすべて荷馬車に積み込んであるので、片付けが終わり次第コローメンスコエに持ち運ぶことになっている。冬のあいだはこの森の屋敷は封鎖して三人はコローメンスコエで過ごすのだ。


　御者台に座るのは耳あて付きの帽子にスキー用ゴーグルとマフラー、そしてドゥブリョンカと呼ばれる裏が毛皮になっているなめし革のコートやしっかりした裏地付きの革の手袋といった防寒着一式を身につけたヴォルケイノーとイグナートとミチオール。御者の役目は休憩ごとに交代することになっているがとりあえずはこの三人によって旅は始まった。


　ミーティアはとりあえず中で次の食事の用意をしていた。野菜の皮をむいて食べやすく火が通りやすい大きさに切って下準備を整える。


　予定ではおよそ二十八日の行程だ。そのあたりを考えて食材を使っていかなくてはならない。とはいえ一食がこのくらいだから総量はこれだけといった感じで準備はしているので一回に使う量を間違えなければさほど神経質になる必要はないだろう。


　馬の替えがないため、最初から負担をかけないように頭数を増やして日数を多めに見積もって準備しているのでむしろ予定よりは早く着く可能性のほうが高い。予定通りのほうが馬にとってはベストなので不必要に急ぐこともしないが、少々遅れたところで慌てることもない。かなり快適な旅になると思われた。


　しかし予期せぬ出来事というものは往々にして油断した隙間をついてくるものである。


　最初の休憩地点で昼食を食べようとしていたミーティアはあっけにとられて口に運ぼうとしていたスプーンを持つ手を止めた。


「は？」


「は、じゃないだろう。俺たちの昼飯はどこだって聞いてるんだよ」


　ミーティアはヴォルケイノーを見て、イグナートたちを見てから発言者であるフラーブルイへ視線を戻した。ほかの者は知らんぷりを決め込むつもりのようで食事の手を止める気配が欠片もない。ここはミーティアが相手をするしかないようだ。


「食材も調理用具も必要なものはすべて馬車に積んであったはずだけど」


　なにをいまさらなことを言っているのだろうとミーティアは首をかげた。


　万が一ほかの馬車とはぐれた場合を想定して、旅に出てからはそれぞれの馬車に用意している物はその馬車に乗車している者たちだけで使うように言われているのだ。でなければ万が一の事態が起こった際に、優先的に消費された馬車に乗り合わせた者たちだけが危機的状況に追い込まれてしまうことになる。不公平はいけないということで馬車ごとに食事等の支度をおこなうようにとミーティアは出発前にイグナートから指示を受けていた。


　その旨を伝えればフラーブルイは拳を握りしめて険しい目つきになった。


「なんだそれはっ、俺たちはそんな話は聞いていないぞ」


「私に言われても困るんだけど」


　ミーティアはイグナートのいうとおりだと思って素直に指示に従っているだけだ。


「じゃあ俺が許すから、俺たちの馬車に積んである材料を使ってくれてかまわないからお前らのと一緒に作ってくれよ」


　いったいなにが言いたいのか。ミーティアは侮蔑も露な半眼でフラーブルイを見返した。


（俺が許すときたよ。なにこの勇者坊ちゃん。しかも馬車の代金すら払ってないくせに俺たちの馬車ときたよ）


　ちなみにミーティアは修行中に狩った動物たちをいったんイグナートに買い取ってもらって、その中から屋敷への滞在費を払っていた。もちろん労働力でまかなえるものは先にそちらで清算したうえで不足分を金銭払いにしている。馬車に関してはヴォルケイノーと折半だが、ちゃんと自分の分は自分で支払っていたし、馬車も含めて北磁極到達までに必要な物品の代金は手配したヴォルケイノーにすでに全額支払い済みだ。全部合わせるとほぼ全財産をつぎ込むほどの金額で冷や汗ものだったが借金は一切ない。


　かたやフラーブルイたちはというと、屋敷での滞在費及び馬車関連費、それからその後の北磁極へ至るまでの必要経費のあれこれの一切を支払っていない。しかも三人分丸々。すべてヴォルケイノーが肩代わりしているようだがいったいどうするつもりなのか。


　ちらりとヴォルケイノーへ視線を向ければすでに食べ終えていた。


　ミーティアの視線に気づいたヴォルケイノーの口元が緩い弧を描く。


（これは相当ぼったくるつもりかしら？　ああぼったくりじゃなかったわ。正当な利息というやつね）


　内心でうなずきながらミーティアが中断させられた食事を続けようとすると、しびれを切らしたのかフラーブルイが声を荒げた。


「なにをやってる!?　人のことを無視して勝手に食べるんじゃない！　俺たちの食事を作れと言ったんだよ！　おまえはそのために連れてこられたんだろうが！　ちゃんと働けよ！」


　どうやらミーティアは賄い方とでも思われていたようだ。


　食べようとして持ち上げていた器を再び膝の上に下したミーティアは盛大なため息をついた。


「なんだその態度は。わかったならさっさと支度を始めろ」


　ミーティアはあらためてヴォルケイノーやイグナートたちを見まわした。全員食事を終えているが、あからさまに傍観者的態度でにやにやしながら眺めているだけだった。


　やれやれといった感じでもう一度息を吐き出したミーティアはおもむろに立ち上がると彼らの馬車へと向かって食材を四人分取り出すと手早く調理していった。短時間でできる野菜スープだ。


　出来上がった野菜スープを器に取り分けると、ミーティアはフラーブルイたち三人分の器にだけ小さな欠片を落としていった。


「さあできたわよ。どうぞ」


　すべて彼らの目の前でおこなったため、彼らも自分たちの食事にだけなにかが入れられたことを知っている。


　じっと器を見つめる彼らを放置してミーティアは自分の野菜スープをさっさとお腹におさめた。


「おい」


　フラーブルイのぞんざいな呼びかけは無視する。が、彼はしつこく呼びかけてきた。


「おい！」


「うるさいわね。作ったんだから文句ないでしょ。さっさと食べなさいよ」


「……なにを入れた」


「なんのことよ？」


「最後になにを入れた!?」


「いちいち怒鳴らないでくれる？　なにを入れたかだなんて今目の前で見ていたでしょ？　これに決まっているじゃない」


　ミーティアが差しだしたのは以前ヴォルケイノーに渡された毒の結晶がはいった瓶だった。


 













    41.毒のスープ
    　ミーティアが瓶をフラーブルイの前に差し出した瞬間、全員が無言でその瓶を見つめた。こうなることは予想済みだったので特になにを思うでもなくミーティアはテーブルの中央にそれを置いた。


　特にフラーブルイとミチオールとインツーは信じられないと言った感じで、視線がミーティアと瓶を何度も往復している。自分たちがミーティアに服用させた毒を、今度は逆に食べさせられようとしているのだからさもありなん。しかも隠すことなく堂々と。


「本気か……？」


　恐る恐るミーティアに訊いてきたのはめずらしくミチオールだった。フラーブルイはただ口をパクパクと開閉させているだけで言葉にならないようだった。


「ええ、私はいつでも本気よ。さあ遠慮なく食べてちょうだい」


　口元だけで笑みながら告げれば、ミチオールは片頬をひきつらせながら仰け反った。


「どうしたの？　無理やり私に作らせたのはあなたたちでしょ？　まさかいまさら食べられませんだなんて男らしくないこと言わないわよね？」


　ミーティアは腕を組むと半眼で三人を見返した。


「さあどうぞ。あなたたちが欲しがっていたものよ。女というだけで勝手にまかないと思い込んで私のことをこき使ったんだから相応の報酬としてきっちり食べきってもらいましょうか」


　フラーブルイは唾を飛ばすようにしながら叫んだ。


「こんなもの食えるわけないだろう！」


「あらどうして？」


「どうしてもこうしてもあるかっ。毒が入ったものを食べさせようだなんて、やはりおまえは人間なんかじゃないだろう！」


　その一言にミーティアの顔から形ばかりの笑みが消えた。残ったのは冷たく眇められた瞳だけ。


「じゃあその毒入りの食事を私に食べさせようとしたあなたたちはどうなの？　あなたのその言からすると、私よりもあなたたちのほうが魔だということになるわね」


「俺たちは勇者だぞ」


「勇者というのはなにもしていない少女を襲ってもいいの？　毒を飲ませてもいいの？　私は生まれ育った村を追いだされて旅をしていただけよ。それだけの人間を勇者なら殺してもいいというの？　ただでこき使ってもいいというの？　そもそもあなたたちは馬車の代金もなにも払っていないじゃない。お金を払い終わるまではすべての品物は料金を立て替えているヴォルのものよ。あなたたちのものじゃないわ」


　その時ちょうどいいとばかりにヴォルケイノーが割り込んできた。


「そういえばそうだったな。いつ請求しようかと考えていたんだがちょうどいい」


　そういってヴォルケイノーは一枚の紙を取り出してフラーブルイに手渡した。


「これが屋敷の滞在料と馬車を含む北磁極までの旅の装備一式の請求書だ。早急に払ってくれよ」


　フラーブルイたちはそれを見た瞬間目をむいた。


「こんな金額払えるわけがないだろう！　それに俺たちは勇者だぞ。滞在費ってなんだよ!?」


「滞在費は滞在費だ。個室代に食事代、その他もろもろ。宿ではないが宿扱いしたのは君たちなんだからあたりまえだろう」


　フラーブルイはミーティアを指差した。


「こいつには請求しないのかよ!?　それこそ不公平だろう！」


「我が妻をこいつ呼ばわりしないでもらいたいな。それに失礼だ。ティアは屋敷の滞在費も旅の費用も全額支払い済みだ」


　ビジネスに私情を挟まないヴォルケイノーは妻だからといって減額などしていない。フラーブルイたちと同額を請求していた。


「彼女は自分一人の力でお金を稼いで支払った。さすが我が妻だ」


　ヴォルケイノーは片頬を持ち上げるようにしてにやりと笑った。


「それでいつ支払ってもらえるんだ？　面倒事は嫌いなのでね、早急に全額一括で返済してもらいたいのだが？」


「あるわけないだろう！　こんな金額っ」


　ヴォルケイノーはふむと言いながら顎に手をあてて考え込んだ。


「払えなければ窃盗罪か詐欺罪で教会に引き渡すしかないが……」


　警察などという組織は神災後の現在ではどこにもない。すでに国すら機能しなくなって消えてしまっているので雇い主がいなくなった以上公務員などというものも存在しない。代わりに教会が罪人の対応をおこなっていた。


　修道士であるイグナートたちを振り返ったヴォルケイノーが問う。


「さてちょうどここに三人の修道士がいるわけだが、こうした場合はどう対処すればよろしいかな？」


　瞳の中に楽しげな光を宿して下手な役者のように大げさに投げかければ、イグナートはやれやれといった感じで頭を掻いた。


「それは神父以上の役についているものの役目だが……まあそういうわけにもいかないか。そうだな。目の前にあるそのスープを飲み干せば屋敷の滞在費はチャラということにしてもいい」


「それでも修道士か！」


　どこまでも吠えてくるのはフラーブルイだ。彼は自身の立場をいっこうに理解できないようだ。


「それが嫌なら金を払えばいいだけのことだ」


　イグナートはただ冷静にそう返しただけだった。


　ミーティアはしばらくヴォルケイノーやイグナートたちを見ているうちにだんだんと気持ちが落ち着いてきた。


　すぐにかっとなるところは直したほうがいいのだろうが、これがなかなかうまくいかない。


　ふぅっと息を吐き出すとミーティアは片づけを始めた。


　まあだんだんばからしくなってきたというのもあるし、実際出発までには片付け終えている必要もあった。


　ミーティアが動き始めればそれを見たイーゴリやトビアスも立ち上がって手伝いに来てくれたので自分たちの分は早々に片がついた。あとはフラーブルイたちの前に置きっぱなしの器類。


「どうしたの？　せっかく作ったのに冷めてしまったじゃない。つくづく人の行為を無にする人たちね」


　ミーティアはフラーブルイの前に置いた器を持つと、ぐっと彼の口元に押し付けた。


「片付かないわ。さっさと食べてちょうだい。ほらあなたたちも」


　最後はミチオールとインツーへ向けて言う。


「あなたたちだって魔法魔術は使えるんでしょ？　私が無事だったんだから死にはしないわよ。よかったわね、殺人犯にならずに済んで。死ななかった私に感謝して欲しいわ」


　さあ、と言いながらさらに押し付ければ、すさまじい形相でミーティアを睨みつけながらフラーブルイがようやく手を持ち上げて器をつかんだ。そのまま一気にあおる。


　それを見たミチオールとインツーも覚悟を決めるように一度唾を飲み込んでから、一気に毒入りスープをあおった。


　そうして全員がようやく空になった器をテーブルに投げ出した。


　と、突然三人が顔を真っ赤にしてげほげほと咳き込み始めた。


　そっとヴォルケイノーのもとへ移動したミーティアは彼に耳打ちした。


「ヴォル、あの毒になにをしたの？」


　ヴォルケイノーはにやりと笑んだ。


「なに、死んでもらっては代金の回収ができないからな。反省も兼ねて一日苦しんでもらおうと思って世界で一番辛い香辛料の成分に変えておいただけだ。つまりあの結晶は毒ではなくただの香辛料でしかない。もっとも人によっては死ぬこともないわけではないが、あくまでもただの調味料だ」


　ただし量がかなり多かったので一日でおさまるかどうかはわからない。そういいながらヴォルケイノーが楽しげに笑う。


　この解説は当然フラーブルイたちも耳にしていたはずなのだが果たしてきちんと理解できていたのかどうか。


　とても会話ができる状態ではないほどにむせこんでいる。


　なるほどとうなずいたミーティアは彼らのことなど放置してさっさと後片づけに励んだ。


　ヴォルケイノーがゆっくりと立ち上がりフラーブルイたちのもとへと歩み寄る。


「これで屋敷での滞在費はあらためて修道士からもらうとして、残りの諸費用だ。もうしばらく支払いは待ってやるから今後はしっかり働いて金を稼ぐことだな。旅のあいだもその気になればいくらでも稼ぎようはある」


　自分たちの身の回りのことは自分たちでおこなうのは当たり前のことだが、それとは別に益を得ることを考えろとヴォルケイノーは言った。


「それから今後我が妻をまかない扱いしたり暴言を吐いたりしないことだ。おまえたちとこれとはまったく同じ立場なんだからな」


　フラーブルイは未だ涙目で激しく咳き込みながらもヴォルケイノーの話を聞いていたようだ。やや顔を持ち上げるようにして聞き返してきた。


「なに……が？」


「フラーブルイ。おまえもティアも同じ勇者候補だということだ」


　フラーブルイはひと時状況を忘れたように目を見開くとミーティアを呆然と見つめた。


 













    42.馬車の旅
    「勇者候補……？」


　フラーブルイの問いに肯定を返したのはヴォルケイノーだった。


「そうだ。おまえもまだ勇者候補でしかない。『最後の勇者』の称号は最終的に魔王を倒した者のみに与えらえる」


　何度も咳き込みながらそれでもフラーブルイはヴォルケイノーを見上げた。


「候補？」


「そうだ」


　それ以上は再び増してきた重度の咳によってフラーブルイはその場にうずくまった。


　そんなフラーブルイを見下ろしてヴォルケイノーは冷たく言い放つ。


「俺はそもそも気が長いほうではない。今後は己の立ち位置を考えながら行動することだ。次に我が妻になにがしでかせば今度は俺が相手だ。一瞬であの世に送ってやる」


　そうしてヴォルケイノーはイーゴリに目をやった。


「イーゴ、こいつらを馬車の中に放り込んだらおまえが御者をしろ」


　ヴォルケイノーの命ともいえる言葉を受けてイーゴリたちがいっせいに動き出す。あっというまにその場が片付いて出発となった。


「ティア、乗れ」


　今のヴォルケイノーには誰にも逆らえない。逆らった瞬間攻撃される。そんな気にさせるなにかを発していた。


　ミーティアも例外ではなく小さくうなずくだけで馬車へと乗り込んだ。扉を閉めてベッドに腰掛けたところでようやく大きく息を吐いた。


「恐かったわね……」


　今度はなにがスイッチを押したのか。


　ヴォルケイノーは時折そうした闇ともいえる気配をまとうことがある。


　誰も指摘しないが、イグナートたちが言っていたことはたぶんそういうことだと思う。だからヴォルケイノーの妻となったミーティアに対して憐れむような尊敬するようなそんな目を向けてくるのだろう。


　もう一度息を吐き出してミーティアは自身の両の手を持ち上げて見る。


　左右の薬指に嵌っているのはヴォルケイノーにもらった結婚指輪。


　ふと左の指輪に手をかけて、そこでミーティアは動きを止めた。


　指輪から手を放して、ミーティアは倒れこむようにしてベッドに横になった。


「どうしてかしら？」


　ただデザインをじっくり見るためだけでしかないのに、指輪を外すことができない。


『外すなよ』


　ヴォルケイノーの声が耳元でこだまする。


　手の甲を両の瞼の上にのせるようにして光を遮ると、幻聴を振り払うように数回深呼吸をした。


「外さないわよ」


　小さくつぶやいたミーティアはおもむろに体を起こす。そして夕飯の下準備に取りかかった。


　移動中はずっとヴォルケイノーが御者を務めるのでミーティアは逆に常時馬車の中にいることになる。食事の下ごしらえを終えればあとは魔術魔法の訓練が待っていた。ヴォルケイノーから出された課題は炎や風を使って馬車の中を人が生活するために最適な温度に保つこと。ただし食料品を腐らせないように貯蔵庫だけは冷やしたままにしておく。万が一失敗して食料品をダメにしないためにためにヴォルケイノーが最低限の保険をかけているのだが、それを言えばミーティアの訓練にならないため彼女は知らされていない。失敗すれば餓死や丸焼けもありうると思いながらおこなうほうが刺激となって緊迫感を増長させるので効果も高い。


　事実短期間でのレベルアップに繋がっていた。


　結局この日はフラーブルイたちは馬車の中で倒れたままだったので、夕飯と野営の準備はミーティアたちだけでおこなった。


　落ちている枝葉を集めてくると炎を呼び出して火をつける。ミーティアもこのくらいはすんなりとできるようになっていた。


　そうして夜。


「もう少し奥に寄れ」


「どうしてベッドが一つしかないの？　ほかの馬車は三つあるのに」


「だから夫婦をわざわざ別々に寝させようとするものはいないといっているだろう。そんなことをすればやっかんでいるのだと陰口をたたかれるだけだからな」


　たしかにほかの馬車に備え付けられている寝台に比べれば広いのだ。二つ分合わせたくらいの広さはある。スペース的には離れていてもくっついていても同じなのだが気分的には天と地ほどの開きがあった。


「これ以上ダダをこねるようなら強硬手段に訴えるぞ」


　強硬手段。


　普段から実行しているヴォルケイノーがわざわざ宣言する。その意味。恐ろしすぎる。


　ミーティアは早々に白旗を上げた。


　寝台の奥側には毛皮がかけられており、外からの冷えを少しでも食い止めるべく工夫されていた。


　奥に行けと言われたミーティアがその毛皮に張り付くようにしていると背後からあきれたようなため息が落とされた。


「なぜそう極端なんだ」


　そうして寝台に上がってきたヴォルケイノーに簡単に抱き寄せられたと思ったら、そのまま抱え込まれてしまった。


「ねえヴォル」


「なんだ」


「どうしてこの体勢？」


「離れていると隙間風がはいって風邪を引くだろう」


　それはない。


　ミーティアは心の中で反論した。


　ミーティアだって自分の体の周りを微熱風で囲って体温を保つことができるのにヴォルケイノーにそれができないはずはない。むしろヴォルケイノーであれば馬車ごと余裕で囲い込めるだろう。実際馬に対してもなにかやっているようで、いっかな寒さを感じている様子はなかった。ヴォルケイノー自身が防寒着をまとっているのは、万が一ほかの者に見られた時に下手な警戒心をもたれないようにするためでしかない。皆が皆魔術魔法を使えるわけではないのだ。


　厚手の毛布に二人一緒にくるまりながら眠る馬車での最初の夜。


（あ……）


　温かい。


　ヴォルケイノーの胸元に抱き込まれたミーティアはひととき言葉が途切れた静寂の中で背中から伝わる温もりを感じていた。


「どうした」


　急に黙り込んだからか、いぶかったヴォルケイノーがさらにミーティアに身を寄せてきた。


「なんでもないからあまりくっついてこないで」


「どうしてだ」


　どこか楽しげな声音。言葉どおりきっとミーティアが困っている姿を見て楽しんでいるのだろう。悪趣味だ。


「……寝られなくなるから」


　適当に答えればヴォルケイノーに小さく笑われてしまった。


「そういいながらおまえはいつもしっかりと寝ているがな」


　ミーティアが拗ねたように口を尖らせると、頭頂部に温もりがそっと触れて離れていった。


「おとなしく待っていろと言ったのに、聞かなかったおまえが悪い」


「え？　いつそんなことを言ったのよ？」


「いやいい。どちらにせよ済んだことだ」


　もう寝るように言われて、ミーティアはあきらめて目を閉じる。話をごまかすのはヴォルケイノーが答える気がないときの癖だ。


　およそひと月。毎晩この状態が続くのかと思えば出てくるのはため息ばかり。


　けれど実際のところもう何度もこうやって同じ寝台に眠ったことがあるミーティアはさほど抵抗があるわけではなかった。


　わがままを言ったところでどうなるものでなし。力を抜けばあっというまに眠りへと旅立つ。


　実際のところヴォルケイノーがミーティアに無体を働くとは思っていない。それにもしヴォルケイノーがその気になれば、ミーティアには力でも魔術魔法でもまったくかなわないのだ。結局ミーティアが貞操を守れるかどうかはヴォルケイノー次第ということになる。


　寝た子を起こさない。


　ただその一言に尽きるが、だからこそそこのところを間違えさえしなければヴォルケイノーの腕の中は安全な場所であることも確かだった。


　フラーブルイたちはさすがに性根を入れ替えたのか、起き上がれるようになってからは自分たちのことは自分たちでおこなうようになった。


　それとは別に、ミーティアがやっているように薪になりそうな木々を集めたり狩りをしたりといったこともおこなって日銭を稼ぐようにもなった。


　そんな風に初日以外はなんの問題もなく過ぎた馬車での旅。


　おかげで予定どおりに行程が進みミーティアたちは無事に北氷洋沿岸の町へとたどり着いた。


 













    43.口づけの意味
    　ミーティアたち一行がたどり着いた北氷洋沿岸の町はセヴェロドヴィンスクというかつて造船所や潜水艦の基地などがあった要港だった。


　このセヴェロドヴィンスクで宿をとって数日過ごすことになっている。北氷洋はすでに凍っているが、やはりその上を移動するとなると天候等にも気を遣わなくてはならない。最適な日をここで待つのだ。


　セヴェロドヴィンスクから北磁極までおよそ二千七百キロメートル。コローメンスコエ近くの屋敷からセヴェロドヴィンスクまでの距離のおよそ三倍の距離がある。そこを犬ぞりで走り抜けるのだ。


　神災前におこなわれていた過酷さで知られる長距離犬ぞりレース「ユーコンクエスト」では千マイル（およそ千六百キロメートル）を優勝者は十二日ほどで走破していた。


　しかし素人であるミーティアたちはそんな速度で移動することは無理だ。三倍いや四倍はみていたほうがいいだろう。およそ七週間の旅になる。


　大きめの犬ぞり用のそりに食料や水、毛布やテントなどを積んでいくのだがそれだけの長期間となるとやはり量が多い。もちろん食料は犬の分も必要になる。


　そしてここから先はイグナートとイーゴリが抜けて六人になる。三台の犬ぞりに二人ずつだ。そりの上に荷物と一緒に一人が乗り、もう一人がマッシャーと呼ばれる犬ぞりの御者を務めるのだ。荷物を積んだそりの後ろ側に立って犬を操る。


　右へ曲がれは「ジー」。


　左へ曲がれは「ハー」。


　まっすぐ進めは「ヘッド」。


　止まれは「ウォー」。


　全員がマッシャーの役を務められるように一応の教習を受けた。このあたりは小さな犬ぞりレース用のコースがいくつかあって体験もできるようになっているので、そうしたところで何度か練習を重ねる。


　犬は万が一怪我や病気などで走れなくなったらその都度外せるように、それぞれのそりに最大の二十頭を揃えた。


　馬車はイグナートたちが乗って帰る一台だけを残してあとは売り払っている。


　トビアスはミーティアたちを北磁極まで案内した後は犬ぞり三つを繋いでセヴェロドヴィンスクまで持ち帰ったあと、その犬ぞりを売り払って騎馬用の馬に買い替える予定となっている。その馬でコローメンスコエへ一人で帰るのだ。


　そうして二週間ほどが経った日にようやくトビアスから明日出発しましょうと発表があったのだった。


　宿の一室に集まった皆を代表してヴォルケイノーが確認をとる。


「もう大丈夫なのか？」


「ええ。一応確認に走ったこの町の者たちがじゅうぶんな厚みになったと言っておりましたので」


「わかった。では明日の朝、日の出とともに出発ということでいいか？」


「ええそれでいいでしょう。そろそろ犬のほうも走りたがっていますのでちょうどいいかと」


　そうして本日は最終チェックと最後となる入浴を済ませて明日に備えた。


　北極圏はそろそろ極夜《きょくや》だ。一日中太陽が昇らない極夜。そして北磁極までの行程のほとんどがこの極夜での移動になる。極夜の利点といえばオーロラがきれいに見えることくらいだろうか。


　そうして翌朝、日の出とともにミーティアたちはセヴェロドヴィンスクをあとにした。


　ミーティアとヴォルケイノー。フラーブルイとミチオール。インツーとトビアス。この三組に分かれて犬ぞりに乗り、まずは後者がマッシャーの役を担った。


　案内役のトビアスがマッシャーを務める犬ぞりを先頭にミチオール組、ヴォルケイノー組と続く。


「ヘッド！」


　トビアスの掛け声によってミーティアたちは続々と北氷洋へと足を踏み入れた。


　ほかの組がマッシャーを交互に担当しているにもかかわらず、ヴォルケイノーだけは交代することなく一人でずっと務めていた。


「ねえ私も代わるわよ？」


「必要ない。そんな暇があったら魔術魔法の練習をしていろ」


　そんな会話を数回しただけでミーティアはヴォルケイノーを説得することをあきらめた。


　たしかに魔術魔法の練習は必要なので、最後尾にいることをこれ幸いとあれこれ試してみている。ヴォルケイノーからのアドバイスももらうことができてなかなか有意義に過ごしながら十日が経過した日のことだった。


　極夜に入って日が昇らないまでもだいたいの時間は星の位置で把握できている。そして極夜だからこそ日の出・日の入りに左右されにくく照り返しに視界を焼かれることもない。むしろ六時間走って六時間休むという最適な配分を維持できて助かっているぐらいだ。


　順調に旅を続けていた一行を襲ったのは、浮氷内部で物理爆発でもしたかのようにびりびりとした突き刺さるような振動が波状に拡散する変異だった。


「ウォー！」


　トビアスの掛け声でいっせいに犬が足を止める。ミーティアたちは振動の発生源へと目を向けた。


　かなり距離があるのではっきりとはしないが、砕かれた大量の氷の破片らしきものが煙状になって空高く立ちのぼっているようだった。


「どうします？」


　トビアスがヴォルケイノーに問う。誰が見てもこの中で主導権を握っているのはヴォルケイノーだった。こうした事態に冷静に判断を下せるのも彼ただ一人だろう。トビアスはただの案内人でしかない。しかも困惑した様子から彼をもってしても見たことも聞いたこともない事態が起きていることは確かだ。


　ヴォルケイノーはそりを降りるとミーティアにマッシャーを務めるように言った。そうして荷物の中から一人用のそりを取り出す。


　その後の展開は読めていたが、それでもミーティアは確認の意味で尋ねた。


「ヴォルはどうするの？」


「俺が一人で様子を見てくる。おまえたちはこのまま予定通りに旅を続けろ」


　そうしてミーティアたちが乗っていたそりを引いていた犬の中から四頭を外してヴォルケイノーが乗る一人用そりに繋いでいった。


「トビアス、あとは任せた。俺のことは待つ必要はない。適当に追いかけるからおまえたちはこれまでと同じペースで進んでくれ」


　そのほうが追うのも楽だと言われて、トビアスとミーティアはうなずいて了承を返した。どうせこちらがなにを言おうが聞くヴォルケイノーではない。ならば彼の邪魔をしないようにしていたほうがいい。


　そうしてヴォルケイノーは氷晶雲のような白い煙を立ちのぼらせている場所へと向かっていった。


（気をつけて）


　ミーティアはヴォルケイノーの背中に声なき声をかけた。


「さあ我々も出発しましょう」


　トビアスが犬たちに合図を送り、ミーティアたちは再び犬ぞりの旅へと戻っていった。


　やがて休憩時間を迎えたミーティアたちは犬に食事を与えてから自分たちの食事へととりかかった。


　いつものようにトビアスから渡されるウオッカ入り茶を食後に飲んだら、そりごとに用意している移動用簡易テントの中で仮眠をとる。


　幾度も繰り返してきた中でありながらミーティアは今回初めて寝入りばなに他人の気配で起こされることになった。いつもそばにいるヴォルケイノーは現在いない。にもかかわらずミーティアのテントに侵入してきた者。ミーティアはなぜか思うようにならない体をいぶかりながら必死で薄目を開けた。


　果たしてそこにはトビアスが立っていた。


「おや？　まだ起きていらしたのですか。眠っていれば苦しまずに済みましたのに」


「な、にを……」


　いったいなにを言っているのか。


　そして自分の体はなぜこうも動かないのか。


　ミーティアの混乱している思考そのままにシトリンの瞳が右往左往する。


　くつりとトビアスがのどを鳴らすように笑った。


「愚かなことです。ヴォル殿があれほど注意を促しておられたというのにあなたはまったく学習していない」


　どういうことかとミーティアが眉を寄せれば、トビアスは小さく数度うなずいた。


「そうでしょう。あなたは気づこうとしなかった。考えようとしなかった。なぜヴォル殿が毎食ごとにあなたに口づけをしていたか考えたことはありますか？　こうやって食事に毒を盛られてもあなたに害が及ばないように術をかけていたんですよ。そのことに気づかなかったあなたはヴォル殿が不在の今回でさえいつものように私が差しだしたお茶を口にされた」


　ようやく合点がいったミーティアはトビアスへと視線を定めた。


「毒……」


「ええ毒です。けれどこの毒には以前と同じ方法はききませんよ。あなたは通常の毒では殺せないことがわかりましたので、今回は私自らが術をかけています。あなた程度の魔術魔法では隔離することもましてや解毒することもできないでしょう」


　そしてトビアスは小さな針を取り出した。


「ご安心ください。苦しみは感じないまま眠らせて差し上げますよ。今あなたの中にある毒は体の動きを封じるためのいわゆる筋肉弛緩剤のようなもの。そしてこちらがあなたを永遠の眠りにいざなう毒です」


　手にしているのは毒針。


　いっそ鮮やかなほどの笑みを浮かべてトビアスがミーティアの胸元を足で押さえつけた。それを振り払う力も掴む力ももはやミーティアにはない。


「さあゆっくりとお休みください」


　ミーティアの衣服を引きちぎるようにして無理やり胸をはだけさせたトビアスはためらいなくその素肌に毒針を刺した。


　あとはようなしとばかりにミーティアに一瞥をくれることなくトビアスは外に出ていった。


　テントから出たトビアスはフラーブルイたちに出立の支度をさせた。そのあいだにミーティア用のそりにつないであった犬をすべて放していく。犬がいなければほかの荷など放置しても問題はない。むしろ食べ物のにおいを嗅ぎつけた猛獣にでも食べられてしまえばいいとさえ思っている。


「行きますよ」


　ミーティアのテントのほうを窺っているフラーブルイたちをトビアスが促す。


「しかし……」


　尻込みするミチオールを冷めた瞳で見返したトビアスはさらに命じた。


「いまさらなにを言っているんです。勇者になれるのはただ一人だけ。殺されたいのですか？　それに彼女はもう助かりません」


　さあと促されたミチオールたちはしぶしぶ犬ぞりへと乗る。


「ヘッド！」


　ミーティアを一人残して、トビアスたちは北磁極目指して犬ぞりを走らせた。


 













    44.紅蓮の火焔が天を衝く
    　トビアスたちが立ち去ってからしばらく経ったころ、ミーティアがうっすらと目を開いた。いまだに焦点はぶれているがそれでも命はある。


　熱い息の塊を吐き出したミーティアはほんの少しずつ体を動かした。


　ヴォルケイノーやイーゴリたちの指導のおかげか、トビアスが把握していた以上にミーティアの魔術魔法は使えるものとなっていた。もっともかろうじて動けるだけではあったが、この場合死なないだけでもたいしたものだといっていいだろう。とはいえ現状は楽観視できない。ほんの少し体が動かせるだけではいずれにせよ死を迎えるしかなくなるのだ。


　ゆっくとゆっくりと。仰向けから横向きにまで体を動かしたミーティアはふと左手首から覗くものに目を留めた。


　それはヴォルケイノーからもらったフィタだ。


『もしどうしても助けてほしい場面に出くわしたらこれを引きちぎれ』


『俺に助けを求めるか、それとも死ぬか。どちらかを選ぶんだ』


　脳裏に思い出されるのはフィタをもらった時に言われたヴォルケイノーの言葉。


　ほんの少し動いただけでも息切れがする中でミーティアはフィタにそっと右手を伸ばした。けれど数度撫でただけで手を放す。


「これを」


　これを使えば本当にヴォルケイノーが助けに来てくれるのだろう。たとえこんな周りになにもない浮氷の上で死にかけていた場合でも。


　けれど、とミーティアは再度フィタに目をやる。


（これを使ってしまったら、きっとヴォルはもう二度と私を見てくれなくなる）


　泣き笑いのような顔で小さく息をついたミーティアは胸に刺さったままの毒針を抜いた。


（こんなもので……）


　こんなくだらない毒にやられてしまうくらいなら、いっそ。


　思うように動かない体を幾度も叱咤しながらミーティアは賭けに出た。


　そして一瞬の静寂ののち。


　声にならない絶叫と共に紅蓮のごとき火焔が旋風となって天を衝いた。


 


　一方ミーティアを置き去りにしたトビアスたちはできるだけ離れようと駆けに駆けてからようやく足を止めた。


「この辺でいいでしょう」


　そして食事を終えた一行にいつものようにウオッカ入りの茶がふるまわれた。しかしミーティアの件がある。フラーブルイたちは誰もそれに手をつけようとしなかった。


　トビアスが笑う。


「飲んでくれたほうが楽でしたけれど、仕方がありませんね」


　そういって剣を抜くと同時にフラーブルイへと切りかかっていった。


「やっぱりか」


「そんなことだろうと思っていましたよ」


　フラーブルイたちもこのころにはおかしいと思い始めていた。


　ミーティアのことを『魔』だと教えて殺すように毒を寄越してきたのもトビアスだった。そして勇者だからといってコローメンスコエに行くようにそそのかしたのもまたトビアスだった。


「俺たちに勇者になるように言ったのはおまえだろう！　なぜこんなことをするんだ！」


　フラーブルイの叫びにトビアスが鼻で嗤う。


「私が勇者候補だと言ったのはミチオールです。フラーブルイではありません」


「え……？」


　フラーブルイが目を見開いて動きを止める。


　そんなフラーブルイに向かってトビアスは繰り返した。


「勇者候補はミチオールです。彼女と同じ『流星』の名を持つ者」


「彼女って……」


「ティアさんのことですよ。彼女の本当の名前は『ミーティア』。流星という意味のミーティアです」


　ミーティアは英語での流星。


　ミチオールはロシア語での流星。


　どちらも名前の語源は流星だった。


「じゃあ……俺は……」


　フラーブルイが呆然とつぶやく。


「あなたは、尻込みしたミチオールに身代りにされただけですよ」


　その言葉に弾かれるようにしてフラーブルイがミチオールをねめつけた。


「今の話は本当か……？」


「あ……あ……」


　ばらされてしまったミチオールは震えながら逃げるようにゆっくりと後退る。首を小さく左右に振っているのは違うとでも言いたいのか、騙すつもりじゃなかったとでも言いたいのか。どちらにしても友人だと思っていた者からの裏切りには違いない。


「ミチオール！　おまえ――ッ」


　びくりと肩を跳ね上げたミチオールは体を反転して今度こそ逃げ出そうとした。それを留めたのはインツーだった。


「ずっと騙していたのか？」


　怒りよりも悲しみが増さったようなつぶやき。


　けれどすでにミチオールにはインツーの悲痛な思いは伝わらなかった。彼はただ逃げ出すことしか考えずにやみくもに暴れる。


　そんな彼に引導を渡したのはインツーとフラーブルイだった。


　インツーが角指《かくし》と呼ばれる暗器を使ってミチオールの動きを封じている間に、フラーブルイが剣で首を刎ねたのだった。


「おみごと」


　トビアスがなんの感情も含ませずに賞賛めいた言葉を口にする。けれどその言葉は発した本人以外の耳には届かなかった。


　フラーブルイとインツーはすでに生きる気力を失っていた。


　互いに目配せするとトビアスが用意したウオッカ入の茶を飲み干す。


　直後には器を後方に放り投げて二人同時に互いの胸に刃を突き立てた。


　フラーブルイはミーティアに対して声には出さずに謝罪した。


　元凶ともいえるのはトビアスだが、フラーブルイたちには彼をどうこうしようという気はなかった。彼らはミチオールに裏切られた。ミチオールさえ友情を忘れなければこんなことにはならなかった。ミーティア自身が幾度も口にしていたようになんの罪もない女性に襲い掛かることも毒を盛ることも見捨てることもなかったのだ。


　すべての罪をトビアスになすりつけて彼を討ち取ったとしてなんになるのだろう。しょせんフラーブルイたちは勇者の器ではなかった。どうせじきに終焉を迎える世界。ならば最後くらいは自分たちがしでかした罪を自分たちで裁きたい。トビアスの手などを借りずに、自分たち自身の手で。それがフラーブルイとインツーが出した答えだった。


　事切れて横たわる三つの骸《むくろ》。


　それらを見まわしたトビアスは冷笑を浮かべた。


「手間が省けましたね」


　そしてフラーブルイとミチオールが乗っていたそりから犬を放すと、自分のそりに乗る。


　トビアスは斜め後方を眺めやった。


「さてあの方は放っておいても自力で北磁極までいらっしゃるでしょうからそちらでお待ちすることにしましょうか」


　誰に聞かせるでもなく独り言つとトビアスは犬ぞりを走らせた。一路北磁極へ向かって。


 













    45.履き違え
    　一人別行動をとったヴォルケイノーは氷晶の煙立ち昇る場所へと到着するとあたりを検分した。


　分厚い浮氷を突き破るようにしてなにかが出てきたような大きな穴が開いている。


「ふむ。そういうことか」


　軽く握った拳を口元にあてたヴォルケイノーは小さくうなずくと素早く剣を抜いた。


　直後に飛来したつらら状の氷の塊をヴォルケイノーは炎をまとわせた剣で切り捨てていく。


「出てこい」


　いまだ立ち昇る白い煙の中に向かってヴォルケイノーが声をかければ、中から二体の魔が現れた。人魚の姿をしたウェパルと、ユニコーンの姿をしたアムドゥスキアスだった。


　彼らは姿を現すとその場に跪く。最初の一撃を除けば攻撃する様子は一切なかった。


「どういうことだ」


「トビアスにあなた様を足止めするように頼まれまして」


　ウェパルが神妙な態度で答える。


「トビアスが？」


「はい」


　ヴォルケイノーは目を細めた。


「いずれにしても門を超えてはならぬことは知っていよう。なぜここへ来た」


　特に声を荒げるわけではない。ただ訊ねているだけ。ヴォルケイノーのその様子は一見それだけにみえる。けれどウェパルもアムドゥスキアスも決してそれだけではないと知っていた。下手をすると一瞬で消されてしまう。それほどの相手だとわかっているだけに受け答えも慎重になった。


「かのお方がそうお望みなのだと」


「あの方が？」


「そのように伺いました」


「くだらん」


「はい？」


　吐き捨てるように言ったヴォルケイノーの言葉の意味がわからずにウェパルが聞き返した。


「くだらんと言ったのだ。あの方はそのようなことはおっしゃらない。おそらくあいつが勝手に動いたのだろう。そしてトビアスに命じた」


「それでは……」


　ウェパルとアムドゥスキアスは困惑したように見合った。


「我らのしたことは……」


　腕を組んだヴォルケイノーはため息をこぼした。


「まあいい、おまえたちにどうこうできる相手ではないからな。今回のことは不問にしてやるからウェパルは今すぐ門の向こうへ戻れ。アムドゥスキアスは俺を北磁極まで運んでくれ。今のこの身では陣がなければ転移できないからな」


「かしこまりました」


　アムドゥスキアスはその場に伏せてヴォルケイノーを促す。犬ぞりから犬を放してから、ヴォルケイノーは軽やかにアムドゥスキアスの背にまたがった。


　アムドゥスキアスは一瞬力をためるように身を屈めると、爆発させた力で発射するかのごとくすさまじい速さで駆けだした。


　あっという間にヴォルケイノーは北磁極へと到着した。


　トビアスが動いたとなるとおそらく最初にここにたどり着くのは彼一人だろう。


　ヴォルケイノーはアムドゥスキアスにも戻るように命ずるとまずはトビアスを待つことにした。


　荷は持ってこなかったヴォルケイノーにはテントもなければ食料もない。だが寒風からは魔術魔法で身を守ることもできるし、いざとなれば水も食料もなにかに命じて持ってこさせることも彼にならば可能だった。


　ゆっくりとあたりを見渡したヴォルケイノーは魔術魔法で氷のソファーを作るとゆったりと腰掛けて目を閉じる。求める相手が必ず現れることを疑うことなくただ待つために。


 


　遅れること数日。犬を乗りつぶしかねないほどに酷使して残りの距離を走破したトビアスはヴォルケイノーの姿を見つけると破顔した。


「さすがは我が君に並び立つお方だ」


　ヴォルケイノーの目の前に到着したトビアスは犬ぞりを降りると、氷のソファーに座ったままのヴォルケイノーの前に跪いた。


「お待たせして申し訳ありません。我が君と等しくかのお方の両翼を担う……」


　トビアスは挨拶の途中で言葉を途切れさせた。止めたのはもちろんヴォルケイノーだ。視線ひとつで口を閉ざさせることなど彼には慣れたもの。


　一方のトビアスはまさか己がそんな扱いを受けるとは思っておらず呆然と目を見開いていた。


「いかがなさ……ッ」


　愚かなことにヴォルケイノーの不機嫌さに気づいていないトビアスは片腕を切り落とされた。


「なっ、にを……」


　ヴォルケイノーの鋭さを帯びた淡青色の瞳がまっすぐにトビアスを射抜く。


「誰の命だ？」


　聞くものを地獄に引きずり落とすかのような混沌とした闇のごとき声音。その時になってようやくトビアスはヴォルケイノーの怒りに気づいた。


　だがそれだけだ。両翼と口にしながらも己の主を上とみなしている節があるトビアスには彼が怒ることも怒ったらどうなるのかということも考えていなかった。


「わたくしは我が君のために……」


「つまりはおまえ独りの仕業か」


「ええ。我が君のお為に尽力することが我らの務めなればいかなることであろうとも成し遂げるのみでございます」


「あいつのため？」


「はい。そしてひいてはあなた様のお為でもございます。このようなお役目は、最初の勇者であるあなた様であればすぐさまお済みになられます。さすればかのお方が望まれる世界もすぐに成されることでしょう」


　なぜこんな手間をかけるのか。トビアスには理解できないと遠まわしに言っているわけだ。


「そのためなら勇者にも手をかけると？」


　頬杖をつくようにして掌ではなく拳で頬を支えながらヴォルケイノーがあきれたように半眼を閉じて聞きただす。


「勇者ではなく勇者候補とおっしゃられたのはあなた様です。勇者は最終的に魔王を倒した者のことだとも」


　フラーブルイに『最後の勇者の称号は最終的に魔王を倒した者のみに与えらえる』といったのはヴォルケイノー自身だ。


「たしかにあいつにはそう言ったが、それだけではないこともおまえならば知っているはずだが？」


「『復元された予言書』のことでございましょうか？　どこの誰とも知れぬ者が書いた予言書など外れたところでどうということもございませんでしょうに」


　いぶかる様子を見てヴォルケイノーは理解した。


「なるほど。おまえは知らないのか」


「わたくしがなにを知らないと？」


　ヴォルケイノー相手に不遜な物言いだった。


　ゆらりとヴォルケイノーの周囲が揺らぐ。膨大な魔力が一瞬あふれでた影響だった。


「長らく人の肉をまとっていたせいで俺が誰かも忘れたか？」


「とんでもないことでございます！　いえ、そのようなことはございません」


　あまりに強く否定しすぎるのもよくないとトビアスは言い直したが、ヴォルケイノーはさらに機嫌を損ねた。


「つくづく癪に障るやつだ。さすがあいつの下にいるだけはあるというべきか？」


　勘気に触れてしまいトビアスは今度こそ言葉をなくした。


「それで我が妻をも手にかけたと？」


「……彼女はあなた様の伴侶としても勇者としてもふさわしくありませんでしたので」


　答えなければ更なる勘気をこうむるとしてトビアスは声を絞り出す。


　しかし結果としてはトビアスは失敗したことになる。答えた瞬間もう一方の腕も切り落とされたからだ。


「俺の妻を誰にするかは俺が決める。ましてやあの方の了承すら得ているものをおまえがどうこう言えると思っているのか。思い上がりも甚だしい」


　ヴォルケイノーはおもむろに立ち上がると剣を抜き放った。


「おまえは先にあちらへ戻るがいい。そしておまえの主《あるじ》直々に裁いてもらうんだな」


「しかしまだ」


　自分はまだこちらでの役目を終えていないというトビアスをヴォルケイノーは非情に切り捨てた。


「必要ない。補助は俺がおこなう。勇者は……」


　そういってヴォルケイノーはある一点に目を向けた。緩やかに口元が弧を描き、目が楽しげに細まる。


　つられるようにそちらを向いたトビアスは信じられないと言って目を瞠った。


「心配せずとも予言された者が務めるだろう」


　そうして一閃。抜身の剣が煌めきながらトビアスを両断した。刎ね飛ばされた頭部が毬のように浮氷の上を転がる。命という熱が消えた骸はすぐに極寒の餌食となって氷に呑み込まれていった。


「俺は忠告していたはずだ」


『次に我が妻になにかしでかせば今度は俺が相手だ。一瞬であの世に送ってやる』


　この台詞はなにもフラーブルイたちだけに向けた言葉ではない。トビアスに対しての言葉でもあったのだ。


　血糊を振り落した剣を鞘に収めたヴォルケイノーは再び氷のソファーに腰かけた。そして少しずつ彼のもとへ近づいてくる人物を見つめる。その者が近づくにつれて険を帯びていた瞳も徐々に常のものへと落ち着いていった。


「それでこそ『最後の勇者』だ」


　ヴォルケイノーは楽しげにつぶやいた。


 













    46.魔笛
    　時はわずかに遡る。


　毒針を抜いたミーティアが不自由な体を叱咤しながらおこなった賭けとは、勇者の剣で毒を殺すことだった。


　勇者の剣には持ち主であるミーティアが敵とみなした存在を滅するシジル魔術が施されている。毒はミーティアの自由を奪い命を脅かすまさに敵と言えよう。


　賭けと言ったのは剣で毒を浄化しきれるかどうか正確なところはわからないということが一つ。もう一つは体の中の毒を消すためには体に剣を突き立てる必要があることだ。それによって逆に命を落としかねない。けれど手をこまねいていてはいずれにしても死を迎えるのみだ。だからこその賭けだった。


　徐々に荒々しくなってくる呼吸。


　ミーティアは歯を食いしばって鞘から剣を抜き放つ。


　手が切れないように刃の中ほどに毛布の端を巻いて握りしめる。


　数度深呼吸をするとミーティアは剣先を毒針が刺さっていた胸に突き刺した。


　ひたすら解毒を願いながらミーティアは剣を握る手に力を込めた。


　ジワリジワリと体内が焼けてくるような感覚に襲われてくる。


　閉じていた目を薄く開ければ視界に入ってきたのはフィタに織り込まれたヴォルケイノーの銀髪だった。


　ゆっくりと息を吸い込みのどに力を入れる。


「我が敵、すべて滅せよ！」


　体の中から紅蓮の火焔が沸き起こりあっというまにミーティアを呑み込んだ。


　声にすらならない声がミーティアののどからほとばしったがそれすら火焔に呑み込まれて力としてとりこまれていく。ミーティアの魔力も喰った火焔がさらに勢いを増して天を衝くほどの火焔旋風となった。


　テントを吹き飛ばし、渦を巻きながら立ち昇る焔。


　ぐっと歯を食いしばってミーティアはその勢いに耐えた。


　――我が敵すべて滅せよ


　心の中で呪文のように何度も何度も唱える。


　終わりは唐突で、けれども火焔が消え去った直後は体力を根こそぎ奪われでもしたかのように体が動かなかった。だが止血はしておかなければならない。力を振り絞って剣を抜き取ったミーティアは残った魔力をかき集めて怪我の修復にあたった。


　再び起き上がれるようになるまでどれほどの時間が経過したのか。体を冷やさないように保護をしなければいけなかったし、怪我の治療もおこなわなくてはならなかった。同時に複数の魔術魔法を使う訓練をヴォルケイノーにさんざんさせられていたが、こうして現実におこなうとやはり訓練は訓練でしかないのだと実感した。訓練は必要だ。だがやはり現実にはかなわない。ましてやここまで生死がかかった場面はそうそうあるものではない。訓練では実感できなかった死の恐怖。そして死にかけて体力が奪われる一方の中で術をおこなう難しさ。ようやくわずかずつではあるが体力と魔力が戻ってきたミーティアは成功を実感して安堵のため息を吐いた。


　ゆっくりと体を動かしてみながら異常がないかどうかを確認する。


　仰向けになると今度は魔力でも全身をチェックして毒が残っていないか、破損している箇所はないかを調べていった。


　そうやってすべてを終えて体を起こせるようになるまでにいったい何日かかったのか。極夜の中でなくとも生死の境をさまよっていたミーティアにはわかろうはずもない。それに日数の経過などこの際気にしていられない。重要なのは生き残ること。それ以外は考える余裕はなく、また考えていては生き残れなかっただろう。


　ミーティアは大きく息を吐き出すとゆっくりと起き上がって食事の支度を始めた。


　トビアスは犬は放しても荷物はそこに放置したままにしていたので食料はじゅうぶんある。ミーティアは死んだと思っている彼からしてみればわざわざ不要な荷物を抱える意味はなかったからだ。犬を放したのは鳴き声で助けを呼ばれてはたまらないと思っただけのことだろう。


　胃に優しい食事から初めて徐々に慣らしていく。


　星を見上げて位置を確認しながら今後のことを考えた。


「問題はどうやって行くか……よね」


　なにせ距離がありすぎる。


「犬はどこかに行っちゃっていないし……」


　どうやって呼び戻せばいいのかわからない。


「呼ぶ……？」


　引っかかった言葉を繰り返してミーティアは記憶をさらった。


「あ！」


　思い出した。森の屋敷へと移るときにアキームからもらった犬笛があったのだ。森では使うこともあるだろうと言われたのだがそういう機会はめぐってこなかったのですっかり忘れていた。


　自分の荷物を漁って問題の犬笛を探す。笛はすぐに見つかった。


　大きく息を吸い込んで犬笛を吹く。


（届いて！）


　願いは結果的にはかなえられた。しかし予想とは大幅に違っており、ミーティアは呆然とソレを見上げた。そう『見上げた』のだ。


「我を呼びしもの。なにを望む」


　そこにいたのは巨大な狼。しかもグリフォンの翼と蛇の尾をもつマルコシアスだった。


　ぼうっとしたままのミーティアに再度マルコシアスが問う。


「魔笛で我を呼びしもの。望みはなんだ」


　ミーティアはちらりと犬ぞりを見た。


「我にそれを引けと申すのか？」


「いえ！」


　ミーティアは慌てて首を横に振った。機嫌を損ねてはならない。マルコシアスも魔なのだ。しかも上位の。ミーティアは覚悟を決めた。


「北磁極まで行きたいのですが連れて行ってもらえますか？」


「そなただけをか」


　そりのことを聞かれているのか、荷についてなのか。


「私とあとはできれば荷物も」


　貴重な食料だ。できるだけ持っていきたい。


「我の背にのせられるのであれば持っていくが良い」


　ミーティアは荷づくりをする時間をもらって大急ぎで必要なものをまとめた。基本はミーティア個人が旅をする時に背負っていた荷物。これには保存のきく食料や着替えがはいっている。剣は腰に下げて、あとはセヴェロドヴィンスクで揃えた食料と水を荷袋の中に抱えられるだけ詰め込んだ。


　背負う荷物と抱える荷物。そうして持てるだけ持ったミーティアはマルコシアスを見上げた。


「用意ができました。これだけ持って行きたいのですが」


「そなた一人で我の背にのせられるのであればどれほどでも構わぬ」


　そういって翼をたたんだマルコシアスはその場に伏せた。


　ほかの荷にも未練がないわけではないが、どちらにしろ北磁極につけば背負い袋に入るだけの荷物しか持って行けないのだからとあきらめることにした。


「これだけで構いません」


　それでは失礼しますといってミーティアはマルコシアスの背に乗る。


「良いか」


「はい。大丈夫です」


　体と荷物を安定させたミーティアは振り落されないようにギュッと膝に力を入れた。


「そう気負わずとも落としはしない」


　苦笑する気配がして、ミーティアは膝から力を抜いた。


「よろしくお願いします」


「心得た」


　そうしてようやくミーティアは北磁極へと行く手立てを得たのだった。


　さすがに巨大で四足の魔である。足が速い。見る見る星が動いていく。


　ほどなくミーティアはフラーブルイたちの骸と対面することになった。


「停まって！」


「いかがした」


「知り合いなの」


「すでに事切れておるが」


「そうね……」


　それはわかっている。彼らには何度か殺されかけた。けれどミーティアは生き残り彼らは死んだ。それだけのことだがそれだけに思えない甘さも、これがただの感傷だということもわかっている。しかしだからこそ明暗を分けた原因に思いを巡らせた。


「ほお」


　マルコシアスが楽しげな一声をあげる。


「どうしたの？」


「そこの者がそなたへの言伝を残しておる」


「言伝？」


「聞きたいか？」


　聞けるものなら聞きたい。死の間際にいったいなにを残したのか。


「はい、聞きたいです。フラーブルイはなにを言い残したんですか？」


　マルコシアスがフラーブルイの頭部を前足で軽く撫でた。すると頭部から淡い光の球が浮かび上がってくる。ミーティアがその球をじっと見ていればやがてそこからフラーブルイの声が聞こえてきた。


『ミーティアさん、すまなかった。トビアスにそそのかされた俺たちが間違っていた。ミーティアさんが何度も言っていたようになんの罪もなかったのにまったく聞き入れずに殺そうとしてしまった。もし生き延びることができたなら、トビアスはもちろん、ヴォル殿にも気をつけろ。彼はトビアスの仲間だ。もう遅いかもしれないが、本当にすまなかった』


「ヴォルが……？」


　ミーティアは眉間に皺を寄せた。


「もう良いか？」


　マルコシアスの呼びかけに振り返ったミーティアは一度開きかけた口を閉じておとなしく彼の背に乗った。


（マルコシアスに聞いてどうしようというんだろう）


　マルコシアスは魔だ。是非を問うたところでどうなるものでもない。是であれ非であれ、答えがいずれであったしても信じきれはしないのだから。たとえ相手がすべての問いに正しい回答をすると言われているマルコシアスだったとしてもそれは変わりなかった。ミーティア自身が受け入れられなくては『正しい回答』でさえ無意味だ。


　気持ちを入れ替えようと数回深呼吸をしたミーティアが顔をあげると、視界に見慣れた姿がはいってきた。


　尊大な態度でなにかに腰かけて笑みを浮かべながらまっすぐにミーティアを見つめてくるヴォルケイノー。


　もう北磁極についたようだ。犬ぞりで数週間の距離を数時間で駆けてしまった。


　ミーティアはヴォルケイノーを見返しながらフラーブルイの言葉を思い出していた。


（ヴォルが敵だったら……）


　ふっと自嘲の笑みを浮かべてミーティアは目を伏せた。


　あまりにも力の差が歴然としていて敵と言われてもピンとこない。ヴォルケイノーがその気になればミーティアなど一瞬で消されるだろう。骸さえ残らないかもしれない。


（だったら考えるだけ無駄だわね）


　すべてはヴォルケイノー次第というのなら、気にするだけ無駄だ。


　もうこの件は忘れてしまおう。


　今現在ミーティアの助け手はヴォルケイノー一人なのだから、最後の最後まで信じてみようとあらためて思った。


　ヴォルケイノーの目前にたどり着いたマルコシアスは足を止めるとその場に伏せた。その背から降りようとしたミーティアに手が差しだされる。


　ヴォルケイノーの手だ。


　ミーティアがそのうえに手を置くと力強く引き寄せられて、気づけば彼の腕の中にいた。


　いつものようにこめかみに口づけられたミーティアはそっと目を伏せた。


 













    47.手料理
    「なんとも過保護なことよ。それとも煩瑣《はんさ》を厭うてか」


　嘲笑めいたマルコシアスの笑いにヴォルケイノーが目を眇める。


「マルコシアス。余計なことは言わなくてもいい」


　くつくつと喉を震わせて嗤うマルコシアス。けれどそれ以上はなにもなかった。


　すっくと立ち上がったマルコシアスはミーティアを見返す。


「これでそなたの願いはかなえられたということだな。では我は疾く去ぬとしよう」


　そういって消えるように去っていった。


　あまりの早さにただ消えたのか走り去っていったのかわからないが、とりあえず心の中で感謝の言葉を贈ったミーティアはヴォルケイノーへと向き直った。


「ねえヴォル、さっきのマルコシアスの言葉はいったいどういうこと？　なにを言っていたの？」


　『過保護』という言葉はイグナートも言っていた。いったいどういうことなのだろうか。


　しかしヴォルケイノーは軽く肩をすくめただけで答えなかった。


　結局こういうことになるのかとミーティアは疲れたようにため息をつく。ほとんどの問いかけに答えは返らない。常に己の頭で考えろと促される。いったいどこが過保護なのか。


　でも、とミーティアは己の唇に指先をあてた。


　食事の前にはほぼ必ずといっていいくらいヴォルケイノーに口づけられていたのは、そうやって術をかけて飲食物に仕込まれていた毒を口を通過する際に中和して体内にとりこまないようにしていたからだった。


　それをミーティアに教えたのはトビアスだったがあの場面で虚言を弄するようなことはしないだろう。


　そこまで考えたミーティアはあたりを見まわした。


「どうした？」


　なにかを探す仕草をしたミーティアをヴォルケイノーがいぶかる。


「ねえトビアスはまだ来ていないの？」


「ああ、やつなら」


　そういって顎で指し示された場所にはトビアスの頭部らしき塊が氷の中に埋まっていた。


「え……？　ヴォルがやったの？」


「ああそうだ」


「どうして？」


　フラーブルイの言伝はトビアスとヴォルケイノーは仲間だと言っていた。それなのに殺したというのか。


　仲間割れなのか、またしてもフラーブルイの勘違いなのか。そう思ったのだが。


「おまえを殺そうとしたからだ」


　ヴォルケイノーの答えは単純だったがそのどちらにも当てはまっていないようだった。


　とはいえ。


「どうしてそのことを知っているの？」


「トビアスが一人で来ればほかの者は始末したのだと一目瞭然だろう。本人の口からもはっきりと聞いたし、俺をここへ連れてきたものからもトビアスが俺をたばかったことは聞いていたからな」


　そういえばヴォルケイノーはどうやってここへ来たのだろう。ミーティアとてマルコシアスのおかげで予定からすれば数週間は早く到着しているのだ。


「おまえと同じだ。俺はアムドゥスキアスに乗せてもらってきた」


　ミーティアは目を瞠った。


「えっ、ヴォルってなにも持たずに行ってたわよね。いつからここにいたの？」


「おまえたちと別れたその日の内だ」


「え？　え？　じゃあヴォルってばもう何日も飲まず食わずだったわけ？　ちょっと待って。今すぐご飯を作るわ」


　ミーティアは慌てて抱えていた荷物の中から食材と調理用具を取り出した。


「そんなに食べてないんじゃスープからのほうがいいわよね」


「……なんでもいい」


　ヴォルケイノーがなにかを言いかけていたようだったが、ミーティアはとりあえず食事を作ることに専念した。


　その様子を無言で見送ることになったヴォルケイノーは小さく苦笑すると氷のソファーへと再び腰をおろした。


　一方のミーティアは手早くスープを作りながらはたと気づいた。


（なにこの状態。まるで夫婦みたいじゃない）


　実際に公式の夫婦であるのだが、ミーティアにしてみれば仮の夫婦という意識がいまだに抜けずにいる。たとえ別れられない指輪の話を聞かされたとはいってもそれは本人からではないので余計に実感がわかない。


　そっと息を吐き出したミーティアは出来上がったスープを木製のカップのような器によそうとヴォルケイノーのところへ持って行った。


「はい。できたわよ」


「ああ」


　その後ミーティアは残りのスープを自分の器によそってその場に立ったまま口をつけた。


「ミア」


　なぜ「ティア」でないのか。わざわざ戻す必要はないだろうにと思いながらヴォルケイノーを見やる。


「なに？」


「こっちに来て座れ」


「座れって……どこに？」


　その氷のソファーに座れとでもいうのだろうか。ミーティアが不思議に思っているとヴォルケイノーはあろうことか己の太ももを指差した。


「えー、ヴォルの足の上に座れって？　遠慮するわ」


「いいからおとなしくいうことをきけ」


　相変わらずだなと思いながらしぶしぶ従う。なるべく顔を会わせないように視線を逸らせたミーティアはそこで忘れていた存在を目にした。


　じーっと見つめていればそれがなにかによって破壊されたそりの残骸だとわかる。


　ふとミーティアは思い返してみた。


　トビアスがここにいる。そして彼は犬ぞりで移動した。ではその乗ってきたはずの犬ぞりはどこへいったのか。


「ねえヴォル。あそこにあるのはトビアスが乗ってきた犬ぞりじゃないの？」


　もしそうだとすれば食料なども積んでいたのではないだろうか。


　そう確認すればヴォルケイノーはあっさりと肯定した。


「じゃあ食べるものはあったのね」


　てっきり手ぶらだと思ったミーティアは騒ぎ立てて悪いことをしたと思った。だが。


「いや、ない」


「え？　そりに食料を積んであったんでしょう？」


「あれはすでにゴミだ。よく見てみろ」


　そういわれてじっくりと見てみればそりの周囲に幾体かの動物の死骸が転がっていた。あれはそりを引いていた犬なのだろうか。


「まさかすべての食材に毒が混ざっていたなんてことはないわよね……？」


「そのまさかだ」


　そういわれてもにわかには信じがたかった。


「だってあれをトビアスは食べていたはずでしょう？」


　しかも彼だけ別の食材を使っていたわけではない。それぞれのそりから持ち寄った材料で毎食調理していたはずだ。なぜ誰も気づかなかったのだろう。体の不調を訴えるものもいなかったのはなぜなのか。


「もともと俺を別行動させるために罠を用意していたような奴だ。それまでに必要な分は別に準備するくらいのことはしていただろうし、あいつは俺と同じで毒が効かないからな。仮に誤って食べてしまってもどうということはないうえに、荷を奪うような不心得者を楽に始末できて都合がよかったんだろう」


「じゃあ食べても問題なかったんじゃ……」


　そういえばじろりと睨まれてしまった。


「毒の影響がないからといって好んで食べる奴がどこにいる。あいつじゃあるまいし。俺はそこまで落ちぶれていないぞ」


「ん……まあ、言われてみればそうだけど……。でも何日も食事抜きは辛かったんじゃないの？　誰も来ないかもしれないのに」


「おまえはちゃんと来ただろう」


「私を……待っていたの？」


「ほかに誰がいる」


「でも……」


「俺ははっきりと言ったはずだ。ミアが予言の勇者だと」


「でもフラーブルイのことも勇者と呼んでいたわ」


「あれは本人がそう自称していたから合わせていただけのことだ。ただの揶揄でしかない」


　ミーティアは顔を伏せた。


「だから……。私が勇者だからヴォルは……」


　こうして守ってくれるのだろうか。待ってくれたのだろうか。


　聞きたくても聞けない言葉を再び呑み込めば、頭上からヴォルケイノーのため息がこぼれ落ちた。


　思わずミーティアは縮こまった。


「おまえはなんのために勇者として旅を続けているんだ」


　ミーティアはその問いかけにゆっくりと顔をあげてヴォルケイノーを見返した。


　ミーティアが旅を続けると決めたのは自分のため。けれどその根底は、この淡青色の瞳に蔑まされたくないからだ。けれどそのことを当事者である瞳の持ち主に告白することはできない。伝えればきっとあきれられてしまうだろう。


　どう答えればいいのか。言葉が出ないまま口を開けたり閉めたりしていれば、じっと見つめてきていた淡青色の瞳はなにを思ったのか持っていた空の器を差し出してきた。


「うまかった」


　そしてヴォルケイノーは星空を見上げた。


「そろそろだな。出発の支度をしよう」


　答える言葉を持たなかったミーティアは小さくうなずくと立ち上がった。


　使った調理具や器、そして食材といったもろもろを再び荷袋の中に片づけていく。そしてふと抱えてきた荷物を見た。


「ねえヴォル、食料はどのくらい必要かしら？　この荷は持って行ったほうがいい？」


　とりあえずミーティアがマルコシアスの背にのせられるだけの荷物を抱えてきた。どれだけ必要かわからなかったからできるだけ多くを。


「そうだな。とりあえず持っていられるあいだは持っていればいいだろう」


　それもそうだと納得してミーティアはうなずいた。無理に今捨てていかなくても、どうにもこうにも持って行けなくなってから手放しても構わないのだ。


「そうね。じゃあ準備はできたわよ」


　ミーティアは自分の荷物を背負ってから、その荷物を抱えた。


「それじゃ道を開くぞ」


　どうするのか。実際のところをミーティアは知らなかったが、ただうなずいた。従うしかないという事実だけではなく、この先へ進むにあたってミーティア自身がヴォルケイノーの言葉を受け入れると決めたからだ。


　ふとよぎったフラーブルイの言伝を意思の力で振り払う。


（裏切りが確定されるまでは……）


　その瞬間まではヴォルケイノーを信じようとミーティアは心に決めたのだった。


 













    48.地獄の門
    　ヴォルケイノーが自身の剣を抜き、逆手に近い形――杖でも持つような感じに握った。


「こちらへ」


　空いた左手を差し出されたミーティアは素直にそちらへ近づいた。すると腰に腕を回されて軽く抱き寄せられる。


「なにがあっても暴れるなよ」


　暴れるようなことをするつもりなのか。なにやら不安になったミーティアだったが信じると決めたのだ。まっすぐにヴォルケイノーを見返すとしっかりとうなずいた。


「わかったわ」


　ヴォルケイノーは持っていた剣をいったん肩のあたりまで持ち上げると足元の氷に突き立てた。


　堅い浮氷の表面に雷光のようなひび割れが走る。最初に左右にひびが走ったかと思えば、今度は氷の口が開くようにゆっくりと闇の穴が広がっていく。しばらくしてようやく氷の割れが治まった時には左右がおよそ十メートル。上下が五メートルほどの菱形のような穴が開いていた。


「覚悟はいいか？」


「ええ」


「いいか、足元に見えない階段があると思え。落ちるのではなく風でできた見えない階段をくだっていくと思うんだ。いいな」


「わかったわ」


　唾を飲み込んでうなずくミーティア。


　ヴォルケイノーはミーティアの腰に回した腕で促した。


「行くぞ」


　そうしてぽっかりと口を開けた穴の中に第一歩を踏み入れた。


　階段があると自身に言い聞かせながらヴォルケイノーにあわせて足を交互に踏み出すミーティア。堅い感触は足に伝わってこないが、確かに体を支えるなにかがあるようだ。たとえそれが錯覚であったとしても、現実的に落ちずに降りている状態を維持していることは紛れもない事実だった。


　どれほどの時が過ぎたのか。底が見えない闇の中をひたすらおりていく。


　時折なにかの雄叫びが近づいてくるのだが、ヴォルケイノーが抜身のままの剣を振ると断末魔のような大気をつんざくような悲鳴が響き渡って離れていく。なにも見えないミーティアはそのたびにびくりと体を震わせていた。しかしそれでも足を止めることはしなかった。


　腰にはヴォルケイノーの腕が回されたまま。ミーティアが体をすくませるたびに力強く支えてはくれるが、だからといって無理にミーティアを歩かせようとはしなかった。だからこそ余計にミーティアは歩き続けることができた。


　気が遠くなるほどの時間。感覚はすでにない。疲れは感じているはずなのに状況が状況だからか泣き言も言い出せずにただひたすら足を交互に動かし続けていたミーティアは、ようやくヴォルケイノーが足を止めた瞬間その場に崩れ落ちそうになった。


「もう少し耐えろ」


　ヴォルケイノーのその一言がなければ、ミーティアは膝から力が抜けてその場にしゃがみ込んでいただろう。それほどに疲労困憊だった。


「着いたの？」


「ああ入口にはな」


「入口？」


「そうだ。そこに……」


　剣先でヴォルケイノーが指示した先には凪いだ池のような水たまりがあった。


　よく見ればその中になにかがある。


　水辺まで歩み寄れば、水面が鏡面のようになっていて波頭は一つとしてなくまさに真っ平らだった。そこに一つの門が映っている。いや、水面を境にして別の世界が逆さまに存在してそこに立っている門を見ていると言った感じだろうか。


「これは？」


「地獄の門だ」


　じっと見れば門には複雑な彫刻が掘られている。門の上部には岩のようなところに腰かけて門を見下ろして考える人がいる。まさに彫刻家ロダンの作品――地獄の門そのものがそこに出現しているかのようであった。


　ヴォルケイノーが剣先で水面を一つ叩く。


　波紋が一つ生まれた。


『我は最初に造られしモノなり』


　水面の向こうの門から声が聞こえてくる。


『永遠のモノを除けば我より先に造られしモノは無し』


　その声は果てのしれない闇の空間に粛々と響き渡っていく。


『それよりのち我は永遠に立つモノなり』


　厳格な男性の声は説教のようにミーティアの体に沁み込む。


『我は試練と償いを隔てるモノなり』


　また一つ水面に波紋が生まれる。


『ここより先に進みしもの一切の望みを棄てよ』


　ミーティアは思わず背を震わせて唾を飲み込んだ。


『汝ら我を過ぐるや否や』


　即答したのはヴォルケイノーだった。


「通る。門よ、今すぐ道を開け」


『心得た』


　ミーティアはヴォルケイノーの横顔を見上げてからもう一度門へと視線を戻した。どこからともなく風が流れてくる。きしむ音もかすかに聞こえてきた。


　水面の向こうに見える門には動きはない。風が吹いているというのに波紋ひとつ立っていなかった。ミーティアは目の動きだけであたりを探った。


「ミア、後ろだ」


　ヴォルケイノーに導かれて後ろに向き直ったミーティアはそこにあるものを口を半開きにして見上げた。


　ゆっくりと開いていく闇の門。どれほどの高さがあるのか。頂がまったく見えない。けれど確実に開かれていくことだけは感じられた。少しずつ門の向こう側が見えてくる。そこには道らしきものがあり、その両端にポツリポツリとおぼろげな明かりがともされている。むしろその灯りがあるからこそ道に見えるというべきか。


　ヴォルケイノーがミーティアに視線を向けずに口を開いた。


「ミア、ここから先はすべて敵だと思え。誰の言葉も安易に信用するな。いいな」


「……ヴォルのことも？」


　ヴォルケイノーはミーティアを一瞥しただけだった。怒りもしなかったし、心外だという様子すら見せなかった。ただ一言。


「それはミア自身が決めろ」


　そうして二人が通れるだけの幅に扉が開いたことを確認すると、感慨に浸ることもなにもなくヴォルケイノーはミーティアを促してすたすたとその門を通り過ぎていった。


『ただ示した道を行くがいい――勇者たちよ』


　門の最後の一言にミーティアが背後に顔を向けたときには門はすでに閉じたあとだった。


「どうした」


「さっき門が『勇者たち』って……」


「自ら地獄へ行こうというんだ、勇者以外の何者でもないだろう。勇者とは魔王を倒すものという意味でしか使われないわけではない。ましてや人間以外は単純に勇気をたたえる者に対して言われることが多い。そうだな。社交辞令程度に思っていればいい」


　深い意味などないと解説されて、そういうものなのかとミーティアは思った。


　ぼんやりとしたろうそくのような灯りで作られる道。


　ヴォルケイノーがその道を指し示す。


「いいか。なにがあってもこの道から外へ出るなよ。たちまち道を見失って獄卒にさらわれるぞ。体の一部がこの道に触れてさえいれば腕や片足がこの幅の外に出たくらいでは道が消えることはないが、一瞬でも体全体がこの灯りの外に出るとその瞬間に道はなくなる。忘れるなよ」


　言っていることはわかるのだが、果たしてこの道から外に出なければいけないような事態が起こることはあるのだろうか。この道はミーティアとヴォルケイノーが両腕をいっぱいに広げて横に並んだくらいの幅はある。つまりはミーティアの身長よりは幅があるのだ。


　そのことをミーティアが訊ねると、ヴォルケイノーはすぐにわかるとだけ言った。


「とりあえずこの辺で休憩しよう」


　ミーティアの体はすでに限界を超えておりヴォルケイノーの腕に半ば支えられているような状態だったのでその言葉はとても助かった。


　ほっと安堵の息を吐き出したミーティアは崩れるようにその場にへたりこんだ。


「もう膝ががくがく」


　抱えていた荷物に顔をうずめるようにしているとヴォルケイノーがそれを取り上げた。


「貸せ」


「せっかくもたれかかるのにちょうどいい高さだったのに……」


　ミーティアが口を尖らせてヴォルケイノーを責める。


　しかしヴォルケイノーは一顧だにしなかった。


「背負っている荷物を降ろしてそれを枕にして横になればいいだろう」


　言いながらヴォルケイノーは荷物の口を開いて中から調理具や食材を取り出し始めた。


「え？　ご飯食べるの？　だったら手伝うわ」


　背負っていた荷物をその場に下してミーティアは腕まくりをした。しかし。


「俺がやるからおまえは横になって体を休めていろ。今休んでおかないとあとで後悔するぞ」


「ヴォルが作るの？」


　たしかに疲れ切っている身としてはそれは非常に助かる。助かるのだが。


「ヴォルって料理作れたっけ？」


　いつも狩りで獲物を捕らえる役目を担っていたため、どうしてもヴォルケイノーと調理という行為が結びつかない。


　その言葉にヴォルケイノーは動きを止めるとゆっくりとミーティアを横目で睨んできた。


「おまえは俺に喧嘩を売っているのか？　作れるに決まっているだろう。おまえは俺をなんだと思ってるんだ」


　そういわれても、ミーティアにとっては北磁極で飲まず食わずでいたヴォルケイノーの図が浮かんでしまって、自分で作るくらいなら食事を抜くくらいのことはしそうに思えたのだ。


「俺一人が食うだけならこんな面倒なことはしない」


　あたりまえのように言われて、やっぱりと思うと同時にではなぜと思ってしまった。


「ミアは食べないわけにはいかないだろう。ただでさえ体力がないんだ。しっかり食べてしっかり睡眠を取れ。この程度でばてていては目的地にたどり着けないぞ」


　つまりは北磁極から地獄の門に至るまでの気が遠くなるほどの長く長い階段を下ってきた以上に困難な道のりということだ。


「ごめんなさい。今回はヴォルの言うとおりに任せるわ」


　途中で棄権することは即死につながる。あきらめて死を受け入れてしまえば楽になるけれど、あきらめた瞬間ここに至るまでの日々の努力のすべてが無駄にもなってしまうのだ。


　少しでも早く体力を回復させるために横になったミーティアは、ヴォルケイノーが作ったボルシチを食べると再び横になって目を閉じた。


　片づける音が子守唄になる。


　ミーティアはほどなく深い眠りに落ちていった。


 













    49.ベアトリーチェが導くままに
    　ミーティアを目覚めさせたのは無数の殺気だった。


　慌てて起き上がろうとした瞬間何者かの腕に拘束されて口も塞がれた。


　びくりと、驚きと恐怖で体が跳ねて震える。


「落ち着け。俺だ」


　ミーティアを背後から拘束していたのはヴォルケイノーだった。


「道の外にいるものが見えるか？」


　耳元に近づけた口で小さく囁いてくる声にしたがって、ミーティアは目の動きだけで周囲を窺った。しかしわずかに闇がうごめいているような気がするだけなのでここは否ということだろう。


　答えようとして口が塞がれたままなことに気づいたミーティアはほんの少しだけ首を左右に振った。


「殺気は感じ取れるか？」


　それなら少しは。


　そう答えれば、ならばと今度は両目を塞がれた。今度は事前に言われていたので無意識に体が逃げを打つことはなかった。


　じんわりと瞳が熱を持つ。


　そっと瞼の上に置かれていた手がのけられる。


　もう一度確認するように言われてミーティアは周囲に目をやった。そしてそこにうごめいていたものの姿かたちをはっきりと目にしてしまい思わず体を震わせてしまった。


「あれは魔なの？」


　ミーティアは囁くようにそっと訊ねた。


「まあそんなところだな。あれは亡魂とも魑魅《すだま》とも呼ばれている人面鬼神の霊だ」


　広義では魔の仲間として分類されるが、魔のなり損ないといったほうが正しいかもしれない。そんな存在だ。彼らは獄卒から受ける地獄の責め苦を抜け出してさまよっている霊たちで、こうやって地獄にやってきた者たちを襲って惑わせて仲間にしようとしていたのだ。


　地獄の責め苦は文字通り苦しいものだが、これは生前に犯した罪穢れを償い浄化するために必要な行為だ。そこから逃げ出せば永遠の辛苦が待っている。今ミーティアたちに恨みの眼差しで心を刺し貫くように睨み付けてくる彼らのように、救いなど来ない日々を送ることになる。地獄は魂の救済に絶対必要な存在だった。


　獄卒が交代で警邏して見つけ次第捕獲しているのだが、神災の関係で膨大な数の霊を相手にしないといけないことから今ではそこまで真剣にルールを犯したものを率先して助けようとは誰もしなかった。忙しくて手が回らないという理由もあった。


「道の中にいれば安全なの？」


　彼らは道の両端にある明かりから内側へは入ってきてはいないようだ。無視していれば大丈夫なのだろうか。


「霊本体が中に入ってくることはできないが、掲げている武器や魔術魔法は届く。それによって傷を負うことも死ぬこともあるから、攻撃はすべて避けるか弾くかしろ。体の周りを風で防御して多少の攻撃であれば勝手に弾かれるようにするんだ」


　今現在はヴォルケイノーの魔術魔法でそれをおこなっているが、ミーティア自身も一人でできるようにならないと常にヴォルケイノーのそばにいなければならなくなってしまう。そうなれば行動に不自由が生じてしまい、そのあいだにやつらがますます集まってきてさらに身動きが取れなくなってしまう。そうなれば訪れるのは死のみだ。


　ミーティアは気合いを入れて風の鎧をまとった。


「体を起こすぞ。やつらの攻撃に注意しろよ」


　まず最初にヴォルケイノーが起き上がり、次いでミーティアが体を起こす。起き上がった瞬間に投げ込まれた微雷光はヴォルケイノーが剣で弾いた。


　ミーティアは素早く荷物を持って立ち上がった。


「走るぞ」


　準備が整ったことを確認したヴォルケイノーは素早くそこを走り抜けることを伝えてミーティアの腕を引いた。


　殆どの攻撃はヴォルケイノーが剣で弾いていく。


　ミーティアはひたすら避けながら走っていった。


　奴らの動きは鈍い。特に足が遅いので、今回のように攻撃を避けながら走っていけば早々に囲みを逃れることができる。攻撃に捕まらなければなんということはなかった。


　あっという間に彼らの姿が見えなくなって、代わりに目の前に現れたのは川だった。


　アケローン川だ。


　待つことわずか。手漕ぎ舟がミーティアたちのもとへと近づいてきた。


　襤褸をまとっているもののがっしりとした体躯の男はミーティアとヴォルケイノーを見て「生者か」と口にした。


　ヴォルケイノーが首肯する。


「いかにも。俺たちは道の先へと行きたい。渡してくれるか」


「よかろう。そもそもその道に呼ばれたのだ。土の道の続きまで渡してやろう」


　二人が乗り込むと、川の上にも明かりの道ができた。船頭はその道に沿うように舟を操った。


　そうして川の流れなど意に介する様子もなくひたすら明かりが導く道を渡っていった。


　ようやく目的の道の続きへ到着したので荷物を抱えて下船しようとしていたミーティアを見ていた船頭の男が「ほおう」と楽しそうな声をあげた。


「なにか？」


　何事かと思えばミーティアの剣を見ていたのだ。正確には持ち手部分のシジル魔術を。


「なるほど。あんたたちが来たということはこの忙しさからもうじき解放されるかもしれないな」


　それはどういう意味かと訊ねてみたのだが、男はにやにやと笑うだけで答えなかった。


「ミア、行くぞ」


　答えることができないものに訊ねるだけ時間の無駄だと言ってミーティアを促したのはそれまで黙っていたヴォルケイノーだった。


「おおーっと、舟の渡し賃をもらってなかったな」


　船頭の男は顎に手をやって考えた。


「通常なら一オボロス銅貨をもらうんだが、今回はその抱えている荷袋に入っている肉の燻製にしよう」


　ヴォルケイノーに目で窺うとうなずいたので、ミーティアは抱えていた荷袋をおろして中から肉の燻製を全部取り出した。『肉の燻製』とは言ったけれど量までは口にしなかったので全部という意味だろうと思ったのだ。


　そしてそれは正しい選択だったようだ。


　船頭がにたりと笑う。


「勝手に一塊と判断していれば川に突き落としてやったんだが、ちゃんと全部寄越したからな。きっちりと岸におろしてやろう」


　男がそういえば川岸から船へと架け橋がかかった。


「さあこれを使っておりてくれ」


　ヴォルケイノーの手を借りて架け橋の上にのると、ミーティアは慎重に歩いて渡って無事土の道へと再び足をのせた。


　そうして男を振り返ったミーティアに船頭は告げる。


「道がわかれたように思えてもつながる先は一つだ。信じて進めよ」


　そうして船頭は架け橋を外すと再びアケローン川へと舟を進めたのだった。


「行くぞ」


　あまり水辺にいないほうがいいというヴォルケイノーの言葉に従ってミーティアは再び明かりが作る道を歩き出した。


「それってどういう意味？」


「水の中には魔が住んでいる。水魔というんだが、やつらは睡魔も操って永遠の眠りにつかせようとする」


　水辺にいるときは水を操って水魔が放つ魔術魔法を中和させるようにしながら早めに距離をとったほうがいいというヴォルケイノーの言葉に従って食事はもう少し先でおこなうことにした。


　しばらく進んでから突然足を止めたヴォルケイノーが周囲を見渡してから誰かを呼んだ。


「ベアトリーチェ、このあたりで休める場所はないか？」


　ベアトリーチェとは誰のことなのか。ミーティアが内心で首をかしげながら周囲を窺っていると、ちょうど丘のようになっている頂に立っている巨木を囲む明かりが勢いを増してその存在をこちらへ指し示してきた。


「ああ、あれほどの巨木であれば安心か」


　ヴォルケイノーは独り言つとミーティアへ顔を向けた。


「今夜はあそこで一泊しよう」


　異論などあるはずもなく促されるままに向かった道の先では、近づけばさらに巨大に感じる木が一本立っていた。


　洞《うろ》は大きく開いておりミーティアとヴォルケイノーの二人がじゅうぶん横になれるほどの広さがあった。


「ここなら霊どもも簡単に手出しはできないだろう」


　もとは人である分誰もが魔術魔法を使えるわけではない。生前に使えなかったものは死後もやはり使えない。物理的な攻撃から身を守ることが基本だった。


　ヴォルケイノーが魔術魔法で火を起こしてミーティアが調理をおこなう。これがここ最近の分担作業だ。


　そうして食事を終えてあとは寝るだけとなった時に、ミーティアは気になっていたことを訊ねた。


「ねえヴォル、そういえばベアトリーチェって誰のこと？」


「ああ、ベアトリーチェはあの道を照らしている明かりのことだ。生者が地獄を行き来する際にああやって案内役を務めている」


　地獄の門で『道』を求めれば案内役のベアトリーチェが道を作る。そうでなければだだっ広い地獄に案内も保護もなにもなく放り出されてしまうのだ。


　そんなことすら知らなかったミーティアは思わず息を呑む。常に自分は綱渡り状態なのだと思い知らされるばかりだ。


「ヴォルはどうしてこんなことまで知っているの？」


「『復元された予言書』を読んでいればわかることだ。だからあの時後悔するなよと言っただろう」


　たしかにミーティアは渡された予言書を突っぱねてヴォルケイノーから『後悔するなよ』という捨てぜりふを吐かれていた。


　しかしこれは果たして『後悔』なのだろうか。


　知らなければならないことはある。知らないほうがいいこともある。


　だったらこれはどちらなのだろうか。


　ミーティアは荷を枕代わりにして横になりながら目を閉じた。


　瞼の裏に『復元された予言書』の表紙が浮かぶ。


　けれどそれに手を伸ばそうとは思えなかった。


　ミーティアが水と風を操って外からの干渉を遮断した。すると映像も瞬く間に消えていく。


　一度薄目を開けたミーティアはヴォルケイノーを見返した。


　ヴォルケイノーは焚火をはさんだ反対側で横になっている。


（違う）


　今の映像を寄越したものが誰かはわからないが、ミーティアはヴォルケイノーではないと信じた。


　根拠などはなにもない。むしろないからこそ経験から培った直感が重要になってくる。根拠を探っていてはそのあいだに命が奪われる。そんな日々を送るうちにミーティアは少しずつ己の勘を磨いていったのだった。


 













    50.らせんの坂道
    　そうして二人はようやく地獄の一層目にあたる第一圏の中心へたどり着いた。


「ここから一気に第九圏のさらに奥にいる魔王の元までおりていく」


　ここから先の道は緩やかならせん状になっている。ただ道なりにぐるぐると進めば自然に最下層へとたどり着ける。ただしなにもなければだが。


「途中の階層の地表付近が一番危ない。それぞれの階層には罰や償いから逃れようとして霊たちがこの道へ殺到していることが多い。その霊たちを連れ戻すために獄卒の手下の魔も集まって大騒ぎになっているはずだ。とばっちりで流れ弾のような攻撃を浴びることもある」


　地表付近を抜けて上空に出れば休憩することは可能だが、地表付近は細心の注意を払いつつ駆け抜けなければならない。


「気を抜くなよ」


　ミーティアはしっかりと肝に命じながらうなずいた。


　そうして二人は最下層を目指してらせん状の坂道を下って行った。


　第一圏は特に変わったところは見受けられなかったのだが、第二圏に降りた瞬間層全体に暴風が荒れ狂っているのだとすぐにわかった。


　おりていくにつれて地表付近に小さいなにかがうごめいていることが見て取れた。


　近づけば近づくほどヴォルケイノーが言っていた逃げ出そうとする霊たちと捕縛しようとしている魔だということがわかってきた。


　たしかに大騒ぎになっている。


　だがそれ以外のところを見ても霊たちが暴風によってあちらこちらに吹き流されている様子が窺えてその都度悲鳴が縦横無尽にこだましていた。風が強い分、道へと腕を伸ばしてつかまろうとするのだが、せいぜい数メートル手前まで近づいてもすぐに暴風に捕まって飛ばされてしまうので、ミーティアたちにどうこうできるものはいなかった。


　地表を過ぎるたびにミーティアたちは休憩をとった。その時しか食事も睡眠もとることができなかったためだ。


　あえて補足するならば各層の中央付近も注意が必要だった。冥府の裁判官ミノスによって振り分けられた死者の霊がらせん状の坂道の中央に貫かれている光の柱を通って各階層に送られてくるからだが、ほとんどの死者がすでに選別を終えているので滅多に出くわすことはない。ただいつもよりも輝きが増した時は死者の霊が飛び出してくることがあるので注意しなければならなかった。


　ひとつの層を超えるのに二日かかる。


　それほどまでに地獄は層一つとっても深く広かった。


　少しずつ疲労は蓄積される。


　それでもどうにか第五圏を通過して第六圏に入った瞬間、あたりの様相ががらりと変わった。


「熱い……」


　暑いどころではない熱に層全体が覆われている。


「第六圏より下は重罪人が送られる層だからな」


　ヴォルケイノーは相変わらず汗ひとつかいておらず、疲れも全く見せなかった。


　かたやミーティアはひっきりなしに流れる汗と、次々奪われていく体力に辟易していた。


　風と水を操って体温を下げようとするのだが、無駄に体力と魔力を消費するだけでけっしてかんばしいとはいえない状態だった。


　そんな状態だったからかもしれない。


　第七圏の地表の様子がおぼろげに見えるくらいのところまでおりた時に魔術魔法で攻撃を受けたのだ。


　ここは暴力をふるった罪で落とされている者ばかりで、他者を攻撃することに慣れていた。


　これまでと同じ調子で警戒していたミーティアは己の判断力が鈍っていることに気づかなかった。ヴォルケイノーに説明を受けていても、これまでと同じではダメだったことを本当の意味では理解できていなかったのだ。


「ミア！」


　ぶつけられた魔力の塊を避けることも受け流すこともできずにそのまま喰らってしまい、ミーティアの体は勢いのままに坂道から弾き飛ばされそうになっていた。


　しまったと思った時にはすでに体は宙にいた。


　ここまでかとあきらめかけたミーティアの手首をつかんで引き戻したのは唯一の同行者であるヴォルケイノーだった。


　ミーティアを自身と入れ替えるように遠心力を使ったヴォルケイノーが逆に道から落ちていく。


「ヴォル!?」


「そのまま道なりに進め！」


　ヴォルケイノーはその一言を残して第七圏の地表へと落ちていった。


　ヴォルケイノーを目で追おうと道の端に近づこうとしたミーティアだったが、その後しばらくは飛来する魔術魔法を使った攻撃を避けるだけで精一杯だった。


　ようやく攻撃が治まったころにはすでに地表は魔によって解散させられており誰も残っていなかった。


　とりあえずミーティアはそこを急いで抜けて第八圏の上空へとたどり着くとその場にへたりこんだ。


　背負っていた荷物をおろして腕で抱え込む。荷物に顔をうずめるようにしてミーティアは自身のふがいなさを嘆きながら泣いた。


　荷はすでに背負っているこれひとつきり。


　抱えていた荷の重さも軽くなっていることをあらためて認識してミーティアは心細くなった。


「ヴォル、ごめん……」


　ごめんなさいと数度繰り返す。


　そうしてミーティアは涙をふくと、たった一人で食事の支度に取りかかった。


　貴重な食料を無駄にしないためにちゃんとひとり分だけを作るようにあらためて気を遣う。これまでどおりの慣れに任せると二人分作ってしまいそうになるからだ。


　これ以上ふがいないさまを誰の前にもさらしたくはなかった。たとえ誰も見ていなくともミーティア自身がそれを見ている。今はそれだけのことすら許せなかった。


　必要な量の栄養素をとりこんでしっかりと睡眠をとる。


　もう守ってくれるヴォルケイノーはそばにいないのだから、寝ているあいだも警戒をしていなければならない。警戒しながら寝る。いつもヴォルケイノーがしていたことだ。


　そしてヴォルケイノーは魔力も飛びぬけて強い。


「ここから落ちたって……」


　きっと生き延びて最下層へとくるはずだ。


（ヴォルならきっと）


　ミーティアは気合いを入れるように頬を数回たたくと朝食を食べた。荷物を背負って腰にさげている剣をあらためて確認した。いざとなれば今度こそこれを使うことになるだろう。少なくとも最後には使わざるを得ないに違いない。そのためにむしろ今から慣らしていたほうがいいかもしれない。


　その場で数回軽く飛び跳ねて荷物の安定具合を確認したミーティアはひとりで坂を下り始めた。


　第八圏はいわば地獄のイメージそのものの層だった。


　鞭打たれるもの。炎に焼かれるもの。体を引き裂かれるもの。首を反対側に捻じ曲げられるもの。それぞれが犯した罪にあわせてさまざまな責め苦にさいなまれている。


　水鏡を使って遠方の様子を映し出すことができるようになったミーティアは自身への戒めとしてそうした場面をあえて見つめていた。


　これまでは二日で超えていた階層もミーティア一人では四日はかかる。


　そのあいだ水鏡でその層での償いの様子を見つめたり、剣や魔術魔法を駆使して攻撃を避けたり。実戦経験を積むつもりでミーティアはあえて地表付近での移動速度を遅めて訓練にあてた。


　ようやく第九圏にたどり着いたと喜んだのもつかの間。ミーティアはあまりの寒さに火と風を使って体温調節をおこなうことから始める羽目になった。北極圏など目じゃないほどの寒さのためすぐにはできなかったが、あれこれ挑戦しているうちに暑さも寒さもある程度の速度で快適な温度で自身を包む込むことができるようになった。


　ここ第九圏は裏切り者が体を氷漬けにされる層だ。


　ミーティアは体温調節はうまくいっているにもかかわらず体の芯が寒さに震えたような気がした。


　水鏡を使ってざっと地表を眺める。地表というよりは氷上というべきか。とにかくここは監視者の魔以外はすべて氷漬けにされているので武器での直接攻撃は少ないだろうが、魔術魔法での攻撃は油断がならなかった。こんな最下層手前に落とされているということはよっぽどということになる。


　案の定つららにそっくりな先がとがった氷の塊がいくつもミーティア目がけて飛んできた。それを炎をまとわせた剣で切り捨てていく。四方八方から飛来してくるそれらは、ある意味訓練として捉えるなら最適ともいえる執拗さだった。


　やがてミーティアは肩で息をするほどになってきた。それでも攻撃がやまない。


　しかし一瞬の空白の時間を目ざとく見つけて利用する。その時間を使って飛んでくるつららを一つ避ける空間が生まれたのだ。そこから反撃に移った。風に熱と水をまとわせて剣を振る。勢いよく放たれた熱と水を含んだ風はすさまじい速さで目的のものまで到着して切り裂き、熱で切り口を焼いた後は水で濡らして氷漬けにした。体の内部が凍る痛み。


　これまで以上に苦しむだろうがこれはこの地獄に落とされた者の罰で償いだ。みごとに現状の責めの内容に酷似した正当な反撃だった。


　そんな風に攻撃をしかけてきたもの全員にお返しをしたミーティアはとうとう魔王のいる最下層入口へとたどり着いたのだった。


 













    51.漆黒の玉座
    　最下層に降りる手前でミーティアは最後の休憩をとった。


　ちょうど死角になりそうな岩を見つけてその裏に隠れる。


　氷で作ったドーム状の小屋のようなものを風で囲って外にミーティアの気配がもれないようにした。逆に外の気配は中にいるミーティアに伝わるように術をかける。しかしいまだに外は静寂に包まれた空間を維持していた。


（ヴォル……）


　きっとどこかで無事に逃げのびている。ミーティアは左手首に巻いたままのフィタをそっと撫でた。


　今このフィタを引きちぎればヴォルケイノーはここに現れるのだろうか。


　一瞬試してみようとしたミーティアだったが、来れるものならきっとヴォルケイノーのほうから姿を見せているはずだ。いまだに気配もつかめないということはまだここにたどり着ける状態にないということ。呼べば空間を超えられるのかもしれない。しかし魔王と向き合う寸前で呼び出すということは下手をすれば今度こそミーティアの身勝手でヴォルケイノーの命を奪うことになりかねないのだ。


　やはりここから先は一人で行くべきなのだろう。


　食事を終えたミーティアは数回深呼吸をした。体調を万全に整えて魔王と対峙するために彼女は静かに目を閉じた。


 


　時は幾分遡り、ミーティアの身代わりとなって道から落ちたヴォルケイノーは空中で態勢を整えると軽やかに着地し、同時に剣を払った。その一振りでいくつものうめき声が生まれるも、全体から見ればほんの一握りにしか過ぎない。


　ヴォルケイノーは周囲を一瞥した。


「俺に刃向うとはいい度胸だ。更なる地獄へ落とされたいものだけかかってこい」


　片方の口角だけ持ち上げてヴォルケイノーがにやりと笑う。


　それに対して霊たちも不気味な笑みを浮かべてヴォルケイノーに襲い掛かっていった。


　結果的にはヴォルケイノーの圧勝だった。


　彼が剣を振るたびに断末魔をあげる暇もなくバタバタと倒れていく霊。すっと左手で空中を薙ぐように振りきれば一斉に炎につつまれて倒れていく。ミーティアを攻撃していたものたちも含めてあっというまに霊たちは倒されていった。


　その様子を離れていたところから見ていた二体の魔が歩み寄ると、ヴォルケイノーの目前で膝をついた。


　ミノタウロスとケンタウロスだった。


「見苦しいところをお目に触れさせてしまい申し訳ありません」


「もとは俺の連れの油断が招いた事故のようなものだ。気にせずともよい」


「ご配慮のほどまことにかたじけなく存じます」


「いや、手間をかけさせたのはこちらだからな。ついでに最下層まで案内してもらいたいのだが誰か空いているか？」


「それでは――」


　ケンタウロスが背後に控えるケイロンに確認を取りネッソスを案内役とすることとなった。すぐに呼び出されたネッソスが姿を現す。ネッソスは胴体から上が人型で、下が牛の体をしていた。彼はヴォルケイノーの前に膝をつくとその背に促した。


「わたくしがご案内役を務めさせていただきます。愛馬ほどの乗り心地を供することはかないませんが、どうぞお乗りください」


「そこまで気にする必要はない」


　ヴォルケイノーは苦笑しながらネッソスの背にまたがった。


　それを振り返って確認したネッソスは一言「では参ります」と告げてから静かに歩き始めた。


　ヴォルケイノーがその場から見えなくなると、魔たちは倒れている霊を片っ端から拘束していった。


　そうしてあらためて一気に大量の霊を倒したヴォルケイノーの偉大さを思って、ミノタウロスは彼が消えた方向に目を向ける。


「さすが……ですね」


 


　目覚めたミーティアは最後の食事をとった。その後片づけを終えると荷物を隅に隠した。見つけられるのはミーティアを除けばヴォルケイノーだけ。もしヴォルケイノーがここまでたどり着いたらきっとお腹がすいているだろうからこれを食べてくれればいい。そう思って。


　ミーティアが持って行くのは勇者の剣とマンゴーシュ。そしてヴォルケイノーからもらったフィタと指輪。それから最後に、両親からもらったカナダオダマキの花の模様を染色したバンダナを取り出して頭部を覆った。


　いや、と思ってミーティアは静かに微笑んだ。


　両親に村のみんな。プレーリーで出会った人々。リベルトの鍛冶屋でお世話になった人々。コローメンスコエと森の屋敷でお世話になった人々。みんなのおかげでミーティアは今ここに立っている。教えは実りとなってミーティアをここまで育ててくれた。たくさんの人の思いが体の中に沁み込んでいる。


「みんなありがとう……」


　それぞれの顔が浮かんでは消えていく。


　ミーティアは胸元をつかんで目を閉じると、一つ大きく息を吸い込んだ。顔をあげてゆっくり息を吐き出すと静かに目を開く。


　できるだけのことはやった。


　いまだに自分が勇者だとは思えない。


　むしろそんなことはもうどうでもいいと思っている。


　ただ皆の思いを引き継いでしまったからもう足が前にしか進めないのだ。


　ミーティアはゆっくりと一歩を踏み出した。なんの気合いを入れることもためらうことなく自然に。


　なんの装飾も施されていないただの岩の扉。けれどもどこまでも磨きこまれた黒曜石のごとき美しさと高貴さを醸している。そんな扉の前に立ったミーティアは魔術魔法を使ってゆっくりと開いていった。


　徐々に露になるのは魔王の間《ま》。


　『五回目の角笛が吹かれると魔王アバドンが奈落の底から地上へとのぼってくる』と黙示録では言われていたのだが、どうやらいまだに奈落の底にいるようだ。


　完全に開ききった扉の先には数段高い位置に置かれている豪華な装飾が施された漆黒のアームチェアに腰かける壮年期らしい力強さを感じさせる肉体を持つ大柄な男がいた。すべてが黒ずくめである。


「あなたが魔王アバドン？」


「いかにも」


「本当に？」


「虚偽を申してなんになる」


「でも黙示録では魔王アバドンは奈落の底から地上へとのぼってくるとあるわ。なぜ今もこうして奈落の底にいるの？」


　魔王はふっと嗤うように息を吐いた。実際嗤いもしたのだろう。一方の口角がわずかに持ち上げられている。


「黙示録などただの予定事項にすぎぬ。我が騒がしい地上に赴かねばならぬ事情などどこにもない。我はただの鍵。どこにいようとこうして勇者自らがおとなうてくれるではないか。さすれば静かに待つのみよ」


　言われてみればたしかにとうなずける。しかしなぜ。


「なぜあなたは勇者を待っていたのですか？」


「愉快だったからだ。我ら魔の者は快を好む。そのためにすべてをささげるほどにな」


　ただそれだけのことだと事も無げに言う魔王。


「しかしだからといって人間を苦しめるようなことをすることはないでしょう」


「我らはなにもしておらぬが？」


「え？　でも、だって、イナゴが……」


「蝗害はただの自然災害。我らは関知しておらぬ」


「なに……も？」


「さよう。むしろ人間どもに召喚されてあれこれこき使われておる。人の世の繁栄のために酷使されておるのは我らのほうぞ？　先の南部で起きた蝗害についても駆除をおこなったのは一柱の魔のもの――フルカスだ」


　召喚という一言にミーティアはゴエティアを思い出した。全部ではないけれど一部では願いと引き換えに魂を欲するという。


　そのことを指摘したミーティアに魔王はあきれたようなため息をこぼした。


「最初からそう指摘している悪魔を呼び出す者は、礼儀をわきまえぬ者か信じていない者か。いずれにせよそやつらの地獄行きは呼び出した時点で決定している。これはルールを守らせるための教育の一環であり必要不可欠なからくりだ」


　そもそもは己の力で立ち向かうように仕向けるために用意してある仕掛けのようなものだ。それに掛るものは結局はどうあっても長生きできず行きつく先は同じ場所。であるならば他人に迷惑が掛からないうちに早々に今世から隔離することもまた魔の者の務めだった。


「魔の者の務め？」


　なにやらおかしなことを聞いた気になったミーティアだったが、魔王はしれっとしたものだった。


「魔の者といえど世界の理の中の一つにすぎぬからの」


「理……」


「さよう」


「では……なぜ人々が苦しんでいるのをただ見ているのですか」


「苦しみ……？　試練を苦しいと思うかどうかは本人次第だが？」


　魔王は心底わからない風だった。


　他人に迷惑が掛からないようにといいながら、それは決して善意などではないということか。それではまるで苦しむ邪魔をするなといっているようだ。


　けれど。


　ミーティアにいったいなにが言えるだろう。あれを試練というのならばたしかに数々の試練をミーティアとて受けてきた。逃げ出しそうになる心を叱咤しながらここまで来た。自分ができたからといってほかの者も同じことができるとは限らないし、実際にフラーブルイたちはここへたどり着けなかった。彼らとてあきらめたわけではなかったのだろう。いくらかはあがいていたはずだ。ミーティアに対して謝罪の言伝を残したくらいなのだから。


　時があればそうして反省しやり直すこともできたはずなのだ。一度の過ちで地獄行きが決定したからといって早めに放り込むのは何か間違っているような気がする。


　こんな風に考えてしまうのはミーティアが甘いからだろうか。愚かだからだろうか。


　そういえば愚かだと評したのは誰だったか。


　うなだれて足元に視線を落としたミーティアに風がざわめく。


　はっと我に返ったミーティアは顔をあげると同時に鞘からマンゴーシュを抜き放つ。


　腕がしびれるほどの衝撃がマンゴーシュを通じて体中に広がった。


「っ……ッ」


　顔をしかめたまま目前を見やれば、そこには漆黒の剣をミーティアに向かって振り下ろしている魔王がいた。


「なにをするの!?」


「これは異な事をおっしゃる。魔王が勇者を見逃すと思うてか。人に試練を与えるのが我らの使命。それを阻もうとする勇者を排除することがそんなに不思議か？」


　魔王アバドンは口元に弧を描くようにして愉悦も露に嗤った。


 













    52.魔王アバドン
    「だったら……」


　試練を与えるのが魔の使命なら。それを阻むのが勇者の使命というのなら。


「魔王アバドン。あなたを倒します」


　初めてミーティアが自分の意志で魔王を倒すと決めた瞬間だった。


　勇者の言葉を聞いても魔王はいっかな覇気が衰えるようすはなかった。


「それは楽しみだ」


　心底楽しそうに魔王が答える。


　直後にはミーティアを炎の檻が捕らえた。


　ミーティア自身もそうだが、魔術魔法を発動させるのに無駄な呪文というものは唱えない。決まった動作もない。ただイメージするだけ。それだけで魔力も精霊も動いてくれる。それは敵に術の発動の瞬間や内容を読まれることなく素早く展開できるという利点があるのだが、相手も同じ方法を使ってこられるとなんともやりづらいものがあった。


　水を操って炎を消しても、今度はその水を使って氷の檻を作られてしまうのだ。


（もう！　なんていやらしい性格してるのよ！）


　胸中で悪態をつきながらミーティアは氷の檻を炎をまとわせた剣で叩き斬る。


　そのまま魔王に向かって踏み出したミーティアは炎をまとわせた剣をそのままの状態で袈裟懸けに振り下ろした。剣先よりもさらに伸びた炎がかろうじて魔王の肩を焼く。しかしそれだけだった。魔王は平気な顔をして逆にミーティアに斬りかかってきた。


　それを屈んで避けたミーティアは今度は手首を返して薙ぎながら体を横に逃がした。


　が、それは誘いだったようだ。


　気づいた時には魔王の太く筋肉の乗った腕で繰り出される拳がミーティアの腹部を捉えていた。


　勢いそのままに後方に吹き飛ばされるミーティア。壁にぶつかるようにしてようやく止まることができた。とっさに風で防御したのだが、壁への激突は免れても拳の勢いまでは消しきれなかった。ミーティアは床にうずくまって片手をつくと苦しそうに咳き込みながらお腹を押さえた。


　ごぷりとこみあがってくる鉄臭いもの。吐き出したものは鮮血だった。


（内臓が傷ついたのね）


　手の甲で口元をぬぐったミーティアは、黒曜石のような輝きを放つ床についていた手をとおして魔王を串刺しにする意思を伝えた。


　即座に床が幾本もの細長い素槍状に変化して、ミーティアに斬りかかるべく寸前まで迫っていた魔王を襲った。


　さすがは魔王というべきか。そのすべてを避け、切り捨て、魔王は再びミーティアへと攻めてくる。


　からくも立ち上がったミーティアだったが、激痛によって動きが鈍った状態では避けきることができずにマンゴーシュを盾にして受け止めることしかできなかった。


　動きを止めたミーティアを魔王が蹴り上げる。ミーティアはまさに壁に叩きつけられたような形になった。再びの吐血。


　ここまでなのだろうか。


　ミーティアが泣く寸前のように顔をしかめた直後、彼女を覆うように壁から棘が無数に突き出して魔王に襲い掛かった。


「なに!?」


　魔王の口から驚愕の声が漏れ聞こえる。


　ミーティアが目の動きだけでそっと左右を窺うと、今度はミーティアがいる部分を除いて壁が砕けた。大きな塊のそれらがいっせいに魔王目がけて襲い掛かる。


　そのあいだにミーティアの真後ろにあった壁が後ろに倒された。


　代わりに背後に立つのは馴染んだ気配。


　ぎくしゃくと振り返ったミーティアが見たものは、予想たがわず不敵に笑うヴォルケイノーだった。


「……やっぱり無事だったのね」


「あたりまえだろう」


　そういってヴォルケイノーが肩を竦めればミーティアたちの目の前に空気の盾が生まれて魔王が繰り出した炎を防いでいた。


「いくぞ」


　ヴォルケイノーの変わらぬ口調にミーティアはこんなときにもかかわらず笑ってしまいそうになった。


　お腹に当てた手で簡単に傷ついた内臓を癒すと、ミーティアは力強くうなずいた。


　あらためて剣を握りしめると、ミーティアは魔王を見据えた。


　かすかに風が動いた気がした。


　それがなにか。


　確認することなくミーティアは全力で魔王に向かって駆けだす。


　投げつけられた炎の球は氷の塊を投げつけて相殺し。


　ただ魔王目がけてまっすぐに走る。


　下段の構えで待ち構える魔王。


　ミーティアが渾身の力で剣を突きだす。


　相打ちのごとく思われたその時。


　魔王の漆黒の剣に風が絡んでたくましいその腕から繰りだされるはずだった力強くも素早い一撃――それを留めたのだった。


　反対に魔王の腹部に吸い込まれていくのは勇者の剣。


　ミーティアの唇がかすかに動く。


「我が敵すべて滅せよ！」


　瞬間魔王の体内から焔が立ちのぼった。


　魔王の間に、魔王アバドンの声なき絶叫が響き渡る。


　やがて焔がその勢いをしぼませて消えたあとには、息も絶え絶えの魔王が立っていた。


　鬼のような形相でミーティアたちを睨みつけたかと思えば、一瞬にして落ち着いた表情へと変化した。まるで憑き物が落ちた瞬間のようなみごとな切り替わりだった。


　剣を抜き放ってからは狂暴な面だけを見せていた魔王が突如、表情や眼差しだけではなくまとう雰囲気のすべてを柔和なものへと変貌させたのだ。困惑しないほうがおかしい。そのうえそんなミーティアのほうへうっすらとだが喜色すら浮かべている瞳を向けてきたのだ。


（なにが起きたの？）


　目を白黒させるミーティア。だが魔王は軽く会釈までしてきた。


「それではお先に参らせていただきます」


「え？　お先って……？」


　意味のわからない一言だ。いったいどこへ行くというのだろうか。


　相変わらず何事かと目をしばたたかせながら考え込むミーティアをおいて、魔王アバドンの体はまるで細胞同士が一気に結合を解いたかのように霧状に変化してあっというまに雲散霧消《うんさんむしょう》した。


　なにはともあれ勇者は魔王を倒した。


　なんとか倒した。倒すことができた。


　それもこれもヴォルケイノーのおかげだろう。


　最後のあの魔王の一撃をみごとに抑えきったのだ。ミーティアにはとてもできなかったことだ。


　ミーティアはほっと息を吐き出した。


（ヴォルってばホント最強だし。彼に比べたらどいつもこいつも弱すぎとしか思えないわね。ホーント、ヴォルのほうが魔お……）


　そこまで思ったところでミーティアは大慌てではっしと自分の手で自分の口を塞いだ。声に出していたわけではないのでこの行為は無意味でしかなかったが。


　念のため、ブリキ人形がギギギと耳障りな音を立てながら錆びついた関節を無理やり動かすようにして背後のヴォルケイノーを見返す。


　ヴォルケイノーの顔を、というよりはその表情そして瞳を目にした瞬間、ミーティアはさきほどとは大違いで即行目を逸らした。


（なんでー!?)


　心の中で思っただけなのに本人にばれていた。


　それよりも。


　あれは見てはならないものだ。本能的にそう悟った。悟らざるを得なかった。しかしいまさらどうこう言ったところでもうなかったことにはならない。途中で止めたところでなぜだか本人にしっかり正確に伝わってしまっているのだ。なかったことにはしてもらえないだろう。どれほど懇願したところで聞く耳を持ってもらえるとは思わない。


　どよんどよんと周りの空気が重く暗く澱んでいくような錯覚すら覚え始める。それほどまでにヴォルケイノーから発せられる気配は闇をはらんでいた。


　ヴォルケイノーこそが魔王であるかのように。


　いや、とミーティアは思う。


　あるかのようではない。ヴォルケイノーこそが本当の魔王だったのだ。


　ミーティアは今このときはっきりとわかった。


　思い返してみれば周囲の者はなぜかヴォルケイノーに対して丁寧な態度をとっていた。ミーティア以外の者は知っていた可能性がある。なぜそんなことができたのかはわからないが。


（道理でてこずりはしたけど私にも倒せたはずよ。だってあの魔王は偽物だったんだから）


　でも。


　ミーティアは口元に手をやり思案する。


（どうしてこんなことをするのだろう？）


　どう考えてもおかしいのだ。魔王が勇者に手を貸して、偽物の魔王退治だなんて。


　そんなことを考えていたミーティアの両肩をヴォルケイノーががっしと掴む。ミーティアの鼓動が派手に跳ねあがった。


「ミア？　おまえさっきなにを考えていた？」


　耳元に寄せられたヴォルケイノーの口唇から美声ゆえになおさらぞくりと寒気を感じさせる声音でささやかれた。


　しまった。こんなことを考えている場合ではなかった。気づいた時にはすでに遅し。まさに絶体絶命というやつだ。もっともヴォルケイノーから逃れられるとは思えなかったが。


「正直に口にしたほうが身のためだぞ」


　ヴォルケイノーの魅惑的な声がさらに近づけられた口から直接耳に注がれる。


　その行為から察して、聞かなくてもわかってはいるがミーティアの口から直接言わせたいということなのだろう。


　ミーティアはこくりと喉を鳴らした。


「……ヴォルはどうしてこんなことをしているんだろうなぁって考えてました」


　ミーティアは素直に言った。ただし『魔王』という直接的な単語だけは本人に言わないように気をつけながら。


「俺たちには俺たちの役目があると言わなかったか」


「それは聞いた気もするけど……。でもその気になれば人間を……それだけでなく世界をも簡単に滅ぼすことができるんでしょ？」


「簡単ではないが、まあやろうと思えばできなくはないな」


　薄く口元に笑みを浮かべながら返されたヴォルケイノーの言葉にミーティアは一瞬顔をひきつらせたが、すぐに意志を総動員して無表情を取り繕った。


「それなのにわざわざ身代わりを用意してまでこんなこと……。どうしてか聞いてもいい？」


「身代わり？　なんの話だ」


「あの魔王アバドンは偽物なんでしょう？」


　この問いが肯定されてしまったら勇者としてのミーティアはどうすればいいのか。ミーティアは目を閉じて俯いた。


 













    53.河のほとり
    「なにがどうしてそういう結論になったのかわからんが、さきほど倒した魔王は偽物ではないぞ。正真正銘の魔王アバドンだ」


「でも『魔王』っていったら魔の王様って意味で一番偉い人でしょ？」


　ミーティアがそう言ったことでヴォルケイノーは合点がいったようだ。ああといいながらようやくわかったと小さくうなずいた。


「その認識がそもそもの間違いだ。人の世界に幾つもの国があってその国ごとに王がいたように、魔王もそれぞれの領地ごとに存在している。たしかにアバドンは地獄の中では頂点の座についていたが、それだけでしかない」


「じゃあ魔王はほかにもいるの？」


　もちろんだというヴォルケイノーに、ミーティアは頭を抱えた。


「ねえ、それって、勇者はそのすべての魔王を倒さないといけないなんてことはないわよね……？」


　恐る恐る訊ねたミーティアだったが、これはあっさりと否定された。


「最後の魔王――終末の魔王はアバドンだと定められていたからな。黙示録にもはっきりと名が記されているし、アバドン以外の魔王は最初からこの件にはかかわっていない。鍵はただ一つ。ただそれだけのことだ」


「鍵？」


　そういえばアバドンもそんなことを言っていた。それはどういう意味なのだろうか。


　聞いてみようとしたところでヴォルケイノーがミーティアの腰に腕を回して魔王の間の中央へと促した。


「急にどうしたの？」


「鍵は外された。じき角笛が鳴る」


　ヴォルケイノーの言葉を合図に床に移動陣が浮かび上がって二人はその場をあとにした。


　たどり着いた先は豊富な水量を湛える河のほとり。


　きょろきょろとあたりを見渡すミーティアの耳に、聞き覚えのある声が届いた。


「ああ、来た来た。こっちだヴォル」


　河のほとりにある小屋。その小屋の玄関先に置かれた椅子に腰かけていたのはマルキリス、リベルト、フルカルスの三人だった。近くの木にはそれぞれの愛馬、ブラック、レッド、ペイル、ホワイトそしてカラスのシェオルルがいた。


「やあミーティアちゃん、久しぶりだなー」


　マルキリスが相変わらずウオッカ片手に手を振ってきた。


「こんにちはルキさん。ところでどうしてここに？　それにここはどこですか？」


　リベルトの鍛冶屋があった場所とは違うのはたしかだ。


　それにずいぶん暖かいのでコローメンスコエとも違う。


「ここ？　ここは……」


　マルキリスが答えかけたその時。六回目の角笛の音が響き渡った。


　ミーティアは周囲をきょろきょろと見まわす。


「え？　どうして？　まだ前回から一年くらいしか経っていないのに」


　角笛は四年おきに鳴っていたはずだ。今回に限りこれだけ早いのはどうしたことか。


　ほかの人はどう思っているのだろう。


　ミーティアはマルキリスたちを振り返って目を瞠った。


　特に大きく外見が変わったわけではない。ただいつのまにか全員が金の額飾りを被っていた。とりわけヴォルケイノーのものが厚みがある。そのために見ようによっては王冠を被っているように見えた。


　さらにヴォルケイノーだけどこか雰囲気も違っている。


「みんな……どうしたの？」


　それに、とミーティアはヴォルケイノーを見上げた。さきほど聞きそこねたことは鍵の件以外にもあった。


「ヴォルは何者なの？」


「俺は、俺だ。今の俺はヴォルケイノーという名の存在に過ぎない」


　そう答えるヴォルケイノーのどこか厳かな雰囲気の漂うその姿は、少年期を過ぎ……そう、あと七つほど年を重ねた青年のようだった。


　フルカルスやリベルト、マルキリスと並んでも遜色がないどころか、落ち着き加減はむしろ勝っているようにすら見えてしまう。


「さっき鍵が外れたから角笛が鳴るって言ってたわよね。あれってどういう意味？」


「言っただろう。鍵は魔王アバドンだと」


　魔王アバドンが存在しているあいだは六回目の角笛が鳴ることはなくそのままの状態が維持されることになっていた。それはつまり人間に試練が課せられ続ける日々がずっと続くということだ。


　鍵はアバドンの命。


　勇者が魔王アバドンを倒した時にその鍵が外されて人々に安寧がもたらされる。


「安寧……？」


　その言葉がなぜか引っかかった。


「どう……やって……？」


　ミーティアはヴォルケイノーたちを見まわしてからそばの河へと目を向けた。


　六回目の角笛が鳴ったあとはどうなるのだったか。


　ミーティアの思いを見透かしたようにヴォルケイノーが答えた。


「河のほとりにつながれていた四人の騎士が解き放たれて人々を肉の体《うつわ》から解放する」


　第一の騎士は白い馬に乗って頭に冠を被っている。


　第二の騎士は赤い馬に乗って大きな剣を持っている。


　第三の騎士は黒い馬に乗っており、第四の騎士は青白い馬に乗って黄泉《シェオル》を連れている。


「黙示録の四騎士……？」


「そうだ」


　ミーティアはマルキリスたちを見返した。彼らはヴォルケイノーほど変化はないもののやはりよく見れば瞳が人とは違っていた。どこか暗く輝いているように見える。暗く闇を抱えているにもかかわらず輝いているという表現はミーティア自身もどうかと思うのだが、そうとしか表現のしようがなかった。


「ルキさんは……」


　そう呼べばマルキリスが立てた人差し指を横に振った。


「すでに封印は解けた。今の俺の名前はキマリスだ」


　それは悪魔の名前だった。


　リベルトはベリト。フルカルスはフルカス。シェオルルはシェオル。『ル』の一音を加えたり並びを変えたり。そうして悪魔の気配を隠して人としてふるまっていた。こうして解放の時が訪れるまで。


　では。


「ヴォルも？」


　彼も悪魔なのかという問いには全員が首を横に振った。


「ヴォルは人だ。役目のために人と同じ肉の体《うつわ》を得なくてはならなかった。だから人として生まれている」


　本性の記憶や魔力等々はそのまま引き継いでいたが、体は紛れもなく人だった。


　勇者は人と決まっていたから。


「ヴォルが本当の勇者？」


　どういうことなのだろうか。ミーティアは混乱するいっぽうだ。


「本来であればヴォルが勇者だ。そのために生まれるはずだった。だがなぜかミーティアちゃんが生まれた。そこでいろいろと予定が狂っちまった」


　マルキリス――いやキマリスが苦笑する。


　最後の村の最後の勇者。北の大地の最後の村で生まれるはずの勇者は、どうしたわけか直後に真反対の大陸にある最後の村で二人目が生まれてしまった。しかも勇者の剣というあるはずのなかったものを伴って。


「あるはずのないもの……」


　ミーティアはいまだ手にしている勇者の剣に視線を落とした。


「これは勇者の剣じゃないってこと？」


「それはもとは女神アスタルトの愛剣だ」


　剣は『勇者の剣』ではなく。


　ミーティアも本来は『勇者』ではない。


　ではいったい『ミーティア』とは何者なのか。


　ミーティアは我がことながらわからなくなった。実際のところ自分が何者なのかという問いに答えられる人間はそうそういるものではなかったが。


　ミーティアは首を振ってその問いを振り払った。


　今は自身のことにかまけている場合ではない。


「私が生まれたことでいろいろと予定が狂ったって言っていたでしょう？　それって具体的にどういうこと？」


　ミーティアが生まれたために変わってしまったことの一つは、ヴォルケイノーが生まれた際の扱いだ。本来であれば即座に勇者として優遇されるはずだった。


　長らく生まれていなかった子が産まれたと思ったら不気味なほどの魔力を内包していた。人からすれば嫌悪を示すにはじゅうぶんな要素だが、それをもってしても丁寧に扱ってコローメンスコエにあるロシア正教会へ里子に出されるはずだった。間違っても真逆の大陸に逃げるようにして移り住むことになるはずではなかった。


　おかげで二つの大陸を無駄に行き来するようになってしまった。


　次にミーティアの成長が遅く魔王を退治るまでに時間がかかってしまったこと。


　ヴォルケイノーであれば五つ目の角笛が鳴ると同時に魔王のもとへひとりで乗り込んでいただろう。


「遅くなってしまったことでなにか弊害が……？」


　いろいろと耳に痛い話ばかりだ。しかしミーティアは最後まで聞く必要があった。当事者として知らずにはおれなかった。


 













    54.金の王冠
    　魔王の退治が遅れたために起こった弊害。それは。


「人の苦しみが伸びたことだな」


「苦しみが？」


　それはまさか。


「苦しみというのは試練のことだって聞いたわ」


　では安寧とは。


　先ほど聞きそびれた答えをもう一度求める。今度は得られた。ただし望まぬ形で。


「安寧とは肉体の死だ」


　ミーティアは口元を押さえてもれそうになる嗚咽を呑み込んだ。数度深呼吸をして揺らぐ心を押さえ込む。


「魔王アバドンの命が鍵？」


「ああ」


　キマリスが辛抱強くミーティアの問いにつきあって相槌を打ってくれる。


「勇者が魔王を倒すことで鍵が外れる？」


「ああ」


「鍵が外れると黙示録の四騎士が解放される？」


「ああ」


「四騎士が解放されたら……人に……死の安寧がもたらされる？」


「ああそうだ」


　だったら。


「終焉を迎える時に生き延びているはずの十四万四千人には安寧は得られない？」


「いや。やつらはすべてヴォルと同じように人の肉を持つ天使と悪魔だ。すべての役目を終えれば自然に肉体を離れてそれぞれの持ち場へ帰ることになっている」


　ミーティアは目を瞠った。


（彼らが天使と悪魔？）


　ムスティスラフ。クレメンティーナ。アキーム。アンナ。アリーナ。イグナート。イーゴリ。その他大勢のお世話になった人々。彼らがすべて天使と悪魔なのか。


「もっとも、その時が来るまではほとんどの者はただの人としての記憶しかないけどな」


　それを聞いて少しは安心した。少なくともあの人たちから受けた優しさがうわべだけのものではないとそう思い込むことができるから。


　ミーティアは息を吐き出して足元を見つめた。


　死が人にとっての安寧。果たしてそうなのだろうか。


　これまでの年月を思い返してみる。


　村にいたころや旅のあいだは十分な食事を得られなくて空腹を覚える日が多かった。


　勇者だと言われて村を追いだされ、魔王のもとに向かわなくてはならなかった恐怖。


　何度も命を狙われて死と向き合わされもした。


　死にたくないと――――心からそう思った。


　俯いたままのミーティアを置いて、ヴォルケイノーが愛馬のホワイトに乗る。


「そろそろ行くぞ」


　そうしてキマリスたちを促した。彼らもそれぞれの愛馬の鐙《あぶみ》に足をかけた。


「シェオル」


　フルカスがカラスのシェオルを呼ぶ。シェオルはフルカスが持っている黒檀のような細い木の棒の先に止まるとその身を漆黒の大鎌へと姿を変えた。


　白い髪、白い肌、蒼い瞳、漆黒の大鎌。


「死神……」


　フルカスはミーティアのつぶやきを耳にして振り返るとにやりと嗤った。そこにはあの人懐っこい笑顔はなかった。


「待って……」


　ミーティアは彼らを呼びとめようとする。


「ヴォル……。ねえ待って……」


　しかしヴォルケイノーはミーティアに一瞥をくれることすらなかった。


　キマリスが困ったように笑う。キマリスだけは以前とほとんど変わりなかった。


「ミーティアちゃん、今のあいつは……、今の俺たちにはなにを訴えても無駄だよ」


「なぜ？」


　キマリスは頭に嵌っている細いリングを指差した。額飾りのようにも王冠のようにも見える金の輪。


「これは俺たちの良心だ。こうやってそれぞれの心から良心を封じることによってスムーズに役目を務められるようにしているんだ」


　ヴォルケイノーのものは王冠と思えるほどに太く大きい。それは本来であれば彼が良識のある存在であることを示していた。


「キマリスさんは細いですね」


「あはは。俺はもとから悪魔らしい悪魔だからな。あいつとは違う。だいたいヴォルのことをあいつと堂々と呼べるのも俺くらいだろうな」


　豪快に笑ったキマリスはやがてミーティアに憐れむような眼差しを向けた。


「ミーティアちゃんの役目は終わった。あとは最後の時が来るまでゆっくりしていればいい」


　最後の時。それはいつなのか。それに。


「私のことは放っておいていいの？」


　ミーティアも人間だ。死の安寧とやらを与えなくてもいいのだろうか。


「あとから迎えに来るさ。今は役目を終えたばかりだからな。あの小屋に食料やらなんやらすべてそろっているからゆっくり過ごしていてくれ」


「どうしても今じゃなきゃダメなの？　苦しくても死にたくないと思っている人はたくさんいるはずなのに？」


「まああの方のお決めになられたことだからな。あきらめろ。箱庭の時は終わったんだ」


　キマリスはただ従っているだけだという。逆らえないかたに。


　ミーティアはヴォルケイノーへと向き直った。


「ねえヴォル。やめて」


　振り向かないならとミーティアは走ってヴォルケイノーの前に回って行く手を塞いだ。


「どけ」


　ようやく淡青色の瞳がミーティアに向けられた。


「ヴォル、お願い、こんなことはやめて」


「キマリスに聞いただろう。俺になにを言ったところで無駄だ」


　退かないならそのまま馬の下敷きにするだけだというヴォルケイノー。実際にゆっくりと愛馬ホワイトを歩かせ始めた。ミーティアに向けて。


　じりじりと後退りながらミーティアはヴォルケイノーを見つめた。


　金の王冠を被ったヴォルケイノーはまさに王のようだった。ピンと伸びた背筋。まっすぐ前だけを見つめる瞳。それだけの良心を抱えていながらこんな役目をさせられる。


　ヴォルケイノーにそこまでさせる『あの方』とはいったい誰なのか。


　あとで我に返って心に傷を負うことはないのだろうか。


　ミーティアは考えれば考えるほど涙があふれそうになる。


「ヴォル、お願いよ」


　すでに涙声だ。しかもただ懇願の言葉しか出てこない。そのうえヴォルケイノーの瞳をほんのわずかですら揺らすことはできなかった。


　ミーティアは己をふがいなく思いながらもただヴォルケイノーの前にいた。


　しかし先にこの状況を崩したのはヴォルケイノーだった。


「時間の無駄だ」


　ただその一言で馬の速度をあげてミーティアをあっさり追い抜く。


　慌てて追いかけるミーティアは、走りながらヴォルケイノーの頭上に輝く金の輪を恨めしく睨んだ。


（ヴォルのバカ！）


　そしてミーティアは走る速度を一気にあげると剣を抜いた。


「ヴォル！」


　殺気を感じ取ったのか。ヴォルケイノーも剣を抜き放って振り返り。そして目を瞠った。


　ミーティアが渾身の力で斜め上に斬り上げた剣が動きを止めたヴォルケイノーを襲った。


 













    55.これから
    　涼やかな音色が響いて金冠が両断される。王冠を思い起こさせるほどの豪華な金の輪はヴォルケイノーの体の中に戻っていくかのように静かに溶け消えていく。


　そんな中、ミーティアの体は勢いを殺しきれずにヴォルケイノーもろとも落馬した。


　慌てて上体を反らしたミーティアは下敷きにしてしまったヴォルケイノーの顔を覗き込んだ。


「ヴォル！　ごめんっ、大丈夫？」


　すでに金の輪はあとかたもなく消え去っている。


　落ちた際に頭をぶつけてやしないかと確認するために腕を伸ばすと左腕にかろうじて引っかかっていたフィタが滑り落ちた。名前を叫ぶと同時に引きちぎっていたのだ。


「あ」


　フィタが落ちた先はヴォルケイノーの顔の横。


　かすかに睫毛が揺れてのちゆっくりと開かれていった瞼の先、淡青色の瞳がそれを追うように流れた。


　拾って目の前にかざして盛大なため息をこぼすヴォルケイノー。


「おまえはまったく……」


　あきれたような言葉と共にミーティアに向けられた淡青色の瞳はミーティアが見慣れたものに戻っていた。


　どこからか口笛を吹く音が聞こえた。


　追いついてきたキマリスだ。


「あの方の術を力技で破るとはさすがは女神」


「え？」


　なんのことかとキマリスを見上げたミーティアだったが、キマリスの視線はヴォルケイノーのほうに向けられているようだった。


　ミーティアはキマリスとヴォルケイノーを交互に見やっていたが、自分がいまだにヴォルケイノーの上に乗っかっている状態だということを思い出して慌てて横に逃げて座り込んだ。


　その様子をキマリスだけでなくベリトもフルカスも楽しそうに笑いながら見ていた。


　首をかしげて彼らをあらためて見返したミーティアは、全員の頭からあの金の輪が消えていることに気づいた。


　ミーティアの視線でわかったのだろう。キマリスがああといって頭に手をやった。


「俺たちのもヴォルと同じように消えちまった」


　それはひとまずよかったというべきだろうか。素直に喜んでいいのかどうかわからない。ミーティアはただ彼らにそんなことをしてほしくなかっただけで他の事情など考えていなかったのは事実だ。


　どういえばいいのかとミーティアが内心あたふたしていると、ようやくヴォルケイノーが上体を起こした。


「ひとまず小屋に戻ろう」


　ミーティアを馬に乗せたヴォルケイノーは、自身もその後ろに騎乗すると愛馬ホワイトを促して小屋へと戻っていった。


　小屋の食堂に集まった一行はフルカスが用意したお茶を飲む。相変わらずキマリスだけがウオッカだったのには笑えた。


　鍛冶屋で過ごした日々を思い出してミーティアは微笑んだ。


　ここの雰囲気が好きだった。今はただそれだけで片づけられる状況ではないのだがそれでも落ち着くことは事実だった。


「さて」


　そう切り出したのはキマリスだった。相変わらずの役割だ。


「とりあえずひととおり説明しよう。構わないだろう？」


　最後の一言はヴォルケイノーに向けられていた。


「今更だからな」


　苦笑しながら答えるヴォルケイノー。言った言葉に反して表情はそれほど深刻な様子は感じられなかった。


　キマリスの話はこうだった。


　『あの方』と呼んでいるのは『最高神』のことだった。


　名のある神は至高の神ではない。なぜなら至高の神には名はないからだ。最上位であるがゆえにその名を口にすることのできる者は存在しない。だから必要がなかった。


　だが存在を指し示すための呼び名となりうるものが必要なこともあるため『最高神』もしくは『至高神』、さらには『あの方』といったあざなが生まれた。


　『唯一神』と呼ぶ者もいるが、それでは名のある神は神ではないということになってしまう。


　最高神より下位に座しているとはいえ、神は神だ。敬いを忘れればもちろん天罰は下る。いつどのような形でかはまさに神のみぞ知る。


　本来神という存在は善と悪、光と闇を等しく抱えている。完全に同量なのが最高神だ。最高神の片腕となる天神と魔神はわずかにそれぞれの領域に傾いている。天神であれば善もしくは光の量がほんのわずかに多く、魔神であれば悪もしくは闇の量がほんのわずかに多い。


　天使とは善の量が多いもの。悪魔とは悪の量が多いもの。この差は下位にいくほど顕著である。もちろん上位のものでも差が激しいものはいる。ここにいるキマリスたちがそうだ。


　たとえばコローメンスコエにあるロシア正教会の門番を務めていた男は天使である。それゆえ法を守ることに一途すぎて融通が利かない。善悪の量はそんな風に個性となって表れた。


　始まりは最高神の戯れだった。


　霊に肉の体《うつわ》を与えたらどのように変化するのか。


　箱庭を作って体を与える。


　けれど箱庭の中で繰り返された争いに最高神は失望した。


　失望しつつもどこかで望みを棄てきれていない様子を見て、天神と魔神が手を加えた。


　天神が方舟でもってやり直しの機会を与え、魔神が最初の勇者として封印を施した。


　けれど封印はとかれた。


「最初の勇者が魔神……？」


　最初の勇者とはヴォルケイノーのことだったはず。では彼は魔神なのだろうか。


　ミーティアの問いに答えたのは意外にもヴォルケイノー自身だった。


「今の俺の名前はヴォルケイノー・ベルゼビュート。今は役目のためにこうして肉の体を得ているが、本性は魔神バアル・ゼブル。女神アスタルトの夫だ」


　それで、とキマリスがヴォルケイノーのあとを継ぐ。


「ミーティアちゃんの本性がその女神アスタルトってわけ」


　ミーティアとヴォルケイノーが嵌めている指輪を指差して、


「その指輪は本物とそっくりに作られている。本物は人には扱えないものだから地上にある材料を使って作り直すっていう方法しかなかったってわけ」


　バアル・ゼブルとアスタルトは永遠の夫婦として知られている。そこからこの指輪の意味が『永遠に別れのこない夫婦』から『永遠に別れられない夫婦』へと変化していった。


「私とヴォルが本当の夫婦？」


　ぽつりとつぶやいたミーティアにヴォルケイノーたちの視線が集まる。


　じっと見つめられているのは居心地が悪い。


「な、なによ」


　ついわけもなくそんな可愛げのない言葉が口を吐く。


　そんなミーティアを見ていたキマリスが天井を仰ぐようにしてため息を吐いた。


「さすがはあの方がかけた術。ここまで言っても解ける気配なしだ」


　お手上げとばかりに肩をすくめて苦笑した。


　ベリトとフルカスも同様だ。


　ヴォルケイノーだけは腕を組んで椅子の背もたれに体を預けるようにしながら息を吐きだした。


「たかだか二十年程度のことだからおとなしく待っているように言ったはずなんだがな……」


　ミーティアは決まりが悪い思いをしながらそっとつぶやいた。


「まったく身に覚えがないんだけど……」


「どうやら俺のあとを追って転生する際にあの方が介入して記憶を封じたみたいだからな。わからなくとも無理はない」


　ヴォルケイノーたちが言う『あの方』が誰をさすのかミーティアはもうわかっている。最高神だ。


「まあいい。そのことについては記憶が戻ってからだ」


　今のミーティアに言ったところでどうしようもない。そういってヴォルケイノーはこれからのことに話題を転換した。


「それでミアはこれからどうしたい」


「どうって……？」


　どうもこうも『復元された予言書』とやらに書かれているのではないのだろうか。


　そう言えば全員が首を横に振った。


「あれはもうない」


　『復元された予言書』とは最高神がたわむれにしたためたものだという。


　周りのものがそのとおりになるように奮闘して『一度も外れたことがない』状態を保持してきた。しかしミーティアの乱入によってそれも叶わぬこととなってしまった。予言書に沿わない出来事が発生した時点で予言書は意味をなくしてこの世から消えてしまったのだ。


　あとに残るのは黙示録のみ。改変された黙示録は論外だが、原本は意外とシンプルな内容のため外れることはない。世界が終末に向かっているのはもう誰にも止められない。浄化に入らねばならないところにきているのだ。そして箱庭の世界をそこまで追い込んだのは人間だった。


　霊に肉の体を与えてはならない。これはすべての世界が出した答えだ。だからこそ人間から肉の体を取り上げて元の状態に戻すこととなったのだ。


　ミーティアはそう聞かされた。そのうえでどうしたいのかとヴォルケイノーが問うているわけだが、これにミーティアが答えていいのだろうか。最高神の――世界の考えに沿っているとは思えないのに。


「構わん。そもそもあの方がミアの――アスタルトの記憶を封じたのだ。こうなることもわかっておられたのかもしれない。だからおまえが決めろ」


　ミーティアは息を吸い込んで背筋を伸ばした。視線はまっすぐにヴォルケイノーの瞳を見据える。


「どんな理由があれ、創造神として自らが生み出しておきながら都合が悪くなったからといって人として生まれてきたものの命を途中で奪わないでほしい。神様からしてみれば単純に肉体を奪って元に戻すだけかもしれないけれど、私たちにしてみれば殺されるのは怖くて恐ろしい。残り数十年。肉体が自然に死を迎えるまで……そのくらいなら待つことができるでしょ？」


「わかった」


　ヴォルケイノーははっきりと了解を示した。


「キマリス。おまえたちは先に戻ってあの方へこのことを伝えてくれ」


「ヴォルはやっぱ残るのか？」


「そうなるだろう」


　ヴォルケイノーが流した視線の先にいるのはミーティア。キマリスは納得したといって数度うなずいた。


「どういうことよ」


「おまえも残るのだろう？」


　ミーティアは言われて初めて今の自分も肉の体を与えられている人間の一人なのだと気づいた。


「残ってもいいの？」


「殺されるのは怖くて恐ろしいと言ったのはおまえだ。たかが数十年程度最後の人間として過ごすのも悪くはない」


　悪くはない。そう言うということは。


「ヴォルも残るの？」


「ミア一人で残りたいのか？」


　ミーティアは目一杯首を横に振った。


「一緒がいい……」


　ヴォルケイノーは淡く笑った。


　キマリスがふむと言いながら腕を組む。


「だったら俺も残るとしよう。ミーティアちゃんと一緒にいると楽しそうだからな」


　伝言はほかの者に任せようとしたキマリスだったが、それならば私たちも残りますとベリトとフルカスも言い出した。


　ヴォルケイノーはため息を吐く。


「おまえたちいいかげんにしろ」


「そうは言うが、こんなことは最後の機会だしな」


　笑顔でのたまうキマリスに便乗する形でフルカスもうなずいた。


「そうそう。伝言なんかしなくてもあの方はすでにご存じだと思うけど、一応シェオルを飛ばすからそれでいいことにしようよ」


　あきらめたように息を吐き出したヴォルケイノーは好きにしろと言った。


　歓声が小屋の中に広がる。


 


　それから数十年後。


　天の花畑に二柱の神が降り立つ。


　黄水晶またはシトリンと呼ばれる宝石のような金色というよりはレモンのような淡黄色という表現のほうが似合う色の髪と瞳を持つ女神と、天青石《てんせいせき》またはセレスタイトと呼ばれる宝石のように晴れた空の色のようなまた澄んだ水の色のようなそんな淡青色の瞳に銀髪の魔神。


　女神アスタルトと魔神バアル・ゼブル。


「数十年も経てばさすがに懐かしいと思えるな」


　アスタルトが膝をついて花に手を伸ばす。


　その横にバアル・ゼブルも腰をおろした。立てた片膝を使って頬杖をついてアスタルトを見つめる。


　ついと手を伸ばしてアスタルトの淡黄色の髪を一房指で引き寄せて口づけた。


「バアルはこの髪が好きだね」


　アスタルトがあきれたようにいう。


「我がミーティアだった時もそうだった」


　アスタルトの外見はミーティアが二十二歳くらいの頃と酷似している。もっとも神は肉の体ではないため人としての見かけの年齢はあてはまらないが。


　口元で軽く笑むバアル・ゼブル。そのさまは二十三歳頃のヴォルケイノーと同じだ。


　ふとアスタルトが声をあげて笑い出した。


「どうした、アナト？」


「いや、すまぬ。バアルが魔王と呼ばれるたびに嫌悪を示していたことを思い出してね」


「それは言うな。今のおまえならその理由もわかるだろう」


「そうだね。魔神でありながら格下の魔王扱いされればプライドの高いバアルには応えただろうが、それにしても……」


　そのさまがあまりにも子供じみていて、ミーティアとしての記憶もあわせもちながら本性の女神に戻ったアスタルトにしてみれば笑わずにはおれなかった。


「笑っていられるのも今の内だぞ」


　バアル・ゼブルがにやりと笑う。


「どういうことだ？」


「俺ははっきりと伝えたはずだ。『すべてが終わったらたっぷりお仕置きをしてやるから覚えていろよ』とな」


「ああ、あの時のことか」


　いっかな応えた様子もなくアスタルトが笑う。


　そしてバアル・ゼブルが差しだした手をためらいもなく受け取った。


「いい度胸だ」


「バアルの妻だからな」


　緩やかに両者の面を飾るのは極上の笑み。


「たしかに俺に恐れも媚もせずにそばにいることができるのは世界中でアナトただ一人だな」


　細められた瞳に互いをとらえ、やがて吐息も混ざりあう。


　風が踊り、水が跳ねる。花々は美しく咲き誇り、二柱の神の帰還を歓迎した。
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